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【論文】

音楽系大学の学生と「大学」の意味
──学生・卒業生への聞き取り調査をもとに──

喜 始 照 宣

1．は じ め に

本稿の目的は、音楽系大学・学部1）（以下、「音大」という）の学生および卒業生への聞き取

り調査をもとに、かれらが「大学」という場に対してどのような意味を与えているのかを検討

し、その上で、音大における学生生活の特徴について考察することにある。

文部科学省の学校基本調査によると、令和元（2019）年 5月 1日現在、「芸術」関係学科の学

部学生は 72,920名であり、そのうち 15,323名が「音楽」関係学科（以下、「音楽科」とする）に

おいて学んでいる。図 1に示したように、音楽科の学生数は、平成 8（1996）年度の 23,344名を

ピークに減少しており、学部学生全体に占める割合も、一時期は約 1.2％を超えていたが、現在

では約 0.6％にまで低下している。こうした動きは、学生割合が微増している「芸術」関係学科

全体とは異なる傾向となっている。また、学生数の減少と並行して、音楽科の男女比も変化して

図 1 音楽関係学科の学生数と学部学生全体に占める割合の推移（学校基本調査）
注：各年度学校基本調査の「関係学科別 学生数」をもとに筆者が作成。

園田学園女子大学論文集 第 56号（2022. 1）

― １ ―



おり、平成 2（1990）年度に 88.9％であった女性割合は、令和元（2019）年度には 77.2％まで

下がっている。音楽科に入学する女性数が減少する中、男性の割合が高まっているのである。

こうした数値上の変化からは、厳選された少数精鋭の音楽家の養成に主眼を置きつつも、幅広

い音楽ジャンルを配置し、多様な社会的属性の学生を受け入れるようになった音大の現代的様相

を想像することもできるが、実際はそうとは言えない状況がある。久保田（2017）が指摘するよ

うに、「音楽大学で学びたい、将来クラシック音楽の分野で仕事をしたいという人の減少」（久保

田 2017, p.50）の問題が、こうした変化の背景にあると考えられるからである。例えば、学生の

入学状況について、学校基本調査をもとに見てみよう。表 1に示したように、国立大学・音楽学

部（東京藝術大学音楽学部）では現役以外の入学者の割合も継続して高いが、公私立を含めた音

楽学部全体では、1984年度時点ですでに現役入学者の割合は 80％を超えており、2014年では

88.2％に達している。これは学部学生全体の傾向と比べても顕著に高いことがわかる。浅井

（2006, p.16）によると、近年、私立の音大を中心に、「音楽基礎力の強化」、「専攻に伴う専門科

目の充実」、「幅広い音楽ジャンルの実践教育」、「社会と音楽大学とのつながり」といったビジョ

ンのもと、個性化・特色化を図った教育改革が行われてきたとされるが、その一方で、（特にク

ラシック音楽の道を志し）音大を受験する若者が減少するに伴い、音大は音楽に関する基礎的な

知識・技術の点で多様なレベルの学生を今まで以上に受け入れることになっている現状がここか

ら推測される。

それでは、このように音楽という共通性のもと多様な背景の人びとが集結する音大という場

を、まさにそこで学ぶ学生たちはどのように経験しているのだろうか。また、どのように意味づ

けているのだろうか。

児島（2013）が指摘するように、日本の高等教育研究は、「どのような背景をもつ若者が大学

表 1 学生の学部別入学状況の推移（学校基本調査）

年度
入学状況 合計

現役 1浪後 2浪後 3浪以上 その他 ％ N

全体

1984
1994
2004
2014

63.0
64.3
76.9
83.9

28.6
26.1
15.6
10.9

5.8
5.8
2.7
1.6

2.1
2.3
1.7
1.2

0.5
1.5
3.0
2.4

100
100
100
100

416,002
560,815
598,331
608,247

音楽学部

1984
1994
2004
2014

81.7
81.9
84.2
88.2

13.6
13.3
9.9
7.1

2.4
2.3
2.0
1.7

1.9
2.1
2.7
1.9

0.4
0.5
1.3
1.1

100
100
100
100

4,784
5,048
4,416
3,372

国立大学・
音楽学部

（東京藝術大学）

1984
1994
2004
2014

49.6
50.4
57.6
68.8

26.1
27.3
20.2
19.4

11.5
8.2
7.3
5.5

12.8
13.7
14.1
5.9

0.0
0.4
0.8
0.4

100
100
100
100

234
256
262
237

注：各年度学校基本調査の「学部別高校卒業年別入学者数」をもとに筆者が作成。表中の「その他」
には、「外国の学校卒」「専修学校高等課程卒」「その他（検定等）」が含まれる。
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進学しているのか、就職活動を含む〈大学から仕事へ〉の職業的移行はどうなっているのかとい

う、『入口』と『出口』をめぐる研究に集中して」（児島 2013, p.248）きたと言える。学生の大

学生活をテーマとする研究はもちろんあるが、それらの多くは授業や課外活動に関する量的な把

握が中心であり、学生への聞き取りや観察などの質的方法をもとに、「大学がいかなる経験の場

として意味づけられているのか」（児島 2013, p.249）を明らかにした研究はごく少数に限られて

いる。

高等教育における芸術・音楽分野に関する先行研究でも、いまだ十分な知見の蓄積はないが、

上記と同様の傾向があり、「入口」と「出口」に関わる研究が多い。音大の学生や経験者を対象

とした研究においては、具体的なテーマとして、音大への進学理由（佐藤 2001，佐藤 2005，西

島 2009）、音楽の専門技能習得や音楽家を目指すに至った経緯（相澤 2018）、卒業後進路や音楽

家としてのキャリア形成（西島 2009，武知・森永 2010，髙橋 2019など）がおもに扱われてきた。

他方で、音大での学生生活については、佐藤（2001, 2005）、西島（2009）、相澤（2019）など

の研究があるが、以下の点で限界がある。まず、音大の女子学生を対象とした心理学的研究であ

る佐藤（2001, 2005）では、積極的動機による進学が大学での適応を導くこと、家族のサポート

は積極的な進学理由に影響力を持つことが見出されているが、学生が音大をどのような場として

経験しているからこそ、そうした進学理由と適応の関係性が成り立つのかについてまでは検討さ

れていない。つぎに、音大の学生や教員養成大学・学部で音楽を専攻する学生を対象とした質問

紙調査をもとにした西島（2009）では、専攻や課程による違いはあるが、概して学生たちは「専

門のレッスン・授業の学習を中心にした学生生活」を送っていることが示されている。しかし、

より詳細な分析はなされておらず、音大の学生文化とその影響の解明にまでは至っていない。そ

して最後に、これらの量的研究とは異なり、音大経験者への聞き取り調査をもとに、かれらが悩

みながらも音楽家として「卓越化」していく過程を、「名門」と私立音大を分けた上で具体的に

描いているのが相澤（2019）である。この研究では、結論として、「職業音楽家としてキャリア

を築く上では、『自分の能力のなさに打ちひしがれる勉強』のなかで自分への劣等感に向き合い

つつ、『自分の才能に気づく』ことにより、自分のポジションのポジティブな意味付けを考える

バランスが必要である」（相澤 2019, p.64）ことが主張されている。だが、これはあくまで音大

での教育機会を生かした職業音楽家としての「卓越化」の条件を抽出したものである。職業音楽

家としてのキャリアにおける音大の位置づけを考察する上で、こうしたアプローチの仕方は重要

だと言えるが、必ずしも職業音楽家になることのみを展望していない学生たちも含め、かれらに

とっての音大の意味を多層的に理解するには限界があると考える。

以上を踏まえ、本稿では、音大の学生・卒業生の語りをもとに、かれらがどのような環境設定

のもと学生生活を送ってきたのか、またそうした環境設定がなされた音大という場をどのように

意味づけ経験してきたのかについて分析を行う。そして、音大という場の特性がそこで学ぶ者の

生活のあり方やディスポジション（disposition：性向）形成に与える影響の一端を明らかにする

ことを試みたい。
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2．調査の概要

本稿で使用するデータは、2011年 5月から 11月にかけて筆者が実施した、音大の学生および

卒業生を対象とした聞き取り調査より得られたものである。

聞き取り形式はフォーマルな状況での半構造化法を採用した。聞き取り内容は大学入学以前の

諸経験、音大への進路選択、音大での教育・学生生活、卒業後進路や将来展望等多岐にわたる。

調査時の会話は許可を得た上ですべて IC レコーダーに録音され、その音源をもとに逐語記録を

作成した。

調査協力者の募集は、おもに筆者の知人を起点としたスノーボールサンプリングにより行っ

た。その結果、調査協力者は、音大 2校の学生 13名（うち院生 5名）、卒業生 4名となった（な

お、修士課程 1年生は、学部時代の所属でカウントした）。2校ともに首都圏に所在しており、

国内の音大の中では入学時点の選抜度が高い大学である。

ただし、本稿では専攻分野を絞り（作曲・邦楽等除外）、鍵盤楽器 2名、声楽 4名、弦管打楽

器 3名、音楽学・音楽教育 5名の計 14名（うち女性 11名）のデータを分析する。分析対象者の

基本情報は、表 2に記した通りである。

以下、語りを引用する場合、学生・卒業生の名前は仮名表記とした。また、語りを引用する

際、その一部を省略する場合は（中略）とし、筆者による補足は［ ］内に記した。

3．音大における環境設定

本節では、学生・卒業生の語りをもとに、音大においてはどのような環境設定がなされてお

表 2 調査協力者の基本情報

No. 名前
（仮名）

所属大学
（学部時） 専攻分野 性別 学年

（調査時） 備考

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14

前田
青木
藤田
遠藤
太田
後藤
近藤
福田
小川
斉藤
西村
藤井
岡本
藤原

A 大学
A 大学
A 大学
A 大学
A 大学
A 大学
A 大学
A 大学
A 大学
A 大学
B 大学
B 大学
B 大学
B 大学

鍵盤楽器
鍵盤楽器
弦楽器
弦楽器
管楽器
声楽
声楽
声楽
音楽学
音楽学
声楽

音楽教育
音楽教育
音楽教育

女性
女性
男性
女性
女性
女性
男性
女性
女性
女性
女性
女性
女性
男性

M 2
B 4
B 4
B 2
B 4＋

卒後 2年目
卒後 2年目

M 2
M 1

卒後 3年目
M 1
B 4
B 4
B 4

高校・音楽科

高校・音楽科
高校・音楽科
高校・音楽科
近藤と合同で聞き取り
高校・音楽科

高校・音楽科、他大学院へ進学

高校・音楽科
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り、学生はその中でどのような学生生活を送っているのかについて検討する。

まず、音大は、美大と同様、実技重視の教育体制が保たれており2）、音楽的な知識・技術を幼

少期から蓄積している者が数多く集う場となっている。こうした環境ゆえに、大学入学までの音

楽的な背景や経歴の違いによって、入学当初における学生の大学という場への適応に差がみられ

るようである。例えば、高校では英語の専門学科に通っており、部活動等で音楽に関わる取り組

みもしていたが、高校 3年生の秋に音大受験を決心したという藤井（女性 B 大学・音楽教育

B 4）は、以下のように語っている。

藤井：いつも、大学にいると色んな音が聴こえて、普通の学科の勉強してても、「あっ」て

上からピアノの音が聴こえて。とかそういう環境にいることは、嬉しかった気がします、最

初は。でも、自分は結構、大変な思いをちょっとしつつ入ったんですけど、入ったら全然そ

んなことはない人もいて。でもなんとなく音楽が好きだから入った人とか。逆に、本当に高

校も音楽科で、コンクールとかバリバリ受けてた人とかもいて、本当色んな人がいて。1

度、ずっと音楽をやってきた友達で、一緒にレッスン受けたときに自分との差を感じて、私

遅すぎるのかなって思って、凹んだことはありました。

音大は基本的に音楽に興味・関心を抱き、愛好する人びとのコミュニティであると考えられる

が、専門的知識・技術や音楽──特にクラシック音楽──に親和的なディスポジションを入学時

点でどの程度身体化しているかについては学生内部で多様性があると言える。そして、この語り

に見られるように、音大受験を機に本格的な取り組みを始めた学生の場合、早期から専門的な知

識・技術の獲得に時間を費やし研鑽してきた学生──例えば、高校・音楽科出身で、コンクール

への出場経験も豊富な学生──との比較から、音大という界（field）において「ハビトゥスのく

い違い（habitus dislocation）」を体感している可能性が考えられる3）。進学校である普通科の高校

から 1浪して大学入学した斉藤（女性 A 大学・音楽学 卒業生）も、周囲の学生を見る中で、

音楽的な知識・技術の面で、劣位性の感覚や不安を抱いた経験を語っている。また、彼女の場

合、語りの前半部にあるように、他の学生との出身階層の違いも感じとっている。音大の学生の

場合、大学入学時における、専門的知識・技術や音楽に親和的なディスポジションの違いは、出

身階層から直接的な影響を受けた結果生じている可能性がここから示唆される4）。

──［大学に］入ってからギャップがあったとか、驚いたみたいなことってあります？

斉藤：音楽学部の人は、とかくヒラヒラフリフリの洋服の人が多くて「うわ、やば、ついて

いけない」ってまず思いました。なんか、華やかでお金がかかってそうな女子が多くて「う

わっ」て思ったのと、あと周りにすごい人しかいないので、この中で自分ができることって

あんのかなと思って、入ったはいいけど、変なところに来ちゃったと思って、1カ月ぐらい

放心状態になりました。
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──すごいってどういう？

斉藤：なんかもう技術的にも持ってるものが高い人しかいないし、できて当たり前だし。例

えて言うなら、「のだめカンタービレ」観たことありますか？

──ああ、はい。

斉藤：のだめちゃんが、フランスに行ったときに、みんな子どもでも音楽学みたいなやつを

バリバリできてて「うわっ」みたいな。そういう状態でした、まさに。みんな勉強も大好き

だし、音楽大好きだし。（中略）ついていけるのかなっていうのが、非常に、不安でいっぱ

いになった。

以上から、学生内部で音楽的な背景・経歴の違いは大きく、大学へのコミットメントの度合い

も多様であると考えられるが、学生は、実技重視の教育体制のもと、専門的な知識・技術を基礎

として習得し、その上で音楽を通じた表現を自ら深化させていくことを期待された大学生活を送

っている。特に演奏系の学生の場合は、レッスンや成果発表会に向けて日々与えられた課題の練

習に励み、それを可能とする生活を組み立てている。例えば、高校・音楽科出身の前田（女性

A 大学・鍵盤 M 2）は、高校時代から変わらず、大学進学後も実技を優先した、レッスン中心

の生活を送っていた様子を以下のように語っている。

──［通っていた音楽系］高校ってどういうところだったっていうか、どういう雰囲気のと

ころなんですか？

前田：もう、みんな実技を一番に考えていて、生活、大半が練習っていうか。授業じゃな

い、帰ってからの過ごし方とか、本当に楽器のことばかりに専念してる感じで、だから学科

の授業とかはそんなに重要視してないというか、和気藹々と、なんかやってましたけど。

で、コンクールに出たりとか海外の講習会に行ったりとかしてました。

（中略）

──大学入ったからって驚くようなことはなく、スムーズにっていうか。

前田：そうですね。やっぱり、レッスンを中心にした 1週間の生活の仕方っていうのは変わ

らないので、そんなに、ギャップがあったっていうのはないかなと思います。

4．「大学」への意味づけ（1）：技術の高度化と「音楽的なもの」の継受の場

このように音大の学生は、音楽的な知識や技術の鍛錬を中心に生活を組織化するよう期待され

た大学環境のもとに置かれている。それでは、そうした環境設定がなされている「大学」という

場に対して、かれらはどのような意味を付与しているのだろうか。第 4節および第 5節では、そ

の点を検討する。
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（1）技術の高度化と「音楽的なもの」の継受の場

第 1に、学生は、音大を「技術の高度化と『音楽的なもの』の継受の場」として意味づけてい

る。例えば、青木（女性 A 大学・鍵盤 B 4）は、「音楽は大学で教えられるのか」という質問

の流れの中での、筆者の「音楽って、美術とかに比べて、言われて気づく感じが強いのかなと思

って。」という語りに対して、つぎのように応答している。

青木：美術の人って自分が生み出してますけど、［音楽演奏の場合は、］その曲ができた時代

背景とか、その作曲家の特徴とか、弾く前からもう決まってる、ある事実があるので、その

知識がなかったときに、その知識を補ってまわったり、例えば、その時代の特徴に沿った演

奏法とかタッチとか（中略）あと、それに合ったアーティキュレーションって、弾き方があ

るので、それを習ったりすることがあると思います。自分が知らないことで。

──その時代のように弾けるっていうのがいい？そういう訳じゃない？再現するみたいな。

青木：最低限、それを知った上で自分がその曲をどう表現するかっていうのは個人の自由だ

と思いますけど、あまりにもかけ離れたことをしてると、聴いてる人が、この人はその曲の

知識を持ってないんじゃないかとか、そういう風に思うことはあります。

ここから、特に学部段階では、基礎的な知識・技術の伝授がより重視される傾向があり、学生

もそのための場として大学を捉えていると推測される。大学院在学中の前田（女性 A 大学・

鍵盤 M 2）の場合も、学部と大学院では実技系教員の指導の仕方に違いは出てくるが、基本的

には音楽的な知識・技術を高度化する期間であり場として音大を位置づけている。

前田：実技に関しては、レッスンはもう本当に、私は教えてもらうっていう感じで行きます

けど、でも大学院ぐらいになって、先生もちょっとずつ接し方が違ってきてる気がしてるん

ですけど、自分である程度作っていって、というか、完成させて、じゃないですけど、それ

にアドバイスしていただくっていうぐらいな感じに変わってきたなと思って。でも大学まで

は、（中略）私の先生は結構色んなこと教えてくださってたなと思います。私も教えてもら

うっていうスタンスで実技に関してはやってましたし。

──教えてもらった感じが強いですか？

前田：そうですね。

──その場合、どういうところを学んだというか、教えられたというか。

前田：奏法だったりとか、あと楽譜の読み方とか。

──そうなんだ。

前田：中学までは、先生が違ったせいもあるかもしれないですけど、先生の演奏をコピーす

るっていうか、全く同じように、こういうふうに弾くっていうか、歌い方だったり、そうい

うのをコピーすることを教え込まれてた感じはするんですけど、［音楽系］高校に入って
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［から現在まで］、自分で表現したいものを表現できる技術を、とか、奏法を教え込まれた

と。それができれば、習得すれば、自分の表現したいものを表現できる演奏家になれるって

いう、そういう感じで教えられてきたのかなと思いますね。

また、岡本（女性 B 大学・音楽教育 B 4）の語りに見られるように、そうした知識や技術

を獲得する過程は、「より深く音楽を感じるために」必要な経験として、音楽に対する「ニュア

ンス的なことだとか、感じ取り方」、すなわち音楽的なものを身体化する作業でもあると実感さ

れている。

──教えられるとしたら、どういうことを教えられるかとか。教えられてきたかとか。

岡本：ああ、大学で？なんかもう知識の面ですね。

──知識っていうのは、音楽史とか？

岡本：そうですね。専門的なこととか、そうですし。私の場合は、高校のときから［音楽科

だったので、］音楽にすごく関わってきたので、大学でっていうのがあまり感じてないんで

すけど、普通科から上がってきて大学で音楽をやってる人からすれば、かなりインパクトが

あるんじゃないかな、インパクトというか。音楽に対して、ニュアンス的なことだとか、感

じ取り方をやっぱり。しかも意識するだけで、感じ取り方が全然違うんですよ。理論をやっ

た上で音楽をやると、またなんか変わるというか。そういう面で、大学はより深く音楽を感

じるために理論を勉強するところなのかな。

同様に、後藤（女性 A 大学・声楽 卒業生）も、後述する「レッスン」における講師の指

導の仕方について説明する中で、技術的なことの修得だけではなく、表現方法（強弱法など）や

曲の解釈といった、音楽的なことを継受することも、レッスンにおける重要な側面であることを

語っている。

──先生とかレッスンのときってどういうことを言ったりするんですか。

後藤：たぶん大きく分けて、発声、技術的なことと、あと音楽的なことっていう言い方をす

るんですけど、ここはこういう歌い方なんじゃないの、とかどういう気持ちなの、とか。ピ

アノで歌うかフォルテで歌うかとか、速く歌うか遅く歌うか、そういうこと、色付けたりと

か解釈とか。たぶん 2種類、主にあります。

ただし、後藤と近藤（男性 A 大学・声楽 卒業生）のつぎの語りにあるように、例えば声

楽科では、多くの学生が技術的に「未熟な状態」で入学してくるため、技術面で教わることは大

いにあるが、音楽的なものを教えるということが音大において、より正確に言えば、学部段階で

のレッスンという限られた時間の中だけでは、十分に機能しているとは言い難いことが同時に指
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摘されてもいる5）。

──結構美術の人に聞いたら、大学って制作場所であったり、人と会える場所だったりって

いうので、あんまり教えられてるって感じがないって話をしてて。

後藤：美術はそうだと思う。

──で、音楽の人だと、逆に教えられてるっていう感じだったんで。そこは違うのかなって

思ってて。

後藤：そうですね、美術と音楽は本当そうだと思います。私も美術の子は教えられてないっ

て聞いてたし、ただ美術って結構逆に基礎力できてる人たちが入ってきてるんだと思うんで

すよ、音楽に比べると。（中略）だからそこから先は教えるんじゃなくて、（中略）自分が何

を表現するかってことになるから、それは良い悪いっていうよりも（中略）好き嫌いのカテ

ゴリとかに入ってきてるのかなって私は思ってるから。でも、音楽でこと歌科［＝声楽科］

とかにおいては（中略）未熟な状態で入ってきてる。技術的にできてない状態で入ってきて

るんですよ、ほとんど。だから、そういう意味では技術的な面では教わってると思います、

それはもう本当に、いっぱい。

──じゃあ、教えられるとしたら技術的な面がおもに？

近藤：そうだと思いますね。

後藤：逆にその感性的な面とか、音楽的な面を教えてもらえてるかとか、教えることが機能

してるかっていうところが、ちょっとはてな。（中略）まあ技術も多少あれだけど、一応歌

に関してはね。レッスンがあるから。

（2）「レッスン」を通じた高度化・継受

音大の学生にとって、大学は第一義的には「技術の高度化と『音楽的なもの』の継受の場」で

あることをここまで見てきたが、そうした高度化・継受は、特に演奏家でもある教員との密な相

互関係が形成されている「レッスン」という場を中心に展開されている。もちろん、教員によっ

て指導方法や音楽的嗜好には多様性があり、学生への影響の度合いも異なるが、声楽を専攻する

福田（女性 A 大学・声楽 M 2）や弦楽を専攻する遠藤（女性 A 大学・弦楽 B 2）が語る

ように、担当教員との相互行為の中で、自分自身の演奏表現が演奏家の先達である他者からどの

ように聞こえるのかを知り、今後どのような方針で表現を深化させていけばよいのかを考えるた

めの「道標」を提供する場として、レッスンは機能している。それゆえに、個人レッスンの機会

は限られているものの、学生にとってレッスンは大学生活における中心的な位置を占めるのであ

る。

福田：［大学で音楽が教えられるかは］難しい問題ですね、でも声楽に限っていうと、教え

られないと困ると思う、教えてもらえないと困ると思う、学生が。
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──そうですか。

福田：（中略）自分で聞いてる声って、実際聞こえてる声って違うので、客観的に見てどう

かっていうふうに判断しないと、だからやっぱり、先生との一対一のレッスンっていうのは

すごい重要。週に 1回しかないですけど、すごい重要で。人によってその感覚が違うし、そ

の先生が言ってることが必ずしもあってるかって言ったらわからないけれども、言い回しが

違うにしても、表現が違うにしても、結局は言ってることは同じなことが結構あるし。何か

道標じゃないですけど。やっぱり段階ってあるんですよ、歌で。今このときにこんな大曲を

歌うときじゃない、今はこの曲を歌うとき。やっぱりレベルに合ったものを選ぶっていう、

それは先生がその人の状態とかを見て判断して、伸ばしていくから。やっぱり、大学で教え

られると思います、私は。

遠藤：［レッスンでは］技術的な、まだ足りない点はもちろん指摘されますし、先生の音楽

性を見せていただいて、それでそれをとりあえずやってみて、自分でやってみて。で、そこ

から自分がやりたいものを作っていく。だから、先生にもよるんですけど、すごい先生のご

自身のスタイルを押し付ける方もいらっしゃいます。

（中略）

──何も言われずに弾いてたい、っていうのってありますか、自由というか。それともやっ

ぱり先生の言うことは大事ですか？

遠藤：先生の言うことだから大事っていう訳ではなくて、やっぱり経験も、今まで弾いた曲

数も、全てがずっとずっと上な人たちですから、例えば先輩とか、もちろんそうですし、ど

うしても 1人で考えてると偏るんですよね。だから、毎回のレッスンで、こういう考え方も

あったんだ、って思えるのは［大事なことだと］。

このようなレッスンの重要性は、演奏系学科の学生だけではなく、音楽学・音楽教育系の学生

からも指摘されることであり、講義科目と同様に、あるいはそれ以上に、「レッスン」を中心と

する実技科目に注力している者が多いという。例えば、音楽教育学科で学ぶ藤井（女性 B 大

学・音楽教育 B 4）は、自身の大学生活を振り返る中で、レッスンを取らず楽をすることも出

来るが、「やっぱりみんなそれぞれ、もっともっと上手くなりたいって気持ちがあるので、レッ

スンにはかなり力を入れてる人が多い」と語っている。

藤井：3年生のときは本当に忙しくて、1限リトミックして、2限ピアノを弾いて、3限、お

昼にヴァイオリンがあるんですけど、4限合唱して、5限も、って全部丸々つまってる日と

かあったり。基本お昼休みないです。最近はうんと減らしてるんで、ですけど、お昼は結構

たいていの友達が練習室とって練習して、午後のレッスンに備えたり、次の日のレッスンに

備えたりっていう感じで、練習室取るのは結構争奪戦に。
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──そうですか。結構課題がいっぱい出てたり。

藤井：はい。1週間で言われたこと全部直して、新しい課題見つけて。イタリア語をちゃん

と喋れるようにして、とか。やっぱりみんなそれぞれ、もっともっと上手くなりたいって気

持ちがあるので、レッスンにはかなり力を入れてる人が多いと思います。

──なんか音大の人、みんな忙しそうだから、大変だな。

藤井：そうです。でも本当その人次第で、楽にやろうと思えば、［音楽教育学科では］レッ

スン取らなくてもいいし。でもやっぱりやってる人は多いです。

（3）専攻分野による相違

しかし、音大受験時における実技の水準や内容が異なるように、演奏系と音楽学・音楽教育の

専攻分野を比較すると、レッスン等において学生に期待される技術の高度化と「音楽的なもの」

の継受の度合いには差がみられるようである6）。例えば、小川（女性 A 大学・音楽学 M 1）

は、自身が所属する音楽学科は「広く浅く音楽を、実技もできるし、勉強もできる」ところであ

ると表現しており、特に学部時代は音楽に対する様々なアプローチが体験できる「カルチャース

クールみたいな感じ」であったと語っている。また、高校も音楽系で、当時ピアノを専攻してい

た岡本（女性 B 大学・音楽教育 B 4）は、より具体的に、彼女が所属する音楽教育学科では、

グループレッスンが主であり、一人当たりのレッスン時間が短く、担当教員から求められる実技

面での要求水準はそれほど高くなかったこと、それゆえに自身の実技練習にかける時間も短くな

っていったことを語っている。

岡本：［大学に入って］驚いたことは、レッスン時間なんですけど。音楽教育学科はグルー

プレッスンなんですね。（中略）時間内に 4人レッスンをしてくれるっていう。

──ああ、順番に。

岡本：順番でレッスンをしてくれるので、割りふりが決まってて、1人が 15か 20分ぐらい

しかレッスンを受けられないっていう感じで、もっと、音楽をやりに音大に入ったのに、レ

ッスンがこんなに短くてって思ったのがすごくつらいなと感じたところですね。音楽教育学

科っていったら、音楽も大切だけども、やっぱり学科の勉強もできて、総合的な人を育てる

みたいな感じなので、（中略）レッスンの時間も少なかったですし、自分の練習する時間も

少なくなっていったので、全然練習もしなくなってしまって。先生の方もそこまで求めてこ

ない。音大生なんですけども「まあ、ある程度弾けてたらいんじゃないかな」みたいな雰囲

気があって。ビシバシっていう感じじゃないですね。それがちょっと［入学以前の音大のイ

メージとの］ギャップでした。

さらに、演奏系の学科の中でも「楽器」や演奏形態の特性に応じて、演奏家養成として重視さ

れる要素や学部教育の位置づけにはヴァリエーションがある。ここでは、特徴的な例として、声
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楽科を取り上げる。例えば、西村（女性 B 大学・声楽 M 1）は、自らの身体そのものが「楽

器」となる声楽の場合、大学の学部時代は「歌を始める段階」であるため、大学において特に基

礎的な知識や技術を習得することが必要になるとしている。

──大学っていうのはどういう場所になるんですか。

西村：ああ、でも知識的なことは勉強できるし、技術を教えてもらうこともできる。歌の場

合は 20歳から始まるっていうんですよ、歌の人生。体ができて、声が安定してくるのが 20

歳らしいんですよ。だから私なんかまだ勉強始めたばかりみたいな感じなんですよね。だか

ら歌を始める段階として技術とか知識を学ぶのは、それは必要だと思うので。だから大学は

いいと思う。そこがスタートになるんですけどね。

後藤（女性 A 大学・声楽 卒業生）と近藤（男性 A 大学・声楽 卒業生）も同様に、声

楽科の入学時の選抜では技術よりも「素材を見て入らせてもらえてる感じ」が強いため、学部時

代は、コンクール等で成果を発表することに重点を置くのではなく、基礎的なことを積み重ねて

いく段階であると捉えている。近藤が担当教員の言葉を引用し述べるように、声楽科での学部教

育は、今後の表現者としての可能性や方向性を見極めるための機会としての側面が強いようであ

る。

後藤：やっぱり、他［の学科］はね、［コンクール受けるの］早いから。弦でもピアノでも。

だけどやっぱり歌って、それこそ技術が、体ができてないとか、発声がってとこがあるの

で、やっぱり大学入った時点でまだ全然できてない状態。未熟な部分のほうが圧倒的に多い

んですよ。素材を見て入らせてもらえてる感じのとこが強いので。

近藤：そうだね。

後藤：だから本当学部時代にもうどんどん基礎的なことをしっかりやっていって、たぶんコ

ンクール、それこそ 3年生とかで受けてたら早いね、みたいな感覚なんですよ。

近藤：早い。僕の先生は、学部なんて予備校だって言ってましたから。

──そうなんですか。

近藤：声楽が、今後できるかどうかを見極める場でしかないです、みたいなことをおっしゃ

ってたぐらいなので、たぶん本当にそういうことなんでしょうね。

また、声楽科では、音楽面での基礎的な知識・技術の獲得に加えて、何らかの言語による詞を

歌う場合が多いという音楽行為の特性から、イタリア語やドイツ語といった言語の習得も、大学

での演奏家養成の一環として重視されている。そのため、後藤（女性 A 大学・声楽 卒業生）

が述べるように、実技だけでなく、語学に関わる科目もカリキュラム上多く設定されており、学

生は特に自らが演奏曲で歌う言語の学習にも注力しなければならない。こうした点は、他の演奏
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系学科とは異なる声楽科の特徴である7）。

後藤：ソルフェ［ージュ］と合唱は逆に 1、2年生でやっといて、実際にソロの歌い手とし

てみたいなものの勉強は後半、3、4年生って感じですかね。あと語学。たぶん他の科と違

うのは、語学が多い、歌は。やっぱり外国もの歌わなきゃいけないので、普通に文法とか会

話とかが、他の科に比べてかなり、必修っていうか取らなきゃいけないのが多いです。

5．「大学」への意味づけ（2）：多様な存在・哲学が交錯する場

第 2に、学生は、音大を「多様な存在・哲学が交錯する場」としても意味づけている。同じ場

において音楽的表現を追求する他者との相互作用を通じて、学生は表現者としてのディスポジシ

ョンや将来展望を形成していく。例えば、藤原（男性 B 大学・音楽教育 B 4）は、レッスン

だけであれば音大に通わずとも受講できるし、技術の修得も個々人で行うことはできるが、音楽

の世界でいかに生きていくのか、自身が音楽とどのように向き合っていくのかについて、教員や

他の学生といった他者の姿勢を見て考える機会が得られることを、音大に通う意味の一つとして

見出している8）。

──大学で音楽とかって教えられるのかなって（中略）それどう思いますか？

藤原：ある程度の方法論っていうか、こういう風に勉強したらいいとか、そういうのは教え

られると思うんですけど、あとは完全にもう自分でやりたい音楽とかのあれが色々人によっ

てあると思うので（中略）音楽を総合的に捉えるというのでは大学の勉強ってすごい有効だ

と思うんですけど。そうでなくて、自分の技能とか、単純にそれだけだったら、別に大学行

かなくてもレッスンちゃんと受けてというのはできるので。音楽を教えるっていうのが、音

大で一応音楽っていう世界の端っこに入って食べていくっていうのを先生とかを通して見

て、音楽と自分がどうやって行くのかなっていうのを考える場だと一応僕は思っているの

で。

小川（女性 A 大学・音楽学 M 1）も、表現者のコミュニティである大学に身を置く中で、

周囲から刺激を受け、表現者としてのアイデンティティを自覚しえたこと、そして今後も音楽を

探求する者としての道を歩みたいという覚悟ができたことに大きな意味を見出している。また彼

女が語るように、様々な専攻分野で切磋琢磨する人びとが周囲にいることは重要であり、その中

で学生たちは、自らのポジションや方向性を見出し、それぞれの状況や展望に応じて、表現者と

してのディスポジションを形成・変容していくと考えられる9）。

小川：［将来の仕事として］演奏は全然［考えてない］。（中略）消去法ではないけど、ピア
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ノを弾いて「これは極められない」っていう感覚を覚えたからこそ、この大学に入ってこの

学部でいっぱいものを書かされて、初めて自分がそういう風に文章書いたりすることにアイ

デンティティがあったんだなみたいなことは感じる。あとはやっぱりこの、作曲家もいる

し、ここにいっぱい作家もいるし、演奏家もいっぱいいるって環境もあって、やっぱり自分

もそうやって表現者になりたいって思うことに恐れを感じない環境にいるのはすごい。私が

例えばみんなが就職する中で物書きになりたいんですとかって言ってたら結構中二病みたい

な響きがたぶんしちゃうだろうし、親も心配したと思うけど、こんなとこではそれこそもう

フリーター覚悟で表現する、していく人間の方が（中略）インスピレーションっていうかま

あ刺激は受けてます。作曲家とか特にすごいなと思うし、（中略）何かみんな創る人間なの

でやっぱりそうやって表現する、作る、創造するっていうのは、するんだって思えるのはこ

の環境があるからかな。だから、その意味で本当にただ音楽を勉強するっていうだけじゃな

くて、表現していきたいっていう、そういう衝動とか、それに対する覚悟みたいなのを、こ

の大学に来たから養えたっていうのは感謝というか大きい、一番大きいかもしれない。

また、このように音大が「多様な存在・哲学が交錯する場」として捉えられ、そこに表現者と

してのディスポジション形成にとって有意味な要素が見出される背景には、音楽には人生経験や

人間性が反映されるため、レッスンの受講や個々での練習の積み重ねだけでは、その達成は難し

いという共有された前提があると推測される。例えば、管楽を専攻しており、海外の音楽学校へ

の留学経験もある太田（女性 A 大学・管楽器 B 4＋）は、「人間の成長イコール音楽の成長」

であり、ただ楽曲を練習するだけではなく、様々な人や事物との関わり中で「自分の感性を豊か

にしていく」ことも同等に必要であると語っている。

──人と出会う場所っていうのが一番大きいですかね、大学っていうのは。

太田：そうですね。やっぱり（中略）音楽とか、生きていく上で人脈っていうのが一番キー

ワードになってるものだと思うし、音楽、美術もそうだけど、芸術っていうのはやっぱりそ

の人の人間がすべて出るもの。だから人間の成長イコール音楽の成長なんですね、要は。や

っぱりそれによって音楽も形を変えていく。演奏も形を変えていくものなんで、やっぱり練

習してるだけじゃだめなんですよ。曲を練習してるだけじゃ、やっぱり人と話していろんな

おいしいもの食べて、いいもの見て、本物知って、自分の感性を豊かにしていく、っていう

のが一番重要なんで、そういう人間的に深めていく、大人になっていく場所、っていうこと

なんじゃないかな、大学って。

近藤（男性 A 大学・声楽 卒業生）も、レッスンだけではなく、多様な表現者で構成され

たコミュニティである大学での生活全体を通じて、個々人が表出する感性や音楽に触れること

で、自らの視野が拡張できたという感覚を抱いている。ただし、そうした他者から得られる気づ
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きの重要性は、大学生活後半になってから徐々に自覚されるようになったという。それゆえに、

学生自身がある程度の水準の知識・技術を修得した段階になってこそ、多様な存在・哲学から刺

激を受け、自分自身とは異なる新たな表現行為の可能性を知ることが自らの感性や「音楽的なも

の」を深化させる上で重要だと考えられるようになるのではないかと推測される。

近藤：色々なその、感性とか音楽が触れられたのは大きいかな。（中略）いっぱい人がいる

ので、それぞれが持ってる音楽が、感性があり、じゃあどういった、歌いたいのか、どうい

う音楽をしたいかっていうのは人それぞれある。もちろんそれに気づくのは入ってから 2年

3年経ってから、3年 4年経ってからじゃなきゃ、ああそうだったんだなって思えないんで

すけど、その長い年月をかけて、ああこの人はこういう音楽もあるんだとか、色んな可能性

がある、視野が広がる感じが、やっぱ大学生活だと学べるかなって気がしますよね。

（中略）

近藤：あと、このクラシックの世界で生きていくために、どういう風な方向で生きていける

かっていうのを、先生方のこととか、みんなを見ていたらできるから、まあ現実を突きつけ

られるって感じですけど（中略）その辺はレッスンだけだったらちょっと厳しいのかなって

いう気がします。

6．ま と め

以上本稿では、音大の学生・卒業生への聞き取り調査データをもとに、かれらが「音大」とい

う場に与える意味を検討してきた。その結果、おもに以下の知見が得られた。

第 1に、学生は、音楽的な知識・技術の鍛錬を中心に大学生活を組織化するよう促される環境

のもと、音大を第一義的には「技術の高度化と『音楽的なもの』の継受の場」として捉えている

ことが見出された。また、そうした高度化と継受は、特に「レッスン」を中心とする、演奏家で

もある教員との相互作用の中で展開されることが示された。ただし、専攻や「楽器」、演奏形態

といった条件によって、技術の高度化や「音楽的なもの」の継受がどの程度期待されるのか、何

が学部教育において重視される要素となるのかには違いが見られた。

第 2に、学生は、音大を「多様な存在・哲学が交錯する場」としても意味づけており、その中

で表現者としてのディスポジションや将来展望を形成していること、そしてレッスンの機会だけ

では不十分な、感性や「音楽的なもの」の深化を多様な他者との関係性の中に期待している様子

がうかがわれた。もちろん学生の音大へのコミットメントの度合いによって学生生活の様相は異

なるだろうが、今回の分析結果からは、大学時代という限られた期間において、他の表現者や音

楽と向き合う中で、「演奏家」としての技量を磨きつつ、「音楽家」して独自のアイデンティティ

を構築しようと模索する学生の姿が浮き彫りとなった10）。こうした「表現すること」の模索を大

学生活の中心に位置づける学生の姿は、喜始（2020）における美大の学生と共通しており、芸術
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分野の大学生活の特徴を表すものであると言える。

このように、本稿では、「大学」への意味付与の観点から、音大の学生・卒業生の語りを分析

することで、音大で学ぶ者たちが、実技重視の教育体制のもと、技術面の修練だけでなく、表現

者としてのあり方や音楽との向き合い方を苦悩しながらも深化させていく様子を具体的に描き出

すことができた。これは、欧米と比して研究蓄積が少ない日本の芸術・音楽分野の高等教育研究

に新たな知見を付け加えるものである。さらに、本稿で音大の事例をもとに、1）学生にとって

の「大学」という場の意味は、専攻分野ごとの環境設定による制約の中形成されるものであり、

2）学生は「大学」を一意的ではなく、多層的な意味を有した場として解釈している可能性を示

したことは、大学生研究において大学生活を捉える新たな視点の導入を示唆するものだと考え

る。なぜなら、「大学」とは学生にとってどのような経験の場であるかを問うた、数少ない先行

研究の一つに児島（2013）があるが、そこでは「大学」という場の意味が、専攻分野の違いに関

係なく、「勉強の場としての大学」、「自治的活動の場としての大学」、「模索の場としての大学」

の 3つに分類され、大学生活の構造とその意義について議論がなされているからである。しか

し、専攻分野による特性に違いや学生による多層的な意味づけを等閑視してしまえば、「若者が

『社会』に出ていくうえで意義のある学習・成長の場としての大学を構想する手がかり」（児島

2013, p.248）は得られたとしても、そこから具体的で有効な策を講じるまでには至らないのでは

ないだろうか。それゆえに、大学生活の構造を把握し、その水平的多様性を理解するには、上記

の視点の導入が必要であることを提示できたことも本稿の意義の一つである。

ただし、本稿の知見は、都市部にある入学選抜度の高い 2大学出身者の語りにもとづくもので

あり、音大の中でも、「『コンクールやオーディションに勝つ！』といういわゆる『王道』のよう

なキャリアプラン」（輪湖・坂本 2020, p.203）を抱く学生が支配的である、「トッププレーヤー

至上主義社会」（輪湖・坂本 2020, p.189）においてのみ妥当なものである可能性がある。また、

専攻分野のバランスにも偏りがあった。そのため、今回の知見がどの範囲（地域や入学難易度、

専攻分野）の音大まで展開可能かについて今後検討する余地がある。さらに、分析において、大

学入学以前の諸条件（家庭の諸資源など）が、大学生活の送り方や音楽活動への注力に与える影

響についても十分に描き出せていない。今後は、質的データだけではなく、量的データも組み合

わせながら、入学以前の家庭や学校での状況も考慮した上で、音大における学生の大学生活の構

造やその問題点を明らかにし、さらには大学時代に形成されたディスポジションが、大卒後の進

路選択やその後の仕事・生活に与える影響についても検討していきたい。

付記
調査にご協力いただいた音大関係者の皆様に深く感謝申し上げます。なお、本研究は JSPS 科研費 JP

18K13087の助成を受けた成果の一部です。

注
１）本稿では、音楽学部あるいは「芸術」を冠した学部の中に音楽系学科を設置する大学を「音大」とす
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る。音楽之友社による 2018年度『音楽大学・学校案内』（2017）を参照すると、国公立大学 50校、
私立大学 37校が掲載されている。ただし、この中には教員養成課程音楽専攻等も多数含まれる。そ
れらを除き、芸術・音楽系学部設置の大学に限定すると、国公立大学が 4校（東京藝術大学、愛知県
立芸術大学、京都市立芸術大学、沖縄県立芸術大学）、私立大学が 27校（札幌大谷大学、東邦音楽大
学、尚美学園大学、聖徳大学、武蔵野音楽大学、国立音楽大学、上野学園大学、桐朋学園大学、東京
音楽大学、日本大学芸術学部、玉川大学、桜美林大学、昭和音楽大学、洗足学園音楽大学、フェリス
女学院大学、名古屋音楽大学、名古屋芸術大学、大阪音楽大学、大阪芸術大学、相愛大学、武庫川女
子大学、神戸女学院大学、くらしき作陽大学、エリザベト音楽大学、徳島文理大学、活水女子大学、
平成音楽大学）となる。地域別には、北海道 1校、東北 0校、関東 15校、北陸・甲信越 0校、東海 3

校、近畿 6校、中国 2校、四国 1校、九州・沖縄 3校と、関東地方や近畿地方に偏在している。
２）「音楽専門教育における実技教育は基本であり、伝統的なクラシックであろうがポピュラー系であろ
うが、音楽は実践を抜きにしては音楽学部の存在そのものに疑問が生じる」（立神 2014, p.46）と言わ
れるように、音大の教育体制は実技教育を中心に構成されている。

３）Bourdieu によると、「ハビトゥス」とは「持続性をもち移調が可能な心
�

的
�

諸
�

傾
�

向
�

［筆者注：諸ディス
ポジション］のシステム」（Bourdieu 1980＝1988, p.83）を意味する概念である。また、「ハビトゥス
のくい違い」とは「古いハビトゥスと新たに発展しているハビトゥス──それらは階層的に位置づけ
られ、劣等感と優越感の含意がある──との間の痛みを伴ったくい違い」（Baxter & Britton 2001,
p.99）のことである。例えば、Lehmann（2009）は、労働者階級出身で第一世代の大学生が、文化的
部外者（cultural outsider）として大学入学後に直面する構造的不利さを「ハビトゥスのくい違い」の
観点から捉え、かれらがその克服のために道徳的境界（moral boundaries）を引く様子を描き出してい
る。他方、美大の学生を対象とした喜始（2013）は、現役入学生が美大という界との不和ゆえに入学
当初浪人経験者に対して抱く劣位性の感覚──現役コンプレックス──を「ハビトゥスのくい違い」
として解釈し、かれらがそれを自己表現の追求によって乗り越えていく様子を見出している。

４）吉原真里は、アメリカで活躍するアジア系クラシック音楽家を対象とした研究において、「たいてい
のアジア人音楽家は、経済資本だけでなく、かなり高度な教育資本や文化資本をもつ中産階級の家庭
の出身であり、そのような環境がクラシック音楽に触れる機会やそれを本格的に学ぶという選択を可
能にしたのである」（吉原 2013, p.178）と述べている。しかし、日本の音大の学生について、かれら
の家庭背景（経済・文化資本の多寡など）を調査したデータは管見の限り見当たらない。美大の学生
を対象とした喜始（2020）の結果を参考にするならば、同じ芸術分野で学ぶ音大の学生の場合も、大
学生全体と比べて、高学歴の父母を持つ割合が高い一方で、経済階層はそれほど上方に偏っていない
のではないかと推測される。ただし、辛酸なめ子がありがちな印象として語るように「音大生は財力
が必要、というイメージ」（辛酸 2020, p.14）は根強くある。また、実際に私立大学の場合、年間学費
（授業料、施設費、維持費などの合計）の平均は美大よりも音大で高い傾向がある（久保田（2017,
p.133）によると、音大の学費は年間約 200万円～250万円の間である）。そのため、音大志望者／進
学者の出身階層や幼少期の経験については、具体的なデータをもとに詳しく検討する必要がある。さ
らに、専攻分野や地域の差を考慮した上で、家庭背景と大学生活のあり方、その後の音楽活動の継続
可能性との関係について議論することも今後の課題としたい。

５）東京藝術大学音楽学部器楽科（ピアノ）教授（当時）の江口玲は、「音楽家というのは感性というか、
テクニックではない部分が大切ということでしょうか。」という質問に答える中で、ピアノ科の学生
と声楽科の学生の入学時点における違いについて、こう述べている。「そう。両方ですね。作曲家が
考えていたことを再現するために必要なのがテクニック。だから、切り離して考えてはいけないし、
情感や感情とかを表現するためにテクニックは必要なんです。でも、テクニックだけ持っていても何
にもならない。以前、声楽の先生と、このことについて話したことがあるのですが、声楽は歌を始め
るのが遅いじゃないですか。身体や声ができてきた高校ぐらいから始める。一方、ピアノは二歳、三
歳から楽器に触れている。そんな人たちが同じ大学を目指す。声楽は始めた時期が遅い分、しっかり
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した意識をもって言葉の意味を理解して音楽的解釈ができた上で、声をのせていく。一方で、ピアノ
は、幼い頃から学んできたテクニックが先にきてしまって、表現や解釈が未熟でも隠されてしまう。
だから、本来の音楽家としてどうあるべきかを意識せずにきてしまう」（国谷・東京藝術大学 2021,

pp.103-104）。
６）「楽器」や演奏形態の違いは、日常的な音楽に関わる学生間の相互関係のあり方にも影響しているよ
うである。例えば、鍵盤楽器を専攻する青木（女性 A 大学・鍵盤 B 4）は、つぎのように語って
いる。「例えば、アンサンブルだと、（中略）他の楽器と何か合わせをして一つの曲を作るときは、お
互いの曲のアプローチ法とかをバーって言い合って「もっとこここうだよね」とか「もっと息を合わ
せて」とか「ここあけて」とか言うんですけど、［私が専攻している鍵盤楽器などの］独奏楽器の場
合は、あんまり悪いことっていうか「厚かましい弾き方だよね」とかそういうことは、一切言わない
ですね。お互いに面と向かってはそういうことは言わないです。尊重する感じですね。彼女の演奏は
こうなのかみたいな感じで、みんな」。

７）ただし、語学は声楽科に限らず重要であるという意見もある。例えば、オーボエ奏者・指揮者である
茂木大輔は、音大生・音大志望者の「夏休みの過ごし方」について、「まず語学。将来留学しようが
するまいが、独仏伊英のどれかが、あるいは複数が理解・会話可能であることは、クラシック音楽家
として非常に重要であるどころか、もはや不可欠であると言える能力だ。まずは現地で当たって砕け
てこい」（茂木 2008, p.55）とアドバイスをしている。

８）この点について、フェリス女学院大学音楽学部長（当時）の立神粧子も、大学という教育機関で音楽
を学ぶことの意義は、音楽による自己形成にあると述べている。「実技の習得のみのことで言うなら
ば、大学の環境を必要としないかもしれないが、教養ある音楽人を育てる、あるいは音楽的な訓練を
通じて人間の心を育てる、という視点から考えると、大学のような教育機関において音楽を学ぶこと
は非常に意義深いことである」（立神 2014, p.42）。

９）例えば、国立音楽大学出身である茂木大輔（以下、「もぎぎ」と同じ）も、自身の経験から、以下の
ように語っている。「同じ夢を持ち、自分の目標となりライバルとなる人々との出会いの素晴らしさ
は、音大生活の最大の幸福のひとつである。／一方で、そうした素晴らしい演奏をする先輩たちでさ
え、なかなか仕事という世界には食い込めないでいる、という現実、『こんなうまい人でも、仕事が
ない。なら自分は……？』という、青ざめるような現実も入学後すぐにアンタを待っていることにな
るだろう。／音大生のうちから仕事があるようでなければまず先行きでプロにはなれないこと、しか
し、仕事をしている音大生は本当に少ない、まったく特別な存在であるということを、現実の音大と
いう世界に飛び込んでみて、もぎぎも知ることになった」（茂木 2008, pp.32-33）。

１０）しかし、「音楽家」としてのアイデンティティの構築は、音大での学生生活のみで完結するものでは
ない。フルート奏者で、東京藝術大学音楽学部准教授（当時）である高木綾子が、あるインタビュー
において、テクニシャンとしての「演奏家」よりも「音楽が気持ちに寄り添う人」としての「音楽
家」になりたいと語っているように（国谷・東京藝術大学 2021, p.246）、それは卒業後も続く、人生
を通じた追求の過程であると推測される。
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【論文】

オノマトペ表現の言語対照について

吉 永 尚

1．は じ め に

オノマトペは日本語特有のものではなく他の言語にも広く見られ、語としての性質の相違はあ

っても、日本語と同等、あるいはそれ以上に発達した言語も存在する。

コロナ禍において医療福祉分野での海外人材養成のための日本語教育は急務であるが、オノマ

トペの体系的指導については殆ど研究されていない。現場での使用頻度が高い割に、指導や習得

の難度がかなり高く、一般常用語彙の指導が優先されるからである。

本稿では、オノマトペ教育における効率的指導の一助とするため、日本語オノマトペと他言語

オノマトペを対照し、日本語教育的観点から考察を加える。言語固有の習慣によって、日本語オ

ノマトペのような単一語彙ではなく、複数の語の組み合わせによって表現する言語も多い。した

がって、オノマトペの言語対照においては語だけでなく文レベルまで含めて考えることとし、総

称してオノマトペ表現と呼ぶ。言語対照について言及している先行研究を踏まえ、いくつかの言

語のオノマトペ表現の特徴を概観し、習得の難度、文法的側面から考察を加える。最後に、言語

による表現差を考慮に入れた指導方法について考察する。

2．言語対照に関する先行研究

オノマトペ表現をめぐる多くの論考において、日本語では実際の音を表す擬音語・擬声語に加

えて事態の様子や人の感覚・感情を表す擬態語も非常に発達しており、多くの説明を要する物事

でもオノマトペを使えば一語で表現できるという語彙特徴を持つことが指摘されている。また、

公的な場面や学術的文章にはあまり用いられない一方で親しい人との会話などの非公式な場面で

は多用される傾向にあり、品詞も副詞、動詞、形容詞、名詞と多岐にわたっていることは多くの

先行研究で指摘されている。いずれも日本語固有の言語習慣に結び付いたものであり、各言語の

オノマトペ表現も、同様に固有の言語習慣の影響を受けていると思われる。以下、オノマトペの

言語対照に言及している最近の研究を挙げ、言語による表現の相違について考察する。

2.1 平田（2021）

平田（2021）では、オノマトペが言語獲得や医療におけるュニケーション、漫画や文学の表現

園田学園女子大学論文集 第 56号（2022. 1）
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の現場において特に重要視される要因を、他の単語と比べ音と意味の間に強い関係性を保ってい

ること、つまり言語音が聴覚以外の感覚イメージを喚起する「音象徴」（「ブーバキキ効果」1））

の機能を持つことと無関係ではないとしている。

オノマトペにおいては、語の音の持つ感覚的な情報（音象徴的意味）が語の意味に大きく影響

するとし、意味の直感的わかりやすさに注目されることが多いという。しかし、一方で、外国語

話者にとって日本語オノマトペの学習はかなり困難であるという報告が多数あるとして、オノマ

トペの直感的な意味理解は日本語話者の中にしか存在しないのではないか、と結論付けている。

平田（2021）によると、オノマトペは、言葉と音の間に立つような存在でありながら、意味の確

立された言葉としても機能しており、それゆえに各個別言語の性質の影響を大きく受ける。よっ

て、個別言語を超えてオノマトペの比較をする場合、各言語においてどのようなオノマトペが存

在し、当該言語においてどのような分類をされ、どのような状況で使用されているかを調査した

上で比較分析する必要があるとし、オノマトペの対照研究の難しさを指摘している。

2.2 秋田（2017）

秋田（2017）では、世界の言語のオノマトペの語数や守備範囲の広さを比較対照し、語数が多

い言語として西アフリカ諸語（無制限）、韓国語（5000語以上）、バスク語（5000語）、日本語

（2000語以上）、語数が少ない言語として印欧語族の英語（数百語）などを挙げている（表 4-1

「世界の言語のオノマトペ数」，p 68）2）。守備範囲を比較する際の指標として、オノマトペが表す

概念を表しやすいものから順にレベル区分し、各言語のレベルを比較している。

レベル 1：声・音－（例：英語）

レベル 2：動き・形・模様・手触り－（例：バスク語）

レベル 3：身体感覚・感情・味・匂い・色－（例：日本語・エウェ語・韓国語）

レベル 4：論理的関係（レベル 4に該当する言語は挙げられていない。）（図 4-2「世界のオノ

マトペの守備範囲」，p 75）

秋田（2017）は、日本語はレベル 3、英語を含む大多数の西欧諸語はレベル 1に該当し、日本語

より語数が多いにも関わらずレベル 3のオノマトペが殆ど確認されないバスク語を例に、語数と

レベルの高さは必ずしも一致しないとしている。この理由として品詞の相違を挙げ、レベル 1の

声・音など具象的なオノマトペは副詞という品詞の脇役らしさと相性がよいが、レベルの高い感

情など抽象的な内的感覚はそれ自体が中心命題となりやすく付随的な表現がそぐわないため、動

詞・形容詞（述語）として表れやすいことに起因するとしている。この仮説に従えば、日本語で

はレベル 2、3のオノマトペに「する」や「だ」を後接し動詞・形容詞（述語）に派生するもの

（レベル 2「ざらざらする」、レベル 3「そわそわする」など）が多いため、守備範囲が広くなっ

ている（レベルが高い）と考えられる。また、オノマトペの評価性、口語性、性差を比較対照

し、言語間の相違は文化的・社会的背景に起因するとし、日本語でオノマトペが一般的な会話と

文学の両方で用いられることについては「口語性と共に修辞性も発達させた例」であると述べて
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いる。

2.3 小野（編）（2007）

小野（編）（2007）では、擬音語は多くの言語に見られるが、言語特有の音声条件に従った形

態で表現するので違った形になり、擬態語は欧米語に少ないので理解しにくく、日本語の習得や

翻訳において困難さが生じるとし、「頭がズキズキする」「歯がシクシク痛む」「ときどきキュッ

と痛む」などの痛みの表現の外国語での説明の困難さを挙げている。また、注釈でオノマトペ表

現の品詞の相違に言及し、欧米語では擬態語は少なく、動詞の形をとることが多いので、擬態語

がその形のままで副詞的に用いられる日本語に比べ、どうしてもオノマトペ効果は減少するとし

ている。また、言語による表現の相違として、「雷がゴロゴロのような表現はフランス、インド

ネシアにはない。タイでは日本のザーザーに当たる強い雨「サーサー」はあるが、シトシト降る

雨はない。強いて言えばポツポツに似ている「ポパポパ」だ」（佐々木（1997））という留学生の

言葉を挙げ、表現習慣の相違と共に畳語形態の共通性を指摘している。

2.4 グエン（2018）

グエン（2018）では、アニメーションを用いた 21語のオノマトペの誘出調査により、中国人

日本語上級学習者における日本語オノマトペの使用状況、未知のオノマトペを算出する際の傾向

を同等の日本語学習歴と日本語能力を持つベトナム人学習者と比較し、一般的に中国人学習者に

とって日本語オノマトペの習得が難しいことを指摘している。調査結果によると、日本語オノマ

トペの正答率は中国人学習者は 27.9％、ベトナム人学習者は 55.1％であるという。

また、学習者への日本語オノマトペ使用状況と学習方法の調査において、中国人学習者は日本

語オノマトペに対する興味とその学習意識が必ずしも高くないのに対して、ベトナム人学習者で

は積極的にオノマトペを使用しようとする意識が高いことが述べられている。「できるだけ日本

語オノマトペを使おうと思っているか」という調査で、中国人学習者では「あまり使っていな

い」が 70％、「全然使わない」が 15％であるのに対し、ベトナム人学習者では「できるだけ」

が 20.8％、「時々」が 25％であり、半分弱が使う傾向にあるという。

グエン（2018）によると、中国人学習者の正答率がベトナム人日本語学習者に比べて低い要因

として、先行研究（中石他（2014），吉永（2011）など）を根拠に、中国語ではベトナム語に比

べオノマトペが少ないこと、中国語では擬態語によって様々な状況を表現し分ける言語習慣がな

いという要因の他に、オノマトペに対する興味と学習意識の低さを挙げている。従って、中国人

学習者にオノマトペを導入する際には、オノマトペの表現効果や面白さを実感させる指導方法を

考案し、興味と学習意識を高める必要があると結論付けている。

― ２３ ―



3．言語によるオノマトペ表現の特徴と習得の際の問題点

言語によるオノマトペ表現の特徴を、各言語のオノマトペの先行研究や母語話者へのインタビ

ューにより概観し、日本語教育の観点から、各言語話者の日本語オノマトペ習得の難易度につい

て考察する。中国語、英語、ベトナム語、インドネシア語、タイ語を考察対象とする。

3.1 中国語

中国語（普通話）では、一般的に、動物の鳴き声、物音などの「擬声詞」（擬音語）はあるが、

擬態語に当たるものは非常に少ないとされている。前節で述べたように様々なオノマトペで微細

なニュアンスの違いを表現する日本語に対して、動詞句を中心に概括的に表現する傾向があると

言える3）。

「きりきり」「ずきずき」などの痛覚のオノマトペの選択調査において、中国語話者は他言語の

話者に比べ上級レベルでも誤用率がかなり高い。擬態語などオノマトペによって心身状態を細か

く表出する習慣が中国語にはあまりないことに加え、日本語オノマトペは名詞、副詞、形容詞、

動詞など複数の品詞で現れるのに対し、中国語オノマトペの機能は比較的単純であり、文法的な

相違にも起因していると考える4）。これについては、4章で英語と比較しながら再度述べること

とする。

中石他（2014）では、中国語話者のオノマトペの誤用原因について、日中語間の音象徴の相違

の他に、中国語話者がオノマトペを一般語彙が畳語化したものと捉えることを指摘している。中

国語には語彙を畳語化することによって意味の描写性を高める強調用法があり、日本語のオノマ

トペの意味・形態と似通っているために誤用が起こるとし、「もじもじ」を「文字を書く様子」

とした誤用を例に挙げている。

日本語の場合、同じ音形が反復する「●○●○」型（畳語型）に「する」がついたオノマトペ

動詞は、一般的に畳語形態によって動作・状態の反復や継続を表わす5）。しかし、中国語の畳語

型オノマトペ表現は、畳語化することにより意味が強められた強調形態であり、形態により継続

的事態を表すというような性質は基本的に見られない。

中国語オノマトペ表現は、日本語と比べて擬態語を中心に語彙としての存在数が少なく、細か

いニュアンスまで表し分ける言語習慣がないうえ、オノマトペ表現の品詞や形態的意味、音象徴

が異なるので、日本語オノマトペは難度の高い学習項目であると結論付けることができる。

3.2 英語

英語のオノマトペの数は、日本語に比べかなり少ないが、代替表現として様態まで含意する動

詞が数多く存在する。例えば、「ずきずき」「きりきり」などの痛みも ‘throb’（ずきずきする）

‘tingle’（きりきりする）など動詞形態で表し、日本語のように細かくはなく大約的に表現する傾
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向がある。英語のオノマトペは、動物の鳴き声など擬音語に匹敵するものを中心に分布し、動詞

形態で現れることが殆どである。

日本語学習者にとって、日本語オノマトペに対応する英語オノマトペの絶対数が少ないこと、

オノマトペの対応語の品詞が動詞に偏ることなどから、難易度は高いと言えるだろう。

3.3 ベトナム語

ベトナム語ではオノマトペがかなり豊富であり、日常生活以外でも文学作品などに多用され

る。擬音語・擬態語が確立し、大部分は形容詞を中心に反復形を持ち、反復形特有のリズムがあ

るという。また、日本語では幼稚で公的な場では用いないという語彙イメージがあるが、ベトナ

ム語では修辞的な効果が高い語彙として、学術的、専門的分野を除いた多様な場面で用いられる

という。

ベトナム語話者が日本語オノマトペを習得する際、対応するベトナム語オノマトペを媒介言語

として用いることができるため習得に有利であり、他の言語話者と比較してオノマトペの必要性

に関するビリーフが高いという。これらの点で、習得は他の言語話者に比べ比較的容易であると

思われる6）。

3.4 インドネシア語

インドネシア語ではオノマトペの語彙数は相対的に見てそれほど多くない。自然界の音を表象

する擬音語を中心に存在するが、擬態語は少なく、オノマトペの助けを借りて細かい説明をする

日本語と表現習慣の違いが見られる。また、オノマトペで容態を表す場合、副詞ではなく容態の

意味を含む動詞表現を使うことが多く、‘lebat’（雨がざあざあ降る）、‘gerimis’（雨がぽつんぽつ

んと降る）のように、ある程度細かい動詞の使い分けも見られる。

インドネシア語のオノマトペには整然とした音韻的規則性が見られ、また、地域により豊富な

オノマトペを持つ方言が存在するという記述も見られるが、やはり対応語が少なく文法的性質も

異なることから、習得は困難と思われる7）。

3.5 タイ語

タイ語のオノマトペは、擬音語・擬態語ともに存在するが日本語ほど発達しておらず、公的な

場面では殆ど用いられないという。しかし、反復形の形態を持つものが多く、語形と意味に関連

性があり、文法的には副詞として修飾語になるものが多いという共通点がある。

日本語は動詞や形容詞に派生する際、「する」や「だ」などが後接するが、タイ語ではそのま

まの形で動詞、形容詞位置に置かれてオノマトペ述語として機能し、子音による音象徴では、日

本語では頭子音のみ影響を受けるが、タイ語では頭子音、末子音がともに音象徴に関わるという

相違点が見られる。痛みを表すオノマトペに関しては、日本語では痛みの特徴とともにレベルや

継続性も細かく表現し分けるのに対し、タイ語では「重い、軽い」など、大まかな痛みの程度だ
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けを表すという。「ヌァーンヌァーン」は押された重い感じの痛みを、「ジートジート」は刺され

たような軽い感じの痛みを、「イップイップ」はかゆい感じを表すが、いずれも部位や痛みの種

類、継続などの使い分けはあまりないという。

文法や音声で共通点が見られることは習得に有利であると思われるが、細かいニュアンスの相

違までは対応していないので、難度が低いとは言えない8）。

4．文法的観点から見た言語対照

言語によりオノマトペ表現が出現する際の品詞に相違が見られたが、品詞そのものについても

文法的な働きは異なる。例えば、オノマトペが動詞形態で現れる場合でも、動詞としての文法的

性質は同じではない。

日本語・中国語・英語で、「イライラする（させる）」というオノマトペ動詞表現を対照し、文

法的な相違について観察する。

「全ての子供は彼の母親をイライラさせる」という文を、それぞれ日本語（1）、英語（2）、中

国語（3）で挙げる。

（1）全ての子供は彼の母親をイライラさせる。

（2）Every child irritates his mother.

（3）所有孩子让他的母亲感到烦躁。

下線の「すべての」は、主語の複数解釈を表すが、この複数解釈の作用域は、主語が c 統御

する範囲内にある要素、つまり、斜体字で表した動詞（他動詞）の目的語に及ぶ。

日中英語において、動詞が他動詞であるならば、ともに目的語（彼の母親）は「彼らの母親た

ち」と複数で解釈できるはずである。

（1）’全ての子供は彼の母親（彼らの母親たち）をイライラさせる。

（2）’Every child irritates his mother（their mothers）.

では、ともに目的語は複数解釈でき、「イライラさせる」、‘irritate’ は他動詞であると見なされ

る。しかし、

（3）’所有孩子让他的母亲感到烦躁。

では、「他的母亲」の解釈は単数解釈（彼の母親）も複数解釈（彼らの母親たち）も可能であ

る。「感到烦躁」は本来、自動詞であるが「让」が持つ他動詞要素（使役性）によって初めて他

動詞として機能する。中国語では「イライラさせる」という擬態語的な意味を持つ他動詞に対応

するものがないため、（3）では「感到烦躁」（わずらわしさを感じる）という意味が近い自動詞

表現を当てて訳出しているが、英語の ‘irritate’ のように一語で「イライラさせる」という他動詞

の明確な意味は持たず、〈「让」＋目的語〉の構造によって他動詞の意味を付与されているので他

動詞性が弱く、複数解釈の作用域が揺れる。また、自動詞「イライラする」の場合も、英語では

同形の自動詞 ‘irritate’ が存在するが、中国語では、自動詞がなく「焦急」という心理形容詞で一
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般的に表現される。このように、日本語のオノマトペ表現に対応すると思われる英語、中国語で

は、それぞれの表現習慣により現れる品詞は異なっている。

中国語を始め、殆どの日本語学習者の母語はオノマトペ表現の語彙が少ないので意味が近いも

ので訳出する場合が多いが、品詞の相違や品詞そのものの文法的性質の相違が原因となって誤用

につながる可能性が高い。オノマトペ表現の言語対照を日本語教育に利する際は、個別の文法を

考慮に入れることも重要であると思われる。

5．お わ り に

オノマトペ表現の言語による相違を概観し、それぞれの言語話者の習得の難易度について考察

した。日本語学習者の大半は中国語話者が占めるが、中国語では擬態語を中心に語彙数が少な

く、細かいニュアンスまで表し分ける言語習慣がないうえ、オノマトペ表現の品詞や形態的意

味、音象徴が異なるので、学習者にとってはかなり難度が高い学習項目である。英語オノマトペ

では、絶対数が少ないこと、日本語オノマトペの対応語の品詞が動詞に偏ることなどから難度は

高く、インドネシア語についても同様に絶対数が少ないことから難度が高いと言える。

ベトナム語、タイ語は比較的日本語オノマトペとの共通点が多く、対応語も多く見られる。し

かし、ベトナム語では細かい表現の違いをオノマトペで表すことができるのに対し、タイ語では

あまり細かい違いまでは表すことができない点でベトナム語より難度が高いと言える。

母語を媒介言語にオノマトペを習得する際、近似した表現を当てて理解することは可能である

が、それぞれの言語でのオノマトペ表現の文法的ふるまい方が異なるため、それぞれの文法も考

慮に入れる必要がある。

オノマトペ教育においては、導入時に個別の文法的性質を考慮に入れて指導することが望ま

れ、絶対数が少ない言語の話者には、それぞれのオノマトペ表現が表すイメージを、文字教材だ

けではなく映像やイラストなど具体的なビジュアル教材で導入し、理解を助ける必要があると思

われる。また、社会的な使用状況もそれぞれの言語により異なるため、オノマトペの言語対照は

多面的な視点が必要であると考える。

従来の日本語教育では、体感を表わす擬態語オノマトペは習得面での難易度が高い分野とされ

てきたが、喫緊の課題として注目されている医療福祉人材の養成においては、使用頻度の高い感

覚・感情のオノマトペを中心に初級からの教育の必要性が提唱されている。オノマトペの効率的

な指導に向けて、言語ごとの特徴を踏まえた詳細な言語対照を続けて行くことを今後の課題とし

たい。

（本稿は学術研究助成基金基盤研究（C）「心身の状態を表すオノマトペの形態と意味の相関につ

いて－医療福祉分野への貢献を目指して－」（課題番号：19K00725（2019-2021））の助成を受け

ています。）
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注
１）音象徴の別名。平田（2021）の記述に従うと、概要は実験参加者に「曲線で書かれた図形」と「直線
で書かれた図形」を見せ、「『ブーバ』と『キキ』という名前を図形に付けるとするならば、どちらに
どの名前を付けるか」尋ねると、高い確率で「ブーバは曲線で書かれた図形」であり「キキは直線で
書かれた図形」であると答え、この回答の偏りを以てヒトが音と形に何らかの関係性を見出している
と結論付けられるという。音とその他の感覚経験のつながり（音が何かを象徴するという事態）は形
との間だけでなく、様々な感覚との間で起こることが多数報告されているとし、例として「共感覚」
を挙げている。

２）秋田（2017）では、各言語のオノマトペ数については「諸説あり」の段階とし、研究が進んでいない
原因として、個別言語でのオノマトペ研究が進んでいないことを挙げ、「文法書や辞書が出版されて
いる言語であってもオノマトペは丸々とりこぼしているというケースも少なくない」と述べている。
原因のもう一つにオノマトペの定義の不統一を挙げており、「各言語でどれをオノマトペとしてどれ
をオノマトペとしないかについては、一筋縄ではいかない」としている。従って、表 4-1はこれらの
但し書きを踏まえた上での暫定としている。

３）角岡（1993）では、日本語が豊富なオノマトペで細かい違いを表現しているのに対し、中国語では副
詞などオノマトペ語彙ではなく、動詞の結果補語など他の品詞で表現することが多く、また、日本語
ほど細かく表現する習慣がないので、オノマトペ固有のニュアンスが表現できない場合も多いとして
いる。また、「茫々、悠々」など中国語起源の擬態語は、意味や形態が保存され日中同義のものと、
借用時から変化し異なってしまったものがあるとしている。

４）吉永（2021）（2011）、吉永他（2012）を参照されたい。
５）吉永尚（2020）を参照されたい。
６）ハノイ国家大学外国語大学ナン氏、ミー氏私信及びグエン（2017）による。
７）インドネシア教育大学ダヒディ氏私信及び稲垣（2017）による。
８）大阪大学大学院コッチャコーン氏私信及びパンニパー（2005）による。
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【論文】

保育者養成校における
「表現」指導に関する実践的研究

──音楽表現に焦点を当てて──

中 村 愛

1．は じ め に

本稿は、幼稚園教育要領、保育所保育指針、幼保連携型認定こども園教育・保育要領の、ねら

い及び内容として記されている 5領域のひとつである領域「表現」に関して、保育者養成校の授

業内容について検討するのが目的である。保育内容の指導法に関して、どのような授業内容がふ

さわしいか考察する研究は、その関心の高さから、多数見受けられる。幼児教育における領域

「表現」のあり方と、領域「表現」が他の領域とどのように関連しているのかを考察し、その中

で、音楽の果たす役割はどうあるべきなのかを、実践例を取り上げて検討していきたい。

2．領域「表現」について

現在の幼稚園教育要領（平成 29年 3月告示）に至る経緯を振り返り、領域「表現」の成り立

ちを、小林・砂上・刑部（2019）、岡本・花原・汐見（2020）を参考にしてまとめてみたい。

1899（明治 32）年の「幼稚園保育及設備規程」によって、保育の 4つの項目「遊嬉、唱歌、

談話、手技」が定められ、1926（大正 15）年の「幼稚園令」において「観察」が加わり、「遊

嬉、唱歌、観察、談話、手技等」の 5項目となった。そして、戦後の 1948（昭和 23）年には、

「保育要領」で、「見学」「リズム」「休息」「自由遊び」「音楽」「お話」「絵画」「製作」「自然観

察」「ごっこ遊び・劇遊び・人形芝居」「健康保育」「年中行事」の 12項目となった。1956（昭和

31）年、「幼稚園教育要領」において、「健康」「社会」「自然」「言語」「絵画製作」「音楽リズム」

の 6領域となったが、1989（平成元）年に、心身の健康に関する領域「健康」、人とのかかわり

に関する領域「人間関係」、身近な環境とのかかわりに関する領域「環境」、言葉の獲得に関する

領域「言葉」、感性と表現に関する領域「表現」の 5領域となり、2017（平成 29）年に告示され

た現在の幼稚園教育要領でも、この 5領域は変わっていない。また、同じく 2017（平成 29）年

に告示された保育所保育指針、幼保連携型認定こども園教育・保育要領においても、3歳以上児

の 5領域に関しては、幼稚園教育要領とほぼ同じ内容となり共通していることから、5領域につ
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いて考察することは、幼児教育全体の保育内容について検討することに繋がると考えられる。

1956年に 6領域とされた領域を、なぜ 5領域に変更しなくてはならなかったかについては、

特に領域「表現」において注目すべき点がある。6領域のうち、現在の「表現」に近いと思われ

る領域は、「絵画製作」と「音楽リズム」である。それを裏付けるかのように、杉原ら（2016）

が、どのような専門性をもつ教員が、保育者養成校において、現在の領域「表現」の授業を担当

しているか分析した結果、担当者の専門領域が 1つのみの場合、「音楽」を専門とする教員が最

も多く、次に「造形」の教員が担当しており、2つの専門性で教員を組み合わせている場合は、

「音楽と造形」の教員の組み合わせが最も多くなっている、と明らかにしている。「絵画製作」と

「音楽リズム」を融合したものが領域「表現」であるかのように見えるが、小林・砂上・刑部

（2019）は、

「1989年の幼稚園教育要領の改訂以降は、保育内容が 6領域から 5領域になったことから、領

域「表現」は、ともすると「絵画製作」と「音楽リズム」を合わせたものと捉えられがちです

が、そうではありません。「絵画製作」「音楽リズム」と関連をもちながらも、そもそも何を子

どもの表現として捉えるのか、という「表現観」がそれらの間で大きく異なっているのです。

（pp.95-96）」

と述べている。また、岡本・花原・汐見（2020）も、「「表現」は「絵画製作」と「音楽リズム」

を併せたもの、ではない（p.8）」と述べている。「音楽」と「造形」の教員が授業を担当するこ

との多い「表現」であるが、その専門性を追求するだけでは、「表現」の指導を担当することに

おいて、十分とは言えないことがうかがえる。

3．本学の現状

筆者の勤務校である短期大学部の幼児教育学科では、「保育内容指導法 表現（A）」（以下、

「表現（A）」）と「保育内容指導法 表現（B）」（以下、「表現（B）」）の 2科目が開講されてお

り、どちらも半年間、15コマの卒業必修の授業となっている。各科目の概要は、「表現（A）」

は、領域「表現」のうち、歌や器楽合奏など、音楽の表現にかかわる内容であり、「表現（B）」

は、工作や製作など、造形の表現にかかわる内容となっており、それぞれ、音楽と造形を専門と

する教員が担当している。本学の短期大学部は、2年で卒業する 2年コースと、3年で卒業する

3年コース（長期履修コース）の 2つのコースに分かれているため、履修時期の関係で、「表現

（A）」、「表現（B）」の 2科目間の連携を直接的にとることは難しいのだが、幼児教育学科の学生

全員が、1年生で履修する「図画工作」において製作されたペープサートを、「表現（A）」にお

いて活用するという方法で連携を図っている。
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4．科目連携の取り組み

「図画工作」と「表現（A）」の、科目連携の取り組みについて、2021年度前期に行われた、幼

児教育学科 3年コースの 2年生、B クラスと C クラスの 2クラス（各 31人）、計 62人の実践を

まとめる。

1年次に、1年間履修する「図画工作」の授業内で、あらかじめ決められている 8曲の童謡を

課題曲（表 1）として示し、その中から、学生自身が好きな曲を選択し、ペープサートを製作す

る。表 2、表 3は、学生の選択状況である。

学生は、「図画工作」の授業で楽譜が渡されたときには、製作したペープサートを用い、今後

の授業でどう活用するのか、はっきりとは理解できていない。そのため、図画工作の課題の一つ

として、製作しやすいものを選ぶ傾向にある。製作する前に、歌唱指導についての詳細な説明を

加えることも考えられるが、ペープサートを使った歌唱指導の発表の取り組みの中で、難しさや

面白さを感じてもらうために、製作前には説明をしすぎないように配慮している。

ペープサートの発表では、まずグループ発表を経験してから、個人の発表を行っている。グ

ループ発表では、他の学生の多様な意見を取り入れてほしいという思いと、自分が製作したペー

表 1 ペープサート製作のための課題曲

曲名 作詞・作曲者

課題曲

1おもちゃのチャチャチャ 野坂昭如・吉岡治作詞、越部信義作曲
2こぶたぬきつねこ 山本直純作詞・作曲
3ミッキーマウス・マーチ Jimmie Dodd 作詞・作曲／漣健児日本語詞
4おはなしゆびさん 香山美子作詞、湯山昭作曲
5かわいいかくれんぼ サトウハチロー作詞、中田喜直作曲
6コンコンクシャンのうた 香山美子作詞、湯山昭作曲
7とんでったバナナ 片岡輝作詞、桜井順作曲
8はたらくくるま 伊藤アキラ作詞、越部信義作曲

表 2 2年生 B クラスの選択曲

曲名 人数
こぶたぬきつねこ 12

かわいいかくれんぼ 9

おはなしゆびさん 4

おもちゃのチャチャチャ 3

コンコンクシャンのうた 1

とんでったバナナ 1

ミッキーマウス・マーチ 1

はたらくくるま 0

表 3 2年生 C クラスの選択曲

曲名 人数
こぶたぬきつねこ 10

かわいいかくれんぼ 8

おもちゃのチャチャチャ 7

おはなしゆびさん 2

とんでったバナナ 2

コンコンクシャンのうた 1

はたらくくるま 1

ミッキーマウス・マーチ 0
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プサートの曲以外に、もう 1曲加わることで、計 2曲の歌唱指導を考える機会となるようにする

ためである。グループとしての役割分担を考えながら、どのペープサートを使うのが効果的かな

ど、人数が多いからこそ可能になる様々な表現を模索する中で、緊張が緩和され、学生も積極的

に取り組めている。グループ発表の組み合わせは、それぞれが選択した曲の人数と、曲の難易度

を考慮し、筆者が 2曲のグループを組み合わせている（表 4、表 5）。

5．歌唱指導の実践

歌唱指導の具体的な実践について、主に、「幼稚園教育要領」の領域「表現」のねらい及び内

容との関連を、1曲ずつ順を追って述べていきたい。

1曲目の「おもちゃのチャチャチャ」については、筆者が唯一、幼児への導入の例を学生に示

している。幼稚園教育要領、保育所保育指針、幼保連携型認定こども園教育・保育要領に共通し

て、領域「表現」の項目の冒頭に「感じたことや考えたことを自分なりに表現することを通し

て、豊かな感性や表現する力を養い、創造性を豊かにする。」とある。幼児だけでなく、保育者

を目指す学生自身にも、自分なりの表現をみつけてもらいたいという思いから、学生が個々に持

っている考えや意見を尊重しながら、幼児の自由な表現を導くための導入方法について、基本的

なことのみを示している。特に配慮していることは、他の 4領域とのつながりである。幼児にと

って、はじめて知る、新しい歌に親しんでもらうための導入において、曲に関連した絵本の読み

聞かせをする場合には、領域「言葉」の内容にある「先生や友達の言葉や話に興味や関心をも

ち、親しみをもって聞いたり、話したりする。」や、「絵本や物語などに親しみ、興味をもって聞

き、想像をする楽しさを味わう。」などが当てはまる。領域「環境」には「日常生活の中で簡単

な標識や文字などに関心をもつ。」という内容があるが、先生の話を通して、絵本の絵だけでな

く、文字にも興味を持つように促すことができると考えられる。また、手遊びや、簡単な動きの

あるダンスなどを取り入れた場合には、領域「健康」の内容にある「いろいろな遊びの中で十分

に体を動かす。」や、「様々な活動に親しみ、楽しんで取り組む。」が当てはまるだろう。そして、

領域「人間関係」には、「先生や友達と共に過ごすことの喜びを味わう。」という内容が含まれて

いるが、先生や友達と同じ歌を一緒に歌い、喜びを共有することで経験することができるだろ

う。「おもちゃのチャチャチャ」は、リズミカルで軽快な曲ということもあり、手作りで製作し

た楽器を用いて、リズム遊びを行い、手作り楽器の素材の違いからくる音の変化を感じてもらう

表 4 2年生 B クラスのグループ発表の組み合わせ

こぶたねきつねこ 6名＋コンコンクシャンのうた 1名
こぶたねきつねこ 6名＋とんでったバナナ 1名
かわいいかくれんぼ 4名＋おはなしゆびさん 2名
かわいいかくれんぼ 5名＋おはなしゆびさん 2名
おもちゃのチャチャチャ 3名＋ミッキーマウス・マーチ 1名

表 5 2年生 C クラスのグループ発表の組み合わせ

こぶたねきつねこ 5名＋コンコンクシャンのうた 1名
こぶたねきつねこ 5名＋はたらくくるま 1名
かわいいかくれんぼ 4名＋おもちゃのチャチャチャ 3名
かわいいかくれんぼ 4名＋おもちゃのチャチャチャ 4名
とんでったバナナ 2名＋おはなしゆびさん 2名
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楽しみもある。領域「表現」の内容としては、直接的には、「音楽に親しみ、歌を歌ったり、簡

単なリズム楽器を使ったりなどする楽しさを味わう。」が当てはまるが、他にも「生活の中で

様々な音、形、色、手触り、動きなどに気付いたり、感じたりするなどして楽しむ。」など、領

域「表現」の内容の多くの部分に当てはまる。ただ、領域「表現」のねらいとして「感じたこと

や考えたことを自分なりに表現して楽しむ。」や、「生活の中でイメージを豊かにし、様々な表現

を楽しむ。」とあるが、「楽しむ」という言葉は、幼児が楽しむのであって、活動が幼児主体にな

っているか、常に問われていると言えるだろう。

2曲目の「こぶたぬきつねこ」は、ペープサート製作のイメージがしやすいこともあり、例

年、最も学生に選ばれる曲である。こぶた、たぬき、きつね、ねこ、の 4匹の動物のペープサー

トを製作して、動物の鳴き声を模倣し、動物になりきって身体表現をするなどの工夫が見られ

た。4種の動物で思い出されるのは、R. マリー・シェーファーによって書かれた「音さがしの本

（2009）」に出てくる、動物の鳴き声を使ったゲームではないだろうか。クラスを 4種の動物のグ

ループに分けて目を閉じて、お互いに鳴き声だけで同じ動物になりきった友達を探し出す。「音

さがしの本」では、日常に、さまざまな音が溢れていること、そして、その音に耳をすますこと

を楽しみながら実践できる 100のワークが紹介されている。音楽の時間は、一般的に、大きな音

に溢れているものだと捉えられる傾向にあるが、音に耳をすますと全員が静かになるということ

が新鮮に感じられる。保育者が動物を演じている、その鳴き声に、幼児たちも耳をすまして楽し

むことになるのではないだろうか。音を聴くことの大切さを、幼児が感じられるような発表を目

指して学生が取り組むことで、領域「表現」の内容である「自分のイメージを動きや言葉などで

表現したり、演じて遊んだりするなどの楽しさを味わう。」ことにつなげていけるのではないだ

ろうか。

3曲目の「ミッキーマウス・マーチ」は、最も選択する学生が少ない曲である。幼児だけでな

く、学生の間でも人気の曲だが、歌詞の中に、ミッキーマウス以外に製作するべきキャラクター

が直接でてこないことが原因である。この曲を選択した学生がいたグループは、ディズニーのキ

ャラクターが出てくる手遊びからはじめて、ミッキーマウスが夢の国に帰っていく物語を考え、

役割を分担して演じ、発表していた。映画やテレビから受けた感動や、テーマパークで遊んだ思

い出を語り合う幼児の姿をイメージしており、領域「表現」の「様々な出来事の中で、感動した

ことを伝え合う楽しさを味わう。」という内容にもつながっていく発表になっていた。

4曲目の「おはなしゆびさん」は、家族が主題になっているため、現代の多様なライフスタイ

ルを考えたときには、配慮が必要だと考えられる。学生らも、そのことに自分なりに配慮し、数

を覚える手遊びなどを中心に楽しめるような発表が多かった。また、手の指を使う「キャベツの

なかから」の手遊びを組み合わせて、身体表現の中でも、大きな動きだけでなく、小さな動きの

面白さを体験してもらえるように工夫していた。

5曲目の「かわいいかくれんぼ」は、オノマトペが印象的な曲である。「かわいいかくれんぼ」

に出てくるオノマトペは、「ぴょこぴょこ」、「ちょんちょん」、「よちよち」の 3種であるが、こ
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の 3種のオノマトペを幼児の身体表現につなげていきたいと考えることには理由がある。下釜

（2013）によれば、「オノマトペはグループで行った際も幼児のイメージを引き出すための有効な

手段として機能していると考えられた。また、幼児は友だちの動きを認め合うことや模倣するこ

とにより、自分の動きを見つける手掛かりになっていることがわかった。」とある。青山ら

（2020）も、「子どもの表現意欲を高め、楽しくいきいきとした表現活動に発展させるのは、保育

者の適切な言葉かけであろう。その際、動きをイメージするような擬態語・擬音語・擬声語（オ

ノマトペ）を使い、また、声の大きさや調子を変えて、子どもが自然に動けるように工夫するこ

とも必要である（p.30）」とし、「子どもの身体表現で「イメージして動く」際には、他者とのイ

メージの共有も大切になってくる。（p.35）」と述べている。また、前述のように、杉原ら

（2016）によれば、領域「表現」を担当している教員の専門領域が 1つの場合、最も多いのは

「音楽」であり、次いで、「造形」だが、その次に多いのが「身体」で、3つの専門性がある場合

の組み合わせについては「音楽＋造形＋身体」が最も多くなっている、と明らかにしている。身

体表現を取り入れることで、表現活動にも良い影響が現れるのではないかと考える保育者養成校

が多いことと、オノマトペが、幼児のグループでの活動に幅を持たせ、イメージを引き出すため

に有効であるという研究報告があるのであれば、この「かわいいかくれんぼ」において、学生と

身体表現について考える機会を持つことにも意味があると考えられる。また、「かわいいかくれ

んぼ」は、ペープサートで、動物たちがかくれんぼをしている様子を表すことが可能で、幼児の

想像力をかき立てる要素がある。学生も強くそれを意識しており、絵本とは違った表現方法につ

いて考えるきっかけとなっている。1951年に発表された「かわいいかくれんぼ」は、半世紀以

上も前の曲だが、宮本ら（2019）の、2018（平成 30）年に行われた短期大学の幼児保育学科の

学生（計 207名）の調査では、約 7割の学生に認知されている。新しい曲が生まれ、以前の曲が

様々な理由で歌われなくなっているが、表現の観点から、歌い継がれていくことが望まれる曲の

一つと言えるのではないだろうか。

6曲目の「コンコンクシャンのうた」は、2021年現在のコロナ禍の状況では、マスク着用を少

しでも楽しくするため、欠かせない曲になった。「はをみがきましょう」「おかたづけ」「おてて

をあらいましょう」のように、子ども達にマナーや、日常生活において守らなければならない決

まりを示唆する曲は多い。「コンコンクシャンのうた」も、風邪やアレルギーで咳やくしゃみが

出たときのマナーのために歌っている園が多かったが、コロナ禍でますます需要が高まることが

予想される。ただ、この曲の注目すべき点は、それだけではなく、前奏部分の印象的な表現では

ないだろうか。作曲者の湯山昭は、「こどもの国」「こどものせかい」「お菓子の世界」など、こ

どものためのピアノ曲集を数多く作曲している。保育者養成校の学生であっても、ピアノ曲は音

符の羅列で、退屈なものと考えていることも多い。その気持ちのまま保育者となって、音楽の楽

しさを子ども達に伝えられるだろうか。ピアノ曲集「お菓子の世界」は、シュー・クリーム、バ

ウムクーヘン、柿の種など、21種の子ども達が大好きなお菓子を、歌詞は入れずに、ピアノの

音だけで表現している。音のイメージや音色、リズムや拍子、調性、強弱、速さ、ピアノの可能
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性など、音楽の勉強として学んできたことが結果となって、音だけで表現されている。同様に、

「コンコンクシャンのうた」の前奏も、それぞれの動物たちにふさわしい音楽で、子ども達に、

りす、鶴、豚、かば、象の登場を、音楽だけで感じられる工夫がされている。越山・吉永ら

（2020）も、領域「表現」の教科書とシラバスのテキストマイニングを行った結果、「平成期には

「感性」や「イメージ」という内的な営みを示す語が見られ、昭和期と平成期で領域の考え方が

変わったことが改めて確認できた。」と述べているように、感性の領域である「表現」の大きな

流れとして、イメージを大切にして感性を育むことの重要性が増してきていると考えられる。

「コンコンクシャンのうた」には、そのきっかけとなる可能性があると言えるのではないだろう

か。

7曲目の「とんでったバナナ」は、「表現」の内容にある、「生活の中で様々な音、形、色、手

触り、動きなどに気付いたり、感じたりするなどして楽しむ。」という部分が、歌詞の中に多く

含まれている。例えば、音は「グーグーおひるね」、色は「あおいみなみのそらのした」「しろい

しぶきのすなはまで」、手触りは「ポンポコツルリン」「バナナはツルンと」、動きは「とんでっ

た」「とびこんだ」「にげだした」「とんできた」などである。この曲のグループ発表では、ペー

プサートだけではなく、バナナを製作し、子ども達が直接触れることのできる物を使いながら、

歌詞を元にした身体表現につなげていた。

8曲目の「はたらくくるま」は、子ども達にとって身近な乗り物である、車が主題になってい

る。グループ発表では、はしご消防車やタンクローリーなど、普段は乗ることのできない乗り物

の紹介がされた。消防署、郵便局などの生活に関連する施設や仕事について話し合うことで、領

域「環境」の内容である「日常生活の中で簡単な標識や文字などに関心をもつ。」や、「生活に関

係の深い情報や施設などに興味や関心をもつ。」にも触れることができるのではないだろうか。

6．考 察

今回の研究では、ペープサートを使った発表を通して、領域「表現」だけでなく、他の 4領域

のねらいや内容を意識しながら、1つの活動を深めていく方法について検討してきた。学生にグ

ループ発表の感想を書いてもらったところ、保育者と子ども達（ここでは、子ども役の学生）の

コミュニケーションに注目が集まり、コミュニケーションをとることができているグループの発

表が、評価が高くなる傾向にあった。また、子ども達が楽しめているかを重視したグループに良

い印象を持っていることが分かった。発表した 2曲を関連させるために、自分たちで手遊びや物

語を考えたグループには、実習で参考にしたいという声があがった。

逆に、反省すべき点としては、子ども達とのコミュニケーションが図られず、保育者間のみで

進行するなど、保育者だけが楽しんでいる様に見えてしまったり、話をする人が決まっていて、

グループの全員が役割をしっかりと果たしていないことが感じられたりした場合に、多くの学生

が、良くないこととして捉えていることが分かった。また、子ども達が楽しめているかどうかを
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しっかり考えていないと思われる所に、多くの学生が注目していたので、学生は、子ども達が楽

しめているかが最も重要と感じていることが明らかになった。

グループ発表を経験した学生は、グループ発表の反省会に続いて、個人の発表を行った。グ

ループでは力を発揮できなかった学生も、自分のペースで、自分なりの方法を考え、実習を想定

した発表を行った。グループ発表と違い、個人の発表では、歌をしっかりと練習していたことが

印象に残った。グループ発表では、全体の流れに気をとられ、最も大切な歌を届けることが疎か

になっていると感じた学生が多かったため、個人の発表では、歌の練習にしっかりと取り組んだ

様子が目立った。また、始めから終わりまで、自分 1人で責任を持つことの難しさと面白さを感

じており、個々の長所と、改善すべき点が分かりやすくなっていた。グループ発表の曲と同じ曲

なので、個人の発表でも同じような導入や展開が予想され、新しい発見はあまり出てこないので

はないかという意見が学生から出されていたが、個人の発表を終えた後の感想では、個人の発表

も楽しかったという肯定的な意見が多く聞かれた。グループ発表で、子ども達を楽しませること

が大切であると感じた学生らは、グループ発表と全く同じ事をしていたら楽しんでもらえないと

いう事に気づき、手遊びや導入で様々な工夫をしていた。また、子ども達役の学生から出てくる

反応に対して、グループ発表よりも柔軟に、臨機応変に対応することもできていた。

7．まとめと今後の課題

2019（平成 31）年 4月からの新しい教職課程では、領域「表現」に関する専門的事項を学ぶ

ための講義が開設されることとなり、越山・吉永ら（2020）が、その「専門的事項」の教授内容

の検討を行い、「子ども理解」と「表現する過程」を重視する視点のもとに展開されるべきであ

ることを確認している。

本稿では、学生の表現する過程を追っていき、越山・吉永ら（2020）が「専門的事項」に含む

べきキーワードとしてあげている「子ども理解・事例・身体の諸感覚・感性・感じる・考える・

楽しむ」につなげたいと考え、実践の経過を述べてきた。学生は、発表に至る過程を丁寧に見て

いく実践を通して、発表のまとまりや結果を気にすることなく、子ども達に楽しんでもらうこと

が最も大切であると感じる事ができたのではないかと考えられる。しかし、子ども理解の面で

は、子どもの年齢に合わせた具体的な実践を考える必要性を感じた。越山・渡邊ら（2020）も、

「領域「表現」の授業では、学生自身の活動や発表が主になることが多い。しかし、その活

動は、やはり子どもの表現を理解するための活動でなければならないだろう。事象を分化して

知覚する大人（学生）にとっては、子どもの内面の営みや表出が混在し未分化であることを理

解するために、自身の表現活動を分析し、再構築する必要があるだろう。」

と述べている。
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また、今回の実践を通して、音を聴くことの大切さを再確認した。吉永（2016）も、

「音楽表現の活動は、子どもたちにとってたいへん興味深く、感性の育ちに直接結びつくも

のでもある。だが、子どもたちが、音楽やピアノの音をともなう活動や、楽器演奏の練習に際

し、90～100 dB というような高い騒音レベルに常時さらされるのは、感性を育む表現活動と

はいえないのではないだろうか。（p.55）」

と、音環境への配慮の重要性を述べている。「小学校学習指導要領（平成 29年告示）の第 2章

第 6節 音楽」の内容も、大きく分けて、「表現」と「鑑賞」に分かれているように、聴くこと

を大切にする姿勢が求められているのではないだろうか。

保育者養成校の教員が、学生の助けとなるような授業内容を考え検討していくことは、これか

らますます重要になっていくことだろう。特に、感性や感じること、という、具体的にどうすれ

ばよいのか分かりにくい領域だけに、学生への指導は難しい。ただ、教員自身も、感性をどのよ

うにして敏感にしていくのか、いろいろな可能性が考えられ、楽しく学べる領域でもある。教員

自身が楽しみながら、学生とともに子ども達に思いを馳せ、科目連携だけではない、様々な試み

を実践していきたい。
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【論文】

3 次救急外来における心肺停止患者の家族に対する
看護実践

八尾みどり1・吉永喜久恵2・江川 幸二3

1園田学園女子大学
2元神戸市看護大学

3神戸市看護大学

Ⅰ．緒 言

心肺停止（CPA ; cardio pulmonary arrest）患者は全国で年間 12万人の病院搬送件数を越え、

特に 80歳以上の傷病者が 6.3万人と著しく増加している（消防庁、2020）。高齢化を背景に救急

の現場では、救急隊が心肺停止患者の家族等から心肺蘇生の中止の意思を示されるケースが生じ

ており、2019年の総務省消防庁による「傷病者の意思にそった救急現場における心肺蘇生の実

施に関する検討部会報告書」において、リビングウィルや医師の指示書などの書面の提示があれ

ば救急隊は救命処置をしないことが許容されることが示された。しかし、書面を記載しているの

は国民の 8.1％にすぎず（日本蘇生協議会、2021）、依然として心肺蘇生を実施しながら搬送さ

れ、初療室で亡くなる患者が大多数であるという現状は変わりない。

患者の背景となる情報が少ない救命センターでは、まずは、患者の救命が最優先されることと

なり、その際、突然の出来事で動揺する家族への援助は、マンパワー不足や時間のなさにより後

回しにされがちで、看護師が家族と有効な関わりをもつ環境にない。そのため、初療室で死別と

なった場合、家族の悲嘆過程が障害されやすく、その後もケアを受けることなく遅延した悲嘆の

中で生活している遺族が多く認められることも問題視されている（朝香、2007）。

CPA 患者の家族のニーズの研究では、中谷は看護師が重要と認識してもニーズを満たすケア

実践ができない心肺停止状態にある患者の家族ニーズを明らかにしている。また、黒川は、心肺

停止状態で搬送された患者の遺族のニーズとその満足度を明らかにし、受けた医療については満

足していた人が多いことが報告されている。しかし、看護師は、家族のニーズを認識しているに

も関わらず、家族に関わることに対して不安な感情や覚悟が出来ていないような感覚をもってお

り、その要因として、経験不足、訓練や教育の不足、ケアに対する負担感などが挙げられていた

（Isaak, 1996）。マニュアルを作成したとしても、背景の異なる患者・家族に対して、マニュアル

化された項目で家族を看護することには限界があり（外山ら、2005）、また、そこには看護師個

人の信念や価値、哲学（Isaak, Peterson, 1996 ; Socorro, 2001）、そして、看護師個々の意識やコミ

園田学園女子大学論文集 第 56号（2022. 1）
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ュニケーションの差が影響をおよぼしていると言われ看護介入は非常に難しい。

このように、CPA 患者の家族に対する看護については、家族のニーズや看護師の困難感やそ

の要因については明らかにされているが、看護実践の実態を明らかにしたものは見当たらない。

その実態を明らかにすることは、3次救急外来で CPA 患者の家族に介入を行うために必要と

考える。

Ⅱ．研究目的

本研究の目的は、3次救急外来における CPA 患者の家族に対する看護実践を明らかにするこ

とである。

Ⅲ．用語の定義

1．看護師：3次救急医療施設において、救急看護経験年数が 3年以上の看護師で、そのうち救

急外来での経験年数が 2年以上を有する者とした。

2．家族：婚姻、血縁、同居を問わず、CPA 患者に付き添って来院するか、患者搬入後に連絡を

受け来院した者、もしくは看護師がその患者にとって重要他者であると判断した者を家族とし

た。

3．看護実践：看護師が家族に働きかける際の一連のプロセスで、ケアの実施前後の情報収集、

アセスメント、計画、評価を含むものとした。

4．CPA 患者：本研究においては、外傷および急性疾患により CPA 状態となり救急外来に搬入

された患者とした。小児事例は含まない。

Ⅳ．研究方法

1．研究デザイン

質的記述的研究

2．調査の対象

1）研究参加者

救急領域での経験が 3年以上の看護師で、そのうち救急外来での経験が 2年以上あり、CPA

患者の家族に対して看護実践を行う看護師。日本救急看護学会が呈する救急看護クリニカルラ

ダー（2009）において、患者や家族の心理を理解し適切な対応がとれるスタンダードレベル（ス

テップⅢ）に相当するレベルとして選定した。
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2）研究参与者

本研究では、研究者は、直接患者・家族に対して介入や看護行為は行っていない。家族は直接

的な研究対象ではなく、研究参与者となる。参加観察において、家族は観察範囲に含まれるが、

看護師の看護実践内容を中心に観察し、家族の状況に応じた看護実践内容は、看護師のインタビ

ューの中から看護師の認識した状況として情報を得ることとした。

3．調査手順

1）研究参加者の選定と依頼の手順

（1）3次救急医療施設の看護部長に、本研究の目的と方法・意義を含めた概要を文書を用いて説

明し、研究協力の検討をしていただき同意を得た。

（2）看護部長に救急外来の看護師長を紹介していただき、研究に関する説明を聞く意思の確認を

していただいた。説明を聞くことの承諾が得られたため、救急外来の看護師長に本研究の趣旨を

文書を用いて説明し、研究協力の同意を得た。

（3）救急外来の師長により研究への協力が得られたため、看護チーム全体への説明の場の設定を

依頼した。

（4）看護チームに対し、研究の目的・方法等に加え、参加観察については、協働場面も含まれる

ため、CPA 患者の搬入に関わるすべての看護師を対象に、同意をいただきたい旨を文書を用い

て説明した。趣旨説明の後、チームとして協力するか否かの決定をしていただき同意を得た。そ

の際、インタビューに参加していただける看護師の方は、参加観察後に改めて依頼することを説

明した。

（5）インタビューに参加していただける看護師の方への同意については、参加観察後に文書を用

いて改めて説明し、書面で同意を得た。

4．データ収集方法

1）観察法

救急外来において、CPA 患者の搬入から退室後までの間に、その家族に関わりをもつ全ての

看護師の家族への看護実践場面を観察した。観察内容は、看護師の表情や行動、言動、家族に接

するタイミング等を観察した。なお、参加観察時は、研究者の存在を家族に不自然に感じさせる

ことがないよう、研究者は、研修看護師として看護師に指示された範囲で実践を行いながら参加

させていただき、参加看護師が家族に関わる場面に自然と同行できるようにした。

2）面接法

面接は、観察場面で得られたデータをもとに、研究参加看護師の勤務終了後できるだけ早期に

インタビューを行った。インタビューの内容は、①研究参加者の基本属性（年齢、看護師経験年

数、救急部経験年数、救急外来経験年数、ローテーション歴がある場合は、他部署での経験年数

とその部署名） ②救急外来の役割分担および家族看護の教育体制 ③参加観察内容にもとづき、
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看護師の行動、言動とそのときの看護実践の意図について質問を行った。インタビューの場は、

プライバシーの保持できる個室で実施した。また、インタビュー内容については、研究参加看護

師の許可を得て IC レコーダーに録音し、すべてを文字に起こし、逐語録を作成した。

5．データ収集期間

2008年 12月から 2009年 5月

6．データ分析法

1）インタビューと参加観察で得られた内容を逐語録に起こし、データを繰り返し読み全体像を

把握した。

2）3次救急外来における CPA 患者の家族に対する看護実践に焦点を当て、データの意味内容を

解釈しコード化した。

3）抽出されたコードを比較検討し、コードの類似性を見出しその中心的意味を抽出し、サブカ

テゴリを見出した。

4）何度もコードに戻りサブカテゴリ、カテゴリの生成を行った。

7．分析結果の厳密性の検討

インタビューはプレテストを行い、インタビューガイドの項目の妥当性を確認した。研究によ

って見出されたカテゴリが、他の状況でどの程度利用可能かを判断するために、できる限り詳し

い記述を行い、他の研究者が適応可能かを判断できるようにした。また、確証性の確保のために

は、指導者と定期的にディスカッションし、研究結果が研究者の偏見や歪みにより影響を受けな

いように、スーパービジョンを受けた。

Ⅴ．倫理的配慮

本研究の倫理的配慮については、神戸市看護大学倫理審査委員会の承認を得た。

3次救急医療施設の看護部管理者および救急外来の看護責任者に対して、研究の目的、調査方

法、内容および自由意思による参加であること、途中辞退が可能であり不利益は生じないこと、

匿名性の確保、機密性確保の保証について記載した文書を用いて説明し同意を得た。次に、看護

チーム全体に対し、同様に文書を用いて口頭で説明した。その後、チームとして協力するか否か

を決定していただき研究参加の同意を得た。インタビュー対象者には、参加観察後にあらためて

インタビューへの同意について文書を用いて口頭で説明し書面で同意を得た。得られたデータ

は、匿名性を保持し個人が特定されないよう配慮し、USB に保持、厳重に管理した。
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Ⅵ．結 果

1．研究対象医療施設

研究参加の同意が得られた医療施設は 2施設であった。A 施設は全次型救急体制をとる大規

模型の総合病院で、救急部は、救急外来と救急病棟からなる。A 施設における CPA 患者の搬入

は、消防隊から救急外来に直通電話による連絡が入り、救急部医師が電話対応し患者の受け入れ

を決定していた。患者搬入決定後、救急外来担当看護師に口頭で情報が伝達され受け入れ準備を

行っていた。搬入場所は、救急車到着後 3次救急患者専用の搬入口より処置室に搬入されてい

た。3次救急患者用処置室には 4つのストレッチャーが併設され、重症度に応じて場所が決定さ

れていた。各ストレッチャーはカーテンで仕切られていた。来院した家族は、救急外来受付で手

続きをした後、3次救急患者用処置室とカーテンで仕切られた廊下で待機していた。医師からの

病状説明は、主に廊下、ベッドサイド、もしくは 1次救急患者診察室で行われていた。CPA 患

者の蘇生処置の結果、死亡した場合は、3次救急患者用処置室の 4つのストッレチャーのうち主

に待機場所として使用されている場所に移動させ、清拭後寝台車もしくは警察の搬送車が到着す

るまで家族と共に待機していた。

B 施設における CPA 患者の搬入は、消防隊からの直通電話により情報が入り、外来担当医師

が電話対応を行い患者の受け入れを決定していた。搬入場所は、救急車から直接救急外来処置室

に搬送が行える専用出入り口がある。処置室は最大 2名まで処置が行えるように準備されてお

り、同時に処置を行う場合は、スクリーンで処置室を仕切っていた。CPA 患者が死亡された場

合は霊安室に移動後、検死を行い寝台車専用出入り口から死亡退院となった。来院した家族は、

患者搬入口とは別の出入り口から施設内に入り、窓口で手続き後、救急処置室とは壁を隔てたロ

ビーで待機していた。医師からの病状説明は、処置室とロビーの間に設けられた個室の相談室で

行うか、患者のいる救急外来処置室で行っていた。

2．研究対象者の背景

研究参加の協力を得た看護師は、救急病棟もしくは ICU で看護実践経験をもつ看護師で、職

位はスタッフ看護師が 3人、管理職が 5人、うち救急認定看護師が 2人含まれた。A 施設の看

護師は、救急部配属後、救急病棟の経験を積み経験 1年目の後半を目安に救急外来での看護実践

に入る。救急外来は 2～3人で担当し、リーダーがトリアージ業務を行いながら主に 1、2次救急

患者の対応を行い、1～2人の看護師が 3次救急患者を担当していた。他にドクターカー担当看

護師が、出動する以外の時間は救急外来業務を行っていた。いずれの看護師も患者の来院状況に

応じて流動的に対応していた。救急外来のリーダー業務は経験 4年目を目安に入るため、3次救

急を担当する看護師は、一人で実践が行えるようになった 2年目から 3年目の看護師が行う場合

が多かった。夜間帯は他部署の応援看護師 2名とともに救急外来の対応を行っていた。家族看護
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についての教育は、院内外の講義やセミナーに参加している看護師もいるが救急外来での家族対

応については、教育は受けていなかった。

B 施設の救急外来を担当する看護師は、OP・外来部門のスタッフ看護師 1～2人と管理職 1人

で行っており、家族に対しての援助は管理職が担当していた。家族を担当する管理職は、いずれ

も ICU または救急病棟での看護実践経験をもち、うち 2人の看護師は救急看護認定看護師であ

った。家族看護についての教育は、認定看護師はその受講の中で教育を受けているが、その他の

看護師は特別な教育は受けていなかった。

3．参加観察場面と観察時間

参加観察は、救急外来のリーダーもしくは事務職員から CPA 搬入の情報が入った時点から救

急外来退室まで、可能な場合は霊安室への移動、病院を死亡退院する場面まで行った。参加観察

した CPA 搬送件数は 12件で、1人の看護師に対し 1～3回の参加観察を行った。参加観察時間

は 1件に対し 29分～480分であった。

4．3次救急外来における CPA 患者の家族に対する看護実践

観察された看護実践からは、143コード、38サブカテゴリ、12のカテゴリが抽出された（表

1）。対象者の語り「 」、コード〈 〉、サブカテゴリ《 》、カテゴリを【 】で表した。

表 1 3次救急外来における心肺停止患者の家族に対する看護実践のカテゴリ

カテゴリ サブカテゴリ

1）キーパーソンを見極め
る

（1）キーパーソンを見極める

2）他の家族に連絡をとり、
サポートを得る

（1）他の家族についての情報を得る
（2）動揺する家族に代わって、家族に連絡をとる
（3）他の家族やサポートが得られる人への連絡を促す

3）家族の動揺や受け止め
の程度を判断する

（1）搬入前の情報から家族の動揺の強さを予測する
（2）家族の動揺を予測して、医師より先に家族の状態をアセスメントする
（3）説明に同席し、状況の理解と受け止めの程度を判断する
（4）霊安室に案内した後、動揺がないか観察する

4）支援が必要なタイミン
グを見計らいながら関わる

（1）家族の精神状態が落ち着いたと判断し、その場を離れる
（2）家族同士で支え合う力を見守る。
（3）家族に関わるタイミングを見計らい待機する

5）家族の気持ちに配慮し、
そばで支える

（1）動揺する家族のそばに付き添う
（2）質問が受けられるように家族のそばにいる
（3）医師からの説明の後、検死について家族の疑問に答える
（4）家族の気持ちに配慮しながら、移動場所に誘導する
（5）家族の気持ちを察して言葉をかける
（6）動揺する家族に、今、何をしなければならないかを伝える
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6）突然の死を告げられた
衝撃で、激しく混乱する感
情を受けいれ、対応する

（1）動揺が激しく攻撃的に質問する家族に逆らわずに訴えを聞く
（2）家族に巻き込まれないように自分の動揺する感情を抑えて冷静に対応する
（3）患者の死を認めたくない家族に、患者の状況を繰り返し説明する
（4）患者の死を認められない家族に、気持ちの整理ができるだけの時間と場所

を提供する

7）お別れのときを作り、
感情を表出させる

（1）患者と家族を近づけ、患者に触れられるようにする
（2）家族の気持ちを表出させる機会をつくる

8）家族の安全を守る
（1）倒れる可能性を考え、支えられる位置で見守る
（2）動揺が激しく、歩けない家族を支えて一緒に歩く
（3）処置による危険が家族におよばないように守る

9）患者の死を目の当たり
にした家族の衝撃を和らげ
る

（1）面会前には患者の環境を整え、家族の衝撃を和らげる
（2）家族のつらい気持ちを配慮し、亡くなった患者の痛々しい場面を見せない
（3）霊安室で対面する前に、患者の状態を家族に伝える
（4）子供をどこまで立ち会わせるべきか、保護者と相談しながら対応する
（5）患者が苦しまなかったということを家族に伝える

10）家族の意思を尊重し希
望に添う

（1）家族の希望を叶えられるようにする
（2）家族以外の人と患者との対面は、家族に確認をとる
（3）家族の辛い気持ちに配慮して、居る場所を選択させる

11）家族への対応がスムー
ズに行えるようにチームで
連携をとる

（1）家族にとってよい方法をチームで検討する
（2）事務職と情報を共有する
（3）家族の情報を他の看護師と共有し、役割分担しながら家族に対応する

12）誠意のある態度で接す
る

（1）誠意のある態度で接する

1）【キーパーソンを見極める】

このカテゴリは、1つのサブカテゴリから構成された。

看護師は、搬送後に来院した家族の様子を観察しその中でリーダーシップ機能が発揮できそう

な家族員に検討をつけ、家族全体の顔を見渡しながら、一番よく聞いている家族を中心に、今後

の段取りについて説明するといった実践をしていた。

「一応キーパーソンは、たててるじゃないですか、～中略～ やっぱり、あ、ちょっと違う人

に変えないといけないかなってのは、表情とかを結構見てますね。」「一番しっかりとした返答だ

とか、顔をみて話してる中で、一番うなずかれてたりとか、そういうのを見て、どなたですかっ

ていうのを聞いたり」

2）【他の家族に連絡をとりサポートを得る】

このカテゴリは、3つのサブカテゴリから構成された。

救急外来の看護師は、最初に到着した家族に《他の家族についての情報を得る》ことで代理意

思決定者の確認や死亡宣告時に立ち会う家族の確認をしていた。1人で来院している家族に対し

ては、《他の家族やサポートが得られる人への連絡を促す》実践をしていた。さらにその際、極

度なストレス状況に陥り、電話がかけられない、電話番号が思い出せないなど通常行えていた行

動ができないような反応がみられていると判断した場合、《動揺する家族に代わって、家族に連
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絡をとる》支援をしていた。

3）【家族の動揺や受け止めの程度を判断する】

このカテゴリは、4つのサブカテゴリから構成された。

搬入前から霊安室の場面まで家族の動揺や受け止めの程度を継続的に判断するという実践で、

特に CPA 状態になった現場を家族が見ていない場合や患者の年齢が若い場合に、家族の動揺が

激しいだろうと《搬入前の情報から家族の動揺の強さを予測》していた。搬入後は、患者に面会

する前や医師からの病状説明の前に家族の様子を観察することで、《家族の動揺を予測して、医

師より先に家族の状態をアセスメント》し、《説明の場に同席し、状況の理解と受け止めの程度

を判断》していた。さらには、家族を《霊安室に案内した後、動揺がないか観察する》といった

実践をしていた。

4）【支援が必要なタイミングを見計らいながら関わる】

このカテゴリは、3つのサブカテゴリから構成された。

看護師は、家族がすこしずつ落着きを取り戻していく過程を観察し、《家族の精神状態が落ち

着いたと判断し、その場を離れる》や、家族内の話し合いや感情を共有できる場所と機会を作る

ために、看護師はその場を離れて《家族同士で支え合う力を見守る》実践をしていた。しかし、

離れた際も、今は援助の必要はないがいつでも必要であると判断した時は関われるよう《家族に

関わるタイミングを見計らい待機する》という実践を行っていた。

5）【家族の気持ちに配慮しそばで支える】

このカテゴリは、6つのサブカテゴリから構成された。

看護師は、〈安心感を与え、落ち着いてもらう〉ために《動揺する家族のそばに付き添う》こ

とや態度や表情から《家族の気持ちを察して言葉をかける》実践を行っていた。また、家族が現

実を正確に認識するために、《質問が受けられるように家族のそばにいる》ことや医師から検死

の必要性について説明された後は、家族の心理状況を判断しながら、《医師からの説明の後、検

死について家族の疑問に答える》援助を行っていた。

さらに、かかりつけの病院ではない初めての病院に搬送された患者の家族が、動揺しているう

えに施設の構造もわからず冷静に行動できない状態であることを察し、《家族の気持ちに配慮し

ながら、移動場所に誘導する》ことや死亡宣告を受け《動揺する家族に、今、何をしなければな

らないかを伝える》実践を行っていた。

6）【突然の死を告げられた衝撃で、激しく混乱する感情を受けいれ対応する】

このカテゴリは、4つのサブカテゴリから構成された。

対処出来ないほどの強いストレスをうけたことにより、激しく感情を露わにする家族に対して
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は、衝撃による感情を表出している段階であると受け止め、《動揺が激しく攻撃的に質問する家

族に逆らわずに訴えを聞く》という実践をしていた。その際、看護師は、自分の感情や言動で家

族の動揺を増幅させないように、《家族に巻き込まれないように自分の動揺する感情を抑えて冷

静に対応する》ように努めていた。また、感情を露わにし《患者の死を認めたくない家族に、患

者の状況を繰り返し説明する》、《患者の死を認められない家族に、気持ちの整理ができるだけの

時間と場所を提供する》といった実践をしていた。

7）【お別れのときを作り、感情を表出させる】

このカテゴリは、2つのサブカテゴリから構成された。

予期しない突然の死別で患者を看取ることの出来なかった家族が、遺体となってしまった患者

に近づくことができず遠巻きに対面する状況に対して、《患者と家族を近づけ、患者に触れられ

るようにする》、《家族の気持ちを表出させる機会をつくる》という実践をしていた。

8）【家族の安全を守る】

このカテゴリは、3つのサブカテゴリから構成された。

家族が、動揺により失神や過換気など身体的変化を起こすことを予測し《倒れる可能性を考

え、支えられる位置で見守る》ことや《動揺が激しく、歩けない家族を支えて一緒に歩く》援助

を行っていた。これは、特に患者に面会する場面や移動場面、死亡宣告を受ける場面で実践され

た。また、家族が処置中の患者に近づこうとするために、家族の背中に手を回ししっかり支える

ことで《処置による危険が家族におよばないように守る》という実践をしていた。

9）【患者の死を目の当たりにした家族の衝撃を和らげる】

このカテゴリは、5つのサブカテゴリから構成された。

看護師は、処置によって騒然となった救急外来の環境や患者に苦痛を与えたと思わせるような

状況により、家族が患者に対面した際、想像以上の状態にショックを受けないように《面会前に

は、患者の環境を整え家族の衝撃を和らげる》や《家族の辛い気持ちを配慮し、亡くなった患者

の痛々しい場面を見せない》ようにしていた。また、《霊安室で対面する前に、患者の状態を家

族に伝えておく》ことで、心構えが持てるようにすることや《患者が苦しまなかったということ

を家族に伝える》ことで突然の死という衝撃を緩和できるようにしていた。さらに、家族に子供

が含まれている場合には、《子供をどこまで立ち会わせるべきか、保護者と相談しながら対応す

る》ことで子供の心の衝撃にも配慮していた。

10）【家族の意志を尊重し希望に添う】

このカテゴリは、3つのサブカテゴリから構成された。

看護師は、患者が亡くなるまでの短時間や亡なった後であっても、可能な範囲で《家族の希望

― ４９ ―



を叶えられるようにする》実践を行っていた。また、死亡退院するまでの間、患者と共に過ごす

《家族のつらい気持ちに配慮して、居る場所を選択させる》ことや、患者にとって近しい関係で

あっても《家族以外の人と患者との対面は、家族に確認をとる》ことで家族の気持ちを尊重した

実践を行っていた。

11）【家族への対応がスムーズに行えるようにチームで連携をとる】

このカテゴリは、3つのサブカテゴリで構成された。

看護師は、《家族の情報を他の看護師と共有》することや《家族にとってよい方法をチームで

検討する》こと、《事務職と情報を共有する》ことで、チームで家族に関わり対応がスムーズに

行えるように連携していた。

12）【誠意のある態度で接する】

このカテゴリは、1つのサブカテゴリから構成されており、患者の生命の尊厳を尊重した態度

で接することを心がけようとする行為であった。

5．3次救急外来における心肺停止患者の家族に対する看護実践の関連図

図 1に、3次救急外来における心肺停止患者の家族に対する看護実践の関連図を示した。

横軸は、左端を CPA 患者が搬送され家族が来院した時点、右端が死亡退院される時点とし時

間経過を表している。縦軸については、下部三段の四角の枠で示したカテゴリと上部の下向き矢

印の枠で示したカテゴリは、看護実践の基盤となる実践で継続的に行われていた看護実践として

図 1 3次救急外来における心肺停止患者の家族に対する看護実践
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示した。中心に位置する実践は、搬入の初期段階に必要とされる看護実践と家族の反応によって

必要とされる看護実践を時間軸に沿って示した。

Ⅶ．考 察

3次救急外来における心肺停止患者の家族に対する看護実践の特徴を考察し、CPA 患者の家

族に対する看護実践の今後の課題について述べる。

1．危機状況にある家族に社会的サポートを提供する看護実践

3次救急外来の看護実践において、看護師は、家族に最初に接触した段階で即座に【キーパー

ソンを見極める】実践をしていた。家族が危機状態に対する対処を行う時、家族内のリーダーシ

ップ機能が重要な役割を果たすが、リーダー役を務めていた家族が患者となりリーダーが不在と

なる場合や、家族員自身が情緒的に危機状態にあることでリーダーシップ機能を発揮できない場

合がある（渡辺、2001）。そのため看護師は、来院した家族の関係性を探りながら、現時点で一

番その家族に影響をおよぼせる人物としてキーパーソンを見極めていた。危機的状況では、家族

に求められている対応を適切に認識したうえで、その役割を果たすのに最も適任なのはだれかを

判断し、その局面ごとにキーパーソンを柔軟に捉えていく必要がある（渡辺、2001）。看護師は、

医療者が心肺停止患者の家族のキーパーソンに求めている役割は、動揺する家族を支え、その家

族が患者をきちんと見送れるようにすることであると考え、その役割に最も適任である人物を来

院した家族の中から捉え見極めていたと考えられる。

そこで、キーパーソンになりえる人物がいない場合、看護師は、家族が早期に何らかの社会的

サポートが得られるように、【他の家族への連絡を促す】【他の家族に連絡をとりサポート得る】

支援を行っていた。

搬入の初期段階に行われるこれらの看護実践は、家族が社会的サポートを得て、家族セルフケ

ア機能をうまく活用し危機に対処できるようにするための重要な看護実践であると考えられた。

2．患者の死の衝撃を受けた家族の反応に応じた看護実践

家族の状況を観察・判断しながら、家族が表わす反応に応じて行なわれる看護実践で【家族の

動揺や受け止めの程度を判断する】、【突然の死の衝撃で激しく混乱する感情を受け入れ対応す

る】、【お別れのときをつくり感情を表出させる】援助である。

看護師は、激しい混乱状態の家族や攻撃的に感情を表す家族には、その言動を否定することな

くひたすらその感情と行動を受け入れるという【突然の死の衝撃で、激しく混乱する感情を受け

入れ対応する】実践を行い、また、事実を冷静に受け止めている家族に対しては、【家族の意志

を尊重し希望に添う】、【お別れのときを作り感情を表出させる】実践を行っていた。これらは、

悲嘆反応として表れた怒りや悲しみ、悔いや自責の念に対する援助であり、グリーフケアとして
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の看護実践であると考えられる。死に至る原因やプロセスが十分に理解できない突然の死別は、

悲嘆過程が複雑化しやすく精神疾患への罹患率が高い。この段階での危機介入は悲嘆過程を取り

扱う過程の出発点となり、突然の死の際にどのような機会が得られるかは、遺された人々が危機

を受け止めて対処していけるか否かを大きく左右する（Wright、2002）。そのため初療の段階で

家族の悲嘆反応を的確に捉えその反応に応じた援助することは、家族がその後のグリーフワーク

を行っていく上で重要な看護実践になると考えられる。

3．CPA 患者の家族に対する援助の基盤となる看護実践

この看護実践は、家族の動揺の強さには関係なく患者の搬入から死亡退院まで継続して行われ

ていた看護実践で、【家族の同様や受け止の程度を判断する】【家族の安全を守る】、【患者の死を

目の当たりにした家族の衝撃を和らげる】、【家族の気持ちに配慮しそばで支える】、【支援が必要

なタイミングを見計らいながら関わる】、【家族への対応がスムーズに行えるようにチームで連携

をとる】、【誠意のある態度で接する】からなる。

静かな落ち着いた環境をつくり、誠実な思いやりのある態度でそばにいることは、危機にある

人への具体的な励ましとなり安心感を与える（鈴木、1988）と述べるように、【家族への対応が

スムーズに行えるようにチームで連携をとる】ことや【誠意のある態度で接する】ことで、家族

が安心して患者を見送れる環境を作る看護実践となり、そのうえに、継続的に家族の【家族の同

様や受け止めの程度を判断する】ことで、強度なストレスによる身体的・精神的変化を捉え【家

族の安全を守る】実践や、【家族の気持ちに配慮しそばで支える】実践を行っていた。また、そ

の衝撃によるストレスを少しでも緩和させるよう働きかける看護実践として【患者の死を目の当

たりにした家族の衝撃を和らげる】実践を行っていた。このように患者を安心して見送れる環境

や家族のストレスを心身双方から守り支える実践を基盤として行った上で、患者の死の衝撃を受

けた家族の反応に応じた看護実践を行っていると考える。

4．CPA 患者の家族に対する看護実践の今後の課題

本研究の結果から CPA 患者の家族に対する看護実践では、「危機状況にある家族に社会的サ

ポートを提供する看護実践」および「突然の患者の死の衝撃を受けた家族の反応に応じた看護実

践」「CPA 患者の家族に対する援助の基盤となる看護実践」が、家族が危機を対処していくため

に重要な看護実践であるということが見出された。これらの看護実践を適切に家族に提供してい

くためにはいくつかの課題があると考えられる。

CPA 患者の家族の援助に関わる看護師は、救急外来という短時間の関わりのなかで動揺する

家族の心理的反応を的確に捉え、その情報により危機的状態であるか否かを判断し援助の方向性

を見極めていくことが必要である。さらに、短期間の間に揺れ動く家族の心理反応に応じた対応

をその場で判断し援助することも求められ、看護師には CPA 患者の家族の援助が行える知識と

技術が要求される。しかし、Socorro（2001）によると、救急看護師は、看護師間で援助につい
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て語り合い意見を求めた経験はなく、特別な教育や指導を受けていない看護師がほとんどであ

り、このような看護師は、他の看護師の実践を見聞きすることがないために自分の経験のなかで

自分なりの援助を確立している。そして、自分自身で適切に家族を支援する備えができていない

ことに気づき、準備が不十分なために CPA 患者の家族への援助に対し怯えのような感覚や不安

定な感情を抱き、有効な関わりができなくなるという。このことからも、まず看護師の教育を充

実させ、看護師自身が教育を受けたという感覚をもった上で家族に関われる基盤を作るべきでは

ないかと考える。

2つ目にはマンパワーの問題がある。救急外来を担当する看護師は、搬入される患者の対応に

追われ、たとえ CPA 患者の家族の動揺が激しくても、患者の救命優先であることには変わりは

なく限られた時間でしか家族への援助は行えない。

「危機状況にある家族に社会的サポートを提供する看護実践」では、キーパーソンの存在と他

の家族からのサポートの重要性を述べたが、現社会は単家族の増加や家族関係の複雑化、関係性

の悪さなどの理由で、すべての家族が早期に家族による社会的サポートを得られるわけではな

く、動揺する家族自身がすべてを対処していかなくてはならないこともある。そのような家族に

対しては、やはり看護師が社会的サポートの代替としてその家族にじっくり向き合い支えて行く

ことが必要だと考えられる。動揺の激しい家族への対応や死を認められない家族が現実と向き合

うことには時間が必要であり、時には救急外来を離れて待合室や霊安室での対応を行うこともあ

る。家族の感情に向き合い支援していくためには、他の業務に左右されない家族専門の看護師を

配置し、継続してその家族に関われるようにすることが望ましいと考えるが、人員上専門の配置

が困難であれば、チームで連携をとりながら役割分担を行うことで、看護師が少しでも早期に家

族に対応することが可能となるのではないかと考える。

Ⅷ．結 論

1．3次救急外来における CPA 患者の家族に対する看護実践からは、12のカテゴリが抽出され

た。

2．CPA 患者の家族に対する看護実践では、搬入の初期段階で危機状況にある家族に社会的サ

ポートを提供する看護実践を行う事が、家族のセルフケア機能をうまく活用し危機を対処し

ていくために重要な看護実践であると考えられた。

3．患者の死の衝撃を受けた家族の反応に応じた看護実践は、悲嘆過程への援助として重要な看

護実践であると考えられた。

4．CPA 患者の家族に対する援助の基盤となる看護実践は、患者を安心して見送れる環境や家

族のストレスを心身双方から守り支える実践であり、家族の動揺の強さには関係なく患者の

搬入から死亡退院まで継続して行われていた。
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Ⅸ．本研究の限界

本研究の限界は、1つは対象者のデータ数が少ないことにある。研究に協力が得られたのは 8

名であり本研究での抽出内容の一般化には限界がある。また、研究者は危機状態である家族に対

しての倫理的問題を回避するために、参加観察においては純粋な観察者として参加せず、研修看

護師として看護師の指示する一定の業務を遂行しながら看護実践場面に参加した。そのため、参

加観察内容は、家族への対応が終了したのちにフィールドノートに記載したため測定用具として

の研究者の限界があると考えられる。
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【論文】

ニューノーマル時代における消費
──メタバースと仮想消費──

鄭 舜 玉

1．は じ め に

マーケターにとって消費動向や市場環境など、市場状況を把握することは、企業の存続や成長

において重要な課題である。大量生産・大量消費という市場環境においては、作れば売れると言

われ、マーケターは市場にそれほど目を向けなくても成長し続けていた。しかし、成長期・成熟

期と言った市場ステージの変化とともに、競争の激化と消費者ニーズの多様化・複雑化に直面し

た。また 2000年の「IT 革命」以降、デジタル化（digitalization）やモバイル化の進展は「いつ

でもどこでも仕事や消費ができる環境」をもたらすなど、現代の経済社会活動および消費市場環

境を大きく変革させた。さらに第 4次産業革命が生み出した AI やブロックチェーン、仮想物理

システム（Cyber-Physical System）などの産物に加え、新型コロナウイル感染症（COVID-19）と

いう世界的なパンデミックの影響を受けるニューノーマル時代の到来においては、「人が集まら

ず仕事と消費が行われる環境」というような従来の消費とは異なる消費パターンが予想されてい

る。企業にとって、ニューノーマル時代にはどのような消費パラダイム・シフトが起こり、どれ

ほどのスピードでシフトするのかに注目しなければ、成長どころか存続さえも危うくなる。変化

する市場状況、変化する消費者に合ったマーケティング戦略が切実に必要な時期である。

そこで本研究では、今 Facebook が「メタバース（metaverse）」に積極的に取り組む姿勢を示

すなど、多くのグローバル企業および諸外国の消費者が関心を寄せている「メタバース」および

「仮想消費」に着目し、ニューノーマル時代の消費動向の解明を試みる。この分野に関しては、

諸外国に比べ日本ではあまり積極的に研究されず、数少ない先行研究や報道も映像や言語などの

コミュニケーション手段に中心をおいたテクニカルな観点のものに留まっているが、本研究で

は、マーケティングと消費の観点からアプローチし、「メタバース」が今後の新たな消費活動の

大変革であり、企業にとって大きなビジネスチャンスであることを明らかにする。

2．ニューノーマル時代と仮想消費

ネット社会が到来した 2000年代の初頭、以前のビジネスモデルや経済論理は通用しなくなる

園田学園女子大学論文集 第 56号（2022. 1）
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という考えから「ニューノーマル（New Normal）時代」という用語が導入された。そして 2009

年のリーマンショック後、世界は第 2のニューノーマル時代を経験した。その後、ブロックチ

ェーン（BlockChain）や AI、仮想物理システム（Cyber-Physical System）、自動運転カーなどの

発展を目のあたりにしながら、第 4次産業革命による第 3のニューノーマル時代の到来を予想し

ていた。しかし、第 3のニューノーマル時代の到来は、新型コロナウイル感染症（COVID-19）

という世界的なパンデミックの形で訪れた。マスクをつけた生活、外出自粛、学校の臨時休校、

多くのイベントの中止、商業施設の運営などが規制され、在宅勤務、Web 会議、オンライン教

育、遠隔でのスポーツ観戦など、新たな働き方、学び方、楽しみ方が工夫された。

ツイッター（Twitter）の CEO ジャック・ドーシー（Jack Patrick Dorsey）は、コロナ終息後の

在宅勤務（Work-from-home Model）の継続と不必要になったオフィスなどを売却し、在宅勤務

に必要とされる機器購入に充てるよう、1,000ドルの支給を宣言した。また、フェイスブック

（Facebook）の CEO マーク・ザッカーバーグ（Mark Zuckerberg）も、今後 5～10年以内に従業

員の 50％を在宅勤務にすると宣言するなど、シリコンバレーの IT 起業家たちは異口同音に、

これから在宅勤務がニューノーマルになると発言している。在宅勤務がニューノーマルになる

と、従業員たちは通勤の大変さから解放され、比較的に居住費の安い郊外へ移り住むし、企業は

維持費の高い都心部のオフィス費用の節約を決定する。したがって、郊外住宅需要の増加による

価格の回復または上昇と、都心部の需要減による価格の安定および下落が期待できる。

ニューノーマル時代には、大学の事情も変わるだろう。従来、大学選びにおいては、教授陣の

研究業績はもちろん、ビジネス界で活躍する先輩たちや洗練された大学施設・研究環境なども選

択の基準とされてきた。しかし、新型コロナウイル感染症により、大学授業の多くは遠隔講義に

切り替えられ、施設や研究環境、人脈づくりなど、キャンパスライフのメリットがほとんど得ら

れない状態になっている。授業から得られる知識だけならば、無料で公開されているムーク

（MOOC）などによる世界的な碩学の講義や、コーセラ（Coursera）などの遠隔教育プラットフ

ォームの教育プログラムの代替可能性が高く評価されつつある。

また、航空や空港、観光ビジネスの縮小傾向や小売業におけるオンラインショッピングへの急

速なシフト、自宅での映画・公演の鑑賞など、今後のウィズコロナを見据えた様々な方針が経

済・政治・行政の各分野で検討されている。いずれにせよ、このパンデミック以前のような社

会・経済・消費パターンには戻れず、新たな秩序が定着するだろう。

それゆえ、ニューノーマル時代の消費動向を推論するためには、現在おかれている新型コロナ

パンデミック状況に加え、デジタル化という現代消費環境をも視野に入れ、それらが消費環境に

どのような変化をもたらしているのか、更に今後どのような変化をもたらすのかを確認する必要

がある。

「デジタル社会と消費環境」の分析において久保田氏1）は、デジタル化が促す今日の消費環境

の変化を集約的に説明するために、バルディとエッカート（Bardhi & Eckhardt、2017）の「リキ

ッド消費（Liquid Consumption）」2）に基づいて、「脱物質消費」という観念を援用している。彼
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は、その論旨として、デジタル社会においてはさまざまなコンテンツへのアクセスが容易に実現

され、消費対象は「モノ」から「コト」へ、つまり物質的な消費より経験を重視する「リキッド

消費」の傾向がもたらされたという。確かにデジタル社会では、その瞬間を楽しむタイプの経験

的消費3）が多く、今後もその傾向は加速されると思われる。

しかし本研究では、物質的消費の減少といった脱物質的消費の「リキッド消費」の概念には疑

問を持つ。バルディとエッカートの「リキッド消費」概念の背景には、バウマン（Z. Bauman）

の「リキッド・モダニティ（Liquid Modernity）」論がある。バウマンは、現代社会には明確な構

造ないしメカニズムが存在していないとし、その状態を「液状化」と名付けた。これに対し、バ

ルディとエッカートは、現状はバウマンが希求したような一義的に定義されるものではないと考

え、社会構造は存在するものの、それぞれの実態に応じて異なるとし、多様なコンティンジェン

シーを用意する方法を選択している。

もともと難解なバウマンの思想は、センセーショナルな「液状化」という表現とともに、その

難解さの度合いを一段と増すことになり、その表現に感覚的に魅せられた多くの語り手の勝手な

用語法と結び付けられるというスパイラルに陥っている。そして、バウマンの思想を比較的忠実

にフォローし、その核心にあたる考えを現代の消費に適用しようとチャレンジしたバルディとエ

ッカート（Bardhi & Eckhardt）の分析視点、すなわち「リキッド消費」という概念もまた同様

に、多くの人々によって、いわば単なるキャッチとして都合よく解釈され使われてしまうように

なっていると言えよう。

デジタル社会での消費というと、一般的にソフトウェアなどのサービスやコンテンツ商品の消

費が多く、有形財の消費、つまり物質的消費は減少すると思われがちだが、本研究では、物質的

消費が減るのではなく、別の次元の物質的消費にシフトするのだと解釈する。それは「仮想世

界」における「バーチャルなモノ」、つまり「仮想消費」へのシフトであり、その消費規模は、

上述したメタバースの先駆者たちによって、近未来において無限大に拡大するとさえ予見されて

いる。

ちなみに「仮想消費」とは、仮想経験を楽しむためにバーチャルなモノが消費されることであ

る。例えば、ネット上でアバターの衣装を購入し着用させたり、アバターの住む部屋の家具を購

入し設置したり、あるいは自分で制作したり、それらを友人にプレゼントしたりというような、

仮想経験での「バーチャルなモノ」、つまり「仮想世界の財」の消費である。それらは CG によ

るデジタル画像の衣装や家具の消費であり、ネットコミュニティ上で利用する消費である4）。有

名ブランドのグッチ（Gucci）やナイキ（Nike）も、アバター用の衣装や鞄などを仮想世界で制

作し販売するなど、D 2 A（Direct to Avatar）市場の規模は 2022年に 500億ドル（5兆 6400億

円）に達すると見込まれている。

既に老若男女を問わずネットコミュニティの手段として使用されている Line やカカオトーク

の場合、そのプロフィール写真やイモティコン（絵文字）も、アバターの範囲に含まれる。プロ

フィール写真を飾ったり、イモティコンを使いより多くの意味と感情を伝えたり、そのためにア
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バターを飾る服や小道具など、より表現力のあるイモティコンをコミュケーションの道具として

消費する。これが仮想世界の財（バーチャルなモノ）の消費であり、仮想消費である。2021年 4

月時点で、グローバルに 1億 6,900万人の利用者を保有する Line の場合、イモティコンの累積

販売総額は 1,060億円で、なお 1,100万セットのイモティコンが販売中である。上位 10位のイモ

ティコン・クリエイターの平均年収は、11億 8,262万円であり、今後も市場規模の拡大が予想さ

れ、Facebook、バイバー（VIBER）、ウィーチャットなどもイモティコン市場に参入している5）。

他の人々とのリアルな交流が必ずしも安全でなくなった今日、人々の経験への欲求はニューノー

マル時代の生活様式に求められ、仮想消費はますます加速するだろう。

3．メタバース

アメリカのジョー・バイデン大統領が、若者層へのアプローチとして、メタバースの「あつま

れどうぶつの森」や「フォートナイト」でアバターを用いて大統領選挙のキャンペーンを行った

ニュース6）を聞いて、人々はどのように受け止めただろうか。おそらく、ほとんどの人が「メタ

バース」を子供のゲームの世界だと思っていたのではないだろうか。しかし、そこ（メタバー

ス）では、ビジネスの会議やコンサートのようなイベントはもちろん、新入生のオリエンテーシ

ョン、さらにアイテムの取引や投資までもが行われている。

メタバースという用語は、「Meta」＋「Universe」、つまり「仮想」や「超越」を意味する「メタ

（meta）」と「世界」や「宇宙」を表す「ユニバース（universe）」の合成語で、一般的には「仮想

世界」とか「仮想空間」と訳され、現実を超越した世界を意味する言葉として使われている。メ

タバースでは、基本的には「アバター」と呼ばれる分身を通じて他の参加者との交流や移動が行

われる。そのため、一般的に「インターネット上に構築された仮想の 3次元空間」「アバターを

通じて活動する空間」「アバターを通じて社会・経済・文化・コミュニケーション活動が可能な

インターネット上の 3次元世界」などと定義される。

2018年アメリカで公開されたスティーブン・スピルバーグの SF 映画「レディ・プレイヤー 1

（Ready Player One）」には、環境汚染や気候変動、政治の機能不全などが起きている 2045年を舞

台に、人類の多くがメタバースの中でコンサートを楽しんだり、財（アイテム）の取引を行った

り、メタバースの概念や仮想世界での消費活動の様子、メタバースと現実の世界とのつながりが

詳細に描かれている。映画では革新的に進化した形のメタバースが映し出されるが、実際現時点

では、VR 機器やアバターを使わず体験できるメタバースが多く、2次元のメタバースも少なく

ない。

メタバースは、アメリカのセカンドライフ（Second Life）7）を先頭走者として発展してきたが、

その由来は、1992年にニール・スティーブンソン（Neal Stephenson）の小説「スノウ・クラッ

シュ（Snow Crash）」に発する。“彼らはビルを建てたり公園をつくったり、広告版を立てた。そ

れだけではなく、現実世界では不可能なものまでも創り出した。例えば、空中に浮いている照
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明、時空間法則が無視される特殊地域、互いを探索し打ち殺す自由戦闘地区など、1つだけ異な

る点があるとすれば、それはこれらが、物理的に建てられたものでないという点である。スト

リート自体が実在するものでなく、ペーパー上に書かれたコンピューターコードに過ぎない。い

いえ、それらは光ファイバーネットワークを通じて全世界に公開されたソフトウェアのピースに

過ぎない”8）、と。小説の中では、コンピューターによって生成された世界にアクセスし、他に

アクセスした人たちと対人コミュニケーションをしながら、現実世界よりも長い時間をそこで使

う様が描かれている。また、2010年に映画業界の話題になった「アバター（Avatar）」の用語も

この小説で初めて使われた。

仮想世界やメタバースと言われると、つい最近はじまったイメージだが、実は 20年前の日本

の mixi や韓国のサイワールド（Cyworld）9）などの SNS がメタバースとしてスタートした最もシ

ンプルな形だったといえよう。その後、デジタル技術の進歩が生み出したゲームとして、スマー

トフォンの GPS 機能を使用しながらキャラクターを捕獲、育成、交換する任天堂の「ポケモン

GO」は、日本だけでなく世界的に話題になり、2016年には 9億 5千万ドル（約 1,090億円）、

2018年度には 7億 9千 500万ドル（約 860億円）、累計 22億ドル（約 2,380億円）を売り上げる

など、現実と非現実が共存する形として進化したメタバースといえる。

過去、利用者側の操作性や動作環境などの技術的な問題、企業側の投資対効果などでメタバー

ス市場の沈滞もあったが、今後のブルーオーシャンとしてその経済的価値は 2030年に 1兆 5,400

億ドルの規模になると予想されている。ところが、日本国内ではメタバースが「あくまでも VR

体験における一つの形だが、メタバースの中でゲームを楽しんだり、商材体験をすることもでき

る」10）という狭い範囲で捉えられ、VR ヘッドセットの利用やロールプレイングゲームに限定す

る傾向がある。確かに現段階では、パソコンやスマートフォンでの利用が主流で、ロブロックス

（ROBLOX）11）や「リネージュ」12）のようなロールプレイングゲームの人気が高いことがこのよう

なイメージに影響していると言えよう。

図 1 メタバースの領域

出所：「未来ビジネス図解－仮想空間と VR－」p 103の図に筆者が加筆
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図 1のように、メタバースの潜在的可能性を考慮すると、VR 体験や VR ゲームなどはその一

部分に過ぎず、ヘルスケア、教育、医療、流通など幅広い分野での活用が期待されている。例え

ば、教育の分野においては、状況学習、経験拡張、問題解決など、システム的思考が学べる機会

とされ、年齢別に知識を効果的に拡張させることに使用されているとともに、社会活動が難しい

人たちにも遠隔授業による学習を可能にする。文化や芸術分野では、空間・時間的に制約を乗り

越え、メタバースで展示や公演を提供しているケースも増えている。韓流の SM エンターテイ

ンメントではメンバーとアバターをコラボさせた「エスパー」というグループを結成させるな

ど、芸能分野でも存在感を現してきている。

ここで、表 1のメタバースの種類で取り上げたメタバース・プラットフォームの中から、アメ

リカの 16歳以下の若者 55％が利用しているロブロックス（ROBLOX）をはじめ、それぞれ 2

億人のユーザー数を誇っているゼペット（ZEPETO）やマインクラフト（Minecraft）のシステム

を分析し、ユーザーを引き寄せるメタバースの魅力について考察しておこう。

まず、第一のメルクマールとしては、メタバースの中でユーザーが自由に探検しながら構成要

素を自由に変えられるようにデザインされた「オープンワールド（Open World）」システムを採

用していることが挙げられる（表 2参照）。それによって、メタバースの中で各種ソーシャル

ミーティングやイベントはもちろん、制度的な枠組から自由な経済活動が可能になる。ゲームの

場合、基本的なミッションは与えられるものの、従来の RPG ゲームのようにプログラミングさ

れた決まったルートを辿る閉鎖的なシステムではなく、広いメタバースの中を自由に探検しなが

ら行動できるため、ユーザーによって全く異なる結果が生まれる。マインクラフト（Minecraft）

の場合、その広さが 39億 km2で、5億 km2の現実の地球の 7倍の広さを提供しているので、多

様な体験が可能になる。従来のゲームが、ゲームコンテンツの消費だけに留まっているのに対

し、オープンワールドシステムでは、ユーザーが主体的にイベントを創れるので、メタバースの

表 1 メタバースの種類

VR
（Virtual Reality）

AR
（Augmented Reality）

MR
（Mixed Reality）

SNS
（Social Networking Service）

意味 仮想現実 拡張現実 複合現実 ソーシャル・ネットワー
キング・サービス

内容

現実をそのまま複製する
か、または現実とは全く異
なる仮想世界にいるかのよ
うな感覚が体験できる

現実の世界に CG
などで作った仮想物
体を重ねて見せる

AR をさらに 発展さ
れたもので、仮想世界
と現実世界の情報を組
み合わせての融合

Web 上での社会的ネッ
トワーク

例

Second Life、
ROBLOX、
ZEPETO
Minecraft

ポケモン Go、
スノー（SNOW）

Microsoft の
HoloLens

Cywould、
Facebook、
Instaram、
twitter

出所：近畿経済産業局「『VR・AR 等の先進的コンテンツを活用した取組実態及び知的財産権活用に関する
調査』報告書」を参照し筆者作成
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中の滞在時間が自然に長くなり、打ち込む度合いが高くなるなど、関与度が高くなる。

第二のメルクマールとして挙げられる「サンドボックス（Sandbox）」システムは、ユーザーに

高い創作可能性を与えることで、プラットフォームが提供するツール機能を利用して地形や財を

つくり上げることもでき、アイデアさえあれば独自のゲームや空間を創ることができる。例え

ば、ゼペットでは、自分だけのワールドや空間をつくり、友達を招待しパーティーを開いたり、

ゼペットスタジオでアバターのオリジナル衣装をつくって販売するなどの経済活動も行われる。

このように「オープンワールド」や「サンドボックス」システムは、メタバースを豊かにする

コア要素であり、プラットフォームとして優れたツールを提供するだけで、ユーザーによって絶

え間なくコンテンツが生産され、さらにその豊富なコンテンツが新たなユーザーを引き寄せる循

環を生み出す。

第三のメルクマールとしては、つくられた完成品やコンテンツの消費に留まっている現実の消

費に対し、ユーザーが自ら生産し共有するという「クリエイター・エコノミー（Creator Econ-

omy）」システムを採用していることがある。

ロブロックスやゼペットでは、それぞれ固有の仮想通貨13）が設けられ、ユーザーは他のユー

ザーが創り上げたゲームやイベントを利用する際に入場料を支払ったり、有料アイテムを購入し

たりして、一定の金額がゲームやイベント、アイテムを創った開発者に支払われる。そして、一

定の金額になると現金化することが可能になる。既に、ロブロックスの中でゲームを開発した経

験があるユーザーは 800万人を超え、開発されたゲームも 5,500万件、利用者数 106億人に達し

ている。開発者に支払われた金額は、累積 2億 5,000万ドル（日本円 280億円）にのぼる。また

ゼペットでは、アバターの衣装を販売し 150万円を売り上げるユーザーや、専門家の衣装デザイ

ナーたちが集まりアバター衣装会社をゼペット内に設立するなど、ユーザーは消費者でありなが

ら生産者にもなれる、プロシューマー（prosumer）として収益が得られる世界で活動することに

なる。

このように、無限の可能性が潜んでいるメタバースにおける消費は、既に世界的なパンデミッ

クの下でプラットフォームの収益やユーザー数の増加が報告されているが14）、ニューノーマル時

代においては、さらに加速することが予想される。

表 2 人気メタバース・プラットフォームのシステム

ROBLOX ZEPETO Minecraft

Version PC・Mobile Mobile
PC・Mobile・

console・VR equipment

System
Open World、
Sandbox、

Creator Economy

Open World、
Sandbox、

Creator Economy

Open World、
Sandbox、

Creator Economy

Number of User 2 million people 2 million people 2 million people

出所：各ホームページや新聞記事を参照し、筆者が作成
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今後、5年以内に事業の中心軸をメタバースへ大転換させると発表した Facebook をはじめ、

Google、Microsoft、Apple、Samsung、Naver など、多くのグローバル企業がメタバースに力を注

いでいるのは、消費活動の新たな大変革が起こる兆しがあるからである。さらに、メタバースで

は全ての消費データが集約・活用されるため、誰が先に次世代プラットフォームをつくり上げる

のかが消費者動向や消費者情報の完全なる分析データの獲得につながる。いつの間にかスマート

フォンのない生活が想像できなくなったのと同様に、ニューノーマル時代にはメタバースのない

生活が想像できなくなる環境がつくられていく。

4．メタバース不動産プラットフォーム

「ニューヨークマンハッタンのセントラルパークやホワイトハウス、ドバイの高級ホテル、東

京駅の土地の持ち主になりたい」というのは現実では叶わない夢だが、第 2の地球「アース 2

（earth 2）」ではそれほど難しい話ではない。基本的に 10セント（10円）を支払えば欲しい建物

や土地の持ち主になれる。「アース 2（earth 2.io）」は、2020年 11月オーストラリアのスタート

アップが Google アースを基盤として現実の地球をそのままメタバースの中につくり販売し始め

たもので、購入し所有権を有する土地は自由に売買ができ、メタバースにおける不動産プラット

フォームとも言われている。2020年サービス開始の当初は、10 m2（10×10 m）大きさのタイル

が 0.1ドル（10セント）で販売され、例えばバチカン市国の場合 10セントで所有権を持つこと

ができていたが、需要の増加とともに 2021年 6月には、790倍の 79ドルで売買された。ニュー

ヨークのマンハッタンの土地は 396倍の 39.6ドル、オーストラリアのシドニーの土地は 125倍

の 12.5ドル、韓国の狎鴎亭（アックジョン）という富裕層町は、2020年末に 4.4ドルで取引さ

れていたが 2021年 6月には 900ドルで取引されるなど、価格高騰がみられる。

メタバースの世界は、国や国境、距離を超越する。例えばアース 2において、ニューヨークマ

ンハッタンの土地や建物の所有者の国籍は様々である。このような流れから、アメリカをはじ

め、ヨーロッパ、中国と韓国ではメタバースの人気上昇とともにアース 2の不動産需要が高まっ

写真 1 ZEPETO でファッションショーを行った GUCCI

出所：GUCCI ホームページ
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ている。しかし、日本ではメタバースと同様にあまり注目されず、先行研究はもちろん本格的な

議論も見当たらない。

それでは、なぜアース 2というメタバースにおける土地、言い換えれば仮想世界の不動産を

人々は購入するのだろうか。本論文では次に、アース 2の発想の善し悪しではなく、消費者がメ

タバースの不動産を購入するその理由について検討する。

まず、本来の趣旨とは異なり投資の対象になった仮想通貨「ビットコイン（Bitcoin）」のよう

に、アース 2が「バーチャルな地球の不動産投資」として「第 2のビットコイン」だとする見方

もあれば、ゲームの世界でアイテムを獲得するための「課金」という見方もある。

例えば、多くのメタバース・プラットフォームが、ほぼ無限に近い仮想空間の提供を謳ってい

るのに対し、現実の地球を基盤としたアース 2は仮想通貨ビットコインのように数量に限りがあ

ることから価値の上昇が予想され「投資」の対象にされている。www（world wide web）の公開

当初、誰が先にドメイン名を登録するのかで人気ドメインの価格が高騰したことと同じく、誰が

先に所有するのか、所有しておけばいつかは価格が上がるだろうという期待感の働きがそこには

ある。次に、ホワイトハウスや皇居のように、現実の世界では所有できないものが 10セントと

いう安価で所有できるというゲーム感覚での「課金」だが、それはメタバースでは何でも可能に

なるというファンタジーに対する支払いである。

いずれにせよ、その背景にはプラットフォームとしての発展可能性が見込まれているからに他

ならない。現時点におけるアース 2の場合、土地の売買の他に利用できるコンテンツは提供され

ていない。しかし、アース 2は 3つのステージに分けられ、ステージ 1では「タイル（土地や建

物）の購入」ステージ 2では「土地に埋もれている資源を活用し道路や建物の建設」、そしてス

テージ 3では「VR や AR を通じた仮想世界の体験」が設けられている。つまり、単なる土地の

取引だけではなく、今後はその土地に百貨店やコンサートホール、クラブなどを建て、商品を販

売したりイベントを開催したりして利用料を徴収するなど、社会・経済・文化・コミュニケーシ

ョン活動が始まる。今はステージ 1の段階のため開拓までにもう少し時間が必要とされるが、ク

リティカルマスに達するとユーザー数は一気に跳ね上がるだろう。それから、メタバース・プラ

ットフォームの成功要因とされる「オープンワールド」「サンドボックス」「クリエイター・エコ

ノミー」システムがうまく機能し、ユーザーによる自由な創作、豊富なコンテンツ、創作に携わ

ったクリエイターへの収益還元などが可能になる。消費者はこのような期待からメタバース・

アース 2の不動産を買い続けることになる。

5．MZ 世代の消費者とメタバース

メタバースでの仮想消費に対し、主な消費者になるのは現実世界であまり満足できない人たち

なのではないかと思われるかも知れないが、この疑問に対しては、消費者世代の特徴を解析する

必要がある。例えば、マインクラフトが発売された 2011年以降に生まれた世代は、現実でのプ
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ラスチックのレゴ・ブロックではなく、メタバースのマインクラフトの中でオンライン上のブロ

ックを組み立てながら楽しむ。デジタル化以前の世代が本を通じて見聞を広めたり、電話で友人

とコミュニケーションをとったり、絵を描きながら趣味活動をしたりしたことと同じく、デジタ

ル環境で育った世代にとってメタバースは、見聞を広めたり、友人とコミュニケーションをとっ

たり、創作したりするという趣味活動をする手段である。そこに現実と非現実という意識はな

い。

現在の消費市場には 6つの世代が混在する。1928年から 1945年生まれの「沈黙の世代」、

1946年から 1964年生まれの「ベビーブーマー」、1965年から 1980年生まれの「X 世代」、1982

年から 1997年生まれの「ミレニアル世代（M 世代）」、1998年から 2016年生まれの「Z 世代」、

そして 2017年以降に生まれた「アルファ世代（α 世代）」。それぞれの世代は社会構造や経験し

た時代が反映された固有の特徴を持ち、消費においても本質的に異なる動向がみられる。

上述した 6つの世代の中で、現在、購買力が最も高い M 世代と、いずれ世代交代が予想され

消費市場の担い手とされる Z 世代に、マーケターからの関心が寄せられている。デジタルパイ

オニアの M 世代とデジタルネイティブと呼ばれる Z 世代は、デジタル環境で育てられ高いデジ

タルスキルを有し、欲しいものがあるとすぐにスマートフォンやノートパソコンを取り出しモバ

イルでオンラインショッピングを行うなど、デジタル消費が顕著であると言われている。

特に、世界人口の 3分の 1、アメリカ人口の 4分の 1を占める Z 世代－Criteo の調査による

と、Instagram, Facebook を一日に複数回利用するとともに、YouTube や TikTok をはじめとする

動画コンテンツを週に 23時間以上利用している15）－は、音声よりもビデオ通話が好きで、文字

よりもイモティコンを、長編のドラマや映画よりも一口サイズのコンテンツを楽しんで、俳優よ

りもインフルエンサーに憧れるという。

例えば、最近アメリカの Z 世代が最も憧れる存在の、19歳のモデル兼 R&B やポップ音楽家

の「リル・ミケーラ（Lil Miquela）」が象徴的存在である。カリフォルニア州ダウニー出身とさ

れる彼女は、プラダ、グッチ、シャネルなどのブランドモデルとして活躍しながら、300万人を

超えるインスタグラムのフォロワー、TikTok と YouTube を合わせると 500万人を超えるフォロ

ワーを持つメガ・インフルエンサーである。彼女の 2019年の収入は、13億円で、毎年 10億を

超える収入を獲得している。ところが驚くことに「リル・ミケーラ」は、メタバースで活躍する

実在しない「バーチャルヒューマン（仮想人物）」であるということだ。

そして、リル・ミケーラに続くバーチャルヒューマン imma が日本のパラリンピックの閉会式

に登場し話題になっている。モデル兼クリエイターとされる彼女は、Porsche、IKEA、SK-Ⅱ、

PRADA や Calvin Klein などの有名ブランドのグローバルキャンペーンの他、中国の全国 TV・

CM に起用されるなど、インスタグラム上で 35万人のフォロワーを持っているインフルエン

サーでもある。メタバースのゼペットに夢中になっているという彼女は、2020年 8月に 3日間、

IKEA 原宿店のショップウィンドウで暮らしの様子を世界に公開し多くの国から注目を浴び、台

湾発アジア最大級のグローバル通販サイト・ピンコイ（Pinkoi）のキャンペーンキャラクターと
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して起用されるなど活発に活躍している16）。

他にも、韓国で 100社以上の企業とスポンサー契約を結び活躍する、Z 世代のバーチャルイン

フルエンサー「ロジ（Rozy）」17）など、MZ 世代の好みを反映させたバーチャルヒューマンの登場

が増えている。最早、デジタル世代へのアプローチはメタバースというバーチャルな空間に限ら

れたものではない。デジタル世代にとって、メタバースにおける仮想消費は自己表現と主体的に

新しいコンテンツを生み出し楽しめる、無限の可能性を意味している。

6．メタバースにおける課題

メタバースでは、現実で不可能なことが容易に実現できる。例えば、性別や人種、身体条件な

どにおいて、メタバースではアバターの性別や年齢、人種などを自由に選ぶことができる。また

体が不自由な人でも、アバターを使いスポーツを楽しんだり、自由に行動したりすることが可能

になる。しかし、ユーザーが顔を出さずにアバターを用いて自由に行動できるため、それに付随

するトラブルも発生する。実際に、メタバースの中で男性が女性のアバターを使い、多くの男性

を金銭目的で脅迫したり奴隷化したりした事件や、自分のアバターがブロックされたことに腹を

立て、ブロックした人に障害を加えた事件も起きている。

メタバースは現実の延長にあるため、現実のトラブルがメタバースの中のいじめや暴力につな

がったり、メタバースでのトラブルが現実のいじめや暴力につながったりするなど、現実世界以

上に多くの問題が起きる可能性を考慮しなければならない。図 2は、メタバースで起こりうる法

的問題を大きく 3つに分けて整理したものである。

写真 2 バーチャルインフルエンサー（左：リル・ミケーラ、右：imma）

出所：lnstagram@lilmiquela, and instagram@imma.gram
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まず、漫画やアニメのキャラクターをそのまま自分のアバターに利用したり、著作権のある建

物や背景を許可なく使用したりするなどの著作権の問題18）、アバター同士での暴力や暴言、いじ

め、セクシャルハラスメント行為などの人格権の侵害問題、そしてハッキングによる個人情報の

漏れや犯罪に悪用される可能性など、メタバース固有の問題が挙げられる。

また、メタバースが現実の世界と類似しているため、日常生活として認識してしまい多くの時

間を費やすことで現実の生活に支障をきたす恐れがあり、オンラインゲームと同じくメタバース

中毒も社会問題になる。

このようなメタバースで起こりうる様々な問題に対し、メタバース・プラットフォームでは自

主規制もしている。例えば生活型メタバースとして代表的な「セカンドライフ」では、以下のよ

うな「ビック 6」19）というコミュニティルールをつくり、何度も違反するユーザーを追放するな

どの「規律」を設けている。

1. Intolerance－人種や宗教、性別などへの差別行為

2. Harassment－脅迫やいじめ、セクシャルハラスメントなどの行為

3. Assault－非戦闘エリアでの、相手の同意なしで攻撃する行為

4. Disclosure－公開されていない個人情報の暴露行為

5. Indecency－アダルト表現が制限されているエリア20）での裸で歩き回るなど破廉恥な行動

6. Disturbing the Peace－スパムの送信、イベントの妨害などの居住者の平和を妨害する行為

他にも、メタバースの中で不法取引、脱税、ギャンブルや詐欺のような犯罪が起きた場合、物

理的な概念が妥当しないため、どちらの国の法律が適用されるかなどの基準も明確でないのが現

状である。消費活動の新たな大変革とされるメタバースは、ニューノーマル時代の活用可能性に

も高い期待が寄せられているが、必然的に仮想消費に伴うトラブルやモラル問題など、今後予想

される様々な課題について正式な機関を設けて議論しなければならないだろう。

図 2 メタバースで起こりうる法的問題

出所：「未来ビジネス図解－仮想空間と VR－」p 126の図
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7．終 わ り に

デジタル化やモバイル化の進展は、さまざまなコンテンツへの容易なアクセスを実現させ「い

つでもどこでも仕事や消費ができる環境」とともに、ソフトウェアなどのサービスやコンテンツ

消費の増加をもたらした。そこで、いくつかの研究では、このようなデジタル社会の消費変化を

「リキッド消費」に結び付け、有形財消費の減少という「脱物質的な消費」を議論し始めた。し

かし、以上の考察は、物質的消費は減るのではなく、別の次元の物質的消費にシフトされ、それ

は「仮想世界」の「バーチャルなモノ」、つまり「仮想消費」へのシフトであるという基本認識

を出発点にすべきことを示唆している。

また、第 4次産業革命が生み出した AI や仮想物理システムなどにより「仮想消費」へのさら

なる進展が予測されている中、そこに世界的なパンデミックが起こり、ニューノーマル時代をも

たらした経緯からは、多くのグローバル企業および諸外国の消費者が関心を寄せている「メタ

バース」および「仮想消費」に着目し、マーケティングと消費の観点からニューノーマル時代の

消費動向の解明と共に、「メタバース」のビジネス可能性を考察する必要性を指し示している。

ここまでの考察で、既にアメリカを中心に多くの諸外国にはメタバース市場が形成され、デジ

タル環境で育った MZ 世代を中心に仮想消費への急速なシフトが明らかになっていること、ま

たメタバースの開発当初はゲームの分野で活性化されていたが、ソーシャルディスタンスの影響

により、既にユーザーの多くを Z 世代が占めるロブロックスにおいては、メタバースの中で

ユーザーの誕生日パーティーが行われ、メタバースをコミュニケーションのツールとして使用し

ている21）など、今はメタバースが教育・経済・社会・文化など多くの生活領域を包摂し、消費と

生産が循環するメタバース・プラットフォームと言うべきものにまで進展していることが確認で

きた。

しかし、アメリカをはじめ、ヨーロッパ、中国、韓国を中心にメタバースの議論が進んでいる

とは言え、それぞれの専門や経験を背景に別々に議論されているだけで未だに統一された定義も

無く、高度な理解を共有するためには明確な定義や概念の確立が不可欠であり、さらにはメタ

バースの中での犯罪や格差への対策など実務上のルールづくりも今後の課題となるだろう。

また、5 G・6 G、クラウドシステム、ブロックチェーン、ビッグデータセンターという 4つの

分野の成長など、メタバースのインフラ整備などの課題もある。それにも関わらず、自由な創

作、豊富なコンテンツ、消費者でありながら生産者にもなれ収益が得られるというメタバースの

世界は、既に社会の多数を占めている MZ 世代にとって、自己表現と主体的にコンテンツを生

み出せる無限の可能性を意味している。しかも「人が集まらず仕事と消費が行われる環境」への

関心が高まるニューノーマル時代には、メタバースがバーチャルコミュニティとして活用される

など、仮想消費への消費パラダイム・シフトはさらに加速化されると考えられる。

寡聞ながら、今年（2021年）4月、世界経済フォーラム（WEF）はインサイトレポートを発
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表し、今後の技術的発展がもたらす光と陰に関する警鐘を鳴らした。そこでは情報技術の重要性

と情報の過剰が人々に何をもたらすことが期待できるのかという検討を始めている。そして、そ

の文脈の中でメタバースが不可分な構成要素として取り上げられていることは注目に値するだろ

う。

注
１）青山学院大学経営学部教授、専門はブランドおよび広告コミュニケーションを中心としたマーケティ
ングである。

２）リキッド消費とは、短命（ephemeral）、アクセスベース（access based）、脱物質（dematerialized）な特
徴をもつ消費とされる。

３）製品またはサービスの消費経験を価値認識の拠り所とする消費で、その本質は、即時的に促される満
足から得られる、「満足の即時性」にあるという。

４）西川英彦「ネットコミュニティにおける創発的プロセス－コミュニケーションと仮想消費－」ネット
コミュニティ白書、2009、p 114.

５）毎日経済＆mk.co.kr、2021. 5. 13および、2014. 10. 28記事を参照。
６）2020年 11月 4日、人気バトルロイヤル FPS「フォートナイト」で、選挙キャンペーンを展開。専用
のカスタムマップ「Build Back Better with Biden」を公開した。また、2020年 9月には、任天堂の
ゲーム「あつまれどうぶつの森」内で使用できる、公式マイデザインをリリース。これらは、若年層
を取り込むためのアプローチと言われている。

７）2003年、リンデンラボ（Linden Lab）が開発した仮想世界で「ユーザーによって創られた、インター
ネット最大の 3 D 仮想世界」利用者（居住者）は、他のアバターと相互作用しながら、3 D 物体を制
作する道具を備え、利用者（居住者）はセカンドライフで建物や衣装、オブジェクト（アイテム）の
制作が可能で、自分が欲しいオブジェクトを創造でき、所有権を持ち、多様な製品の制作と販売が可
能である。

８）ニール・スティーブンソン（Neal Stephenson）、Kim Jang Hwan 訳、「スノークラシー（Snow
Crash）」、鳥と魚、1996、p 50.

９）韓国最大の SNS。各個人がそれぞれミニ・ホームページを持ち、ブログのように自由にアレンジする
ことが可能。パーツを購入したり音楽を購入して BGM にすることができる。
日本では 2005年 12月 5日にサービスが開始され、今はサービスが終了されたが、韓国、アメリカ、
中国、台湾、ベトナム、ドイツでも運営されていた。

１０）「未来ビジネス図解－仮想空間と VR－」pp.102-105参照。
１１）ユーザー数 2億人以上、アメリカの 16歳未満の半数以上がユーザーで、1日利用者数 4,200萬人とさ

れる、メタバースで代表的なプラットフォーム。ユーザーが新たなゲームを開発したり、他のユー
ザーが開発したゲームを利用したり、消費者でありながら生産者にもなれるシステムで運営してい
る。

１２）Lineage は、韓国の NCsoft が制作した中世ファンタジーの大規模多人数同時参加型オンラインゲーム
（MMORPG）で、1998年 9月からサービスを開始し、韓国、中国、香港、台湾、日本、北アメリカで
利用可能。韓国で初めてゲーム中毒を生み出し、社会から批判がある。

１３）ロブロックス（ROBLOX）では、「Robux」、ゼペット（ZEPETO）「Zem」という仮想通貨が使われ、
19.99ドル 1,700 Robux とレードで交換される。10 Robux で 14円程度。

１４）Perez, Sarah（2020. 7. 1）.“Global app revenue jumps to $50 B in the first half of 2020, in part due to
COVID-19 impacts”. «Tech Crunch».
Hetfield, Malindy（2020. 7. 22）.“Roblox is now the game of choice for over half of all US kids”. «PC
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Gamer».

１５）Criteo ショッパーストーリ 2017、米国、回答数 430人。
１６）「バーチャルヒューマン imma 運営が 1億円調達、独自の基礎技術活用し IP 開発加速へ」DIAMOND

SIGNAL ニュース 2020. 9. 4および「パラ閉会式で話題のバーチャルモデル・imma がグローバル通
販サイト「Pinkoi」のキャンペーンキャラクターに就任」WEB ザテレビジョン 9.13記事 参照。

１７）2020年 8月に韓国で誕生され、インスタグラム上で 6万人のフォロワーを持っているバーチャルイン
フルエンサーで、将来編集者を目指している。

１８）「未来ビジネス図解－仮想空間と VR－」pp.126-131参照。
１９）Big 6を登録しているセカンドライフユーザーのウィキペディアおよび、SecondLife in Japan のホーム

ページ参照。
https : //wiki.secondlife.com/wiki/User : Johnson_Pinion/Big_Six

https : //secondlife.fandom.com/ja/wiki/Big_six

２０）General（“Parental Guidance”健全なコンテンツのみを表現できる地域、一般企業の会議の場、教育機
関の利用に適するエリア）Moderate（“Mature”比較的に自由度の高い地域、バー、クラブ、戦闘エリ
ア）Adult（幼児ポルノやギャンブルを除く全ての表現が可能な地域、エスコートクラブエリア）

２１）Takahashi, Dean（2020. 6. 29）.“Roblox : How teens are using games to cope with the pandemic”. «Ven-
tureBeat»

Kharif, Olga（2020. 4. 15）.“Kids Flock to Roblox for Parties and Playdates During Lockdown”. «Bloom-
berg»

参考文献
Bauman, Zygmunt.（2000）Liquid Modernity. Cambridge, UK : Polity Press（森田典正訳．『リキッド・モダニ
ティ：液状化する社会』大月書店．2001）

Bardhi, E., & Eckhardt, G. M.（2017）. Liquid Consumption. Jounal of Consumer Research, 44（3）, 582-597.
Miquela（@lilmiquela）・Instagram 写真と動画
Ruth Hickin, & Mike Bechtel（2021）Technology Futures : Projecting the Possible, Navigating What’s Next. In-

sight Report of World Economic Forum.
石井淳蔵、水越康介「仮想経験のデザイン－インターネットマーケティングの新地平」有斐閣、2006
石井淳蔵、厚美尚武「インターネット社会のマーケティング」有斐閣、2002
株式会社往来「未来ビジネス図解－仮想空間と VR－」エムディエヌコーポレーション、2021
川口高弘「価値共創時代におけるマーケティングの可能性－消費と生産の新たな関係」ミネルヴァ書房、

2018

川本倫子、南知恵子「リキッド化する消費－脱物質化と所有概念－」国民経済雑誌、第 217巻、第 3号、
（2018）、31-44

久保田進彦「消費環境の変化とリキッド消費の広がりーデジタル社会におけるブランド戦略にむけた基盤
的検討－」日本マーケティング学会、Vol.39.No.3（2020）52-66

久保田進彦「デジタル社会におけるブランド戦略－リキッド消費に基づく提案－」日本マーケティング学
会、Vol.39. No.3（2020）pp.67-79

近藤淳也「ネットコミュニティの設計と力」KADOKAWA. 2015
西川英彦「ネットコミュニティにおける創発的プロセス－コミュニケーションと仮想消費－」ネットコミ
ュニティ白書、2009

ニール・スティーヴンスン「スノウ・クラッシュ上・下」早川書房、2001
米大統領選、バイデン陣営は「フォートナイト」でマップを作成して宣伝していた Mogura VR News

https : //www.moguravr.com/build-back-better-with-biden/

���「�� ���	
 2021－��
 ��� ���」2021������

― ６９ ―



パクヨンスク「未来世界報告書 2021－ポストコロナ特別版」ビジネスブックス
���「���� �	
��
 ��」
��������（2021）� 49�．19-24
ハンサンヨル「メタバース・プラットフォームの現状と展望」科学技術政策研究院（2021）、第 49号

pp.19-24

���、���「���� ��  !�" #$ %&'()#$* +,-.」/01�2340（2021）
Vol.22（7）, pp.1091-1099

Songlee Han, Taejong Kim（2021）News Gig Data Analysis of ‘Metaverse’ Using Topic Modeling Analysis.
Journal of Digital Contents Socienty 22（7）. 1091-1099
http : //www.ttimes.co.kr/index.html

───────────────────────────────────────────────
〔ちょん すんおく 商学〕

― ７０ ―



【論文】

幼児の「遊びを通した主体的な活動」を
体験するための試み①

── 5領域の科目連携「お化け屋敷製作」を通して──

田窪 玲子・大野木位行・黒木 晶
中野 圭子

1．は じ め に

2017年告示の幼稚園教育要領（以下、教育要領）、保育所保育指針、幼保連携型認定こども園

教育・保育要領に、小学校以降の教育活動への連続性を意識した「育みたい資質・能力」及び

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」が新たに加えられている。それらは、保育内容の 5つ

の領域におけるねらい及び内容に基づいて示されている。5領域は、「健康」「人間関係」「環境」

「言葉」「表現」から成り、幼児の発達の側面から捉えられたものである。現行の教育要領におい

ては、第 2章ねらい及び内容で「各領域に示すねらいは、幼稚園における生活の全体を通じ、幼

児が様々な体験を積み重ねる中で相互に関連をもちながら次第に達成に向かうものであること、

内容は、幼児が環境に関わって展開する具体的な活動を通して総合的に指導されるものであるこ

とに留意しなければならない。」と記載されている。5領域はそれぞれが独立したものでなく、

相互につながりをもちながら展開されているのである。各園、子どもが遊びを通して学ぶことを

基本とし、子ども自身が「～したい」と思える主体的な活動を行えるように、それぞれ創意工夫

して保育している。

保育者養成段階でも、学生が 5領域に関する基本的な知識を身につけ、5領域の関連性につい

て理解することが求められる。しかしながら、それぞれ指導法の授業の中で、領域間の関連性に

ついて教授することは可能であるが、学生が実体験を通して学ぶことは難しい。

神垣・伊藤・尾崎（2010）は、領域「言葉」と領域「表現」の造形分野の授業で、学生が領域

間の関連性や領域をまたいだ総合的視点の重要性について理解することができるかどうか検討し

ている。その際に、紙芝居制作を題材とし、科目間で連携して授業を行い、学生のフィードバッ

クをもとに学生の理解度を確認している。学生のフィードバックは領域「表現」に関するものが

多く、領域「言葉」に関するものが極端に少ない結果となっている。それを踏まえ、次年度に向

けて、相互の授業の役割や、連携授業の意義等の共通理解項目を定めるために、より密な話し合

いが必要であることを課題としている。塩崎・小口・長谷川（2020）は、保育者養成課程の学生

園田学園女子大学論文集 第 56号（2022. 1）
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が領域「表現」に関わる総合的な活動を経験することで、保育者に求められる資質能力の育成が

期待できるかについて調査している。その結果、表現の楽しさや、仲間と協働して取り組むこと

の大切さについて気付いた学生が多くいたことが明らかになっている。一方で、より深い学びと

理解を目指すために、授業内容を再構築する必要性についても見出している。このように、神垣

他（2010）や塩崎他（2020）の研究では、学生自身が総合的な学びを理解することの難しさにつ

いて言及されている。また、原井・重村・弘中・久光・當銘（2019）は、保育内容の各科目につ

いての現状と課題についてシラバスを元に検討し、保育内容の指導において、科目間連携の必要

性が共通の課題であるとしている。

本学では、2年次 1・2学期それぞれに保育内容指導法の授業が開講されており、2年次 2学期

に初めての保育実習Ⅰ（保育所）を経験する。2年次 1学期の時点では、子どもたちと触れ合う

経験が少ない中で授業を行うため、学生が体験を通して学べるような工夫がより必要になる。ま

た、前年度は、新型コロナウイルスの影響で遠隔授業が多く、学生同士でコミュニケーションを

とりづらい状況であったため、学生同士の関係作りを助ける授業内容の検討も重要である。

そこで、本研究では、保育内容指導法の科目連携を行い、学生が体験を通して 5領域の関連性

について理解できるような授業内容の検討を行い、学生自身が主体的な活動と総合的な学びのつ

ながりを感じとることを目的とする。

2．研究方法と実践

（1）対象者

園田学園女子大学人間教育学部児童教育学科で保育内容指導法のうち 2021年度 1学期に開講

され、なおかつ専任教員が担当する人間関係Ⅰ（以下、人間関係）、環境Ⅰ（以下、環境）、表現

AⅠ（以下、表現 A）、表現 BⅠ（以下、表現 B）の全てを履修している学生 46名を対象とし

た。

（2）研究方法の概要

先述のように、学生は 5領域が関連しあうことは保育内容指導法の各授業で教授されており、

理論上は理解していると思われる。科目をまたいだ授業を実践することで、学生が幼稚園教育要

領等に示される「様々な経験をとおしてねらいが総合的に達成される」ことを実体験として理解

してほしいというねらいをもち、専任教員が担当する保育内容指導法の授業を用いて実践を行う

ことにした。実践に先立って教員間で製作日程や準備物の購入、実践記録の方法等について検討

し、準備を進めた。履修学生には図 1について 2021年 6月初旬に保育内容指導法人間関係Ⅰ第

8回授業で科目間連携授業の趣旨について説明を行った。

実際に保育現場でお化け屋敷を製作する場合、2つの場面が想定される。1点目は幼児たちが

作品展等で取り組む「お化け屋敷製作」である。この場面での保育者の役割は幼児の協同的な活
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動場面を想定し準備物を含めた環境構成を整えることから始まるものである。授業で学生には実

際に幼児が協同的な活動として取り組んだお化け屋敷の写真や映像を見せることで、イメージを

もちやすいようにした。2点目は夏まつり等の園行事で保育者が協働し「子どもたちが楽しむた

めのお化け屋敷コーナー」を作る場面である。学生には保育者が活用する月刊の保育雑誌に掲載

されているものを紹介し、イメージがもてるようにした。このように、現場では 2つの場面が想

定されるが、保育内容指導法の授業としては 1点目の場面について学習することになる。しか

し、今回の取り組みは発表の場が幼児に対してではなく、7月と 8月に開催予定のオープンキャ

ンパスになるため次の 2点を条件として付け加えた。1点目は使用する材料は保育者の援助を受

けながら、できるだけ幼児が取り扱うことができるもので製作することである。2点目は体験す

る対象者が幼児ではないので、発想の幅を広げ高校生が怖がったり楽しんだりできるものでも可

能とすることである。この 2点を踏まえ保育の視点をもちながら高校生も楽しめるものになるよ

うに計画を立てるよう授業の導入を行った。

また、この「お化け屋敷製作」を行うにあたり、活動は図 2のように 4科目の授業を横断した

3週間に渡るグループ活動になる。活動グループは事前に教員が学籍番号順に 5～6名に分けて

おき、趣旨説明とともに学生に伝えた。なお、再履修の学生・編入生は 4科目履修している学生

とは別のグループとし、少ない授業回数でも取り組める内容にした。

図 1 授業の目的と実践方法
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以上の説明を行い、グループで製作物を考えた後、お化けの種類に偏りが出ないように教員を

中心に調整をした。決定後イラストでの図解・必要なもののリスト・工程表を作成して提出さ

せ、教員が購入の必要な材料を調達する等の作業を行った。これらのグループでの検討から製作

開始までは 1ヶ月間とした。

活動を通しての学びの定着を図るため、学生には毎回授業終了後グループ毎に用意されたファ

イルにその日の作業内容・反省・次回の作業予定・次回の準備物を記録するように指示した。ま

た、科目間連携に関して以下の通り、3回のアンケートを実施した。

製作前アンケート 2021年 7月 1日 46名 うち、回答者 45名

中間アンケート 2021年 7月 9日 46名 うち、回答者 44名

製作後アンケート 2021年 7月 20日 46名 うち、回答者 39名

本研究では学生の記録と 3回のアンケートのうち製作物完成後のアンケートを基に考察した。

製作後のアンケートでは、今回の活動を通して「充実感や楽しいと感じたこと」「つらい・しん

どいと感じたこと」「気づいたことや考えたこと」「幼稚園教育要領を見て 5領域の『内容』とつ

ながっていると実感できたものを、上位から順に 5つ選ぶ」の 4項目について尋ねたが、本研究

では「幼稚園教育要領を見て 5領域の『内容』とつながっていると実感できたものを、上位から

順に 5つ選ぶ」のみ用いて考察している。

（3）倫理的配慮

調査については任意であり、成績と一切関係がないこと、途中で回答をやめることができるこ

と、結果は統計的に処理され、個人が特定されることがないことをあらかじめ説明をし、同意を

得たうえで実施した。

図 2 授業日程
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3．事 例 検 討

以下の表 1はグループで検討し教員が調整した後、実際に製作をしたお化け等をまとめたもの

である。本研究では A-4グループが製作したろくろ首を中心に教育要領等の各領域の視点で考

察していく。

表 1 製作物の一覧

グループ 製作物 備考

A-1 呪いのお墓地

A-2 恐怖箱

A-3 からかさおばけくん

A-4 ろくろ首

A-5 顔はめパネル（入り口前）

B-1 さだ子（出口）

B-2 ビニールおばけ

B-3 くるくるおばけ

B-4 人魂

B-5 お墓・井戸・お化け

再履修生 入り口の看板と装飾 1科目・2科目再履修の学生

編入生 出口の看板と装飾 短大（他分野）からの編入生

編入生・過年度生 記録（写真） 短大（保育系）編入生と過年度生

写真 1 着物の採寸 写真 2 胴体の製作過程① 写真 3 胴体の製作過程②
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（1）人間関係

領域「人間関係」の視点からは、計画段階から製作中、完成に至るまでを考察する。領域「人

間関係」の方向目標は、「他の人々と親しみ、支え合って生活するために、自立心を育て、人と

関わる力を養う」とされている。お化け屋敷製作は、他者と一緒に同じ目的を持って取り組む活

動であり、領域「人間関係」の「内容」のほとんどに関連する。中でも、内容（5）、（6）、（7）、

（8）については特に体験を通して感じとることができたのではないかと考えられる。

まず、（6）「自分の思ったことを相手に伝え、相手の思っていることに気付く」と、（8）「友達

と楽しく活動する中で、共通の目的を見いだし、工夫したり、協力したりなどする」について見

ていく。グループ構成は、学生が自由にグループメンバーを決めるのではなく、教員側が指定し

た。普段よく関わっている相手であってもそうでなくても、同じ目的を持って行動する中で、相

手のことを知り、他者に働きかけたり、葛藤したりすることを学生自身に経験してほしいという

教員側の願いがあったためである。製作物を考える段階から学生同士で考えを出し合って進め

た。時にはイメージの共有がうまくいかないことや、意見の食い違いが起こることもあり、葛藤

する経験をしたことだろう。実際に、ろくろ首グループは、友達と話し合いをしながら一つのも

のを作っていく楽しさを感じる一方で、自分の思っていることを上手く伝えられず、意見の食い

違いが起こる経験をしていた。しかし、その経験を通して、学生同士が折り合いをつけることを

くり返し、協力し進めていくことができ、最終的には、グループで活動する楽しさや、相手に伝

える方法を工夫する大切さに気づいている。これは、幼児期の終わりまでに育ってほしい姿の

「協同性」とも関連している。「協同性」の「友達と関わる中で、互いの思いや考えなどを共有

し、共通の目的の実現に向けて、考えたり、工夫したり、協力したり、充実感をもってやり遂げ

るようになる」姿について、学生それぞれが身をもって感じたことが、学生自身の気づきにつな

がったと言えよう。

次に、（7）「友達のよさに気付き、一緒に活動する楽しさを味わう」について見ていく。この

項目について幼稚園教育要領解説（以下、教育要領解説）には、「友達と様々な心を動かす出来

写真 4 ろくろ首完成① 写真 5 ろくろ首完成②
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事を共有し、互いの感じ方や考え方、行動の仕方などに関心を寄せ、それらが行き交うことを通

して、それぞれの違いや多様性に気付いていくことが大切である」と示されている。共通の目的

に向かって活動を共にするグループ内のメンバーとは、3週間密に連携をとって進めるため、相

手の考えに触れる機会が多くあった。うまくいかないことを乗り越えられた時の達成感や喜びも

共有できたことだろう。

最後に、（5）「友達と積極的に関わりながら喜びや悲しみを共感し合う」についてである。こ

の項目について、教育要領解説に「顔を見合わせて笑う、一緒に製作していた物が完成し、喜び

を分かち合う…友達と一緒に様々な体験を重ねていく」と示されている。学生が製作する過程

で、ろくろ首の胴体を何でどのように作るか、また着物をどうするか、首を動かす細工について

等、うまくいかないことがあっても、その都度相談し合い、試行錯誤をくり返し、協力すること

で一つ一つ形にしていく様子が見られた。最終的に自分達の納得したものができ、作り上げる喜

びを感じていた。今後の課題は、学生が感じたことや体験したことを子どもの姿とつなげ、保育

者としてどのように援助していけばよいかを、学生自身で考えていくことができるようにするこ

とである。

（2）環境

ここでは「試行錯誤して活動する経験」について領域「環境」の視点から取りあげたい。試行

錯誤する経験は、現行の教育要領において「幼児が身近な環境に主体的に関わり、環境との関わ

り方や意味に気付き、これらを取り込もうとして、試行錯誤したり、考えたりするようになる」

ことの重要さを示していることから、幼児期の教育において試行錯誤することが必要な経験であ

ることが明白である。また教育要領等の幼児期の終わりまでに育ってほしい姿の「協同性」は領

域「人間関係」に分類され、内容の取扱い（3）では「幼児が互いにかかわりを深め、協同して

遊ぶようになるため…他の幼児と試行錯誤しながら活動を展開する楽しさや共通の目的が実現す

る喜びを味わうことが…」と試行錯誤する体験の必要性が示されている。このことから「試行錯

誤して活動する経験」について、領域では「人間関係」の視点で学生にも教授されることが多く

なると考える。しかし、先述のように子どもの育ちには環境に関わりながら試行錯誤することが

大切であり、領域「環境」の目的である「周囲の様々な環境に好奇心や探究心をもって関わり、

それらを生活に取り入れていこうとする力を養う」との関連性も読み取ることができる。また内

容（2）「生活の中で、様々なものに触れ、その性質や仕組みに興味や関心をもつ」の解説にも

「…多様な見立てや関わりを楽しむ、試行錯誤をする、仲間と情報を交流する…」と示されてお

り、領域「環境」の視点からも見ることができる。このように教育要領を読み解くと領域の関連

性を理解することができるだろう。

本研究が対象とした「ろくろ首」製作グループの学生の姿から考察したい。学生はいかに人間

らしいものを作るかを検討し、頭部には風船を用いる計画であった。この点の試行錯誤について

は表現 B で考察することし、ここでは胴体部分についてのみ考察する。胴体部分はダンボール
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2枚を前面・背面にし、その間に箱を挟むことで立体感を出し、なおかつ頸部を収められるよう

計画していた。そこで側面、特に首から肩のラインをどのようになめらかに表現するか、メン

バー同士で相談していた。始めはダンボールをそのまま貼り付けようとしていたが角張ってうま

くいかず、様々な素材を試し、最終的には画用紙に切り込みを入れながらダンボールに沿わせ、

着色することで段ボールと一体化するように工夫する姿が見られた。先述の領域「環境」内容

（2）に示される幼児に経験してほしい「試行錯誤して活動する経験」を学生自身が追体験でき、

製作物完成後の振り返り内容から領域の関連性を理解できたものと考える。

（3）表現 A

表現 A では、様々な表現領域の中でも、音楽表現を中心に授業を実施している。領域「表現」

に明記されている「感じたことや考えたことを自分なりに表現することを通して、豊かな感性や

表現する力を養い、創造性を豊かにする」を子どもたちに体験してもらうためには、保育者とな

る学生自身も色々な音と関わり、総合的な表現活動を通して自分の感性や創造性を育てていって

ほしいと考えている。今回の「お化け屋敷製作」では、初回授業で、様々な音楽から自分が受け

るイメージについて考え、最終的には各グループの製作物のイメージに合う BGM や効果音につ

いて意見交換を行った。領域「表現」内容（2）「生活の中で美しいものや心を動かす出来事に触

れ、イメージを豊かにする」と内容（8）「自分のイメージを動きや言葉などで表現したり、演じ

て遊んだりするなどの楽しさを味わう」を踏まえ、授業を計画していた。以下、授業時に展開し

た内容を簡単にまとめる。

1．雰囲気の大きく異なる 4曲を 1分程度聴き、その音楽から自分が感じた世界観（イメージ）

をまとめ、周囲の人と意見交換を実施。その後、各音楽の特徴を簡単に解説し、音楽の世界観

（イメージ）を構成する要素として、特徴的な音階や楽器が使われていることを確認。

2．日本の伝統音楽でよく使われる五音音階と楽器を紹介。

【紹介した五音音階】律音階（レ・ミ・ソ・ラ・シ・レ）／「君が代」

沖縄音階（ド・ミ・ファ・ソ・シ・ド）／「花」

【紹介した楽器】和太鼓、琴（筝）、三味線、篠笛、尺八等

3．一般的に怖いイメージのある 3曲を聴き、3曲の実例から怖い音楽の特徴として、短調の音

階、不安定な音程（減 5度等）、不規則なリズム（変拍子）、不安定な和音（ドミ♭ソ♭シ♭）

等が挙げられることを紹介。その後、「おばけなんてないさ」や「さんぽ」を怖く聞こえるよ

うに変奏したものを実演し、どのように自分のイメージが変化したかをまとめた。

4．「ひとだま」「お化け屋敷」「四谷怪談」の一部を鑑賞し、楽曲の雰囲気を表している和楽器

や曲中での効果音（風の音や水の音を楽器で表したもの等）の使われ方を解説。その後、お化

け屋敷で使えそうな学内にある楽器（木魚・大正琴・オタマトーン）を紹介。

5．各製作グループで、自分たちの製作物には、どのような BGM や効果音がイメージできるか

を考え、意見をまとめた。ろくろ首グループの意見では、「女の人の笑い声」「不気味なピチャ
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ピチャ音」「ヒュー、ヒュルルル」「物が落ちる音」の 4つの音が挙げられていた。他の製作グ

ループでは、具体的な曲名や楽器名が出ているグループ、足音やカラスの鳴き声等の効果音を

具体的な言葉やオノマトペで表すグループ、BGM の雰囲気を言葉で表すグループ等が見られ

た。

実践日は、1つの教室内で全グループの製作物を同時に並べており、自分たちのイメージした

BGM や効果音を各製作物で個別に流すことは難しかったため、授業時に紹介した「ひとだま」

「お化け屋敷」の曲を全体の BGM として CD で流すこととした。しかし、各グループで裏方と

してライブで音を表現するための人員を確保することや、グループ数の音楽再生機器の準備が可

能であれば、各製作グループのイメージした音を個別に表現することができたと考える。自分た

ちのイメージした音を表現する工夫を今後の課題としたい。

（4）表現 B

「新幼稚園教育要領のポイント」には「幼児一人一人のよさや可能性を把握するなど幼児理解

に基づいた評価を実施」することが示されているが、ここでは「日々の記録や、実践を写真や動

画などに残し可視化したいわゆる『ドキュメンテーション』、ポートフォリオなどにより、幼児

の評価の参考となる情報を日頃から蓄積する」ことが大切であると謳われている。視覚に訴える

表現としての造形活動は子どもの活動を多面的に可視化しやすく、上記のポイントについては、

「お化け屋敷」の展示製作活動とその過程の記録は学生にたちとって学びの多い活動となっただ

ろう。

その中で、学生たちは現行の教育要領に示される「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を

明識しながら取り組むことが重要だが、5領域の中で「表現」領域の造形的な部面においてはと

りわけ「豊かな感性と表現」、「思考力の芽生え」、また、共同制作を通じての「協同性」、「言葉

による伝え合い」という視点に自覚的に取り組めたかが活動の検証にとって大切だろう。なぜな

ら、活動の目的は研究題目に掲げられたとおり、「幼児の『遊びを通した主体的な活動』」を追体

験することにあるから、活動過程を通じ「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を自ら体現で

きたかどうかが問われるからである。例えば、本研究が対象とした取組みに携わった「ろくろ

首」製作グループの活動の経過とこの記録である「『お化けやしき製作』記録」に、その模様を

垣間見ることができる。

当グループの記録によると、当初の計画では、等身大の人形の頭部を胴体から分離した状態で

製作し、伸縮する頸部によって頭部と胴体をつなぐことで、周知の妖怪「ろくろ首」が完成する

とされている。「ろくろ首」は数ある妖怪の中でも大変よく知られた存在であり、伸び縮みする

頸部によって、頭部が宙を自在に動き回る様は子どもならずとも興味深い生態であろう。これを

模型によって表現しようと考える発想はユーモラスでもあり、製作グループの学生が嬉々として

構想したであろうことは想像に難くない。

記録の図解や工程表を見ると、段ボール等紙材を主材料とした胴体と四肢、布を用いた着衣、
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種々の複合材料による頭部と頸部という順に、素朴ながら細かな作業計画が立てられていた。後

述する頸部の難しさに限らず、胴体を表す紙材を用いた立体造形は、各面の形を正確に貼り合わ

せて内部が完全に閉じた形状に仕上げなければならないし、布でつくる着衣も立体的な胴体部分

を覆う形状に仕上げることが必要で、決して簡単な工程ではない。記録には「ダンボールの表裏

がきちんとそろうように切るのが難しかった」「布（の寸法）を合わせるのが大変だった」「意見

のくい違いがあったり、適当に長さを計って結局やりなおしをしてしまったこと」等、それらの

状況を示す記述が散見された。

しかし、そのような活動の中で、グループとして活発なコミュニケーションを取る学生たちの

姿が随所に見られ、また、等身大の大型製作物に取り組む必要性もあって、活発な声かけの場面

が数多く見られた。記録の中には活動が 5領域のどの領域と密接に関わっているかという意識に

ついて記録する箇所もあるが、活動の都度、「表現（造形）」とともに「人間関係」を挙げてい

た。この点で学生たちは、共同制作を通じての「協同性」、「言葉による伝え合い」の意義を感じ

ながら取り組めたであろう。

「豊かな感性と表現」や「思考力の芽生え」については、少なくとも試行錯誤の内に計画変更

の場面が随所に観察されたことから、材料の選定や加工方法等について随分悩み考えた様子が見

て取れる。特に注目すべきは頭部の材料で、学生たちは恐らく中学生時代の辺りから立体造形に

取り組む機会がなかったのではないだろうか。当初は風船を主材料とする計画だったのである。

風船では時間の経過とともに萎んでしまい、頭部の構造を維持できない。なんとか、胴体と四肢

を完成し、いよいよ頭部の製作にかかろうかという段階でこのことに気が付いた。頭部のような

複雑な形状をしたもの、とりわけ「お化け屋敷」の展示としては頭部のリアリティは重要だが、

そのようなものが簡単に製作できるはずのないことを実感し、いわば「途方に暮れた」のであ

る。しばらく考えあぐねた末、学生たちがその解決方法として見出したのは発泡スチロール製の

人体の頭部と“かつら”だった。いずれも「百円均一」を謳う販売店等を訪ねれば安価で入手で

きる上、すでに完成していた胴体部分とサイズが合ったこともあり、発泡スチロール製の頭部を

いかに装飾するか工夫することによって「ろくろ首」の完成度を高めるよう考え直したのであ

る。確かに、すでに頭部の形を成している造形や既製品の“かつら”を利用することは安直の感

を拭えないが、製作の全体を通して見れば相当な活動量であり、また、利用できるものを思い付

くという閃きも幼児造形においては重要な資質能力である。ところが、この解決の後に最大の困

難に直面することになった。それが「ろくろ首」の頸部の製作である。

計画段階では、頸部は針金を骨材としてこれを細長いビニール袋で覆い、この構造により頸部

の形状を保った状態で出し入れすることができるという想定で機構を考えていた。コミックや映

画に見られるような変化は、幼児造形に用いられる一般的な材料では再現困難であることはいう

までもない。“子ども心にワクワクする”「ろくろ首」に対する素朴なイメージを造形的に再現

し、楽しく表現しようとした場合、子どもがこの活動の過程で直面する困難に、学生たちも同様

に直面するわけである。
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筆者がなぜ、これら表現的に困難な局面に注目するのかといえば、子どもが様々な造形活動の

中で夢想的で飛躍したイメージ、言い換えれば“やってみたいこと”を表現しようとした場合、

往々にして、どのようにそのイメージを物体化、視覚化すればよいのか最適な方法が見つから

ず、活動が停滞することになるからである。造形教育にとって重要なことは、このような局面が

子どもにとって「思考力の芽生え」の契機、「豊かな感性と表現」を伸ばす契機となり、支援す

る教員はこの契機が子どもにとって楽しいひと時となるように努めることにある。換言すれば、

「どうしたら『ろくろ首』の首がいい感じに伸び縮みするかな？」という難問に対して、悩むの

ではなく、楽しく向き合える体験の保障が子どもの「豊かな感性と表現」、「思考力の芽生え」に

つながるといえる。

グループの学生たちは試行錯誤を繰り返し、最終的に頭部に接着されている細長いビニール袋

の下端に、頸部の弛みを防ぐ重りを接着し、これを胴体に収めるという方法によって、長い頸部

を弛ませることなくスムーズに胴体の中から出し入れするという機構を完成した。

このように進んだ活動の記録の中で、学生たちは試行錯誤に時間を要し、何度も「やり直し

た」ことを繰り返し反省していた。準備不足や計画の不備を反省した一文も見られた。ただし、

その過程を楽しんだという記述は見当たらなかった。立体造形に堪能な人からすれば、反省もや

むを得ないと思われる点が多々あるのは確かだが、しかし、問題は反省すべき点が試行錯誤した

ことや準備不足にあるのではなく、ましてや技能的な未熟さにあるのではないということであ

る。グループ活動そのものに関しては、学生たちは笑顔も見せ、グループ内のコミュニケーショ

ンも活発にして製作に取り組んでいた。「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」としての「協

同性」、「言葉による伝え合い」という点では、“みんなでつくることのよさ”というものを味わ

ったひと時であっただろう。つまり、いわゆる作品の完成度や計画の合理性に不満があったとし

ても、別の一面では“楽しかった”はずなのである。このグループに限らず多くの学生たちの記

録に試行錯誤を繰り返したことへの反省が挙がっていたが、それは自己の課題の発見であり、そ

のような発見があるからこそ活動の停滞を脱し、次の工程が導かれることを考えても喜ばしいこ

となのだが、学生たちの反省は意欲的な省察ではなく後悔の念に近いものと見受けられた。では

なぜ、学生たちは試行錯誤の過程について“楽しかった”と記述しなかったのか。

筆者として今後の課題だと考えるのは、将来、幼児の造形活動を支援する役割を担うであろう

学生としては、試行錯誤の過程をいかに楽しく過ごすことができるようになるかということであ

る。成人の心理として、学習に対する使命感や責任感が他の感情より勝っていたり、イメージの

再現欲求が対象と相似なレベルを求めたりするものであることが推測されるが、今後子どもに共

感的に関わることを期待される学生たちには、試行錯誤を繰り返す中で自分なりに楽しく取り組

むことのよさを味わえることが重要だ。幼稚園教育要領の「総則-第 2-3-（10）豊かな感性と表

現」には「友達同士で表現する過程を楽しんだりし、表現する喜びを味わい、意欲をもつように

なる」という記述があり、5領域のねらいにおいて繰り返し「楽しさを味わう」、「楽しむ」こと

が明示されている。このことは、表現の原動力ともなる活動の動機につながる重要な問題意識で
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あると考える。後述の「4．まとめ」において、学生のアンケート回答の中で学生が活動を楽し

むことを意識していたこと、また、その結果から活動を楽しんだであろうことが推察されるが、

記録の中では「楽しんだことは記述するほどのことではない」という判断が働いたのであろう

か。しかし、計画性や技能面の反省と同様に、楽しく活動できたことを自覚し、“何がどのよう

に楽しかったのか”ということを反省の重要な観点として記録できることは、表現活動の過程に

おける子どもの情緒の変化を捉え、より深い子ども理解のために欠かせないことではないだろう

か。

学生たちがこの課題について十分に考えが及ぶようになった時こそ、「幼児期の終わりまでに

育ってほしい姿」が子どもたちに体現される教育の有り方を学生なりに見出した時であり、その

ためにも今回の活動の記録はこの課題を自覚するための価値ある資料になるといえるだろう。

4．ま と め

最終日に、5領域の関連性についてアンケート調査を行った。一部抜粋し、「幼稚園教育要領

を見て 5領域の『内容』とつながっていると実感できたものを、上位から順に 5つ選ぶ」の結果

より、学生の 5領域の関連性の理解度を考察する。

図 3は、学生が 1位として選択した領域を集計した結果である。5つの領域の中で、「お化け

屋敷製作」を通して学生が 1番関連していると実感した領域は、「表現」であり、36％の学生が

選択していた。その後「人間関係」の 26％、「健康」の 20％、「環境」の 13％、「言葉」の 5％

という結果であった。「お化け屋敷製作」はグループで造形表現をすることが主活動であったた

め、5つの領域の中で、「表現」と「人間関係」が多く選択されたことは、予測していた結果で

あった。しかし、さらにその「内容」の内訳を調べたところ、予想外の結果となった。「内容」

の中で 1番多く選ばれたのは、健康（4）「様々な活動に親しみ、楽しんで取り組む」の 8名、次

点が表現（7）「かいたり、つくったりすることを楽しみ、遊びに使ったり、飾ったりなどする」

の 6名であった。「健康」は 10ある内容の中から（4）のみが選択されていたが、「人間関係」と

図 3 1位で選択した領域 図 4 選択した領域の割合
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「表現」は、選択された内容が分散し、各 5つの内容が選択されていた影響だと考えるが、この

結果から、学生が楽しみながら活動していたことが推察される。

図 4は、学生が 1位～5位までに選択した全ての領域を、集約したものである。それぞれの割

合をみると「人間関係」と「表現」が 27％で同率 1位であり、その後、「環境」の 18％、「言

葉」の 17％、「健康」の 11％という結果であった。さらに、各学生の選んだ領域数について集

計すると、39名中 20名が、全領域を選択しており、1つの領域から 5つを選択した学生は 3名

（人間関係 2名、表現 1名）であった。残りの 16名の学生は複数の領域を選択していた。これら

のことから、「お化け屋敷製作」を通して、5領域のつながりについて、多くの学生が実感でき

たと考察する。今回の実践で実感した 5領域のつながりを、今後の授業や実習でより理解を深め

ていってほしいと考える。

これまでも、表現 A と表現 B 等で短期的な科目連携はしていたが、4つの授業で集中的に 3

週間を使い、1つのことに取り組むことは初めての試みであった。「お化け屋敷製作」を実施し

た上での反省点や今後の課題についてまとめる。

反省点として、5月に急遽、4つの授業での「お化け屋敷製作」を担当間で協議し、実施を決

定したため、教員側の十分な準備期間が取れなかったことが挙げられる。アンケート結果から

も、学生にとっても貴重な体験になったことが明らかになったので、次年度以降も継続するので

あれば、授業開始前から計画し、合同期間に入るまでの各授業でも、連携内容を踏まえて授業計

画を組むことで、学生の意識や完成度はより向上すると考える。また今回は、製作物への見通し

が甘かったグループも多かった。製作までの準備期間を定期的に各授業内に含める等、より計画

的にすることで、製作期間にスムーズに移行できるだろう。

今後の課題として、「お化け屋敷製作」以外でも、5領域で科目連携できるプログラムを考え

ていきたい。他の候補として、同様の製作系である「忍者屋敷」や「蝋人形館」の製作の可能性

を担当間で共有している。また「オペレッタ体験」等も考えられるが、十分な感染対策をしなが

ら実施可能かどうかが焦点になるだろう。今回は、1クラスを 5グループに分け、10の作品を製

作したが、製作物の内容、グループ内の出席者の人数、グループ内の人間関係等により、進捗状

況に大きな差が見られた。しかし、児童教育学科の学生は部活生も多く、時期によっては公欠等

でクラス（グループ）全員が揃いにくい現状もある。諸事情を踏まえた上で、学生たちに 5領域

の中でも、主として何を体験してほしいかにより、プログラム内容は変化すると考える。

本来であれば、子どもたちに完成後の「お化け屋敷」を実際に体験してもらい、子どもたちの

反応も直接見てもらいたかったが、コロナ禍で学内への入構制限もあり、今回の「お化け屋敷」

の成果は、7・8月のオープンキャンパスで来場した高校生に見学をしてもらう予定で計画して

いた。当日、一部の学生には学生スタッフとして「お化け屋敷」を運営してもらったが、限られ

た人数であったため、今後も継続するのであれば、全員での発表機会まで設けることで、学生の

達成感や満足度はより増加すると考える。なお本学では、2022年度に再課程申請を予定してい

る。再課程申請後は、現状の 5領域に関係するカリキュラムも単位数などが大きく変わることが

― ８３ ―



予想されるため、5領域の指導法の授業内で実施するのではなく、5領域の関連性を体験できる

ような大学独自科目の開講も学生の体系的な学びにつながるだろう。今後も、学生の主体性や総

合的な学びを大切にできるような授業を考えていきたい。

出典
新幼稚園教育要領のポイント（文部科学省）

URL : https : //www.mext.go. jp /b_menu/shingi /chousa/shisetu/044/shiryo/__icsFiles/afieldfile/2017/12/05 /

1398944_006.pdf
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【論文】

青年期における
Family System Test（FAST）の評価基準の検討Ⅱ

──力関係の測定と精神的健康度との関連から──

中見 仁美1・桂田恵美子2

1園田学園女子大学短期大学部
2関西学院大学文学部

家族関係を捉えるアセスメントツールの 1つに、Gehring（1993）が開発した Family System

Test（以下 FAST とする）がある。チェスのようなボード上に男性、女性を示す 2種類の木製の

人形を家族に見立てて配置し、さらに各人形の高さをブロックで調節することで家族構造を視覚

的に表現できるツールである。FAST には親密さと力関係の 2つの指標があり、人形間の距離が

親密さを各人形の高さの差が力関係を表しており、それぞれ定量的に評価することが可能となっ

ている（Fig. 1参照）。評価方法としては、親密さと力関係をそれぞれ 3段階で評価し、その組

合せにより家族関係の構造タイプを決定する（Fig. 2参照）。構造タイプの種類としては“調和

型”、“中間型”、“非調和型”に分かれ、Gehring（1993）は“調和型”が家族構造としてもっと

も健全であり「健康な家族」として位置付けている。

日本における FAST の標準化を進める研究では、これまで評価指標である親密さについては

妥当性が示されているが、力関係については日本の家族には適していないという問題点が指摘さ

れている（池田、2001；築地 2015；河野、2005など）。力関係には具体的に「腕力、経済力、支

配性、注目度、尊敬」などの概念が含まれているが（築地・広瀬、2015）、適していない理由と

して、日本の家族は欧米と違い、世代間の境界が曖昧で、家族内での母子密着、父親の存在感の

希薄さといった特徴が挙げられる（池田、1996、2001；河野、2005など）。また中見・桂田

（2007）は力関係で「大」に分類される者がいなかったことを示した。大学生を対象としたその

他の研究においても同様の結果が得られている（池田、1996、2001など）。しかし、一方で中

見・桂田（2007）は実施後の半構造化面接にて、FAST の結果で家族間の力関係の差がほぼなか

った研究参加者の応答にも力関係の存在が十分に感じられたものも多数あったと報告している。

このことから日本において親密さは顕在化しやすいものである一方、力関係は潜在的なものであ

り表出されにくいものであることが推察された。

中見・桂田（2010）は潜在的な力関係の指標を、本人でもできるだけ顕在化できるようにする

ため、人形のブロックの高さを小さくするという試みを行っている。日本人は欧米人と比べて、

園田学園女子大学論文集 第 56号（2022. 1）
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極端であることを好まず、中庸を好むことは質問紙の回答方法などでよく知られている（Hui &

Triandis, 1989 ; Chen, Lee, & Stevenson, 1995 ; Rollock & Lui, 2015など）。人形の高さを調節する

ブロック 1個分の高さが、中庸を好む日本人には高すぎて、人形間の高さを比較する際に何かし

らの抵抗を感じるのかもしれないと考え、ブロックの高さを 3分の 1に変更して、微調整できる

よう日本人にとっても表現しやすいように工夫した。その結果、Gehring の評価基準に当てはま

りやすくなる可能性が示唆されたが、限界としてさらなる研究参加者のデータ収集についても言

及されていた。

本研究は中見・桂田（2010）の研究を追試し、中見・桂田（2010）で報告された内容を研究参

加者のデータを追加して、再検討することを目的とする。FAST のブロックの高さを変え、ブロ

ック変更前の先行研究の結果（中見・桂田、2007）と比較し、Gehring の評価基準に日本の家族

が適応するかデータを追加して改めて検討を行う。その際、これまでの FAST を使った研究と

同様に精神的健康度の指標を使用し、FAST の面接の応答を参考にする。

方 法

調査協力者

関西圏にある大学生 194名（男子 36名、女子 158名、平均年齢 20.6歳（SD＝1.28）が研究に

参加した。両親がそろっている核家族のみを分析の対象としたため、三世代家族、単親家族、調

査への参加が 2回目の学生などを除外し、分析の対象となったのは 153名（男子 29名、女子

124名）となった。

器具 先述した FAST を用いた（Fig. 1参照）。本研究では 1個のブロックの高さを 0.5 cm、1.0

cm、1.5 cm の 3種類とした。もともと Gehring が設定したブロックの高さは 1.5 cm、3.0 cm、

4.5 cm であったが、本研究では日本人が配置するのに抵抗を感じず、「少しの差」が表現できる

ことを考慮し、1個のブロックの高さを 1/3にした。1/3にしたのは、事前に 5種の高さ（0.5

cm、1.0 cm、1.5 cm、3.0 cm、4.5 cm）で本研究とは別の調査協力者で実施したところ、0.5 cm、

Fig. 1 FAST 人形配置の図（築地，2001, p.137より引用）
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1.0 cm、1.5 cm の使用頻度が高かったためである。

評価方法 親密さは Gehring のマニュアルに従った。力関係についても Gehring のマニュアルに

沿って、影響力がもっとも弱いとされた親（親の人形で高さが低い方）と、もっとも力が強いと

された子ども（子どもの人形で 1番高さが高い子ども）とのブロック数の差を計算した。もし、

力のない親ともっとも力のある子どもとの差が、小ブロック 3つ分（1.5 cm）以上の差で高けれ

ば「大」、1～2つ分（0.5～1.0 cm）であれば「中」、同じ高さあるいは子どもの方が親よりも高

い場合は「小」と評価した。親密さと力関係の組み合わせから、Fig. 2にあるように家族関係構

造に分類した。

精神的健康度 General Health Questionnaire（GHQ）28項目版を使用した。GHQ は神経症症状お

よび不安や社会的な機能の不全をも反映するものであり、神経症のみならず、緊張やうつを伴う

疾患性を判別するのに優れている（中川・大坊、1985）。合計点は 28点で、GHQ の合計得点が

高いほど、精神的に何らかの問題があるとされる。GHQ 28の一般健常者のカットオフポイント

は 6点以上であるが、大学生の平均値は、6.6～7.8と一般健常者よりも高めである（中川・大

坊、1985）。本研究での GHQ のクロンバックの α 係数は .837であった。

手続き Gehring のマニュアルに従い、最初に検査者はボード上に人形を用いて、調査協力者の

家族について示してもらうことを伝え、現在の家族の様子について、人形をボード上に配置する

よう求めた。その後、半構造化面接を行った。質問内容は、「これはいつもの様子ですか。ある

いは何か特別な場面を示しているのですか」、「あなたがここに示した関係はどのくらい続いてい

ますか」、「この家族関係は、前によくあった状態とだいぶん違いますか」、「なぜあなたが示した

ような家族関係になってきたと思いますか」などであった。「力関係」について調査協力者の力

関係をどのように思って配置しているのかを詳細に知るために、「（人形の高さについて）どうし

Fig. 2 家族の親密さと力関係による家族関係構造の分類（Gehring, 1993/1997, p.34より引用）
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てこのような高さにしたのか」という設問を追加した。

所用時間は全行程で、調査対象者 1人に対して 25～45分であった。

倫理的配慮 大学の講義前後に研究の趣旨を説明し、参加日時の調整をする用紙を配布した。そ

の後、筆者らが調査協力者と日時を調整し、調査実施となった。実施直前に、調査への参加協力

は任意であり、参加の拒否や中止は自由であること、協力者本人に不利益が生じないことを口頭

で説明を行った。同意を得られた参加者のみに調査を実施した。なお、2015年度筆頭著者の所

属する倫理委員会の承認を得ている。

結 果

FAST の親密さと力関係の結果を Table 1に示した。親密さは「低」がもっとも多く、力関係

は「小」と「中」が半数ずつで、「大」が 2名と少ないが認められた。家族関係構造は「調和型」

が 50名、「中間型」が 47名、「非調和型」が 56名で、3つの型の人数に大きな差はなかった。

1）家族関係構造と精神的健康度との関連

FAST の家族関係構造の 3タイプ別に精神的健康度に差があるかどうかを検討するために、一

元配置の分散分析を行った。その結果、精神的健康度に有意傾向が認められた（F（2,150）＝

3.06, p＝.05）。Tukey 法による多重比較の結果、「調和型」が「非調和型」よりも点数が低く、

精神的に健康であった（Table 2参照）。

「非調和型」の中でも親密さ「高」・力関係「小」がもっとも精神的健康度が低かった（Table

3参照）。なお、3つの家族関係構造の精神的健康度の得点は、「非調和型」が大学生の平均（6.6

～7.8点）の範囲内、「調和型」と「中間型」は大学生の平均よりも低かった。

さらに Table 4において、半構造化面接の応答内容を分類した。親密さで「低」・「中」の応答

では家族の誰かを否定的に述べているが、親密さで「高」になると、家族を肯定的に述べてい

た。力関係の応答をみると、力関係で「小」・「大」の場合、母親の力が強いことや、父親の力が

Table 1 Gehring の評価基準による家族関係構造の分
類

親密さ

「低」 「中」 「高」 計

力
関
係

「大」
「中」
「小」

2（1）
26（17）
38（25）

0（0）
24（16）
21（14）

0（0）
26（17）
16（10）

2（1）
76（50）
75（49）

計 66（43） 45（30） 42（27） 153（100）

（ ）内は％（名）

Table 2 家族関係構造による精神的健康度の
得点

平均値 標準偏差

非調和型
中間型
調和型

（n＝56）
（n＝47）
（n＝50）

7.34 a
5.89 ab
5.14 b

5.53
3.81
4.32

＊同じ下付き文字の付いていない値は、Tukey
の HSD 法において p＜.10の差である
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強いことを否定的に述べていた。対して力関係で「中」の場合、父親あるいは両親が程よく力が

あり、肯定的に述べられていた。

次に親密さと力関係の組み合わせによる家族関係構造ごとにみると、「調和型」が親密さも力

関係も肯定的に述べられ、もっともバランスよく家族について語られていた。

2）ブロック変更前と変更後の比較

本研究の FAST の結果と中見・桂田（2007）のブロック変更前の親密さと力関係の結果の

FAST を比較した。変更前の Table 5と変更後の Table 1を比べると、力関係で「大」が 2名、

変更後に出現していた。

考 察

本研究では中見・桂田（2010）の研究報告の内容をデータ追加の上、再検討した。FAST の日

本の家族特徴である潜在的な力関係に注目し、力関係を表現するブロックの高さを小さくし、改

めて Gehring の評価基準が日本の家族に適しているか検討を行った。その結果、精神的健康度で

有意傾向が認められ、家族関係構造で「調和型」が「非調和型」よりも健康であり、Gehring の

定義している「健康な家族」の評価基準と合致していた。つまり、FAST のブロックの高さを小

さくしたために、日本の家族に適さないとされてきた Gehring の評価基準が、日本の家族にも適

している可能性が示唆された。さらに中見・桂田（2010）では力関係で「大」が 0名であった

が、本研究では 2名認められた。これはブロックの高さを低くしたため、潜在的な力関係が表現

しやすくなったと考えられる。少数であるが日本の家族にも極端な力関係があると示されたと言

え、大きな意義があったと考えられる。

次に面接の応答を見ると、家族関係構造で「調和型」が親密さも力関係も肯定的に述べていた

ことから、FAST に調査参加者が抱いている家族がうまく反映されていたと言える。このことか

ら、FAST の評価基準と調査参加者の応答が一致していると考えられる。

一方で Gehring の評価基準で青年期（13歳以上の核家族）の場合、60％以上が「調和型」の

Table 3 精神的健康度の得点

親密さ

「低」 「中」 「高」

力
関
係

「大」
「中」
「小」

7.50（6.36）
6.77（4.03）
7.18（6.02）

5.42（3.75）
4.81（3.28）

4.88（4.84）
7.69（4.44）

（ ）内は標準偏差

Table 5 ブロック変更前の Gehring の評価基準による
分類（中見・桂田，2007）

親密さ

「低」 「中」 「高」 計

力
関
係

「大」
「中」
「小」

0（0）
5（6）
21（29）

0（0）
9（13）
16（21）

0（0）
13（18）
10（13）

0（0）
27（37）
47（63）

計 26（35） 25（34） 23（31） 74（100）

（ ）内は％ （名）
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家族関係構造に分類される報告がある（池田、2001の資料参考）。本研究では一般の大学生を対

象としているにもかかわらず、「調和型」、「中間型」、「非調和型」の家族関係構造がそれぞれ同

程度の人数であった。

これらのことから、ブロックの高さを変えたことによって、Gehring の評価基準が日本の家族

に当てはまる可能性が示唆されたが、可能性という限界にあるため、さらにデータを収集し、検

討が必要である。
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【論文】

外国語教育における
ナーサリー・ライムやことば遊びの活用

衣 笠 知 子

1．は じ め に

日本の外国語（英語）教育は、2011年度に公立小学校 5, 6年生に「外国語活動」（必修科目）

が導入されたことで開始学年が小学校 5年生になったが、2020年度より開始学年が 3年生に下

がり、3, 4年生では必修科目として「外国語活動」が年間 35授業時間実施され、5, 6年生では

教科として「外国語」が年間 70授業時間実施されるようになった。

小学校教員養成と研修における「外国語（英語）コア・カリキュラム」（H 29年 3月、文部科

学省委託、東京学芸大学）には、「外国語に関する専門的事項」の中の「英語に関する背景的な

知識」の学習項目の一つとして、「児童文学（絵本、子ども向けの歌や詩等）」が挙げられてい

る。英語圏における言語文化の一つであると言える子ども向けの歌や詩などが英語に関する背景

的な知識として重視されることは論を俟たない。大学の教員養成課程においては、講義内容に上

記学習項目を含むことが求められており、英語圏の子ども向けの歌や詩などの知識を得た学生が

教壇に立つことで、小学校においても児童がそれらに触れる機会が増えるものと期待できる。

「子ども向けの歌や詩等」に最も合うと考えられるのは、英語圏伝承のナーサリー・ライム

（Nursery Rhyme）である。ナーサリー・ライムは米国ではマザー・グース（Mother Goose）と呼

ばれるが、本稿では名称を統一して「ナーサリー・ライム」を使用することとする。ナーサ

リー・ライムは英語圏で長い年月唄い継がれ、広く親しまれている韻を踏んだ子どもの詩の総称

であり、約 700編とも 1000編以上あるとも言われている。押韻詩として口ずさんだり、メロデ

ィがついて歌として歌われたりする。1760年代にはジョン・ニューベリー（John Newbery）に

よるナーサリー・ライムの小冊子“Mother Goose’s Melody : or Sonnets for the Cradle”が出版さ

れていることから、その伝承の歴史の長さがうかがえる。しかし、ナーサリー・ライムは古典で

はなく、その題名や登場人物や詩は、小説、ポップス、映画などに引用され、今日も老若男女を

問わず英語圏の人々の生活の中に根づいている。一方、英語圏においてナーサリー・ライムに初

めて触れる時期は主に幼児や低学年であることから、日本の外国語（英語）教育の中で扱うため

には、日本の学習者の発達段階や興味・関心に合うものを選択する必要がある。

本稿では、米国の出版物“The Core Knowledge Series”の分析を基に、日本の外国語（英語）
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教育において、学習者の発達段階や興味・関心に合うと思われるナーサリー・ライムの活用を考

察する。また、ナーサリー・ライム以外で、日本の学習者の学習段階や発達段階に合うと考えら

れることば遊びについて考察する。さらに、ナーサリー・ライムやことば遊びを指導する上での

留意点を提案する。

2．研 究 方 法

2.1 文献研究

米国の出版物で、児童期に知っておく必要のある基礎知識が学年と教科ごとに示されている

“The Core Knowledge Series”（代表編者 E. D. Hirsch, Jr.）の幼児～6年生までの 8巻を用い、そ

の中の国語科にあたるものとして、幼児～5年生の巻では“Language and Literature”、6年生の巻

では“English”の大項目に挙がっている内容の分析から、ナーサリー・ライムやことば遊びの

日本の児童への活用の可能性を探る。

2.2 実践研究

筆者の大学における教員養成関連授業の実践から、ナーサリー・ライム、ことば遊びなどの指

導上の留意点を提案する。

3．外国語教育におけるナーサリー・ライムの意義

まず、ナーサリー・ライムについて、その外国語教育における意義を記しておく必要がある。

先に述べたように、英語圏において長い年月唄い継がれ、広く親しまれているナーサリー・ライ

ムは英語圏の言語文化の一つであり、ナーサリー・ライムを知ることは英語圏の言語文化につい

ての知識を深めることになる。

言語習得上の意義としては、伝承的な子どもの詩や歌が母語習得過程で果たす役割の大きさに

ついていくつかの考察がなされている。羽仁（1996）は、コダーイ（Kodály Zoltán）の研究か

ら、わらべうたは、発音・発声・ことばのリズム・抑揚などの言語的機能の練習の役割を果たす

と述べているが、これは英語においても同様であり、英語圏の母語習得過程でナーサリー・ライ

ムは重視されている。リーパー（2008）は、音素認識のまず始めのステップはライミング（韻）

だとし、英語の言語教育には欠かせないとしている。米国の幼児教育では、ライミング（rhym-

ing｟脚韻｠）とアリタレーション（alliteration｟頭韻｠）が音韻認識の最初のステップとして重視

されており、「日常の会話・単語を聞くことに慣れていく時期に、韻をふんだわらべうた、マ

ザーグースなどのことば遊びに慣れ親しんでいると、無理なく文字を読めるようになる」とし、

「そのあと、プリスクールから小学校 2年生ぐらいまでに、子どもたちは英語の音の法則をしっ

かりと身につけていく」（リーパー，2008 : 15）と述べている。Hirsch（2013）は、「詩の短さは、
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子どもがのちにストーリーで出会う書き言葉へのこの上ない予備学習（perfect introduction）にな

る」「リズミカルで耳に心地よい言葉と音の結合は、子どもが言葉と遊び、韻に親しみ、ナンセ

ンスワーズを作りだすことへと誘う」「このような遊びが、言葉の音へ注意を向け、のちに読み

の学習の際に必要となる重要なスキルになる」（Hirsch, 2013 : 5）としている。また、鷲津

（1992）は、ナーサリー・ライムの音声面における言語習得上の有意性を論じ、「ナーサリー・ラ

イムは英語圏の子どもたちにとって楽しみながらいつのまにか英語のリズム感を身につけるのに

不可欠の言語教材であるとも言える」（鷲津，1992 : 231）と述べている。さらに鷲津は、英語特

有の強弱のリズムを「バウンシング・リズム」と呼び、「日本人にとってもナーサリー・ライム

は英語のバウンシング・リズムを身につけるのに非常に良い教材となりうる」（ibid. : 295）とし

ている。

日本の外国語教育におけるナーサリー・ライムの意義をまとめると、次のように言える。

ナーサリー・ライムは英語の音声的特徴や言語構造を土台としており、英語特有の音、強弱の

リズム、等時間隔性、抑揚などに慣れ親しむことができ、英語の語彙や文構造に無意識のレベル

で触れることができる。また、指遊び、手遊び、全身遊びなどのように仕草や動作を伴うナーサ

リー・ライムは、詩の意味を仕草や動作で表現しているものが多く、歌い遊ぶことを通して、こ

とばの音と意味の結びつきを体得できる。さらに、ナーサリー・ライムの詩や遊び方には、英語

文化圏ならではのモチーフや表現があふれており、歌い遊ぶことが子どもに身近なレベルで異文

化に触れる体験になる（衣笠，2017）。

4．“The Core Knowledge Series”からの考察

“The Core Knowledge Series”は、未就学児、幼稚園児、小学校 1～6年生の 8段階において、

教育者、保護者、社会が子どもに教育すべきことを教科別に挙げている出版物で、“What Your

Preschooler Needs To know”から“What Your Sixth Grader Needs To Know”までの 8巻からなる

シリーズである。学習は学習を基に成り立つ。すでに知っている知識があるからこそ新たな知識

を積み上げることができる。知識を積み上げていくためには、学年ごとの共通の基礎知識を示す

必要があるという考えに基づき、教育者・有識者など各巻 2000人の協力を得て編集されている

（Hirsch & Bevilacqua, 2013）。代表編者は、米国人が知っておくべき文化リテラシーを纏めてベ

ストセラーとなった“Cultural Literacy”（1987）の筆者であるバージニア大学名誉教授（教育学）

の Eric Donald Hirsch, Jr. である。なお、筆者がこのシリーズを使用するに至った理由は、ナー

サリー・ライムの一編一編について、題目だけでなく詩全編が掲載されており、筆者が知るナー

サリー・ライムと一致することが確認できたためである。

4.1 国語科（Language and Literature および English）の掲載内容

本シリーズの、未就学児、幼稚園児、小学校 1～6年生の 8巻において、国語科（Language
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and Literature および English）に挙がっているものを項目別に分類して表 1に示す。

4.2 国語科におけるナーサリー・ライム

表 1に、“Traditional Rhymes”（伝承押韻詩）として分類しているものがナーサリー・ライム

である。未就学児（Pre）段階で 35編、幼稚園児（K）段階で 30編、小学校 1年生（1st）段階で

6編掲載されている。3年生（3rd）段階で 1編が掲載されているが、4年生からは掲載されてい

ないことから、ナーサリー・ライムは英語圏においては、やはり幼児や小学校低学年で扱われる

ものであることがわかる。

未就学児段階から 1年生段階で掲載されているナーサリー・ライムのいくつかを紹介する。

〈未就学児段階〉

Two Little Blackbirds One Potato, Two Potato

Five Little Monkeys The Eensy, Weensy Spider

Teddy Bear This Is the Way the Ladies Ride

Ring Around the Rosey Pat-a-Cake

Rain, Rain Go Away Pease Porridge

Polly Put the Kettle On A-Hunting We Will Go

Wee Willie Winkie Who Stole the Cookie from the Cookie Jar?

表 1 “The Core Knowledge Series”の国語科に掲載されている内容の項目別分類表

（注）本シリーズでは、ナーサリー・ライムも Poetry（詩）などの大項目に掲載されている。本
表は、掲載されている詩の一編一編を筆者が吟味し、Opie（1951, 1985）を参照し、ナー
サリー・ライムは Traditional Rhymes（伝承押韻詩）に分類して集計したものである。
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〈幼稚園児段階〉

Hickory, Dickory, Dock Hey, Diddle, Diddle

Little Boy Blue It’s Raining, It’s Pouring

Baa, Baa, Black Sheep One, Two, Buckle My Shoe

Jack and Jill Humpty Dumpty

Little Bo Peep Hot Cross Buns!

Ladybug, Ladybug Sing a Song of Sixpence

Little Jack Horner There Was a Little Girl

〈小学校 1年生段階〉

Thirty Days Hath September Solomon Grundy

The Queen of Hearts Three Wise Men of Gotham

4.3 日本におけるナーサリー・ライムの活用、および指導上の留意点

先述の通り、英語圏においてナーサリー・ライムは幼児や小学校低学年で扱われるものである

が、4.2．において具体例を示したナーサリー・ライムの中には、日本の中・高学年に活用でき

るものも見受けられる。各段階ごとに、日本の学習者の発達段階や興味・関心に合うと考えられ

る活用例を示し、指導上の留意点を提案する。

4.3.1 未就学児段階掲載のナーサリー・ライムについて

未就学児段階では、指遊び、手遊び、全身遊びなど、遊びを伴うナーサリー・ライムが多く挙

がっている。指遊び、手遊びを伴うものは、日本においても幼児や小学校低学年に向く。日本の

保育園や幼稚園、および教育課程特例校や学校裁量の時間などを使って低学年から外国語活動を

実施している小学校では、遊びを伴うこれらのナーサリー・ライムを通して、異文化の遊びの体

験とともに英語の音とリズムを楽しんでもらいたい。その際、詩を教え込むのではなく、何度も

聴いて、歌える部分から口にしつつ何度も歌い遊ぶうちに、いつのまにかナーサリー・ライムを

覚えてしまったというように時間をかけて進めることに留意する。

一方、指遊び、手遊びは中学年・高学年には幼なすぎる感が否めない。未就学児段階に挙がっ

ているものの中で、中・高学年への活用例を次に挙げる。

“Five Little Monkeys”は英語圏ではよく知られるナーサリー・ライムの一つで、市販絵本があ

る。絵本の読み聞かせを通して中・高学年に紹介するとよい。また、“Pease Porridge”は手合わ

せ遊びが伴うので、手合わせ遊びとしてなら中・高学年も楽しめる。“Who Stole the Cookie from

the Cookie Jar?”は、輪になって座り、クラスメートの名前をライムの中に入れながら、誰がク

ッキーを取ったかを当てるライム遊びで、学年を問わず楽しめる。“A-Hunting We Will Go”は、

全員で輪になって遊ぶアーチくぐりの集団遊びであるが、女児が捕まったら歌詞を“her”に替

えて歌い、男児が捕まったら“him”に替えて歌うという難易度の高さがあるので、高学年にこ
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そ楽しめる。

また、高学年においては、発展的な活動として、低・中学年で慣れ親しんだナーサリー・ライ

ムを読み教材として使うとよい。

4.3.2 幼稚園児段階掲載のナーサリー・ライムについて

幼稚園児段階では、ストーリー性のあるナーサリー・ライムが多く挙がっている。どれもよく

知られたもので、市販絵本も入手しやすい。また、インターネットで検索すると詩の意味を表現

したイラストなどが多数ある。絵本やイラストといった視覚的な意味ヒントを見せながら、英語

圏の言語文化の紹介として、日本の児童にも紹介するとよい。

4.3.3 小学校 1年生段階掲載のナーサリー・ライムについて

“Solomon Grundy”は人の一生を一週間に例えたライムである。1週間の曜日を教える詩とし

て英語圏では知られている。“Thirty Days Hath September”は、日本の「西向く士」と同様に月

の日数を覚える詩である。曜日や月の名称は中・高学年の学習語彙に一致するため、どちらも日

本の中・高学年に合う。また、これらは遊びを伴わないライムであり、詩として意味を味わうの

に向くという点でも中・高学年に合う。ゆっくり指導者の後について言い、音やリズムをつかみ

ながら、韻を踏んでいる単語を児童が発見するように進める。30日の月が、4月、6月、9月、

11月と順序良く並ばずに、なぜ 9月が先に出ているのか、韻の効果に気付かせたい。

4.4 国語科に掲載されている 2～6年生の内容

学年が上がるにつれて推奨されるものも当然ながら難易度が上がり、小学校 2年生ではギリシ

ャ神話（Myths）が 10編、3年生では『不思議の国のアリス』などの物語や先住民族民話など

（Stories）が 10編とスカンジナビア・ギリシャ・ローマ神話が 10編挙がっている。4年生では、

詩としては、ナーサリー・ライムではなく、ウィリアム・メイクピース・サッカレーやウィリア

ム・ブレイクなどの短編・中編・長編詩（Poems/Poetry）が主として扱われ、加えて、『ロビン

フッド』『ガリバー旅行記』などの物語や世界の民話や神話が 10編挙がっている。5年生ではエ

ミリー・ディキンスンやウィリアム・ブレイクなどの短編・中編・長編詩が 18編と『トム・

ソーヤの冒険』『若草物語』などの物語や先住民族民話などが 9編挙がっている。6年生ではシ

ェイクスピア、バイロン、ワーズワースなどの詩や先住民族の詩などが 14編、ホメロスの叙事

詩やギリシャ神話が 13編、シェイクスピア劇（Plays）などが 2編挙がっている。

英語を母語とする児童に推奨されるものが、同年齢の日本の児童の学習段階にそぐわないこと

は予想通りである。日本における外国語（英語）教育においては、児童の学習段階を踏まえた上

で、児童の年齢や興味・関心に合う教材を考える必要がある。
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4.5 日本の中学年・高学年への活用の可能性

表 1に挙がっている国語科に掲載されているものの中で、日本の中学年・高学年の外国語教育

に活用できるのではないかと考えられるものは、「なぞなぞ」（Riddle Rhymes）、「早口ことば」

（Tongue Twisters）、「ことわざ、成句」（Sayings, Phrases）である。特に、ことわざや成句は、叙

事詩・神話・文学が長編かつ難易度が高いことに比べると短く簡潔な一文単位で成り、意味を類

推しやすいと考えられる。ここでは、なぞなぞの答えを考えたり、ことわざや成句の意味を類推

することを「ことば遊び」と捉えることとし、具体例を次に挙げる。

〈なぞなぞ〉

・1年生掲載

Riddle me, riddle me, what is that

Over the head, and under the hat? （Answer : hair）

Thirty white horses upon a red hill,

Now they tramp,

Now they champ,

Now they stand still. （Answer : teeth）

〈ことわざ・成句〉

・4年生掲載

Haste makes waste. 急いては事をし損ずる

Seeing is believing. 百聞は一見にしかず

Don’t count your chickens before they hatch. 取らぬ狸の皮算用

・5年生掲載

Birthday suit 裸

Kill two birds with one stone 一石二鳥

Sit on the fence どっちつかず、日和見

A watched pot never boils. 見つめられるとポットは煮え立たない

・6年生掲載

All’s well that ends well. 終わり良ければ総て良し

A friend in need is a friend indeed. まさかの友こそ真の友

The leopard can’t change its spots. 特性・習性は変えられない

Necessity is the mother of invention. 必要は発明の母
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Strike while the iron is hot. 鉄は熱いうちに打て

4.6 日本における英語のことば遊び（なぞなぞ、ことわざ・成句）の指導上の留意点

中・高学年になぞなぞを出題する際は、まず普通の速度で言う、次はゆっくり言う、その次は

表情やジェスチャーをつけて言う、というように、児童の理解度に応じて徐々に分かりやすく

し、全員が答えにたどり着けるように進める。また、なぞなぞの答えは、口頭で言うだけではな

く、イラストを準備しておき、イラストを示すことにより全員が答えを確認できるようにする。

その際、イラストを示しながら再度なぞなぞを言い、理解の決め手となる語彙の意味を確認させ

るようにする。

ことわざや成句は、意味の類推を楽しむとよい。小学校風に言い換えると「意味当てクイ

ズ！」である。上述のなぞなぞと同様に、児童の理解度に応じて徐々に分かりやすくし、児童が

意味を考えて試行錯誤しつつ正解に至る過程を楽しめるように進める。また、ことわざや成句は

短く簡潔な一文単位で成り立っているため、口頭で出題するだけでなく英文も示して、音と文字

の繋がりに興味・関心を持たせてもよい。

5．ま と め

筆者は、幼児期、児童期の外国語（英語）教育において、つまり、子どもと外国語との出会い

において、ナーサリー・ライムを歌い遊ぶことと、絵本の読み聞かせを聴くことは不可欠である

と考えている。しかし、それら以外にも欠かしてはならないものがあるのではないかという思い

に駆られ、米国において幼児期・児童期の子どもに教えたい文化リテラシーが網羅されていると

いう“The Core Knowledge Series”全 8冊の国語科の掲載内容の分析を試みることにした。日本

の幼児期・児童期の外国語（英語）教育において役立つものを探ることが、本稿の目的であっ

た。しかし、英語を母語とする児童に推奨されるものは、同年齢の日本の児童の学習段階にはそ

ぐわないという予想を覆す大きな発見には至らなかった。8冊の分析の結果、手元にかろうじて

残ったものが、なぞなぞとことわざというのは残念な結末ではある。しかし、ものは使い方次第

で如何様にも変わる。手元に残った僅かなものを教育現場で最大限活用する方法を考えてていく

ことを今後の課題としたい。

本稿は、第 19回小学校英語教育学会全国（北海道）大会（2019年 7月）において、研究発表

したものに加筆修正を加えたものである。
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【研究ノート】

主体的に出産に関与した
ととらえた予定帝王切開の体験

竹 内 佳寿子

Ⅰ．緒 言

我が国の帝王切開の割合は、1985年に 5％であったが 2014年には 25.8％（厚生労働省，

2018）と 5倍の増加となっている。また、予定帝王切開は全出産様式で 2008年の 9％から 2017

年には 13％と 9年間で 1.4倍へ増加し、帝王切開全体の 60％を占めている（Maeda, 2017）。そ

の背景には、出産の高年齢化（厚生労働省，2016）、体外受精による出生児数の増加（斎藤，

2017）がある。また、不妊治療による多胎妊娠などのリスク回避の必要性が生じるため帝王切開

となりやすいことが推測される。さらに骨盤位経腟分娩や帝王切開既往経腟分娩についてのガイ

ドライン（日本産婦人科学会，2020）を遵守するため、これらの経腟分娩を受け入れる施設が減

少していること等が帝王切開の割合が上昇している原因だと考えられる。

帝王切開は、緊急帝王切開と予定帝王切開に分類される。予定帝王切開の適応は産婦の前回帝

王切開既往、胎位異常・感染症などに対してあらかじめ日時を決めて行うものである。一方、緊

急帝王切開は、母児の状態の悪化のために緊急に行うものである（医療情報科学研究所，

2013）。予定帝王切開と緊急帝王切開では、決定時期や状況も異なるため産婦による受け止めや

医療者によるケアの方向性は異なっている。

経腟分娩では、「出産に主体的に関与する」ことは、自分の力で出産したと思えること（東野，

1988；國清，2007）、自分への信頼感、女性が出産の主役であると自覚して行動し、産む力を発

揮すること（野口，2002）であり、これらによって満足感や達成感、幸福感をもたらされている

と示されている（東野，1988；野口，2002；國清，2007）。

それに対し、予定帝王切開では、産婦自身の出産であるにも関わらず、医学的適応で決められ

た出産様式のため、主体的に関与したと思うことが困難であるとされている（Tully, 2013）。一

方で、予定帝王切開であっても事前に心の準備プロセスを通して受け入れることができることも

明らかとなっており（谷口、2014；竹内、2016）、意思決定を自己で行う段階を踏めたかという

ことが主体的な関与につながっている。また、予定帝王切開をした女性へのインタビューから出

産のとらえ方を明らかにした研究では（竹内，2020）、肯定的にとらえた要因は、予定帝王切開

を「私の出産」ととらえ関与したと思えること、また、自分が出産の主体であると認識できるこ

園田学園女子大学論文集 第 56号（2022. 1）
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とであった。これは、妊娠期のみでなく、帝王切開中の体験にも一部示されていた。このことか

ら、女性自身が出産を「私の出産」ととらえ主体的に関与したと思える体験が、妊娠期のみでは

なく分娩期も体験されていることが明らかとなった。そこで、出産を肯定的にとらえるための看

護とは、女性の目線からの情報提供とオリエンテーション、バースプランは選択肢を示すなどの

女性自身が出産に関与でき、主体性を持たせる関わりであったことが示された。しかし、どのよ

うな関わりによって女性が私の出産ととらえ、出産に主体的に関与したと思えるかについての具

体が明らかとなっていない。

本論では、妊娠中から産後にわたって 3回のインタビューを行った複数の事例の中から、特に

予定帝王切開の体験を肯定的にとらえ、出産体験の語りに「私を主体とした出産」「私ごととし

て関わった」という言葉が語られた事例を取り上げ、予定帝王切開の出産において主体的に出産

に関与したととらえた体験とはどのような体験であったのかをさらに詳細に分析し、明らかにす

る。なお、本論で「主体的に出産に関与したととらえた体験」とは、意思決定を自己で行い、自

分が出産の主体と認識でき、自分のこととして出産に関わった体験である。

Ⅱ．研 究 方 法

1．研究デザイン

記述的質的研究を用いた事例研究

2．研究対象（選定基準）

本研究の対象は、妊娠 35週の時点で予定帝王切開が決定していること、日本語を話し、研究

協力の同意が得られた女性とした。同意が得られた複数の対象の中から、予定帝王切開を主体的

に出産に関与した体験ととらえた語りをしている事例（Z さん）を今回の研究対象とした。Z さ

んを集中的に分析する理由は、主に分析した今回の 3人目の出産体験だけでなく、過去 2回の異

なる出産様式の出産体験を比較しながら語っており、多くの体験が語られているためである。

3．調査期間

2020年 8月 25日～2020年 11月 30日

4．用語の操作的定義

出産の体験とは、帝切の可能性を感じた時点から退院までに起こった出来事とその時の心身の

反応、思い、言動である。

5．データ収集方法

妊娠 35週の時点で、同意が得られた対象者に半構造化面接を行った。インタビューは、同意
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が得られた日から予定帝王切開日までの妊娠期、帝王切開後退院前後の産褥期、産後 1か月～2

か月の 3回実施した。インタビュー内容は、妊娠期は予定帝王切開が決定した経緯とそれにまつ

わる体験、退院前後の産褥期は前回のインタビュー後からインタビュー実施時までの出産にまつ

わる体験、産後 1か月以降は妊娠期から退院までの一連の体験であった。

インタビューは、予定帝王切開を受けた女性を対象とした予備調査の分析並びに出産体験を測

定する尺度（竹原，2007；常盤，2000；吉本，2017；箱崎，2017）の質問項目から得られた 7つ

の内容を基本として作成したインタビューガイドを用いて行った。7つの内容は①協力者がどの

段階でどのような感想を持ったか、②どのように対応・実践したか、③どのような経験をした

か、④その際、どのような身体感覚になったか、⑤医療者はどの段階でこの協力者にどのように

指示あるいは説明したか、⑥医療者はどの段階でどのように具体的な処置をしたか、⑦この協力

者はその都度どのように医療者の対応を評価したかであった。基本属性については、口頭で聴取

した。

6．データの分析方法

まず、録音したインタビュー内容から逐語録を作成した。次に事例の具体的な出産体験の内容

や特性を明らかにした。その後、「主体的に出産に関与した」ととらえている内容について分析

した。主体的に出産に関与したととらえているとは、文献検討結果より、「意思決定を自己で行

ったか、またはその段階を踏めたか」「予定帝王切開を『私の出産』ととらえ関与したと思えた

か」、「自分が出産の主体であると認識できたか」という視点を基準として設定した。

具体的な分析方法は、1回のインタビューごとに逐語録から出産時の出来事とその時思ったこ

と・感じたことに関する記述について文脈を考慮し、意味内容を損なわないように抜粋した。そ

の語りをまとまりのあるひとかたまりの 1段落ごとに示し（A レベル）、文脈に考慮し B レベル

で意味内容を損なわないように集約し、内容を端的に示すタイトルを付けた。さらに C レベル、

D レベルと抽象度を上げて集約し、同様にタイトルをつけた。なお、この場合のタイトルとは、

語りの内容を適切で簡潔に示すためのラベルのようなものとした。これらの分析の過程で、先の

インタビューガイドで示した 7つの内容を再確認しながら行った。そして、出産体験の分析から

得られた全ての D レベルの同じ内容のものを統合して整理し、出産体験の時間軸で示し、詳し

い説明を文章で示し、「出産体験の要約」とした。

主体的に出産に関与したととらえている内容についての分析では、妊娠期から産褥期までの時

期ごとに、語りの内容から先に述べた規準の設定に従って主体的に出産に関与したととらえたか

否かに分け、さらに、その内容を具体的に示した。

分析の各段階において、母性看護学研究に精通した専門家、臨床助産師、エスノグラフィー研

究の専門家とともに、分析内容を検討した。
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7．倫理的配慮

研究協力者には、研究の説明と自由意思による参加および匿名性の保証、研究による母児に対

する不利益のないことの保証、途中辞退の保証について書面と口頭で説明し同意を得た。特に研

究協力者への不利益への対処として、著しい精神的動揺や身体的な変化が生じた場合には、即座

に面接を中止し、対象が受診している看護・医療スタッフに報告・相談の上、医師の診察を行う

など適切に対処できるようにした。

本研究は、研究者所属の生命倫理委員会（承認番号 200801）の承認を得て実施した。

Ⅲ．結 果

妊娠 35週で予定帝王切開が決定し、同意が得られた女性 1名にインタビューを行った。イン

タビュー時期は、妊娠 36週・産後 10日目・産後 1か月であり、インタビュー 3回の総時間は、

190分（57分、74分、59分）で、平均 64分であった。

1．研究協力者の背景

研究協力者 Z さんは、30歳後半、2回経産婦で夫と子ども 2人の 4人家族であった。学生時

代に身近な人が助産院で出産し、その話を聞いたことから、1人目は助産院で出産した。2人目

は家族の状況もあり、病院での出産となったが、骨盤位となり破水後、緊急帝王切開となってい

た。今回の帝王切開の適応は、反復帝王切開であった。予定帝王切開は、予定どおり異常なく終

了し、妊娠期から産褥期まで経過は良好で、新生児にも異常がなかった。

2．出産体験の要約

妊娠期から産褥期までのインタビュー 3回分の文脈を考慮し、まとまりのある段落ごとに抽象

度を上げて集約し、整理したものを時間軸で示した結果、以下の内容が得られた。妊娠から産後

の産褥期までの時期ごとに示し、最後にインタビューの順番を①②③で表し、データ番号を示し

た。

【妊娠前から 1人目の出産】

妊娠前に抱いていた肯定的な出産のイメージは、助産師の介助による助産院での出産

身近な人が初めて出産する様子から自分の理想とする出産は、私の助産師による介助により助

産院で産むことであった。そのため、病院で産みたいと思わなかった。そして、理想通りの出産

となった。①29.31-33.35. ①36.38. ①28
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【2人目の帝王切開の体験】

2人目の妊娠中、帝王切開と言われたが、1人目の出産の満足した体験と引き換えに今回の帝王

切開を納得しようとした体験

2人目が逆子だと知り、1人目は助産院で望み通りの満足できるお産ができたので、2人目の

出産は自宅の近くの病院で帝王切開でもいいと思っていた。①26-27

2人目の出産での緊急帝王切開は、選択の余地がないタイミングで行われ不満だった体験

逆子だったが、臍の緒が巻いており、また、切迫早産予防の入院もしたため、逆子体操ができ

なかった。帝王切開が決定したのは、破水し、病院に行った際、選択の余地がなく、出産様式や

時期を主体的に選べなかったことが不満となっている。帝王切開のための書類の説明を医師では

なく看護師から受けたことから、それを重大な事とは思わず無関心であった。それが自分のお産

と思えなかった理由であり、不満のもとになっている。①23-25. ①39-46

2人目の妊娠・出産では、外来から産後までの医師や看護師の無関心な態度とケアが不十分だっ

たため、冷めた感覚で出産し、産後もつらかった体験

外来では、医師は妊婦である自分を見ずに壁を見て話し、帝王切開中の医療者から無関心な態

度や関わり方に違和感を持ち、自身も冷めた感覚で出産した。2人目の帝王切開は、術直後の死

を感じる程の苦しい状況があり、それを伝えた際のスタッフの無関心な対応と帝王切開について

の事前の説明が不十分だったととらえた。また、医療者たちの自分への関わりの不足と必要なケ

アや対応の遅れにより放っておかれたと感じてつらかった。また、ケアに当たった複数の看護師

はそれぞれ対応の違いがあるため、本当に依頼したいことは特定の看護師だけに依頼する必要が

あることがわかったので、その看護師に伝えるようにした。①47-50. ①71-72. ①17.19.52-53. ①20.

①21-22

2人目は、自分のお産と思えずつらい気持ちが残った体験

2人目の出産は、産む人が蚊帳の外におかれ、自分がいないと感じた。手術後の苦痛も強かっ

た。病院で産むと言う意味は、助産院とは違ってスタッフ中心の出産だと納得しようとしたが、

やはり、自分のお産という感覚が持てない気持ちが残っていた。1人目の時より 2人目の産後の

身体の戻りが遅れ、回復までに時間を要し、痛みが残るなど 1人目と違っていると感じた。①54

-59. ①16.94

2人目の帝王切開の経験を話す機会があったからこそ、不満に気づき、話す必要性があるととら

えた体験

2人目の帝王切開の経験については、助産院のように妊産婦主体ではない病院での出産だから

仕方ないと不満を言葉にせずにすごしていた。しかし、このインタビューで出産体験について尋
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ねられ話したことで、不満に思っていることや夫に今回と前回を比較して話すことで、さらに不

満を持っていることに改めて気づいた。これまでは家族に帝王切開を反対されたため話すことも

なくきたが、話すことで自分の気持ちに気づき、気持ちを整理できた。②160-163. ①84-86. ①87-

89. ①91. ①92-93. ②156-159

【今回 3人目の帝王切開の体験】

医師と双方向のやり取りができ、今回の妊娠時の状況もあり帝王切開を選択し、それを受け入れ

た体験

2人目の出産時と異なり、医師と双方向で的確なやり取りがあり、選択できる時期に選択肢を

教えられ自分で決めたこと、今回の妊娠中の状況を考え、生まれてくる子どものために自宅近く

の病院が良かったこと、今回の医師の人柄やスタッフの適切な関わりによって、帝王切開を受け

入れられた。①1-3. ①4-5. ①6-7. ①8-9 ①10-12. ①14-15. ①60-62. ①63-66. ①73-74. ①67-69

外来での産む人を主体とした医師やスタッフとの関わりから、自分の妊娠・出産に関与しようと

した体験

妊娠中に主治医とスタッフとの良好な関係の中で母子手帳を自分のものと感じることができる

ようになり、また、妊娠中の切迫早産時に主治医が自分の希望にそった対処をしてくれたことも

良かった。看護師の説明時のユーモアのある関わり方から、手術をイメージができ、きちんと説

明を聞けたと感じた。今回の医療者との関わりが病院中心ではなく、産む人と家族が中心だと感

じ、助産院と同様にとらえることができた。健診に行き、妊娠週数と共に医師との関わりを重ね

ることで帝王切開への気持ちの準備もできていった。①70. ①76-77. ①13. ①83. ②164. ①78-82. ②

128. ②130. ②131-133. ③11. ③50-55

入院前後のスタッフの親切な関わりや術前の点滴時の医師の関わりから、産婦主体だと感じ、心

の準備ができた体験

入院前夜の電話、入院時のスタッフの細かく親切な説明のおかげで、不安が増強することな

く、心構えと心の準備ができた。その後慌ただしく準備し、入室後すぐに麻酔が始まった。事前

の点滴の差し直しの際に、主治医が失敗した自分を責め、誠実に産婦に謝罪し、術前の産婦への

思いやりの言葉など本音を話したやり取りから、主治医が産婦主体に考えているとわかった。術

中、中心に産婦がいると意識した医療者間の会話と産婦である自分を尊重した声掛けにより、自

分が出産に関与していると感じた。②1-6. ②7-8. ②25-32

手術室では主治医の関わりで麻酔の姿勢を積極的にとることができたが、多くのスタッフがいる

ことや配慮不足に不満があった体験

手術室では、スタッフそれぞれの役割がわからず自己紹介もなく、ただスタッフが多くいるこ
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とに違和感を持った。麻酔時は主治医の自分への関わり方のおかげで不安や緊張がなく、麻酔の

姿勢を積極的に取れた。しかし、麻酔時は両足が自分では閉じられないのに開いたまま戻しても

らえず、配慮不足の対応に不満を持った。一方では、前回のようにつらい体験を回避することに

意識が向いていた。②33-43.61. ②44.46.47-49. ②50-51 ②52-55 ②55-60.

児の出生時の感覚が前回より実感でき、児の産声が聞こえ、初回面会で児を抱き感動した体験

児の出生時は、経腟分娩と同様に胃のすっきりする感覚が帝王切開では突然生じることが前回

の経験からわかっており、その感覚があれば安心なため、その感覚を待っていた。今回はその感

覚がよくわかり、児の出生がしっかりわかった。出生後に医師が児を見せてくれた時、大きな産

声が聞こえ、処置のため離れても声が聞こえ、安心した。1人目は陣痛との戦いでそれどころで

はなく、前回と今回は帝王切開によって児が取り出され、今回は言葉が出ないほど感動した。②

65. ②67.69-71. ②72.74. ②114-116 ②117-122. ③56-59.

術中に医師が自分を意識しての対応をしたことで、自分が出産に関与できたと感じた体験

術中に主治医は自分に的確な説明と声掛けをし、同意を得ながら進めていた。医師同士の会話

も、自分がいることを意識して話したことに肯定的な評価ができた。術前に主治医が点滴を何度

も失敗した際、誠実に謝ったやり取りで医師との距離が縮まったように感じた。主治医らが自分

を含めて会話した後、自分は経腟分娩と同様の娩出感を感じ、その後は、前回の経験を活かして

前回の術後の苦しい体験を回避できるよう努めたることができた。②16-24. ③12-13. ③61-71

帝王切開後の経過が順調で、前回の経験を活かし、自分が主体となり育児ができたことが母親と

なることにつながった体験

帝王切開後の帰室時の体調や痛みも前回と比べて、予想より楽で、自分で努力したことで、経

過も良く、前回までの経験を活かし、授乳や母児同室もでき、順調だった。前回と比べて今回の

方が児の世話を自分が主体となって行えたし、スタッフも自分の都合ややり方に合わせて指導を

してくれたことが母親となることにつながり、児の世話も楽だった。②90-91. ②92-97. ②98-106. ②

124. ②137-143. ②144-149. ③39-42

身体の回復状況から今回の出産を肯定的にとらえた体験

産後、腹壁から触れる内部の縫い目が消えると同時に痛みも軽くなり、身体も楽になり回復し

たことを実感し、元の日常に戻っている。それは主治医から聞いた通りであった。そのことが、

今回の出産を良かったととらえる理由となっている。③1-10
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今回の出産は医師やスタッフの関わりから、自分が主体と思えたことから出産を肯定的にとらえ

た体験

今回は、外来で妊娠初期の段階に出産様式を選択できたこと、妊娠中の早産の治療など主治医

と相談し自分が選択できたことなど主治医との関わりがあり、出産は病院中心の流れ作業ではな

く、術中に自分を含んでの会話や常に自分に声掛けがあり自分や産まれる児、また夫が主役と感

じる対応をされたことから、肯定的な評価となった。その結果、お産の様式は違うが、助産院で

出産を自分の出来事として感じたのと同じかそれ以上に感じた。また、産後も継続して長く関わ

ってもらえた助産院のような関わりがあった。今回の出産を肯定的にとらえたのは、主治医やス

タッフの関わりから自分を主体とされ、妊娠から産後まで自分のこととして関われたためと気づ

いた。出産後の気持ちは、前向きですがすがしい気持ちだった。次も同じ医師なら出産してもい

いと思えた。②107-113 ②125.127 ②150-155 ③43-49 ③33 ③33

以上から Z さんの今回の予定帝王切開の体験は、医師と双方向の心の通ったやり取りを通し

て、妊娠中から「自分のことと」として関わり、看護師も含めた関わりを通して産む女性が主体

であることを認識し、自分からも妊娠や出産により積極的に関与しようとした体験であった。ま

た、手術室では、自分のできることを積極的に行い、術中は、自分を含めて医師が常に話しかけ、

必要な説明をして同意しながら進められ、児の出生時は経腟分娩と同様の感覚があり、感動的で

あった。産後は、前回より経過も順調で、スタッフの関わりによって自分が主体となり育児がで

き、順調だった。前回も同じ帝王切開であったが、自分で選択できない状況で決定してしまい、

医療者から無関心に扱われ、つらい体験だったが、今回は、医師やスタッフが常に自分を主体と

して関わってくれたことで、1人目の助産院で出産した体験と同じように感じた体験であった。

3．主体的に出産に関与したととらえたか否かの内容について

「出産体験の要約」から妊娠期から産褥期までの時期ごとに、語りの内容から主体的に出産に

関与したととらえたか否かに分け、さらに、主体的に出産に関与した内容を具体的に示した。そ

の際、協力者が「主体的に関与して行動したととらえている」とは、協力者が主語で「できた」

「～した」という表現で語っている、または認識していることとした。協力者が「主体的に関与

していないととらえている」とは、「～された」「～できなかった」「～しなかった」など、主語

が他者になっている、否定的に語られているなどとした。

さらに、妊娠期から産褥期までの時期ごとで示した内容から、重要な出来事（他の事例も含め

て全員に共通して語られている出来事、妊娠・出産体験が大きく動く出来事、共通して不安とい

う言葉がでる出来事）を項目として挙げて示した。その結果、主体的に出産に関与したととらえ

るまたはとらえていない体験の内容として、次のことが示された。

主体的に出産に関与したととらえている体験の内容は、出産様式の決定では、①選択できる時

期に選択肢の説明を受け、自分が意思決定できること、②医療者の関わりで帝王切開を納得する
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プロセスを辿っていること、③手術や麻酔の説明では医師や看護師（医療者）から一方的に説明

されるのではなく、双方向でやり取りされることであった。さらに、母子手帳を医師が目の前で

説明をしながら記載して渡すなど自分の物として扱われること・切迫早産時に自分の希望も聞き

入れた上で治療方針を決めたこと・手術前の点滴の差し直しの医師の誠実な関わりとやり取りか

ら医師との関係性を築き、健診を重ねるごとに医師との関わりも深まり、気持ちの準備につなが

っている。入院・出産時の医療者の関わりやケアでは、医師やスタッフが細かく親切な説明をし

て同意した上で出産も進められたこと、自分が存在していることを意識して医師らが会話したこ

とにより、自分が主体として出産に関与したととらえている。また、術中は、積極的に麻酔の姿

勢がとれ、前回のつらい体験を活かして対応できたこと、児の出生時は経腟分娩と同様の感覚を

待ち、それがわかり産声を聞けたことであり、産後は、自分の希望に合わせて授乳や沐浴などの

育児を自分のやり方で行えたことが挙げられた。

主体的に出産に関与したととらえていない体験の内容は、主に前回の帝王切開の体験で示され

ており、出産様式の決定では、選択できない状況で同意し、手術や麻酔の説明を医師ではなく助

産師が行い、医療者とその関係性の構築と信頼では、外来での医師が壁を見て話していたり、入

院・出産時の医療者の関わりやケアでは、無関心な態度で術後に死を意識する程の状況でも誰も

来ず放っておかれたと感じ、術中の医師同士の雑談に違和感を持ったことが語られている。ま

た、今回の体験でも、手術室に何の役割で入っているのかわからない多くのスタッフが自己紹介

もなくいることや麻酔後に両足が開いたままで元の閉じたかたちに戻してもらえなかったことを

不満に思っている。産後は、前回の体験から看護師によって対応が異なるため、児のことで困っ

ても言えなかったことが挙げられている。

出産全体の経験については、前回の出産はケアが不十分で医療者の無関心な態度から自分も冷

めた感覚で出産したつらい体験だったと否定的にとらえており、一方、今回の出産は助産院と同

じかそれ以上の満足できる体験で次も出産していいと思えたと肯定的にとらえている。

Ⅳ．考 察

妊娠中から産後に渡って 3回のインタビューを行った事例の中から、特に予定帝王切開の体験

を肯定的にとらえ、出産体験の語りに「私を主体とした出産」「私ごととして関わった」という

言葉が語られた Z さんの事例について、予定帝王切開の出産において主体的に出産に関与した

ととらえた体験とは、どのような体験であったのかを明らかにした。

1．Z さんの 3回の出産体験のまとめ

Z さんは、1人目を助産院で助産師の手厚いケアを受け、「理想のお産ができた」と語ってお

り、学生時代からの理想を叶えられた出産を経験している。そのため、1人目の出産が満足でき

たことから病院で産むことにしたが、充分なケアが受けられず、医療者の無関心な態度に傷つい
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た体験であった。産後も自分なりに納得しようとしながらも、日々の忙しさから自分で気づいて

いない不満に今回のインタビューで話すことで気づいた。3人目の出産については、前回の経験

を活かして、まず信頼できる医師・スタッフかどうかを見極め、施設を決め、信頼関係を築く中

で出産様式を納得している。そして、Z さんの理想のお産である助産院のような親身で温かな関

わり・出産を求めて医師やスタッフとの関係を築いて出産している。その結果、助産院と同じか

それ以上満足できる出産だと思える体験となっている。

帝王切開は経腟分娩と出産様式が大きく異なる中で、児の出生の感覚や出産体験を経腟分娩と

比較して評価し、同様かそれ以上の高い評価をしていることが本事例で明らかになった。また、

特徴的であるのは、前回 2人目の否定的にとらえた出産後は身体の回復状況があまりよくなく、

3人目の今回は出産後の身体の回復状況が良く痛みも軽かったと産後の体調のとらえにも影響し

ていることである。そして、今回の回復状況が良いととらえたことで育児の経過も順調となって

いることから、出産体験の評価が産後の体調や育児に影響する可能性を示唆している。さらに、

Z さんにとって、医師やスタッフの関わりによって妊娠中から「自分ごと」として、自分の妊娠

や出産に関われたことが今回の出産体験の肯定的な評価に大きく寄与している。

2．主体的に出産に関与したととらえた体験またはとらえられなかった体験の内容

Z さんが主体的に出産に関与したととらえた体験の内容を時期・項目ごとにまとめ、どのよう

な体験が「主体的に出産に関与した」ととらえるのかについて検討した。主体的に出産に関与し

たととらえた体験とは、自分で納得するプロセスを経て自分で決定すること、他者が関わっても

「自分ごと」として自分もそこに関わっていると認識できること、自分でも出産に関わる行動が

とれること、同時に医師やスタッフなど他者からの関わりによって「自分が関わっている」とい

う認識が持てるような出来事があったことが、主体的に出産に関与したとらえに影響すると考え

られる。また、Z さんは、今回の出産を肯定的にとらえたのは、主治医やスタッフの関わりから

自分が主体となって妊娠から産後まで自分のこととして関われたためと語っている。この「主

体」「自分のこととして関わる」という内容について考察する。

1）主体ととらえること

主体的とは、広辞苑ではある活動や思考などをなす時、その主体となって働きかけるさまであ

り、他のものによって導かれるのではなく、自己の純粋な立場において行うさま（新村，2019）

とされている。一方で、主体性について、社会学者の濱口（1998）は、欧米人は単独個体として

の自己自身を対象化し、唯我的な自己を見出す傾向が強いが、日本人は自己自身の個体的存在よ

りも他主体との関連性を通して自主体の存在を意味づけるとしており、他者からの関わりを通し

て自身が主体ととらえることを示している。Z さんの語りには、「主体」と言う言葉が多く語ら

れている。例えば、「2人目の帝王切開を主体的に選べなかった」「助産院のように妊産婦主体で

はない病院だから仕方ない」「今回の医療者の関わりが病院中心ではなく、産む人と家族が中心

だと感じた」「主治医が女性主体で考えていることがわかり、前回と比べて今回の方が児の世話
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を自分が主体となって行え、主治医やスタッフの関わりから私を主体とされ」というように語ら

れている。Z さんの語りの文脈からは、産婦を中心として、尊重してなどの意味だと推測され

る。

さらに、主体的に出産に関与したととらえる体験の内容の多くは、Z さんも語っているよう

に、Z さんが独自で行動できることは少なく、医療者の関わりが必要不可欠である。医療者の関

わりの具体は、選択できる時期に帝王切開についての説明を行う、母子手帳をあらかじめ記載し

たものを渡すのではなく、本人の前で説明しながら記載し渡すなど本人の所有物として扱う、点

滴の針挿入の失敗時に本音のやり取りをするなど、Z さんの意思や思いを尊重し、思いに寄り添

った関わりであることがわかる。このような医療者との関わりから、Z さんが、自分が主体だと

とらえたということは前述した内容に合致する。

2）主体的に出産に関与したととらえられなかった体験の内容

「自分のこととして関わった」という Z さんの表現の意味には、前回の出産の「自分のお産だ

という感覚が持てず、納得しようとしたが、気持ちが残った体験」「産む人が蚊帳の外、自分が

いないと感じた」と語っていることと合わせると、「自分のお産」だと感じられるかが重要であ

ることがわかる。

「産む人が蚊帳の外」という表現や内容は、海外の帝王切開の体験に関する文献でも「誰かが

入ってきて自分を無視して、スタッフに他の患者について話した。」「手術中、生産ラインのよう

に、女性は手術台にいながら、麻酔室で待っているように感じる」（Bayes, 2012）「術中、自分

が無視して扱われていると感じた」（Fenwick et al., 2003）というように、自分が存在しないかの

ような感覚を持つことも示されている。このことからも当事者である産婦が、予定帝王切開中に

出産を「自分のこと」と認識することは、とても大きな意味を持つと考えられる。「自分のこと

として」という表現について、「【私、私の、私を（I, me, mine）】と境界づけられ、分化し、累

積した経験と関係した態度がその場面・場面で呼び出されたとき、わたしたちは個人的に関与し

ているとされる（堀，1991）」とされ、「自分のこと」として出産をとらえることは、関与するこ

と、そしてそれは自分と他を境界づけること、つまり【私の出産】と思えること、それまでの経

験を踏まえた行動をとることであることがわかる。関与するとは、広辞苑では「ある物事に関係

すること。かかわること（新村，2019）」、「ある物事に関わりをもつこと（明鏡国語辞典，

2010）」とされ、本研究で明らかとなった「自分のこととして関わること」は出産に関与してい

ることを示している。

主体的に出産に関与したととらえなかった体験は、前回の帝王切開の体験で多く語られ、出産

様式を自己決定できない、医療者から無関心に関わられる、自分も何かあっても尋ねたりしてお

らず、当然のケアが受けられなかった・説明や情報提供が不十分と不満を持っている体験であっ

た。①②について検討すると、これらは「自分のこと」としてとらえられておらず、自分が主と

なって行動できなかった、出産する主体としての関わりがされていなかった体験であると言え

る。
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3．出産体験の評価

Z さんは、主体的に出産に関与できたことが、肯定的な出産体験になったといろいろな場面で

語っている。このことから、産婦が主体的に出産に関与したととらえることは、出産体験を肯定

的にとらえることに影響する可能性がある。なおこの点については、Cranley（1983）が予定帝

王切開の人が、どんな状況でも意思決定できていたことがコントロール感につながり、肯定的に

出産を知覚する要因と指摘している。

Ⅴ．結 論

本研究では、予定帝王切開の体験を肯定的にとらえ、出産体験の語りに「私を主体とした出

産」「私ごととして関わった」という言葉が語られた 1事例から、予定帝王切開の出産において

主体的に出産に関与したととらえた体験とは、どのような体験であったのかを明らかにすること

を目的として分析した結果より以下のことが言える。なお、この事例の対象者は、過去 2回の全

く異なる出産体験をしており、主に分析した 3回目の出産体験を過去 2回の経験と比較しながら

語っており、重要な語り資料だと筆者はとらえている。

主体的に出産に関与したととらえた体験の内容は、自分で納得するプロセスを経て自分で意思

決定すること、他者が関わっても「自分ごと」として自分もそこに関わっていると認識できるこ

と、医療者が深く関与する予定帝王切開であっても自分でも出産に関わる行動がとれること、同

時に医師やスタッフなど他者からの関わりによって「自分が関わっている」という認識が持てる

ような出来事があったことであった。また、予定帝王切開で主体的に出産に関与したととらえる

ことは、出産体験それ自体を肯定的に評価することに影響する可能性があることが明らかになっ

た。

Ⅵ．限界と課題

本研究では、予定帝王切開の出産を主体的に出産に関与したととらえる体験とはどのような体

験かを明らかにするため、事例研究を行った。今回は事例研究の目的であったが、今回明らかに

なった知見をもとに、今後さらに多くの事例から、詳細を明らかにしていきたいと考える。
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【研究ノート】

教育実習生における動機づけに影響を与える
原因帰属と情動知能との関係性
──教育実践におけるコーチング技法の活用1）──

足立 邦子1・小林美沙子2

1園田学園女子大学経営学部
2島根県立大学短期大学部

1．は じ め に

平成 29（2017）年 3月に、保育・教育の基本文書（幼稚園教育要領（文部科学省，2017）、保

育所保育指針の（厚生労働省，2017）、幼保連携型認定こども園教育・保育要領（内閣府，

2017））改訂もしくは改定がなされ、それらは平成 30（2018）年 4月に施行された。保育者養成

機関においては、保育者養成のための教育相談・学習指導・カリキュラム開発に役立つ研究を行

うことが求められている。そこで本研究では、幼稚園教諭養成を目的とする教育課程において重

要な位置づけとなる教育実習を取り上げ、教育実習生における動機づけに与える原因帰属

（causal attribution）を検討し、また原因帰属のし方と情動知能（emotional intelligence : EI）との

関係性を検討する。その上で、教育実習の前後、とくに実習の事後指導では情動知能を発達させ

るため、コーチング技法を活用した教育実践について提案する。

豊田（1985）は、従来の実習指導において実習へ行くまでの事前指導が強調され、事後指導に

ついては関心が薄かったと指摘する。実習後の指導において有用な理論的な枠組みとして原因帰

属理論があることを提案している（豊田，1987 ; 1988）。原因帰属理論とは Heider（1958）によ

って提案された自分自身や他者の行動する動機を帰属する過程に関する研究を指す。Weiner,

Frieze, Kukla, Reed, Rest, & Rosenbaum（1971）及 び Weiner, Heckhausen, Meyer, & Cook（1972）

は、Heider の帰属について認知的な側面を強調し、認知的帰属理論を提案した。Table 1に示し

たように、帰属は成功・失敗の原因帰属が内的か外的か（個人に内在する要因か外在する要因

か）、原因が安定しているか不安定か、原因が統制可能か否かという 3つの次元に基づいて行わ

れる（Weiner 1979；奈須，1988）。その 3つの次元を組み合わせた帰属のパターンを Figure 1に

示した。
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豊田（2016）及び豊田・川﨑（2017）は、大学生を対象に努力して成功した場合、努力せず成

功した場合、努力したが失敗した場合、努力せず失敗した場合の 4つの仮想場面を設定し、努力

と結果の随伴性と、そのときの感情及び次への動機づけ、さらに原因帰属について検討した。そ

の結果、努力帰属評定値と意欲度（動機づけ）評定値との間に正の相関関係を見いだした。すな

わち、努力に帰属することによって動機づけが高まることを示し、努力帰属の重要性を示した従

来の研究（Dweck, 1975）を追認した。原因帰属のし方はその後の期待や感情に影響し、さらに

先の行動に影響すると考察された。足立・小林・豊田（2018）は、幼稚園教諭養成の教育課程に

おける教育実習という現実場面での原因帰属が動機づけに及ぼす効果を検討している。その研究

では豊田・川﨑（2017）による調査項目を用い、努力と結果が随伴している場合（随伴群）と、

それらが随伴していない場合（非随伴群）との間における感情、原因帰属及び次への動機づけに

ついて比較した。また、4つの帰属（内的要因：努力・能力、外的要因：課題の困難さ・運）そ

れぞれと、次回への意欲度（動機づけ）との関係についても検討した。結果として Table 2に示

したように、努力して成績が良かった場合（随伴群）と努力したにも関わらず成績が悪かった場

合（非随伴群）では、感情評定への差が大きくなることが示された。それは努力帰属の評定に反

Table 1 原因の位置・安定性・統計可能性次元の組み合わせによる成功・失敗の認知的要因
（Weiner, 1979；奈須，1988）

統制可能 統制不可能

安定 不安定 安定 不安定

内的 普段の努力 一時的な努力 能力 気分

外的 教師の偏見 他者の日常的でない
援助 課題の困難度 運

Figure 1 認知的帰属のパターンの例
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映されたと考えられることから、認知的帰属理論から導かれる仮説が支持された。しかしなが

ら、努力と成果が随伴している場合（随伴群）とそれらが随伴していない場合（非随伴群）との

間において能力帰属の評定値は両者の間で差が認められず、かつその評定値も低いことがわかっ

た。また次回への意欲度評定は両者の間で差が認められず、かつその評定値は高いことがわかっ

た。さらに努力して成績が悪かった場合（非随伴群）における努力帰属と次回への意欲との間に

有意な相関が認められなかった。以上のような点において、認知的帰属理論から導かれる仮説が

支持されなかったのは、豊田（2016）と豊田・川﨑（2017）が仮想場面を用いた質問紙調査であ

ったことに対して、足立他（2018）は教育実習という現実場面を用いた検討であったことが 1つ

の要因ではないかと考えられる。あるいは、調査対象者たちは自分の感情をうまくコントロール

してやる気を出して努力しようとしたのではないかという解釈も成り立つ。そこで本研究では、

情動知能尺度日本語版（Japanese Emotional Skills & Competence Questionnaire ; Toyota, Morita, &

Takšić, 2007）を用い、実習先の評価を見たときの感情や次回への意欲度と、情動知能との関係

について検討する。

情動知能（emotional intelligence ; EI）とは、情動を理解したり制御したりする人間の情動機

能に関わる能力を示す概念である（Salovey & Mayer, 1990）。情動知能は Salovey & Mayer

Table 2 感情、4つの原因帰属及び意欲度評定の平均値と SD、4つの原因帰属と意欲度評定値の関係（r）
足立・小林・豊田（2018）

成績良かった 成績悪かった

努力した
随伴

努力しなかった
非随伴

努力した
非随伴

努力しなかった
随伴

感情 N＝26 M
SD

4.19
0.92

－
－

N＝23 M
SD

2.65
0.56

－
－

帰属 努力 N＝26 M
SD
r

4.46
0.80
.49*

－
－
－

N＝23 M
SD
r

3.09
1.21
−.37

－
－
－

能力 N＝26 M
SD
r

3.12
1.12
.31

－
－
－

N＝23 M
SD
r

2.83
0.82
−.02

－
－
－

課題 N＝26 M
SD
r

3.23
1.28
.07

－
－
－

N＝23 M
SD
r

3.96
0.95
−.03

－
－
－

運 N＝26 M
SD
r

3.31
1.26
−.07

－
－
－

N＝23 M
SD
r

4.91
1.02
.27

－
－
－

意欲度 N＝26 M
SD

5.35
0.78

－
－

N＝23 M
SD

5.43
0.77

－
－

注 1）*p＜.05
注 2）本研究において「成績良かった・努力しなかった」と回答した調査対象者はいなかった。また「成績

悪かった・努力しなかった」と回答した学生は 1名であったため、分析から削除した。
注 3）「成績が悪かった」と回答した対象者の 4つの帰属の評定値は、すべて逆転項目とした。
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（1990）の研究を端緒に、Goldman（1995土屋訳 1996）の著書がベストセラーになったことによ

って注目された。情動知能は自己肯定感を高め、孤独感を抑制することが示されている（豊田・

大賀・岡村，2007 ; Toyota, 2011）。また、小学生を対象とする研究において、情動知能は学校へ

の適応や学業成績を促進することも示されている（豊田・李・山本，2011；豊田・吉田，2012）。

情動知能尺度日本語版（J­ESCQ ; Toyota, Morita, & Takšić, 2007）は 24項目から構成されるが、

それらは次の 3つの下位尺度として整理される。第 1因子は「私は、自分の気持ちや感情を表す

ことばがすぐに浮かんでくる」をはじめとする 8項目から構成され、自分の感情や気持ちが理解

できる力を表し、「情動の表現と命名（expressing and labeling emotion）」の能力とされる。第 2

因子は「私は、誰かと一緒にいる時の様子をみると，その人の感情を正確に見きわめられる」を

はじめとする 8項目から構成され、他者の感情や気持ちが理解できる力を表す「情動の認識と理

解（perceiving and understanding emotion）」の能力とされる。第 3因子は「私は、正常な物事に

対する感じ方をしている」をはじめとする 8項目から構成され、自分の感情や気持ちをコント

ロールする力を表す「自分の情動の制御と調節（managing and regulating emotion）」の能力とさ

れる。

2．方 法

2-1．調査対象者

調査対象者は N 県下の保育系専門学校に在籍する女子学生 49名（平均年齢 19.49歳、SD＝

0.95歳、範囲＝19～24歳）であった2）。これらの学生は 2017年 6月初旬の 2週間及び 11月初旬

の 2週間（合計 4週間）、幼稚園教育実習に臨んだ学生であった。

2-2．調査時期及び用いた尺度と手続き

2018年 1月 16日から 24日の期間で調査を実施した。教育実習指導の時間を活用し、無記名

式で集団的に実施した。調査実施に先立ち、調査目的、参加が任意であること、プライバシーの

保護、授業の成績には無関係であることなどについて書面と口頭で説明を行い、書面で同意を得

た。調査に用いた尺度は、情動知能尺度日本語版（J­ESCQ ; Toyota, Morita, & Takšić, 2007）で

あった。先述の通りこの尺度は 3因子構造をなし、自分の感情を理解し、それを適切に表現でき

る「情動の表現と命名」8項目、他者の感情を理解する「情動の認識と理解」8項目、自分の情

動（感情）をコントロールする「自分の情動の制御と調節」8項目の合計 24項目で構成される

（Toyota, Morita, & Takšić, 2007）。調査対象者は、5件法（1＿決してそうでない、2＿めったにそ

うではない、3＿ときどきそうである、4＿だいたいそうである、5＿いつもそうである）で回答

した。
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3．結果と考察

3-1．記述統計量と信頼性の検討

因子別情動知能の平均値は「情動の表現と命名」において 24.98（SD＝6.55）、「情動の認識と

理解」において 25.45（SD＝5.39）、「自分の情動の制御と調節」において 25.41（SD＝5.65）で

あった。「情動の表現と命名」における信頼性は α＝.90、「情動の認識と理解」では α＝.88、「自

分の情動の制御と調節」α＝.79であった。

3-2．感情及び次回への意欲と因子別情動知能との相関

足立他（2018）において得られた、実習先からの評価を見たときの感情の評定結果及び次回へ

の意欲の評定結果と、情動知能における 3つの下位尺度との間における相関を検討した結果を

Table 3に示した。感情の評定と情動知能における「情動の認識と理解」及び「自分の情動の制

御と調節」それぞれの間には有意な正の相関が認められた（r＝.28, p＝.05 ; r＝.39, p＝.01）。し

かしながら、感情の評定と情動知能における「情動の表現と命名」との間には有意な相関はなか

った（r＝.15, ns .）。次回への意欲度評定と「情動の認識と理解」及び「自分の情動の制御と調

節」それぞれの間には有意な正の相関が認められた（r＝.31, p＝.05 ; r＝.41, p＝.01）。しかしな

がら、次回への意欲の評定と「情動の表現と命名」との間には有意な相関はなかった（r＝.28,

ns .）。感情の評定及び次回への意欲度評定において、自分の感情や気持ちが理解できる情動知能

は影響しないが、他者の感情や気持ちが理解できる情動知能や自分の感情や気持ちをコントロー

ルする情動知能の高さが影響することが示唆された。

3-3．随伴群と非随伴群における因子別情動知能の比較

随伴群と非随伴群との間における情動知能 3つの下位尺度の平均得点を Figure 2に示した。

両群における平均情動知能得点について t 検定を行い、群間における平均値の差を検討した。

「情動の表現と命名」において、努力をして成績が良かったと回答した随伴群（M＝23.23, SD＝

7.02）の方が努力をしたにも関わらず成績が悪かったと回答した非随伴群（M＝26.96, SD＝

5.46）よりも有意に得点が低かった（t（47）＝2.05, p＝.05, d＝.59）。「自分の情動の制御と調節」

Table 3 実習先からの評価を見たときの感情及び次回への意欲と因子別情動知能との相関（r）

感情 次回への意欲 情動の表現と
命名

情動の認識と
理解

自分の情動の
制御と調節

情動の表現と命名 .15 .28 － .56** .61**
情動の認識と理解 .28* .31* .56** － .67**
自分の情動の制御と調節 .39** .41** .62** .67** －

注）*p＜.05 **p＜.01

― １２１ ―



において、随伴群（M＝23.92, SD＝6.14）の方が非随伴群（M＝27.09, SD＝4.61）よりも有意に

得点が低かった（t（47）＝2.02, p＝.05, d＝.58）。しかしながら、「情動の認識と理解」における

随伴群（M＝24.46, SD＝5.85）と非随伴群（M＝26.57, SD＝4.69）との間に有意な差はなかった

（t（47）＝1.38, ns., d＝.39）。以上のように、自分の感情や気持ちが理解できる情動知能と自分の

感情や気持ちをコントロールする情動知能は、随伴群よりも非随伴群の方が高いことがわかっ

た。足立他（2018）において、努力と成績が随伴していない場面では努力と成績が随伴している

場面よりも意欲度評定が低下するだろうと予測されたが、それに反して次回への意欲度評定に有

意な差は認められず、いずれの群においても次回への意欲度が高く評定された。それには、自分

の感情や気持ちが理解できる情動知能や自分の感情や気持ちをコントロールする情動知能の高さ

が関わっていたのではないかと考えられる。すなわち、学生が「努力したけれども成績が悪かっ

た」と認知したとしても、また成績が悪かったことを能力に帰属したとしても、自分の感情や気

持ちが理解できる能力があって、かつ自分の感情の制御と調節をする能力があれば、意欲（やる

気）を維持することができることが示唆される。

3-4．教育実習後の指導におけるコーチング技法の活用

教育実習において学生は、普段の生活から離れた場所で学ぶ中で、保育職の現実に戸惑ったり

葛藤したりする一種のストレス状況にあるといえる。教育実習は学生にとって重要な学びの場で

あると同時に、ストレス環境に適応する力を身につける場でもある。ストレス経験からの成長と

いう環境的な要因が情動知能に影響を与える可能性が示唆される（野崎，2012）。教育実習の前

後、とくに実習の事後指導においては情動知能を発達させるチャンスであると捉えられる。学生

自身の目標達成及びその明確化、学生の資質を引き出す方法としてコーチングが効果的であると

考えられる。コーチングもしくはコーチング心理学とは、行動科学を体系的に応用して、生活経

験、職場等での活動能力の向上、そして臨床的に重大な心的健康の問題をもたず特別な苦悩の水

Figure 2 随伴群と非随伴群における情動知能の因子別結果（エラーバーは平均値の標準偏差）
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準にない個人・集団、あるいは組織の幸福度を高める領域であると定義される（Grant, 2008 堀

監訳 2019）。情動知能とコーチングスキルは密接に関係していることが示されており（Grant,

2007）、コーチング技法を実習指導に活用することは、学生の情動知能の発達に働きかけるよう

な効果が期待される。コーチとなる教員は傾聴、質問、フィードバック、明確な目標設定や活動

計画等のコーチング技法を活用することによって、指導教員と学生との信頼関係を構築すること

にも寄与することが期待される。

3-5．本研究のまとめと今後の課題

本研究では、教育実習生における動機づけに影響を与える原因帰属と情動知能との関係を検討

した。結果として、感情の評定及び次回への意欲度評定には他者の感情や気持ちが理解できる情

動知能や自分の感情や気持ちをコントロールする情動知能の高さが影響することが示された。ま

た、非随伴的な帰属をしたとしても、自分の感情や気持ちが理解できる能力があって、かつ自分

の感情の制御と調節をする能力があれば、動機づけを維持することができることが示されたそし

て、情動知能を発達させるには、コーチング技法を活用した教育実践が効果的であることが考察

された。コーチ役となる教員が備えるべき属性には共感・誠実さ・思いやり等の個人間スキル、

傾聴・質問等のコミュニケーションスキル、創造性・矛盾することの扱い方・自己知識等の道具

的サポートがあるといえる（Dingman, 2004）。

注
１）本研究は日本心理学会第 84回大会（2020）で発表した内容を一部加筆修正したものである。
２）調査対象者は 54名（女子学生 50名、男子学生 4名）であった。当該校における男女の比率は 1 : 9で
あり、性差を検討するにはサンプル数が少ないことから、男子学生 4名を削除した。また、女子学生
のうち「努力しなかった」と回答した者が 1名あったため分析から削除した。
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【研究ノート】

養護教諭志望学生の
「保健室ボランティア」に関する研究
──学生と養護教諭のインタビュー調査結果から探る──

江 嵜 和 子

Key words：養護教諭、保健室ボランティア、狭義の KJ 法

Ⅰ．はじめに（研究目的）

教員養成においては現場における実地体験が不可欠である。養護教諭養成においても、教育職

員免許法で、養護教諭一種免許状取得には 5単位の「養護実習」が義務づけられており、そのう

ち 1単位分は、事前・事後指導にあてることとなっている。本学でも養護教諭を志望する学生

は、毎年、15日間～20日間の「養護実習」に臨んでいる。

そして、教員の専門性を担保するための資質能力を身につけるには、さらなる実地体験が望ま

しく、大学独自でカリキュラムに取り入れたり、学校支援ボランティア1）（単位化の有無を含め

る）を推奨したりしている。

本学でも、社会連携推進センター、教学支援部教務課（教職支援室を含む）を窓口に学校支援

ボランティアへの参加を推奨しており、養護教諭を志望する学生も近隣自治体の教育委員会が主

催している学校支援ボランティアに自主的に参加している。中には、大学や教育委員会を通さ

ず、母校の繋がり等個別の関係性で参加している学生もいる。

そして、学校支援ボランティアの内容は、杉本1）が『主に「学習アシスタント」を行うことが

多く、教室の中で教員をサポートする役割を担っている。』と報告しているように、養護教諭志

望であっても、保健室で養護教諭のサポートをするのではなく、教室で一般教員のサポートをす

る仕組みになっている。

しかし、筆者は、養護教諭を志望する学生が、養護教諭の専門性に関わる資質能力を身につけ

るためには、養護教諭のサポートをする「保健室ボランティア」が望ましいのではないかと考え

た。

そこで、筆者と交流があった学校現場の管理職及び養護教諭に依頼し、「保健室ボランティア」

体験の機会を与えていただき、学生に希望者を募り、実施した。

なお、本研究における「保健室ボランティア」の定義を「養護教諭を志望する学生が、学校・

園田学園女子大学論文集 第 56号（2022. 1）
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園において、養護教諭の指導の下に、健康診断・健康相談・救急処置・保健指導等の一部をボラ

ンティアで行うこと」とした。

本研究は、「保健室ボランティア」を行った学生や、受け入れをした養護教諭のインタビュー

調査結果から、「保健室ボランティア」の本質を探ることを目的に行った。

Ⅱ．研 究 方 法

養護教諭を志望する学生及び養護教諭を対象に、半構造化面接を行い、逐語録を作成した。逐

語内容を適切に単位化・圧縮化してラベル化し、狭義の KJ 法で構造化した。KJ 法活用の過程

では、KJ 法の教育者である川喜田晶子氏によるスーパーバイズを受けた。

1．養護教諭を志望する学生

（1）対象

「保健室ボランティア」を経験した、養護教諭を志望する学生 3名とした。3名の学年は 3年

生 2名、4年生 1名であった。3名はそれぞれに、同じ小学校（大規模校・養護教諭複数配置）

で 2回～7回「保健室ボランティア」を経験していた。「保健室ボランティア」の内容は、身体

計測、視力検査、聴力検査、歯科検診、内科検診、来室児童への対応（救急処置を含む）、健康

診断の補助等がほとんどである。なお、「保健室ボランティア」は大学の教育課程外に位置付け

られ、学生が自主的に、無償で行った。

（2）面接実施日・場所・面接時間

平成 27年 7月 31日（金）に筆者の研究室で、約 40分間、3名のグループ面接を行った。

（3）面接内容

① 保健室ボランティアを実践するまで：「保健室ボランティアをしようと思った動機・理由」

「保健室ボランティアの日程・内容を決めた理由」

② 保健室ボランティアを実践しながら：「学校にとって役にたったこと」「養護教諭、教職

員、子どもたちへの貢献度」「小学校への貢献度」「自分が学んだこと（大学の学びとの関連

性：自分で感じる、身についた力量・保健室経営・子ども理解・養護教諭観）」

③ 保健室ボランティアを終えて：「最も印象に残ったこと」「保健室ボランティアの成果と課

題（限界）」

2．養護教諭

（1）対象

養護教諭を志望する学生を「保健室ボランティア」として受け入れた経験がある養護教諭 6名

とした。詳細を次頁表 1「養護教諭の概要」に示す。なお、養護教諭の年齢や経験年数等は個人

情報でもあるため、インタビュー内容から削除した。
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（2）場所・面接時間

各養護教諭が所属する学校の会議室、保健室等で行い、面接時間はいずれも約 60分であった。

複数配置校は 2名のグループ面接を行った。

（3）面接内容

① 保健室ボランティアを受け入れるまで：保健室ボランティアを依頼しようと思った動機・

理由

② 保健室ボランティアを受け入れながら：学校にとって役に立ったこと（養護教諭・教職

員・子どもたちへの貢献度、小学校全体への貢献度）、養護教諭を目指す学生への影響とし

て考えたこと（養護教諭の職務や力量形成の観点から、保健室経営の観点から、子ども理解

の観点から、養護教諭観の観点から）

③ 保健室ボランティアの受け入れを終えて：保健室ボランティアを受け入れたことの成果と

課題（限界）、望ましい保健室ボランティアの在り方

④ 地域に求められる養護教諭とは：これからの養護教諭に求められる力量、養護教諭養成に

期待すること

Ⅲ．倫理的配慮

養護教諭を志望する学生、養護教諭共に、事前に、以下の内容について説明し、全員に、同意

書による同意を得た。

① 研究目的

② 研究の方法

③ 個人情報に関して機密が守られること

④ 研究の参加は自由であること

⑤ 同意の拒否、撤回または中止した場合でも、不利益を被ることはないこと

⑥ 疑問や質問が生じた場合には、担当者から適切な説明がなされること

⑦ 研究の成果は公表されるが、個人を特定できるような情報は公開されないこと

表 1 「養護教諭の概要」

番号 校種 学級数 対象 形式 面接実施日

1 A 小学校 27クラス E 養護教諭 個別 平成 27年 8月 25日

2 B 小学校 26クラス F 養護教諭 個別 平成 27年 8月 17日

3
C 小学校 36クラス

G 養護教諭
グループ 平成 27年 8月 3日

4 H 養護教諭

5
D 高等学校 24クラス

I 養護教諭
グループ 平成 27年 8月 27日

6 J 養護教諭
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Ⅳ．結果と考察

1．養護教諭を志望する学生

逐語内容を適切に単位化・圧縮化してラベル化した。総ラベル枚数は 112枚となった。

そして、多段ピックアップを行って精選したラベルを元ラベル（30枚）として狭義の KJ 法

を活用し、図解化、叙述化を行うことで、養護教諭を志望する学生が、「保健室ボランティア」

で経験したことの本質を探った。

（1）図解化

図解は、8の島で構成され、図解のタイトルは、「保健室の“日常”と“非日常”を体験」と

した。島の表札とシンボルマークのみを、表 2「学生の図解から：表札とシンボルマーク」に、

図解を、図 1「養護教諭を志望する学生の図解」に示す。

（2）叙述化

図解をもとに叙述化し、さらにその本質を追究した。叙述化（叙述化ではシンボルマークを

【 】で、各島の表札を《 》で表現している。）を以下に示す。

学生は、《学生の内に、保健室の実際を見ておきたいと思った》という【見ておこう！】とい

う動機で「保健室ボランティア」に自主的に参加した。

実際に参加してみて、《養護教諭の健康診断・来室児童対応の補助を行い、忙しい日もあった》

と、養護教諭の職務は【“日常”も“非日常”も忙しい】ことを実感したことが分った。養護教

諭にとっては非日常業務の一つである【健康診断をリアルに体験】することで、《健康診断をめ

表 2 「学生の図解から：表札とシンボルマーク」

島 表札 シンボルマーク

1 《学生の内に、保健室の実際を見ておきたいと思った》 【見ておこう！】

2
《養護教諭の健康診断・来室児童対応の補助を行い、忙しい日
もあった》 【“日常”も“非日常”も忙しい】

3
《健康診断をめぐって、特別支援学級への対応や、子どもや学
校医の多様性など、大学では学べないことに直面できた》 【健康診断をリアルに体験】

4
《養護教諭の職務を観察し、来室児童をめぐる基本的対応と連
携を学び、自分の課題にも気づいた》 【養護教諭をリアルに体験】

5 《健康診断の記録方法や記号の意味をもっと学びたい》 【（健康診断の）記録をもっと学びたい】

6
《大規模校の健康診断の余裕の無さで、子どもたちに十分な対
応ができない状況が感じられた》 【大規模校の健康診断の課題】

7
《休み時間に、保健委員会の子どもたちと教材や掲示物を作成
することで、自分のコミュニケーション力もついた》 【子どもたちと関わる力の醸成】

8
《健康診断や来室児童の対応を繰り返すことで、養護教諭の職
務に対する理解が深まり、イメージができるようになった》 【養護教諭の職務のイメージ】
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ぐって、特別支援学級への対応や、子どもや学校医の多様性など、大学では学べないことに直面

できた》ことが分った。

そして、この体験から、養護教諭にとって実践力として求められる「記録」について、【（健康

診断の）記録をもっと学びたい】という学習意欲も喚起された。

一方で、《大規模校の健康診断の余裕の無さで、子どもたちに十分な対応ができない状況が感

じられた》体験を通して、【大規模校の健康診断の課題】もよく観察していた。

日常業務では、【養護教諭をリアルに観察】することで、《養護教諭の職務を観察し、来室児童

をめぐる基本的対応と連携を学び、自分の課題にも気づいた》ことが分った。

さらに、この体験は《休み時間に、保健委員会の子どもたちと教材や掲示物を作成すること

で、自分のコミュニケーション力もついた》と【子どもたちと関わる力の醸成】につながり、

《健康診断や来室児童の対応を繰り返すことで、養護教諭の職務に対する理解が深まり、イメー

ジができるようになった》と【養護教諭の職務のイメージ】にも影響を及ぼしたことが分った。

2．養護教諭

逐語内容を適切に単位化・圧縮化してラベル化した。総ラベル枚数は 741枚となった。

そして、多段ピックアップを行って精選したラベルを元ラベル（40枚）として狭義の KJ 法

を活用し、図解化、叙述化を行うことで、「保健室ボランティア」を受け入れた養護教諭が経験

したことの本質を探った。

（1）図解化

図解は、10の島で構成され、図解のタイトルは、「“現場”の持つ教育力を活かしてほしい」

とした。

島の表札とシンボルマークのみを表 3「養護教諭の図解から：表札とシンボルマーク」に示

す。図解を図 2「養護教諭の図解」に示す。

（2）叙述化

図解をもとに叙述化し、さらにその本質を追究した。

叙述化（叙述化ではシンボルマークを【 】で、各島の表札を《 》で表現している）を以下

に示す。

保健室ボランティアを受け入れた養護教諭は、【養護教諭に求められる受発信能力】の大切さ

や、養護教諭の【地域における役割の大きさ】を、あるべき養護教諭のイメージとして認識して

いた。

保健室ボランティアを受け入れながら、【現場だからこその教育力】で、《大学では学べない学

校現場の多様性や多面性、そして、それらに培われた養護教諭の智恵を学んでほしい》と考え、

同時に養護教諭としての【職業倫理を育てたい】という思いも抱いていることが分かった。

一方で、保健室ボランティアへの信頼感は、《保健室ボランティアに手を挙げて来てくれるか

らには、養護教諭になろうとしっかりとした意志のある人が来ているのだから大丈夫と思ってい
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る》ため、基本的には持っているが、活動内容は【責任性との兼ね合いに配慮】する必要がある

ため、様々な工夫をしていることも分かった。

そして、養護教諭は保健室ボランティアを受け入れることで、以下の様な成果を実感してい

る。

養護教諭自身が《保健室ボランティアから、逆にインスパイアされ、生産的な仕事ができてい

る》という【有意義な刺激を受けている】実感、検診時等に【保健室ボランティアによるデリ

ケートな配慮】が子ども達へ与えた安心感、学生に芽生えた【自主性の手応え】、である。

このような現場ならではの教育力を活かすためには、大学には《保健室ボランティアを送り出

すにあたっては、活動に必要な知識の習得、自己管理やマナー、活動の振り返りなどの事前事後

指導をしっかり行ってほしい》、つまり【もっと大学のフォローを！】期待していることも明ら

かになった。

3．展望

以上の結果から、今後の本学での「保健室ボランティア」導入について考察する。

表 3 「養護教諭の図解から：表札とシンボルマーク」

島 表札及び一匹狼 シンボルマーク

1
《養護教諭は、子どもに対しても他の教職員に対しても、広く深く理解・協
働できる受発信能力が必要になる》

【養護教諭に求められ
る受発信能力】

2
《小・中・高及び地域の拡がりの中で，平時・緊急時ともに健康観・救急等
の質を向上させるために養護教諭が果たすべき役割がたくさんある》

【地域における役割の
大きさ】

3
《大学では学べない学校現場の多様性や多面性、そして、それらに培われた
養護教諭の智恵を学んでほしい》

【現場だからこその教
育力】

4
《養護教諭という、同じ仕事を目指している人には、きちんとした人になっ
てほしいし、ちゃんとした養護教諭になってほしいと思っている》（一匹狼）【職業倫理を育てたい】

5
《養護教諭は、保健室ボランティアを受け入れるにあたっては、学生の未熟
さ・修練・責任性に配慮して活動を工夫している》

【責任性との兼ね合い
に配慮】

6
《保健室ボランティアに手を挙げて来てくれるからには、養護教諭になろう
としっかりとした意志のある人が来ているのだから大丈夫と思っている》
（一匹狼）

【保健室ボランティア
への信頼感】

7
《保健室ボランティアから、養護教諭として逆にインスパイアされ、生産的
な仕事ができている。》

【有意義な刺激を受け
ている】

8
《保健室ボランティアを続ける中で、学生は子どもへの関心や活動への自主
性を育んでいる》 【自主性の手応え】

9
《保健室ボランティアによる、定期的な関りや、検診時・来室者対応時のき
め細やかでデリケートな配慮が子どもたちに安心感を与えている》

【保健室ボランティア
によるデリケートな配
慮】

10
《大学は、保健室ボランティアを送り出すにあたっては、活動に必要な知識
の習得、自己管理やマナー、活動の振り返りなどの事前事後指導をしっかり
行ってほしい》

【もっと大学のフォ
ローを！】

― １３０ ―



図 1 「養護教諭を志望する学生の図解」
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図 2 「養護教諭の図解」
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「保健室ボランティア」は、「大学の授業では、視力検査ができる子を対象にした授業しかしないが、

現場では、特別支援学級のようにできない子もいる。（元ラベル）」や「大学ではあまり学べないが、実際に

は知っておいた方がいい健康診断の事前準備や学校医の多様性を学んだ。（表札）」にもあるように、参加

した学生にとっては、大学の授業では学べない有意義な経験であったことが分かった。では、今

後どのように展開していったらよいであろうか。

今回の結果は、「保健室の実習は、教育実習だけでは、物足りなかった。（元ラベル）」「検診の途中に誰

かが来たときにどう対応するかなど、普段の保健室の様子をみたいと思った。（元ラベル）」にあるように、

モチベーションの高い学生の結果とも言える。従って、今後も導入するのであれば、あくまで学

生の自主的、意欲的な参加が望ましいのではないだろうか。

そして、「養護教諭という、同じ仕事を目指している人には、きちんとした人になってほしいし、ちゃん

とした養護教諭になってほしいと思っている。（元ラベル）」「保健室ボランティアでは、大学では学べない

学校現場の多様性や多面性、そして、それらにより培われた養護教諭の智恵を学んでほしい。（表札）」「大

学は、保健室ボランティアを送り出すにあたっては、活動に必要な知識の習得、自己管理やマナー、活動の

振り返りなどの事前事後指導をしっかり行ってほしい。（表札）」という受け入れ側の養護教諭の思いに

応えるためにも、本学の経験値教育を基盤にした制度設計を行う必要があろう。

引用・参考文献
１）杉本希映：「大学生による学校支援ボランティアの現状と課題」，目白大学心理学研究 第 9号，107-

119, 2013年
２）河田史宝：「保健室ボランティアにより養成される力量」，金沢大学人間社会学域学校教育学類教育実
践研究 第 39号，33-44，平成 25年

３）川喜田二郎：「KJ 法－渾沌をして語らしめる」中央公論新社 2004年 12月 5日 12版発行
───────────────────────────────────────────────

〔えざき かずこ 養護学〕
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【研究ノート】

咀嚼運動と骨密度、骨成長との関わり

河上 俊和1・田渕 正樹1・渡辺 敏郎1

藤澤 政美1・滝瀬 定文2

1園田学園女子大学人間健康学部
2大阪体育大学名誉教授

1．は じ め に

近年、朝食の欠食増加や咬合・咀嚼を十分に必要としない柔らかな食物や加工食品による食事

を嗜好する傾向が認められている。食環境の変化は、子どもの不正咬合や咬めない子どもの増

加、顎・脳頭蓋骨の脆弱化を招き、将来に及ぶ咀嚼能力の低下と歯の喪失リスクの要因になるこ

とが指摘されている1～3）。この背景は、小児期から咀嚼機能の獲得や咀嚼器官の発達に対する取

り組みが成長発育における重要な課題であることを物語るものである。また、食物性状と咬合咀

嚼及び咬筋発達との関係、下顎骨や顔面の骨格形態の成長に与える影響に関する動物実験による

報告2～6）を踏まえると、加齢に伴う自身の歯の喪失7）は、咀嚼能力の低下とともに骨密度の減少

に影響を及ぼし、高齢期における骨粗鬆症発症に関連することが危惧されるところである。

一方、若年期における咀嚼の不足や軟食化は、顎骨の発育不良に加えて肥満症のような全身的

な健康問題を招くことに対する懸念から8）、学校教育現場における保健学習や保健指導での咀嚼

指導や歯磨き指導の取り組みは、益々、重要性を高めることが考えられる。このため、咀嚼機能

の改善は、口腔機能や全身の健康状態、さらに骨成長及び骨粗鬆症予防にも貢献する9～11）ことが

期待されることから、咀嚼環境や咀嚼能力が最大骨密度の獲得や身体機能の改善・向上に関わる

効果を明らかにすることは、食育や健康教育において咀嚼機能の向上に取り組む意義を深める一

助になる。

ところで、咀嚼運動と骨密度との関係については、若年女性を対象とした咀嚼能力と踵骨の骨

密度及び筋力との関連性についての検討12）もなされている。これにより、咀嚼能力と骨密度との

関連が示されつつあるが、ヒトを対象とした実践的な研究では日常生活活動量や生活活動強度と

しての運動強度や運動量、食生活の個人差が大きく、検証結果を十分に精査することが難しい。

そこで、著者らが過去に報告したラット咀嚼運動モデルを用いた頭蓋骨骨密度や骨組織細胞に

関する組織学研究の成果13）を交えながら、咀嚼運動と骨密度及び骨成長との関わりを総説すると

ともに、今後の新たな研究課題とその展望について考察を加える。

園田学園女子大学論文集 第 56号（2022. 1）
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2．咀嚼の仕組みと身体機能との関わり

咀嚼14）は、食物を摂取してから咬断及び粉砕、混合、食塊の形成、嚥下するまでの動作プロセ

スである。この機能は、顎骨、顔面頭蓋の成長発育に咀嚼筋の機能が関与し、顎口腔系をなす筋

や靭帯、神経系の協調による機序で制御される。口腔の形態や機能的な条件は、食物性状や形態

などの影響を受けながら成長発育に関わり、ヒトの咀嚼運動は、咀嚼筋、舌骨上筋、舌骨下筋、

さらに胸鎖乳突筋などの頭蓋骨を支持する筋群、舌の筋、その他の口腔軟組織の協調活動による

制御を受ける。

咀嚼機能システムと身体器官との関係については、粉末飼料や液状飼料を用いた軟性飼料飼育

による咀嚼器官への影響について動物実験による報告6, 15～18）がなされている。顎骨や咀嚼筋の

発達の遅延は、顔面骨格の成長方向に変化を与え頭蓋骨全体の成長に影響を及ぼすことが確認さ

れている。このことは、咀嚼時には咬合力により発揮される張力の強さに応じて頭蓋骨の形や内

部構造、機能を適応変化させる仕組みを備えており、頭蓋骨の成長や構造の維持には、骨への外

力すなわち咀嚼運動による力学的負荷（メカニカルストレス）が不可欠であることを示してい

る。

一方、ラットやマウスの咀嚼運動は、ヒトと異なる特徴を有する。ラットなどの齧歯類や食肉

類は、強力で速い咀嚼運動が必要なため咬筋に TypeII 線維が多く、雑食であるヒトは TypeI 線

維が 70％以上を占めているため、長時間ゆっくりとした咀嚼運動を行うことが可能である19）。

この両者の特性は、食性や顎にかかる負荷の差異が筋線維の分化に影響を与えることが推察され

る。今回、ラットを用いた研究成果をとり挙げる理由として、ラットは咬筋の層構造が単純で頬

骨弓に対する筋線維の方向は平行に走行しており、咀嚼時は上下運動を主体とした運動で側方へ

のグライディングが少ないからである。また、ウサギの咀嚼20～22）は、臼歯で粉砕する側方運動

を伴ったグラインドタイプの運動が主体であるが、食物を咀嚼する際に咬筋により発生する力学

的な負荷が内部構造に与える変化については組織学的にも不明な点が多く残されているからであ

る。

また、咬筋は、上顎と下顎との間で開口する際に咬筋の伸長は開口運動の速度とともに運動感

覚の信号を脳に送る機械受容器として作用する役割を担う。閉口時には筋紡錘が機械的受容器と

して咬筋両端の収縮に関与する。さらに、咬筋は上顎骨と下顎骨の間を走行し筋線維は腱線維を

介して骨組織に停止している。この構造特性は、固形物の咀嚼に対して咬筋の腱にかかる張力を

調節するため、咬筋の腱紡錘が咀嚼力の程度や食物硬度に関する情報を中枢に伝達することに加

えて、咬筋による発揮張力が顎骨及び頭蓋骨に作用し骨組織内の細胞により刺激が感知され、骨

芽細胞による骨基質の形成（メカノトランスダクション機構）を作動させる上で都合の良い構造

を構成していると考えることができる。
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3．運動による骨へのメカニカルストレスと骨リモデリング

骨は、荷重や運動などのメカニカルストレスにより骨局所における骨形成と骨吸収の平衡を保

ちながら骨の量と構造を維持する（骨リモデリング）。骨リモデリングは、骨の細胞群や局所制

御因子としてのサイトカインなどが複雑に関わる現象であり、骨細胞及び骨芽細胞、破骨細胞が

相互に作用しながら骨改造に重要な役割を演じる（図 1）。

骨代謝は、全身性の液性因子として副甲状腺ホルモン（parathyroid hormone ; PTH）や甲状腺

ホルモン（calcitonin ; CT）、女性ホルモン（estrogen）などの影響を受ける。骨髄及び骨基質に

存在する多くの細胞群は、骨代謝の状態や骨に加わるメカニカルストレスの影響により産生され

る局所性因子（サイトカイン）の作用を骨芽細胞と破骨細胞が受容し、骨芽細胞による骨形成と

破骨細胞による骨吸収により骨の量と構造が制御される23）。骨リモデリングの機能には、重力や

体重（荷重）、運動による骨への衝撃力や歪み、撓みといったメカニカルストレスが骨に加わる

ことが重要である。また、Wolff の法則24）で知られるように、骨はメカニカルストレスに応じて

骨を修復、再構築し骨の内部構造や量を変化させることで力学的な環境に適応する。

骨内部では、どの細胞が如何にしてメカニカルストレスを感知し、情報伝達機構を介して骨表

面の骨芽細胞や破骨細胞の機能を調節しているのかについては、探索すべき機序が多く残されて

いるものの、骨細胞は骨に備えるメカノセンサーとして最も有力な細胞である。骨細胞25）は、骨

基質の中にあって骨にかかる荷重を感知し、突起を通じて情報を骨芽細胞へ伝達し、骨形成を調

節する情報伝達系としても機能する（図 2）。

HE­stain（×40）
図 1 ラット大腿骨海綿骨梁の HE 染色像

Ocy : Osteocyte（骨細胞），Ob : Osteoblast（骨芽細胞），
Oc : Osteoclast（破骨細胞）
HE­stain : Hematoxylin and eosin stain（HE 染色）
光学顕微鏡写真（HE­stain）：河上俊和 撮影

図 2 ラット大腿骨における骨細胞の走査型電子顕
微鏡像

図 2 Kawakami T, Takise S and Kawata H : Effects of
physical exercise on femoral bone mineral density
and osteocyte micromorphology in young ovariec­
tomized（OVX） rats. Jpn J Phys Fitness Sports
Med, 59 : 395­406, 2010. より引用
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4．咀嚼運動と骨密度、骨成長

咀嚼は、顎骨が咀嚼筋を介して咬合力を発揮するシステム（咀嚼運動）であり、食物の性状や

形態などの咀嚼環境条件の影響を受けながら顎骨や顔面頭蓋の成長発育に関わる。

これまで、食物性状と咬筋の張力や発達との関係、下顎骨や顔面骨格の形態学的な成長との関

係について、動物モデルを用いた実験による報告がなされている2～6）。例えば、実験的にラット

の下顎の臼歯列を頬側への拡大により咬合異常モデルを作成し、咬合異常が下顎頭に及ぼす影響

について組織形態学的に検討を加えた研究も報告されている26）。著者らは、食物性状の違いがラ

ット頭蓋骨に及ぼす影響を検討するため、ラットを固形飼料群と粉末飼料群に分けて行なった研

究を経験している13）。この研究において、固形飼料群が固形飼料を破断する際に咬筋より発揮さ

れる張力について、フォースプレートを用いた測定を行なったところ、ラットは固形飼料を破断

する際に平均 305±46 N の筋力を発揮し、ラットが 1日あたりに 30 g の固形飼料を完食するま

での間には 663±13（times/day）の咀嚼運動が行なわれていた。そこで、咀嚼運動条件の違いが

両群の咬筋重量及び頭蓋骨骨密度、骨塩量に及ぼす影響を測定した結果、固形飼料群の方が粉末

飼料群に比べて各測定項目とも高い結果が得られた（表 1）。

また、咀嚼運動が頭蓋骨の骨基質に与える効果について、骨基質石灰化因子の DMP-1（dentin

matorix protein-1）を標的として免疫組織化学染色による分析を加えた結果、DMP-1はメカニカ

ルストレスが負荷される固形飼料群の骨小腔に多く陽性反応が観察され、骨小腔数も増加する

（図 3）。

さらに、骨細胞は、固形飼料群では骨細胞の細胞体から垂直に走る細胞突起が発達し、骨細胞

表 1 固形飼料群および粉末飼料群における頭蓋骨の形態的特徴と骨密度の測定結果

Measured parameter Solid feed group Powdered feed group

Body weight Weight（g）
Cranial weight（g）

406±28.7
7.32±0.47*

382±25.3
6.72±0.18

Skull Long axis（mm）
Transverse axis（mm）

47.3±1.15
12.8±0.48

46.4±0.82
13.0±0.11

Masseter muscle Weight（g）
Area（cm2）

3.44±0.33*
4.82±0.11

3.00±0.13
4.41±0.15

Bone mass BMC（g）
BMD（g/cm2）

1.86±0.11*
0.39±0.02

1.63±0.09
0.37±0.01

Mean±SD., * : p＜0.05
Solid feed group：固形飼料群， Powdered feed group：粉末飼料群
Body Weight：体重［Weight：重量］
Skull：頭蓋骨（Cranium）［Cranial weight：頭蓋骨重量，Long axis：長軸長，Transverse axis：横軸長］
Masseter muscle：咬筋［Weight：重量］
Bone mass：骨量［Area：面積，BMC（Bone mineral content）：骨塩量，BMD（Bone mineral density）：骨密度］
表 1：Kawakami T, Takise S, Fuchimoto T and Kawata H : Effects of masticatory movement on cranial bone mass

and micromorphology of osteocytes and osteoblasts in developing rats. Asia Pac J Clin Nutr, 18（1）：96-104,
2009．より引用
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同士が密に連絡することにより細胞間ネットワークの構築が促進され、骨細胞間及び骨細胞と骨

芽細胞との間におけるメカニカルストレスの情報伝達に適した構造を呈している。そして、固形

飼料群の骨表面は比較的小型の骨芽細胞で覆われているが、粉末飼料群は薄く扁平で大型の骨芽

細胞と細胞間隙間が観察される（図 4）。1個の骨芽細胞によって形成される骨領域は、ラットで

平均 136 μm2から 177 μm2で、1個の骨芽細胞辺り毎日 470 μm3の骨基質が作られる27）ため、骨

芽細胞の数や大きさは骨基質の合成を行う上で重要な要素である。

骨の量と構造は、全身性因子や神経系因子などの作用を受けながら精密に調節されているもの

の、咀嚼運動モデルを用いた研究成果を踏まえて考えると、顎骨とともに口腔機能を支える頭蓋

骨では、食物性状や咀嚼運動により生じるメカニカルストレスを受けて骨改造を営む反応が骨密

度の調節に不可欠な要因である。

図 3 固形飼料群および粉末飼料群における頭蓋骨の光学顕微鏡像
A：固形飼料群 HE-stain（×40），B：固形飼料群 DMP-1（×40），C：粉末飼料群 HE-stain（×40），D：
粉末飼料群 DMP-1（×40）
HE-stain : Hematoxylin and eosin stain（HE 染色），DMP-1 : dentin matorix protein-1（免疫組織化学染色）
図 3 Kawakami T, Takise S, Fuchimoto T and Kawata H : Effects of masticatory movement on cranial bone mass

and micromorphology of osteocytes and osteoblasts in developing rats. Asia Pac J Clin Nutr, 18（1）：96-104,
2009. より引用
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5．研究の課題と展望

健康的な咀嚼習慣は、口腔関連領域のみならず脳組織や血糖調節、運動器の機能に良好な影響

を与えることが期待されている10, 11）。特に、咀嚼機能は、加齢に伴う骨強度の変化との関連に

おいて骨成長や骨密度の増加に関わる要因になる可能性が考えられることから、咀嚼を「咀嚼運

動」として捉えて発育期の骨成長との関係に着目している。この理由として、咀嚼運動が、骨組

織の成長因子を介した骨リモデリングに関わる分子機序について組織学研究による探索を行うこ

とは、骨成長の観点から発育期における咀嚼運動の意義を深められるからである。

一方、骨組織は、能動的な内分泌器官である。骨基質に由来するオステオカルシンは局所制御

因子としてのみでなく、筋収縮により生じるマイオカインに分類され、生体の恒常性維持に関わ

るとともに消化管や膵臓に作用しインクレチンやインスリンといったホルモンの分泌を介して骨

代謝に影響を与えるといった意見が散見される28～33）。このオステオカルシンは、咀嚼運動によ

るメカニカルストレスにより他の石灰化促進因子とともに顎骨や頭蓋骨といった骨局所に発現が

誘導されるのみでなく、液性因子として大腿骨や脛骨のような末梢の骨組織にも影響を与える可

能性があると捉えると、咀嚼運動に伴い分泌が惹起されるインスリンは、液性因子として骨組織

を標的臓器の候補として到達する。その際、インスリンレセプターを介した同化を促進させるシ

グナル伝達系が骨基質に存在する、もしくは骨基質においてインスリンの作用28）による細胞内シ

グナル伝達系を介した石灰化因子の発現が誘導されるシステムが作動する可能性を考えるが、こ

れらの要因による骨基質石灰化に関する分子機序は興味深いところである。

以上より、著者らは、骨リモデリングに関わる新たな調節因子としてマイオカインの関連とそ

の作用機序に着目し、今後も咀嚼運動モデルを用いた実験と免疫組織化学実験法を応用した組織

学研究から骨密度及び骨成長を制御する分子メカニズムの解明を目指す。

Solid feed group：固形飼料群 Powdered feed group：粉末飼料群
図 4 固形飼料群及び粉末飼料群における頭蓋骨骨芽細胞の走査型電子顕微鏡像

Arrow：骨芽細胞間における細胞間隙
図 4 Kawakami T, Takise S, Fuchimoto T and Kawata H : Effects of masticatory movement on cranial bone mass

and micromorphology of osteocytes and osteoblasts in developing rats. Asia Pac J Clin Nutr, 18（1）：96-104,
2009. より引用
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【研究ノート】

教職課程における造形表現関連科目の教材開発
──子どもの表現過程を多面的に捉えるための題材の提案──

大野木 位 行

は じ め に

阿部宏行氏の行った平成 27年（2015年）の調査によると、ある図画工作科の教科書掲載の各

題材中、実施率の低さが顕著だったのは「造形遊び」に類するものであった1）。その前後、身近

な学校現場で見聞きする図画工作の実施状況を思い起こしてみても、「造形遊び」の実践を積極

的に推進している教員、あるいは教員の研究会等はほとんど見当たらなかった。

そうしたこともあって、今年度担当している講義科目「図画工作」では本学 1年次生 51名に

対しアンケート調査を行ったが、「図画工作の種類で『造形遊び』という活動を知っていますか」

という問いに対して「知っている」と明確に回答した学生は 1名であり、「名前は聞いたことが

ある」と回答した学生が 21名、「知らない」と回答した学生が 29名だった。

この質問に続けて、「知っている人にも知らない人にも質問します。『造形遊び』はどんな活動

だと思いますか」という自由記述の質問を行ったが、多くは「作品を作って遊ぶ」や「思うまま

に表現すること」という記述に類する回答であり、中には材料を具体的に挙げ、「粘土」や「積

み木」、「折り紙」で好きなものをつくって遊ぶことという主旨の回答を寄せる学生も目立った。

これらの回答は大変短い記述だったため、さらに詳しい意図は測りかねるが、いずれにしても、

「絵や立体、工作に表す」活動との大きな違いを指摘する回答はなく、従って、学習指導要領に

分類される「造形遊び」と「絵や立体、工作に表す」という両者の違いに対する意識は皆無であ

ったと推測される。

「造形遊び」と「絵や立体、工作に表す」活動は、特に表現過程が大きく異なり、この理解が

なければ一定の指導計画の下に取り組む学習指導において、単に指導者が戸惑うのみならず、誤

った見方で子どもを指導することにもなりかねない。指導者は基本的には自己の学びに基づいて

子どもを指導するものだから、「造形遊び」の理解抜きに図画工作科の指導に臨むことはそのよ

うな危うさを孕むことになるといえるだろう。そうした事態を避けるためにも、学生は大学教育

の教員養成課程における図画工作科教育において、「造形遊び」の意義や「絵や立体、工作に表

す」活動との相違を十分に学んでおくことが肝要であろう。

また、この問題に加え、教育現場において実施率が低く指導者の理解が十分でないと推測され
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るのが「鑑賞」活動である。この活動は独立した題材として設定されているもの自体が少ない

上、一般的に“図画工作科の活動即ち作品をつくること”というイメージが強固であることも相

俟って、学生においても教科の活動として十分認識されているとは考えにくい。学習指導要領図

画工作科の「第 3 指導計画の作成と内容の取扱い」の中に「ただし，『B 鑑賞』の指導につい

ては，指導の効果を高めるため必要がある場合には，児童や学校の実態に応じて，独立して行う

ようにすること」とあるように、必ずしも鑑賞活動を独立した題材として取り組まなくてもよい

ことが示されているので、「A 表現」にあたる活動の中で子どもの感受の姿として鑑賞活動の

局面を見出し、そこで指導・評価することができる。しかし、このような子どもの姿こそが「表

現と鑑賞の一体化」であり、鑑賞に特化した活動での子ども理解にも増していっそう重要なのだ

が、表現と鑑賞が一体化した活動の中に子どもの鑑賞する姿を認め、評価するためには鑑賞とい

う行為の本質を理解していることが必要となり、それだけに、学生には教科の活動である「鑑

賞」に対する確かな理解が求められるのだ。この点、学生には「造形遊び」と同様の危惧があ

り、やはり、教職を目指す者として「鑑賞」について十分に学んでおく必要がある。

以上のような問題意識から、学生が「造形遊び」の特質や「鑑賞」のあり方について楽しみな

がら学べる教材はいかなるものか考えるに至った。“講義するは易く理解させるは難し”であり、

理論的解説を見聞きしたからといって数多くの受講学生に「造形遊び」や「鑑賞」の意義・特質

についての理解が浸透するとは思えない。学生が何等かの感情移入が可能な体験的な学びを設定

し、身を以て理解できるような活動が必要であろう。それ故に大学の授業の教材としての題材研

究が重要なのである。

「造形遊び」の特質について

「造形遊び」は、そもそも子どもの日頃の遊びの姿に基づいて構想されたものであるから、美

術の形式として確立された「絵画」や「彫刻」、そして、機能的工作物としての玩具等から形式

や機能を借りて教材化された「絵や立体、工作に表す」活動とは特質を異にするのであるが、

「造形遊び」の特質は、活動の始まりや、その後の活動の広がりにある。この相違について、「図

画工作編 学習指導要領（平成 29年 6月告示）解説」では「造形遊び」を「身近にある自然物

や人工の材料，その形や色などから思い付いた造形活動を行うものである。児童は，材料に働き

かけ，自分の感覚や行為などを通して形や色などを捉え，そこから生まれる自分なりのイメージ

を基に，思いのままに発想や構想を繰り返し，手や体全体の感覚などを働かせながら技能などを

発揮していく」活動であり、「遊びのもつ能動的で創造的な性格を学習として取り入れた材料な

どを基にした活動」であると定義している。また、「結果的に作品になることもあるが，始めか

ら具体的な作品をつくることを目的としない」活動であるとともに「思い付くままに試みる自由

さなどの遊びの特性を生かしたもの」であることが示されている。

その一方、いうまでもなく、「絵や立体、工作に表す」活動には、（どれほど素朴でおぼろげな
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ことであっても）イメージや計画、目的といった心的に先立つことが必ず認められ、これらがい

わば目標や工程となって活動過程を導くことになる。「造形遊び」においては材料や用具という

ものは全てが発想・構想のきっかけになるものだから、子どもは「そこから生まれる自分なりの

イメージを基に，思いのままに発想や構想を繰り返し，（中略）技能などを発揮していく」のだ

が、「絵や立体、工作」では材料や用具の全てが、活動に先立つイメージや目的を実現するため

の道具的存在であり、これらはイメージの物体化のために必要に応じて変更され得る。よって

「絵や立体、工作」は主に作品を志向するものであるのに対して、「造形遊び」は「結果的に作品

になることもあるが」必ずしも作品として完結するとは限らない。これは要するに表現過程が大

きく異なるということである。換言すれば、「造形遊び」が“もの”との対話から始まるのに対

し、「絵や立体、工作」が“イメージ”との対話から始まるということもできよう。また、対話

の対象が“もの”に始まるとすれば、“もの”の延長線上にある環境も、対話の始まりにおいて

対象となり得ることが容易に理解されよう。つまりは、「造形遊び」の材料は子どもが扱い得る

もの全てということになり、極論すれば、子どもがそこにいる空間全体が造形活動の対象とな

る。

鑑賞の本質について

一般的に美術鑑賞とは、作品や人工物、自然物の美的側面を見ることによって感受し味わう行

為である。形式的には、鑑賞の対象から一定の距離を保ち、これを見ることに専念する。工芸的

な作品や手に取って見られるものならば、抱えたり、撫でたり、手に取って感触を味わうことも

含めた行為によってこれを行う。ただし、鑑賞の対象を加工することは基本的にあり得ない。

しかし、鑑賞の本質は対象の美的側面の「感受」である。もちろん、今や、何かを眺めたり、

何かに触れたりして味わうことのよさは美的な事柄にあるとは限らないし、美なるもの以外の感

受も当然あり得るが、いずれにしても、見て、触れてその対象に何かを感じ取る刹那に鑑賞は成

立しているといわねばならない。だから、作品をつくっている最中、材料を加工している最中

に、材料の形や色、質感に何事かを感じ取り、好ましいと思えばこれをさらに洗練し、嫌悪を感

じればこれを改変する。鑑賞の形式的な側面にのみとらわれれば、こうした過程に生起する感受

の心的作用は見逃されてしまうだろう。

子どもの造形活動においても、その一々をつぶさに観察すれば、手を止めてつぶやいていた

り、友だちと活動について話していたり、あるいは、じっと材料を見つめるなど、表出とは異な

る活動過程が看取できる。その行為に材料、用具、作品等が介在していたならば、それも活動に

対して子どもの造形的な資質、能力が大いに発揮されている局面であり、活動の停滞ではあり得

ない。それは子どもによっては表出の局面以上に楽しく、充実したひと時にもなり得るものであ

る。
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表現過程のあり方に自覚的になるための教材について

今回発案の教材については、「造形遊び」特有の表現過程と、材料を加工するなど“つくる”

という行為の内に鑑賞が成立するという過程に対して、学生が自覚的になれることを意図したも

のを試みた。

「造形遊び」特有の表現過程としては、「材料に働きかけ，自分の感覚や行為などを通して形や

色などを捉え，そこから生まれる自分なりのイメージを基に」表現を試みるというあり方、ま

た、「思いのままに発想や構想を繰り返し，手や体全体の感覚などを働かせながら技能などを発

揮していく」というあり方が活動過程に見られるようにしたい。そして、「鑑賞」については、

活動において“つくる”こと以上に“みて感じる”ということが重要となり、“みて感じる”と

いう行為が活動過程に頻出するようなプロセスが自覚できるようにしたいと考えた。そうするこ

とで、活動の始まりにおいてイメージや計画、目的を設定し、その実現、物体化に向けて活動す

る「絵や立体、工作に表す」活動とは異なる活動過程があるという学び、また、表現活動が単な

る表出ではなく、細やかな感受を伴った活動であるという学びが得られるようにしたいと考え、

そうした教材にふさわしい題材を構想した。

構想した題材は、「かたちの小窓」と命名し、活動内容の都合上、その最終形態は写真という

形での仕上がりとした。上図 1はその一例である。この活動に取り組んだ学生は、他大学で私が

担当する「図画工作科教育法」という講義科目の受講生 89名である。2年次生が大半を占める

が、教育実習も終えておらず、まだ多くが小学校現場に愛着を感じていない学年だと推測され

た。このことがなぜ問題かといえば、このような学生たちは図画工作科の題材など過去のもので

図 1 学生作品
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あり、子どもじみたことと考えているのではないかと推測されるからだ。この学生たちに伝えた

活動の主旨は次のとおりである。

「好きな景色を、画用紙でつくった小窓から覗いて、面白いと感じたところを小窓ごと写真に撮

ってきてください。一人で活動するのが難しければ、誰かに手伝ってもらって構いません。」

この活動は、画用紙を切り抜くなどして加工し“小窓”をつくる行為、また“小窓”から覗き

見る景色を探したり、探した景色を“小窓”から覗き見たりする行為、そして、景色と“小窓”

を組み合わせて全体を眺める行為、最後に、この全体を撮影し画像として残す行為で成り立って

いる。

この中で、撮影対象となる景色を探し、この行為に触発されて“小窓”の形を思い付いたなら

ば、それは「造形遊び」の定義でいうところの「身近にある自然物や人工の材料，その形や色な

どから思い付いた造形活動を行う」過程にあたる。また、「材料に働きかけ，自分の感覚や行為

などを通して形や色などを捉え，そこから生まれる自分なりのイメージを基に，（中略）技能な

どを発揮していく」過程を経たと考えることができる。

また、全体を通じて大部分を占めるそれぞれの“みて感じる”行為、即ち“小窓”から覗き見

る景色を探したり、探した景色を“小窓”から覗き見たりする行為、そして、景色と“小窓”を

組み合わせて全体を眺める行為、最後に、この全体を撮影し画像として残す行為は、表現者であ

る学生たちにとってより好みに合ったものを吟味する行為として「鑑賞」活動にあたることはい

うまでもない。

学生たちは、これらの行為を体験することによって、作品づくりには「絵や立体、工作に表

す」こととは異なる表現過程があり、作品を“つくる”という過程の中に“みて感じる”という

鑑賞行為が介在することを自覚するわけだが、ただし、この題材で想定される表現過程には「絵

や立体、工作に表す」活動と同じ過程を経ることも考えられる。学生の心中に眺めてみたい景色

のイメージというものがすでにあって、そこに浮かび上がる“小窓”の形、いわゆるシルエット

が想起され、そうしたイメージに合致した景色を探して作品化しようとした場合、イメージに基

づく予定調和的な活動となるため、それは「絵や立体、工作に表す」活動に近いものとなる。ま

た、子どもの活動によく見られることだが、題材提案の内容に関わらず、手にした材料そのもの

に触発されて“やってみたいこと”に取り組もうとすることがある。例えば、本題材の場合、画

用紙を渡されると景色を探すことや吟味することはあまり意識されなくなり、何より画用紙を好

きな形に切ってみたいと考えるケースである。このような場合もまず切ってみたい画用紙の形が

イメージされ、切ることに取り掛かろうとすることから「絵や立体、工作に表す」活動に近い表

現過程を経ることとなる。当然、これらの展開は予想されることなので、そうした場合には学生

たちには自他の活動を比較することによって、様々な表現過程が在り得ることを学んでほしいと

考えていた。結果は後述するが、予想に違わず想定される全てのケースが確認された。
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ここで、「造形遊び」の表現過程を問題にするのならば、「造形遊び」として取り組まれている

既知の題材を提供してもよかったと考える向きがあるかもしれないし、また、表現活動の中に鑑

賞という行為が介在するという学びについても、図画工作科の代表的な題材のどれを選択しても

その気付きは可能である。しかし、それらの題材をあえて採用せず、独自に写真撮影を手段とし

た題材を設定したことには意味がある。

私が図画工作科の指導について授業を担当してきた学生たちの様子から気が付いたのは、学生

たちの半数以上が造形活動に苦手意識を持っていたり、図画工作科の題材が子どもじみており夢

中になれないと感じていたりするなど、図画工作科の活動を存分に楽しめないという現状だっ

た。おそらく、学生たちは小中学生時代よりこのかた、造形的な活動から離れて久しいことや、

そもそも子ども時代から造形活動にのびのびと親しむことがなかったなど、何らかの事情があっ

たとも考えられる。また、成長過程での自然な成り行きとして、小学生時代のことは既に過去の

ことであり、当時楽しんだこととは異なる耳目に新しいものを求める現在の心情も理解できる。

今回発案した教材は、子どもに指導すべき知識や技能を学ぶものではなく、子どもが活動に夢中

になる中で自然にたどる活動過程を、その実感を以て学ぶものであるから、学生に強いて取り組

ませるような内容は極力避けることが肝要であった。その意味で、写真撮影を手段とする題材

は、当代の学生には最も馴染むものであろう。様々な SNS に画像を投稿して楽しむ学生は数多

く、スマートフォンを通じてそのような投稿画像やその他の様々な映像を楽しむ学生はそれ以上

に存在する。これらの理由により、題材の内容に配慮したという次第である。

この題材に取り組むにあたっては、事後の確認として以下のような質問をした。

質問Ⅰ あなたはこの制作にあたって、どのような過程を経ましたか？

①すてき（好き）な景色を探してから、その景色に合う“小窓”をつくって制作（撮影）した。

②好きな形の“小窓”をつくってから、その形に合う景色を探して制作（撮影）した。

③好きな形の“小窓”と景色の組み合わせを先に考えて、そのイメージに合う景色を探して制作

（撮影）した。

質問Ⅱ あなたはこの制作にあたって、やり直しをしましたか？

①一発で完成した。

②“小窓”をつくり直した。

③“小窓”に合う景色を色々探した。

④“小窓”を作り直し、景色も色々と探した。

⑤“小窓”と景色は決まったが、撮影し直した。

⑥全部、やり直した。

質問Ⅲ この課題に取り組んだ時、感じたことを書いてください。
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これらの質問により、前述の様々な表現過程が分類されることになる。また、これらの質問の

回答結果は以下のグラフ（図 2、図 3）に示した。

一目瞭然だが、上図 2のように、様々な表現過程が混在していることが分かる。問Ⅰの選択肢

③を選んだ回答者が、活動の最終形態としての作品を予めイメージして取り組んだグループであ

り、選択肢②を選んだ回答者が、まず画用紙を切ってみたいと考えたグループで、両者は「絵や

立体、工作に表す」に近い過程を経た一群である。この二者に対して、①を選んだ回答者が、作

品のイメージを持たずに景色を探した一群であり、始めに何らかのプランに導かれて活動したグ

ループとは表現過程が異なっているのである。また、上図 3では、①以外は何らかのやり直しに

取り組んだグループであり、やり直しは制作の活動を一旦休止し活動を吟味したことを意味する

から、こうした中で学生たちは自己の活動を自ら鑑賞したことになる。

このような過程について、活動に取り組んだ学生のふり返りをいくつか挙げてみたい。

「外出するのを躊躇う時代なので、家の中で何かをテーマに頑張ろうと思っていた時、床と目が

合いました。普段は何も意識しないですが、この機会にと思い、自分の部屋の床を眺めてみる

と、普段は意識しないような、様々な模様が描かれていて、とても綺麗だと感じ、背景にするこ

とに決めました。『床』という漢字を用いたのは、『床』という漢字の成り立ち（屋根の象形と、

寝台を立てて横から見た象形とそれを覆う木）を知ったからです。床についての理解が深まって

から床を見ると、これまでとは違った床が見えました。」

この学生の表現過程はまさに、イメージなきところに偶然、床の模様や質感の面白さが目に留

図 2 図 3
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まり、作品化の着想を得たケースである。作品は「床」という漢字を象った“小窓”の向こうに

床の木目が見えているというものであり、「造形遊び」特有の表現の広がりという点でも、「床」

という漢字のイメージが床の木目とともに想起され、トートロジカルな発想が浮かんだところが

ユーモラスである。

「一番始めにパッと思い付いたのがこの形でした。空が好きということもあって自分じゃない誰

かが外を見ている、憧れているような雰囲気にしたくてこのような形にしました。本当は見上げ

ている構図にしたかったのですが、無意識に切り始めたら宇宙から星を見ているような形になっ

て、これもこれでいいなと思い、つくり直さずそのまま使ってみました。広角レンズで撮ってい

るので光の輪っかができていたり、夕方特有の空の色が小窓を通すことで、もっときれいに感じ

ることができると思います。普段の駅からの帰り道で撮っているので、いつもの風景、空に注目

してみるとこんなにもきれいなんだということが伝えられたらいいなと思います。一人で撮るた

めに風で折れ曲がったりうまく撮れないことが多くて、道端でしゃがんだり、ずっと小窓とスマ

ホを掲げてたり、きれいに撮るために試行錯誤の連続でした。本当は夜の風景を撮りたかったの

ですが明度を落とすとどうしても小窓が見えなくなってしまい何枚も撮りましたが納得がいくも

のにはなりませんでした。写真を撮ることが好きなので、この課題に気合いをいれて取り組んで

いました。とても楽しかったです。」

この感想から読み取れるのも、始めから具体的な作品のイメージはなかったということだ。こ

の学生の場合は、空が好きであるという漠然とした方向性があっただけということである。そし

て、空を眺めながら「無意識」に“小窓”の形をつくり始め、むしろその「無意識」下に取り組

んでできた形が気に入っていくという過程、そして、吟味を重ね試行錯誤を繰り返す鑑賞行為の

過程がうかがえる。

「この写真は自分の家のベランダから撮りました。紙をデフォルメされた人型に切り抜き自分と

自分の周りの環境を写真に収めようとしました。なぜこうしたかと言うと 20年間同じ家で過ご

し毎朝見ている変わらない景色こそ素敵な景色であり自分の 20年を表せるのではないかと思っ

たからです。また、ステイホームが良しとされる今だからこそ家の中からでも素敵だと思える景

色を探しました。」

「枠は少女をかたどり、背景は大学の講義室で撮影しました。コロナの影響でオンライン授業と

なり、不必要となってしまった誰もいない教室を見て『生徒たちの学びの歓声が消えた』と感

じ、この気持ちを写真で表現しました。『終わりの見えない学びの静寂はいつまで続くのか』と

いう気持ちを少女の儚い横顔のシルエットと掛け合わせたのがアピール点です。また、少女の奥

に見える何も書かれていない黒板とたくさんの文字が書かれているパソコンから『直接声で伝
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え、書き、皆で共有することができない今』という大きな壁を表現しているところも自分なりの

アピール点です。撮影時に少女の向きを変えるだけで、少女の見えている景色や少女の気持ちに

大きな違いが出たと感じました。」

この 2人の学生も日頃眺めている景色に特別な意味を発見し、やはり始めに作品のイメージが

なかったからこそ、不意の発見に新鮮な思いを抱くことになったとも推察される。これなど「身

近にある自然物や人工の材料，その形や色などから思い付いた」代表的な例であるといえよう。

上記の両者に共通するのは、日頃見過ごしている、いわば日常に埋没してしまっている風景が新

鮮な輝きをもって眼前に広がっているという、事物との“出会い”であり、素材や環境が造形的

に特別な意味を持って活動の対象に変貌するという「造形遊び」特有の出来事が現前したという

事実である。

もちろん、こうした「造形遊び」に近い活動の始まりを体験した学生たちに対して、「絵や立

体、工作に表す」活動の始まりに近い表現過程をたどった学生たちもいるので、そのふり返りも

挙げておくことにする。

「窓をどんな形にしようか考えた時、シャボン玉が思い浮かびました。シャボン玉から見える景

色はぼやけていると感じたので、写真では窓から見える景色を少しぼやけさせ、自然の全てが窓

におさまるように撮りました。」

「普段自分の座っている場所から見える景色をステンドグラス風に切り抜いた紙を通して見るこ

とで、いつも見ているはずのものが違ったもののように見えとても新鮮だった。いくつも区切り

があるため、一つ一つの隙間から景色が切り取られたように見えるところもいいポイントだと感

じた。」

「まず形を先に切って、家の周りのどのような景色にはめると綺麗なのかを考えました。また、

黄色の花が良いと思った理由は見方によって黄色い花と黄色い蝶々という 2つの見方があるのが

とても魅力的であると思いました。」

この 3人の学生たちはいずれも画用紙の“小窓”づくりに最初の関心が趣いた事例であり、切

る形のイメージがまず想起された点が「絵や立体」の活動になっている。もちろん、その後の活

動では“小窓”に合う景色を探す過程が鑑賞となっていて、記述からも景色を味わう心情が十分

に読み取れる。
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お わ り に

今回試行した題材では、全員が「造形遊び」のような活動過程を経るのではなく、ほぼ確実に

活動過程が多様化すると予測できたことから、学生の趣味趣向にも配慮し、自他の活動過程をふ

り返ることを通じて、「造形遊び」のような活動過程もあり、また、造形活動が一方的に“つく

る”ことによって成り立つのではなく、活動の合間に“みて感じる”行為としての鑑賞が介在す

るという事実を捉えられる題材とした。そのようなことから、活動する学生一人一人は他者との

比較において、造形活動の多様性を知ることとなるわけだが、他者の活動が自己の活動と異な

り、それが「造形遊び」に近い表現過程であるというのは、事実として確認はできるけれども実

感に乏しいという危惧もある。鑑賞行為については、どの学生の活動においても十分な行為の過

程が確認できたが、今後の教材開発の課題としては、「造形遊び」の特質や表現過程のあり方も、

他者との比較において理解されるのではなく、自らの行為の内に実感されるような内容となるよ

う、益々研究を深めて効果的な教材を開発していきたい。そして、学生が教育現場で子どもの指

導にあたる前に、教職課程の授業において造形教育についての理解を十分深めた上で、教員とし

て巣立っていけるように努力していきたい。

出典
１）阿部宏行「子どもの絵の発達と指導のあり方 図画工作の年間指導の実施調査」美術教育学：美術科
教育学会誌 37巻（2016）p.13-22

───────────────────────────────────────────────
〔おおのぎ たかゆき 美術教育〕

― １５２ ―



【研究ノート】

保育における臨床心理的活動
──附属園での子育て相談について──

近藤 綾・中見 仁美

は じ め に

子育て支援の重要性が広く認知されてきたことで、子育てに関する相談の場は多様化し、以前

に比べて身近なところで気軽に相談が行えるようになってきている。中でも保育現場では、保育

者が子育ての相談にのるだけではなく、心理などの専門家を外部から招いて連携・協働しながら

相談活動を行う園が最近は多い。この背景には、発達障害の子ども、発達上の課題を抱える子ど

もやグレーゾーンなどの“気になる子”が増加傾向にあり、多様な対応や高い専門性が求められ

ていることも関係しているといえる。

本稿では、心理学を専門とする筆者らが継続的に行ってきた附属園での子育て相談活動につい

てまとめる。保育現場において、外部の専門家を招いた相談活動は大きく 2つに分けることがで

きる。1つは、保育活動に深く入り込んで「子どもの問題」に対処するために保育者と協力して

行う活動であり、もう 1つは「母親が相談したいこと」に応えることを目的とした活動である

（山内、2017）。筆者らの相談活動の中心は、後者の「母親の相談にのる」であるが、必要な場合

は保育者と内容を共有し、子どもの観察を行って理解を深めている。2018年度からは、兵庫県

の幼稚園や子ども園にもキンダーカウンセラーが導入され、以降は、キンダーカウンセラーが行

動観察を中心とした「子どもの問題」に主に対応している。なお、キンダーカウンセラーとは、

文部科学省における小・中学校へのスクールカウンセラーの導入をモデルとした事業（小川、

2014）であり、外部の専門家が園に来てさまざまな相談にのる活動である。この取り組みは、大

阪府私立幼稚園連盟が 2003年から開始し、現在、自治体レベルで活動が進められている。

本学の附属園において、心理学の専門家による子育て相談がいつから開始されたかは不明であ

るものの、今の 2名体制で実施して早いもので 10年が経つ。その区切りとして、これまでの活

動を一旦振り返り、今後の相談活動に活かしていくことは意義がある。従って、本稿では、附属

園での子育て相談について整理し、その意義や可能性、今後の課題について考察することを目的

とする。具体的には、これまでに依頼された保護者の相談に焦点をあて、保護者が困っているこ

と、心配していることについてその内容の分類や頻度を分析し、子育て相談に関する基礎資料を

得ることで、今後の活動をより充実させることへとつなげたい。

園田学園女子大学論文集 第 56号（2022. 1）
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方 法

Ⅰ．相談の概要

相談は 2か月に 1度の割合で年に 5回程度行った。年度初めに、1年間の相談スケジュールを

園と相談して決めた。1回の相談時間は、その日の相談依頼件数にもよるが相談者 1名につき 30

～60分程度であった。相談の申し込みは、園の担当者が事前に申込書を保護者に配布して募集

し、それらを回収、時間調整を行い、筆者らと事前に共有した。なお、申込書には、名前、クラ

スと簡単に相談内容を記入してもらった。相談は、プライバシーが保たれるように配慮された一

室で行った。情報の共有が必要と思われる場合には、保護者に許可を得た上で相談後に保育者と

情報を共有した。また、子どもの様子を詳しく知りたい場合には相談後や後日、子どもの様子を

観察したり関わったりした。なお、毎回の相談内容はデータに記録して保管した。

Ⅱ．相談期間及び対象

2011年 4月～2020年 3月までの 10年間の相談内容を分析の対象とした。本学附属園に在籍し

ている子どもの保護者であれば誰でも子育て相談に申し込むことが可能であった。なお、相談者

の費用負担は一切なかった。この期間中ののべ相談依頼件数は 193件であり、161名の保護者が

相談を依頼した。相談者は全員母親であった。

Ⅲ．倫理的配慮

分析においては、個人が特定されることのないように配慮するとともに、あらかじめ、附属園

の園長に執筆内容について同意を得たうえで本稿をまとめた。分析結果については、本学の倫理

審査委員会へも報告書を提出している。

結 果

Ⅰ．相談項目

2011年 4月～2020年 3月までの期間の相談件数を分析の対象とした結果、のべ相談依頼件数

は 193件であった。Table 1は、年度別ののべ相談依頼件数および性別と年齢の内訳を示してい

る。園の都合やこちらの都合で実施が困難な場合もあったため、相談件数は年度によってばらつ

きがあるが、平均すると毎年 19件程度の相談件数であった。また、分析は保護者からの相談依

頼件数を対象としたが、これ以外に保育者からの相談も毎回ではないが受けていた。性別につい

ては、女児よりも男児の相談件数が多く、χ2検定の結果有意であった（p＜.01）。年齢について

は、有意差は認められなかったものの（p＞.05）、年少児の相談が年中児や年長児よりも比較的

多いことがうかがえた。年齢におけるその他の項目については、小学生の兄や姉、また 2歳以下

― １５４ ―



のきょうだいの相談が含まれた。

Figure 1は、保護者 1人当たりの相談回数の割合を示している。結果からは、1回のみの相談

がおよそ 8割を占めていることが分かった。継続して相談に来られる保護者については、毎回と

いうよりは、前回の報告として 2回目に来るといったように続けて来る場合が多かった。また、

年少児の時に相談して、年中児になって 2回目の相談に来るなど、学年をまたいで相談に来られ

るケースもみられた。

次に、2011年 4月～2020年 3月までの 10年間の相談について、申込書に書かれた相談内容を

分類した。分類は、柄田・佐藤・加須屋（2018）を参考とし、発達心理学や臨床心理学を専門と

する筆者ら 2名で吟味していくつかの項目を追加、削除して選定した。申込書に複数の相談項目

が記載されている場合は、その中で主に相談した内容を 1つに絞って分類した。Table 2は相談

項目と具体的内容を示している。分類は、筆者ら 2名が各自で行い、一致率は 84％であった。

一致しなかった項目については、両者で協議して最終的な項目を決定した。

Figure 2は、Table 1の相談項目をもとに、分類結果について性差を含めて示したものである。

分類の結果、おねしょ、食事、習癖といった生活習慣に関する相談が最多であり、続いて行動の

問題、しつけ・しかり方の順に多かった。性別については、男児の保護者による相談件数が多い

ため、必然的に多くの分類項目で男児の割合が増えているが、きょうだい関係については、男児

8件に対して女児 9件と同程度であり、情緒・性格の問題については、男児 6件に対して女児 8

Figure 1 保護者 1人あたりの相談回数の割合

Table 1 年度別のべ相談依頼件数および性別と年齢の内訳

年度 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 合計

相談件数 6 15 22 15 24 20 16 17 34 24 193
内訳：性別

男児 4 11 17 9 14 10 14 8 18 16 121
女児 2 4 5 6 10 10 2 9 16 8 72

内訳：年齢
年長 3 4 4 7 8 1 5 5 8 6 51
年中 3 1 9 4 6 6 3 7 11 7 57
年少 0 7 4 3 7 12 5 4 15 11 68

その他 0 3 5 1 3 1 3 1 0 0 17
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件と女児の件数がわずかに多いことが分かった。

Table 3は、のべ相談依頼件数における年齢と相談項目別の結果を示している。最も相談依頼

の多かった年少児では、生活習慣が多く、次に行動の問題、きょうだい関係と続いた。年中児

は、生活習慣が最も多く、次いで、しつけ・しかり方、発達障害の相談依頼が多かった。年長児

では、生活習慣が最も多く、その他の相談件数にはばらつきがあった。結果より、どの年齢にお

いても生活習慣に関する相談件数が最も多くなっているものの、2番目以降は年齢によって相談

内容が異なっていることが分かった。

Table 2 相談項目と具体的内容

相談項目 具体的内容（例）

1．生活習慣 トイレットトレーニング、おねしょ、食事、ゆびすい、爪噛み、など
2．行動の問題 じっと座れない、落ち着きがない、かみつき、かんしゃく、など
3．しつけ・しかり方 食事のしつけ、しかり方、ほめ方、やる気、反抗期の接し方、など
4．発達障害 発達障害、療育について、発達の遅れ、発達障害児への対応、など
5．きょうだい関係 一人っ子の育て方、きょうだいへの関わり、赤ちゃんがえり、など
6．言葉の問題 言葉がでない、言葉がはっきりしない、吃音、滑舌の悪さ、など
7．友達関係 友達ができない、友達とのかかわり方、ケンカ、など
8．情緒・性格の問題 わがまま、マイペース、イライラ、人見知り、など
9．育児不安 子育てについて、イライラしてしまう、親子関係、など
10．就学関連 小学校への就学、発達検査、など
11．その他 保護者自身の悩み、など

Table 3 年齢と相談項目別ののべ相談依頼件数

年齢 生活
習慣 行動 しつけ 発達

障害
きょう
だい 言葉 友達

関係
情緒
性格

育児
不安

就学
関連 その他 合計

年長
年中
年少
その他

10†
14†
15†
3

6‡
4
13‡
3

5
9‡
6
2

6‡
7
5
0

2
6
8
1

3
2
6
5

5
6
4
1

5
4
4
1

3
4
5
1

5
1
1
0

1
0
1
0

51
57
68
17

その他以外の各年齢において最も多い項目を†、2番目に多い項目を‡で示す。

Figure 2 のべ相談件数における性差を含めた相談項目別の分類
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Table 4は、相談時期と相談項目別ののべ相談依頼件数を示している。相談時期についての χ2

検定の結果、4­7月が 8­11月と 12­3月よりも有意に多かった（χ2（2）＝25.01 p＜.01）。相談時期

は 4­7月が最も多く、この期間中、生活習慣に関する相談が最も多かった。また、8­11月につい

ても、生活習慣についての相談が最も多く、12­3月の時期では、相談内容にばらつきがみられ

た。

Ⅱ．園長アンケート

子育て相談について、附属園園長（2名）に簡単なアンケートを行った。アンケートは、本稿

をまとめる主旨を説明し、アンケートについて同意を得たうえで回答してもらった。質問は、①

大学教員が行う子育て相談に求めること、②子育て相談のメリット・デメリット、③今後の改善

や要望、であった。以下に概要をまとめる。

①については、保護者の継続的（最長 3年）支援、就学指導も含めた卒園後の方向性を示すこ

と、保育者の保育の見直しや新たな意欲づけができるような指導助言、などが挙げられた。②

は、メリットとして、保護者にとって相談しやすく心が軽くなる助言がもらえる機会、専門性が

高く新たな視点がもらえること、保護者自身の子育てや意識を知れる機会、在園児だけでなく卒

園児やきょうだいの相談もできることは保護者の安心にもつながる、などが挙げられ、デメリッ

トは特になかった。③では、機会があれば研修会を持ちたいこと等が挙げられた。

考 察

本研究の目的は、附属園で実施してきた 10年間の子育て相談の内容を整理し、今後のより充

実した相談活動を行うための示唆を得ることであった。結果から相談の傾向として、相談依頼は

1学期（4月－7月）に男児の相談が多く、頻度は 1回の相談で落ち着く場合が多いこと、相談

内容は生活習慣や行動についての相談が多く、年少児の相談がその他の年齢よりも若干多いこと

が分かった。

性別では女児より男児の相談が多かった。男児の方が、行動が活発で、言葉の遅れや発達の問

題が表立って生じることが多いため、相談依頼が多いのは当然の結果のように考えられた。ま

た、小崎（2014）も示しているように、相談者はすべて母親のため、異性である男児の子育ての

方が、悩みが多い可能性も考えられる。年齢については、有意差は認められなかったものの、比

Table 4 相談時期と相談項目別ののべ相談依頼件数

時期 生活
習慣 行動 しつけ 発達

障害
きょう
だい 言葉 友達

関係
情緒
性格

育児
不安

就学
関連 その他 合計

4­7月
8­11月
12­3月

24†
11†
7†

17‡
3
6‡

12
4
6‡

10
3
5

8
4
5

6
6
4

5
7‡
4

6
4
4

5
2
6‡

3
1
3

1
1
0

97
46
50

各時期において最も多い項目を†、2番目に多い項目を‡で示す。
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較的年少児の相談が多かった。ほとんどの子どもがはじめての集団生活のため、環境の変化によ

り子どもも保護者も気になる点が多くなるのは当然だろう。“他の子どもと比べてうちの子は…”

と比較対象ができることによって気になる要素も増えると考えられる。例えば、年少児の 4-11

月の時期では、毎年おねしょやトイレットトレーニングに関する相談が多い。個人差が大きいた

め、個人のペースで進めるのがベストであるが、保護者にとっては他の子に比べて自分の子ども

は大丈夫かと不安になりやすい点だといえる。また、分類では生活習慣の項目が最も多く、トイ

レ関係以外には、ゆびすい、爪噛み、好き嫌いの相談がほとんどであった。これらの生活に関す

る習慣は、保護者が日々の子育てに真面目に取り組んでいるからこそ生じる悩みであり、子ども

のことをしっかり観察できているからこそ心配になる点であると捉えられる。

相談時期については、4-7月が最多で、生活習慣に関する相談が最も多かった。新しい環境へ

の不安や不適応など、年度が変わり子どもたちや園全体が落ち着かない時期であることが相談件

数の多さに反映されているといえる。また、8-11月も生活習慣についての相談が最も多く、夏

休みから 2学期になる際の生活リズムの立て直しや母子分離の仕切り直しなどが要因として考え

られる。一方、12-3月の時期では、相談内容にばらつきがみられた。時期的に、子どもの行動

面は比較的落ち着くため、母親自身の子育てに関する心配や不安が相談内容に反映されたのでは

ないかと考えられる。

保護者 1人当たりの相談回数は、1回がおよそ 80％であり、1回の相談で落ち着くケースがほ

とんどであることが分かった。この結果は、幼稚園における子育てカウンセリングをまとめた坂

本・久保木（2019）でも同様であった。多くの相談内容が生活習慣や行動面の問題であり、母親

はリアルタイムに子どもの悩み相談をする場として子育て相談を利用するため、2か月に 1度と

いう実施の性質上、1回の相談で落ち着くケースが多かったと考えられる。また、坂本・久保木

（2019）でも論じられているように、実際の相談内容の多くは、各年齢段階で生じる定型発達で

よくみられる現象や行動であった。子どもたちの発達に応じた自己主張や行動の出現に戸惑いや

困り感を感じる保護者は少なくない。それらを相談し、子どもの習慣や行動の意味や、定型発達

の一環であることが分かり、さらに問題に対処するかかわり方や対応のバリエーションなどを知

ることで、保護者の安心につながるケースが多かったのではないかと考えられる。従って、その

ような発達的知識やその具体的なアドバイスを提供することが、専門家による子育て相談を実施

する意義の 1つであり、専門家として使命感を持つべき点であるといえる。この点については、

園長アンケートの子育て相談のメリットにも記載があり、園との共通認識の中で実施できている

といえる。

他に、相談を通じた保護者と保育者との関係性の構築が、1度の相談で問題が落ち着くことの

要因の 1つとも考えられる。保護者が園での子どもの様子を知りたい場合や、保育者とのかかわ

りに不安を抱いている場合には、担当保育者にも情報を共有し、保育者から保護者に対応いただ

くような働きかけを行ってきた。“先生方はクラス全体の子どもをみないといけないため、お忙

しいし時間がないし…”と遠慮しがちな保護者も少なくない。子どもは、園と家庭とで違った顔
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をみせることも多く、子どもの情報交換を行うことは、保護者の安心につながるだけでなく、保

育者が子どもを理解する上でも重要である。よって、両者の関係性を深めるきっかけとして子育

て相談後に、園での子どもの様子を保育者から保護者へ伝えていただくよう働きかけることは、

その後の子ども理解にもつながる重要な要素の 1つだといえる。そして、このような側面が 1度

の相談ケースが多いことの要因とも考えられるだろう。つまり、保育者が保護者と密に連携しな

がら保育を行えている証ともいえるのではないだろうか。

多くの相談が 1回で済む中で、相談回数が多い子どもほど、発達に問題がある場合が多い印象

であった。発達に問題があるといっても、すでに発達障害と診断されている中でのかかわりや就

学に関する相談、言葉の遅れや落ち着きがないなど特定の行動に対する違和感から発達障害の可

能性を疑う相談、保育者に勧められて来る相談、といったようにさまざまである。分類項目で

は、発達障害が 4番目に多かったが、これはすでに診断を受けている場合に限りこの項目に分類

した。実際には、行動の問題に含まれるじっと座れない、落ち着きがない場合や、言葉の問題に

含まれる言葉がでないなどの中に発達障害の可能性があるケースも存在しており、これらを含め

ると発達障害に関する相談はもっと多くなるといえる。また、就学関連の項目は、発達に遅れが

あることを前提に小学校への接続を相談するケースであるため、これも発達障害に含まれること

になる。

発達に問題があるという相談の多くでは、生育歴等を含めたこれまでの情報収集をより丁寧に

行うとともに、保護者の現状の不安に対する適切なアドバイスが必要であると考えられる。これ

までも必要に応じて、発達検査や療育の情報を伝えるとともに、子どもの行動観察を行うことを

重視してきた。行動観察では、保育者とも情報を共有しながら集団の中で過ごすその子の様子を

注意深く観察するとともに、その子の特性がつかみやすい活動場面の観察も行い、何ができて何

が難しいのか、具体的な行動について保護者に伝えることを心がけてきた。発達の問題は、幼児

期では診断が難しく様子見のようなグレーゾーンの子どもたちも多い。注意深く経過を観察し、

保護者にそれを伝え続けていくことが重要であり、また、対応が必要な場合には早期に対応でき

るよう、保護者、保育者、療育機関や小学校とも連携することが必要であるといえる。早期に対

応することで、小学校を見据えた準備期間を長く確保でき、それだけ、多角的にその子にとって

の最善を考えることができる。

このような中で、子育て相談が機能する部分は、やはり専門的知識の伝達と保護者と保育者と

をつなぐ役割であると考える。保育者は、クラス全体を考えて保育をするため常に 1人の子ども

につきっきりになれるわけではないが、例えば、就学支援については、信頼関係を構築するとと

もにじっくり時間をかけて保護者に寄り添い、保護者が納得のいく選択をしていけるように過程

を見届けることが重要であるといえる。保育者だけでは難しいこのような側面を補完することも

子育て相談の役割ではないだろうか。園長アンケートの子育て相談に求めることの中には、保護

者の継続的支援、就学指導も含めた卒園後の方向性を示すことが挙げられており、保護者に継続

的な支援を行うことは、子育て相談の機能として重要な部分であることがうかがえる。そして、

― １５９ ―



発達障害に関する相談は増えていることから、2回以上の継続的な相談依頼が今後増えていくこ

とも予想される。

分類の中では決して多くはないが、育児不安について相談されるケースもいくつかみられた。

当初の相談内容には子どもの生活習慣に関することが書かれてあったが、実際に話をすると育児

不安に関する相談であったというような場合も多々あったことから、育児不安に関する相談は実

際には数値よりももっと多いといえる。子育てには正解がなく、最近は、簡単に多くの情報を収

集できるため、逆に不安になり一人で抱える母親も少なくない。育児書に書かれてあることを実

践しようとしてもうまくいかない、子どもの気になる点は自分に責任があるのではないか、特に

母親は子どものことに関して自分を責め、つらさを抱えてしまうことも多々ある。きちんと子ど

もと向き合う姿勢が結果として、自分を追い詰めてしまうことにもなりかねない。よって、保護

者の抱えている不安や不満を吐き出す場としても子育て相談は重要な役割を担っているといえ

る。日頃のストレスや育児不安を身近なところで聞いてもらえる場として、がんばっていること

を認めてもらう場として、母親の孤独や孤立を防ぐ場として、子育て相談を積極的に利用してい

ただきたいと考える。

今後の可能性

本稿で子育て相談について整理したことで、その役割や意味を改めて考えることができた。園

がうまく機能するために、保護者自身の不安を軽減すること、保護者と保育者の信頼関係構築の

サポートを行うこと、そして子どもたちの園での様子を把握してチームとして問題に寄り添うこ

と、等が子育て相談において筆者らが担う役割といえる。これに加えて今後の可能性を挙げると

すれば、園長アンケートにあった保育者の保育の見直しや新たな意欲づけができるような指導助

言や研修会の開催である。リカレント教育が重要視される昨今において、このような機会を設け

ることは重要である。まして、発達障害といっても個々の特徴はさまざまであるため、その時々

の問題や課題をすみやかに把握し、きめ細やかな支援を検討していくことは子どもの将来のため

にも必須である。これまでは、保育者や園長と個別に共有しながら対応を考えてきたが、今後

は、並行して、園全体に対しても子どもの事例から検討会を行い、理論と実際の支援がうまく結

びつくような情報の提供を行い、保育者のさらなる力量形成につなげる場に携わることができれ

ばと考える。保育現場に携われることは、養成校で発達心理学、教育相談等を教える筆者らにと

っても有益な学びであり、未来の保育者教育のよりよい質の向上につながる。子ども、保育者、

保護者の現状を知ることができるこのような機会に恵まれたことに感謝し、園全体がうまく機能

するための一助として今後の子育て相談がより一層充実したものになるように従事していきた

い。
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【研究ノート】

小学校歌唱共通教材に関する一考察

中 野 圭 子

は じ め に

平成 29年 3月に告示された新しい学習小学校指導要領では、音楽科の指導内容は、従前と同

様に「A 表現」、「B 鑑賞」及び〔共通事項〕の枠組みで示されている。「表現」と「鑑賞」は、

児童が音楽を経験する 2つの領域であり、「A 表現」はさらに「歌唱」「器楽」「音楽づくり」の

3つの分野から構成されている。

本稿では、「A 表現」の 3分野の 1つである「歌唱」の中で設定されている、24曲（各学年で

4曲ずつ）の歌唱共通教材を楽曲分析し、構成や音域などの音楽的特徴で整理し、指導上の留意

点などを考察することを目的とする。佐藤は（2019）は、歌唱共通教材実践の実例などを基に、

小学校歌唱共通教材の意義として①自然観、国土観を中心とする共通認識の形成、②それによる

世代間が共有できる文化の形成、③伝統文化の継承、④標準的な音楽知識の習得、⑤いつどこで

もだれとでもいっしょに歌うことができ、また楽しめる「愛唱歌」としての役割の 5点を挙げて

いるが、歌唱共通教材をより子ども達の身近にある楽曲に入れ換えようというような言説もある

と述べている。また保育現場では、小学校以降のような歌唱共通教材は設定されておらず、各園

の教育方針の下、一日の生活の中で、「おはよう」・「おべんとう」などの『生活のうた』、「う

み」・「かたつむり」などの『季節のうた』が日常的に歌われている。しかし、この「うみ」や

「かたつむり」は、第 1学年の歌唱共通教材として設定されている曲でもある。

今後の歌唱活動の可能性を検討するにあたり、日本の子どもの歌の変遷も踏まえ、改めて歌唱

教材を楽曲分析し、小学校歌唱共通教材の指導観や有用性について考察していくこととする。

1．日本のこどもの歌の歴史

日本の子どもの歌の歴史は、「わらべうた」「唱歌」「童謡」「新しいこどもの歌」の 4つの大き

な流れが見られるであろう。以下、それぞれの特徴を簡単にまとめる。

第 1は、「わらべうた」である。童歌、童唱、伝承童謡とも呼ばれ、子どもが室内や室外で遊

ぶときに主に歌われる。わらべうたは、子どもたちによって歌われてきた日本の伝承的な遊び歌

であり、手やからだの動きを伴いながら、唱えるように歌われる。わらべうたのほとんどは、い

つ頃から歌われてきたのか、誰がつくったのか不明である。旋律は明治以前から使われていた日

園田学園女子大学論文集 第 56号（2022. 1）
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本の五音音階でできており、2音や 3音のみで構成されているものもあり、言葉の抑揚や動きの

リズムが色濃く反映されている。また、遊び方は地域によって様々であり、同じわらべうたであ

っても、多様なヴァリエーションが存在している。

第 2は、「唱歌」である。1872年に学制が公布される以前は、公教育としての音楽教育は実施

されていなかった。しかし、1879年に音楽取調掛が設置され、教材の作成や指導者の養成など

を行い、公教育としての音楽科教育の推進に大きな影響を及ぼした。当初、学校の音楽科は唱歌

と呼ばれており、音楽取調掛は『小学唱歌集』をはじめ、『尋常小学唱歌集』など多くの唱歌集

を発行した。唱歌集の編纂では、日本の伝統的な雅楽の音階をいかしたものや四七抜き音階、西

欧の民謡なども積極的に取り入れられた。初期に発表された唱歌は、歌詞が文語体であったた

め、明治 30年代頃には、歌詞が難解だと批判を受けるようになり、「言文一致運動」にもつなが

るが、「唱歌」は多くの子どもたちに愛され、歌われていた。

第 3は、大正時代に生まれた「童謡」である。1918年に、鈴木三重吉や北原白秋らが中心と

なって児童文芸雑誌『赤い鳥』が刊行した。子どもの自然な心情を謡おうとする考え方をもった

多くの詩人らが、新しい詩を『赤い鳥』誌上で発表した。「浜辺の歌」「かなりや」などを作曲し

た成田為三、「こいのぼり」「春よ来い」などを作曲した弘田龍太郎、「赤とんぼ」「この道」など

を作曲した山田耕筰らがそれらの新しい詩に作曲し、その作品は広く愛唱された。

第 4は、第二次世界大戦後に、レコードやラジオ、テレビの放送メディアから生まれた「新し

い子どもの歌」である。NHK の「みんなのうた」や民放の子ども向け番組からも多くの歌が生

まれ、現在でも色々な「子どものうた」が生まれ続けている。

以上、子どもの歌の歴史について概観したが、「わらべうた」は明治以前から口伝で伝わる遊

び歌であり、保育現場や小学校でも親しまれている。「唱歌」は官主導による日本の音楽教育の

黎明期を象徴している。唱歌以降は固定の楽譜も作成され、当時とほぼ変わらない形で現在の音

楽科の教科書に多数掲載されており、現在でも世代を越えた多くの人々に愛唱されている。唱歌

に続く「童謡」は、大正時代に雑誌などの出版メディアから生まれ、民間主導による子ども向け

の歌の発信が行われた。それに続いて生まれたのが、放送メディアを通じて広がった「新しい子

どもの歌」である。レコードやラジオ・テレビの番組から新しいタイプの子どもの歌が続々生ま

れ、子ども音楽文化の大衆化が促進された。童謡や新しい子どもの歌も保育現場で愛唱され、小

中高の音楽科の教科書でも掲載されている。また現代社会では、特にテレビやインターネットの

影響力は大きく、容易に最新のヒット曲を取り上げることができるようになっていると考える。

ジブリやディズニーを中心とする映画作品や人気のアニメ作品の主題歌などは、最新の「新しい

子どもの歌」として、保育・教育の現場で活用されているだろう。例としては『アナと雪の女

王』の「レット・イット・ゴー」や『鬼滅の刃』の「紅蓮華」などが挙げられ、幼稚園・保育園

の子どもから中高生まで、生活発表会や文化祭などの色々な場面で思い思いに表現されている姿

が見られた。子どもの歌に限らず、歌には時代や国によって色々な音楽的な特徴が存在してい

る。保育者・教育者は、それらの特徴を把握した上で、指導にあたる必要があると考える。
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2．小学校歌唱共通教材について

歌唱共通教材は、文部科学省が学習指導要領内で指定している必修教材である。これまでの主

な改訂での変更点として、昭和 52年の学習指導要領改訂で日本音階の曲を 1曲ずつ取り入れる

こと、平成 20年の学習指導要領改訂で歌唱共通教材として取り扱う曲数が従前より増加したこ

との 2点が挙げられる。その理由として、文部科学省（2011）は「歌唱共通教材を設けている意

義は、我が国で親しまれてきた唱歌や童謡、わらべうた等を、子どもからお年寄りまで世代を越

えて共有できるようになることにあります。また、我が国で長く歌われ親しまれてきたうたを取

り扱うことは、我が国のよき音楽文化を受け継いでいく意味からも大切です。」と示している。

平成 29年告示の学習指導要領でも曲数は変わらず、各学年 4曲ずつ、6年間で全 24曲の歌唱

共通教材が挙げられており、その内の 17曲は文部省唱歌で構成されている。文部省唱歌は、前

述の「唱歌」に区分される。明治の終わりから大正の初めにかけて作詞作曲され、文部省が全国

の尋常小学校で共通に歌わせるために編纂した尋常小学唱歌がもとになっている。この尋常小学

唱歌は現在でも愛唱されている曲が多く、明治黎明期からの唱歌教育普及への創意が実を結んだ

といえるだろう。文部省唱歌は、作詞委員・作曲委員からなる編纂委員で編纂され、文部省の著

作物として発行されたため、今日では作詞・作曲者不詳のものが多く、それらは「文部省唱歌」

とだけ記されている。残りの 7曲の共通教材には、わらべうた、日本古謡、童謡などが取り上げ

られており、いずれも世代を超えて広く歌われてきた歌が選曲されている。

全般的な指導上の留意点であるが、歌唱共通教材は、日本の四季を題材とし、季節感が表現さ

れている楽曲が多い。必要に応じて、教科書のページ配列順通りには歌わず、適した時期に歌唱

することも必要であると考える。また、歌詞の持つ意味が楽曲のイメージに与える影響は大き

く、言葉一つ一つの発音や意味などを十分に留意し、日本語の美しさや素晴らしさなどを味わい

ながら、「日本の歌」として、いつまでも心に残るように歌い継いでいけるよう指導していくこ

とも重要であると考える。

3．小学校歌唱共通教材の楽曲分析について

24曲の歌唱共通教材を、音楽的な観点で分析し、主な音楽的特徴などを各学年でまとめる。
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表 1は、第 1学年及び第 2学年の歌唱共通教材の音楽的特徴をまとめたものである。8曲から

読み取れる音楽的な特徴を挙げる。8曲中 5曲は文部省唱歌であり、作詞者・作曲者には、文部

省唱歌の編纂委員が多く見られる。速度に関しては、特に 1学年の歌唱共通教材は、ゆったりと

したテンポが設定されており、拍子も 4分音符を基本とする 4分の 2拍子、4分の 3拍子、4分

の 4拍子であり、低学年でも歌唱活動に支障がないよう配慮されていると考えられる。調性は、

ハ長調 5曲、ト長調 1曲であり、明治以降に作曲された文部省唱歌は、西洋音楽の長音階や短音

階を基に作曲されていることがわかる。なお、わらべうたの「ひらいたひらいた」とわらべうた

風に作曲されている「かくれんぼ」は、日本音階が使用されているが、1番近い調性のイ短調を

表記している。ハ長調、ト長調、イ短調は、調号が 0もしくは 1であり、黒鍵を使用する機会が

少なく、鍵盤ハーモニカの合奏でも取り組みやすいと考える。

歌唱部分に使用されている最低音は、1点ハ（中央ド）の音 5曲、1点二の音 2曲、1点ホの

音 1曲である。歌唱部分に使用されている最高音は、1点イの音 1曲、1点ロの音 1曲、2点ハ

の音 3曲、2点ニの音 2曲、2点ホの曲 1曲で、最低音よりばらつきは見られるが、後半のフ

レーズに、楽曲の中での最高音（頂点）が使われている傾向が見られた。歌唱部分の音域は、8

曲中 7曲は 1オクターブ以内に構成されており、発声時の表声・喚声点・裏声の移行が最低限で

あると推測され、児童が無理をしない自然な声で歌唱ができると考える。唯一例外の「はるがき

た」の音程幅は 10度（1点ハ～2点ホ）であり、また隣接する 2音間の最大音程幅も 6度であ

る。最高音の 2点ホも 1点トから 6度の跳躍進行後に配置されているが、この部分は曲中で 1番

の盛り上がりの部分でもある。速度も他の 7曲に比べると速く設定されており、技術的に 1番高

度な曲であると考える。歌唱部分の音程幅が 1番狭いのは「日のまる」の 6度（1点ハ～1点イ）

であり、リズムも 4分音符のみで構成されている。この曲は、元々「尋常小学唱歌」第 1学年用

の 1曲目であり、易しく歌いやすいことを考慮して作曲されたと推察できる。

全体的に曲中の大半に順次進行が活用されており、歌唱しやすいよう考慮されていると推察で

きる。また、リズム（音型）が反復されているものが多く、児童が音楽の形式を把握しやすい楽

曲が多い。特に、「かたつむり」の aa’b の小 3部形式や「虫のこえ」の aabc 形式は、歌唱活動

表 1 第 1学年及び第 2学年の歌唱共通教材の音楽的特徴

学年 楽曲名 分類 作詞者 作曲者 速度 拍子 調性 最低音 最高音 最大音程

第
１
学
年

うみ 文部省唱歌 林 柳波 井上 武士 ♩＝88 3/4拍子 ト長調 1点ニ 2点ニ 5度

かたつむり 文部省唱歌 ― ― ♩＝92 2/4拍子 ハ長調 1点ハ 2点ハ 4度

日のまる 文部省唱歌 高野 辰之 岡野 貞一 ♩＝104 2/4拍子 ハ長調 1点ハ 1点イ 3度

ひらいたひらいた わらべうた ― ― ♩＝88～96 2/4拍子 （イ短調） 1点ホ 2点ニ 3度

第
２
学
年

かくれんぼ 文部省唱歌 林 柳波 下総 皖一 ♩＝108～116 2/4拍子 （イ短調） 1点ニ 1点ロ 4度

春がきた 文部省唱歌 高野 辰之 岡野 貞一 ♩＝116～120 4/4拍子 ハ長調 1点ハ 2点ホ 6度

虫のこえ 文部省唱歌 ― ― ♩＝80 2/4拍子 ハ長調 1点ハ 2点ハ 4度

夕やけこやけ ― 中村 雨紅 草川 信 ♩＝84 2/4拍子 ハ長調 1点ハ 2点ハ 4度
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を通して楽曲の構成を体感しやすいと考える。

表 2は、第 3学年及び第 4学年の歌唱共通教材の音楽的特徴をまとめたものである。8曲から

読み取れる音楽的な特徴を挙げる。8曲中 5曲は文部省唱歌であり、他の 2曲は日本古謡に分類

される。第 1学年及び第 2学年の歌唱共通教材同様、作詞者・作曲者には、文部省唱歌の編纂委

員が多く見られる。速度に関しては、第 4学年の「まきばの朝」以外は、ゆったりとしたテンポ

で設定されている。「うさぎ」や「さくらさくら」は、♩＝80以下のテンポで設定されており、

逆に音楽の流れが停滞しないよう、歌唱時には意識する必要があると考える。拍子は、4分音符

を基本とする 4分の 2拍子が 1曲、4分の 4拍子が 7曲である。調性は、第 1学年及び第 2学年

の歌唱共通教材で使われていた調性に、新たにヘ長調が加わり、ハ長調 4曲、ト長調 1曲、ヘ長

調 1曲であり、やはり明治以降に作曲された文部省唱歌や 1958年に発表された「とんび」は、

西洋音楽の長音階や短音階を基に作曲されていることがわかった。日本古謡には日本音階が使用

されているが、1番近い調性として「うさぎ」はホ短調、「さくらさくら」はイ短調を表記して

いる。ヘ長調やホ短調も、ハ長調・ト長調・イ短調と同様、調号が 0もしくは 1であり、鍵盤

ハーモニカでの合奏でも取り組みやすいと考える。また、第 3学年の大きな特徴として、リコー

ダーを初めて扱うようになるが、これらの曲は、黒鍵の使用頻度も少なく、初期段階に学習する

取り組みやすい運指が使われる音で主に構成されており、リコーダーでも吹きやすい調性である

と考える。

「うさぎ」や「さくらさくら」は、日本音楽に触れる良い教材でもある。「うさぎ」は江戸時代

から歌われており、「さくらさくら」は、諸外国からも日本のイメージのする曲として認知され

ている曲の 1つである。「さくらさくら」の元々の旋律は近世箏曲のもので、1888年に刊行され

た『箏曲集』に収められている。また歌唱するだけではなく、同様のモチーフが使用されている

箏曲「さくら変奏曲」（宮城道雄作曲）やピアノ「さくらさくら幻想曲」（平井康三郎作曲）など

も合わせて鑑賞することで、曲の理解や日本音楽への興味が湧くと考える。

歌唱部分に使用されている最低音は、ロの音 1曲、1点ハの音 5曲、1点二の音 2曲である。

表 2 第 3学年及び第 4学年の歌唱共通教材の音楽的特徴

学年 楽曲名 分類 作詞者 作曲者 速度 拍子 調性 最低音 最高音 最大音程

第
３
学
年

うさぎ 日本古謡 ― ― ♩＝72～80 2/4拍子 （ホ短調） 1点ニ 2点ハ 4度

茶つみ 文部省唱歌 ― ― ♩＝104 4/4拍子 ト長調 1点ニ 2点ニ 4度

春の小川 文部省唱歌 高野 辰之 岡野 貞一 ♩＝104 4/4拍子 ハ長調 1点ハ 2点ハ 4度

ふじ山 文部省唱歌 巌谷 小波 ― ♩＝96～100 4/4拍子 ハ長調 1点ハ 2点ハ 6度

第
４
学
年

さくらさくら 日本古謡 ― ― ♩＝72 4/4拍子 （イ短調） ロ 2点ハ 4度

とんび ― 葛原 しげる 梁田 貞 ♩＝88 4/4拍子 ハ長調 1点ハ 2点ハ 4度

まきばの朝 文部省唱歌 ― 船橋 栄吉 ♩＝132 4/4拍子 ハ長調 1点ハ 2点ハ 4度

もみじ 文部省唱歌 高野 辰之 岡野 貞一 ♩＝92 4/4拍子 ヘ長調 1点ハ 2点ニ 4度
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歌唱部分に使用されている最高音は、2点ハの音 6曲、2点ニの音 2曲で、「さくらさくら」「も

みじ」以外の 6曲の歌唱部分は、1オクターブ以内の音域で構成されている。曲中の最高音は、

全体を通して、万遍なく配置されている傾向が見られ、第 3学年以上になると 1点ハや 1点ニの

音が安定して出せるようになることが推測される。隣接する 2音間の最大音程幅は「ふじ山」の

6度である。「ふじ山」の第 2フレーズの 1小節目に配置され、1点ハから 1点イへの 6度の跳躍

進行であるが、その部分以外は順次進行が多用されており、歌唱時の音程指導には注意する必要

があると考える。

楽曲の構成では、「春の小川」は A（aa’）B（ba’）型の 2部形式、「もみじ」は A（aa’）B

（bb’）型の 2部形式と表記することができる。同じ 2部形式でも、細かな違いであるが、楽曲を

通して音楽の形式を学ぶことが可能であると考える。また「もみじ」はハーモニーを勉強できる

楽曲でもあり、合唱教材の入門としてもよく取り扱われる。二部合唱（中野義見編曲版）の前半

の 8小節は、低音部が高音部の 1小節後ろを追いかけてゆくカノン形式であり、9～13小節は低

音部が高音部の 3度下を歌唱するようになっており、様々な合唱の要素が含まれている。男女に

関係なく、全員がどちらのパートも経験する機会が大切であると考える。

表 3は、第 5学年及び第 6学年の歌唱共通教材の音楽的特徴をまとめたものである。8曲から

読み取れる音楽的な特徴を挙げる。8曲中 6曲は文部省唱歌であり、作詞者・作曲者には、文部

省唱歌の編纂委員が多く見られる。また残りの 2曲は、日本古謡に分類される。速度に関して

は、ゆったりとしたテンポが多い印象であるが、第 6学年の「越天楽今様」と「われは海の子」

は、同じ 4分の 4拍子であっても、約 2倍の速さのテンポ設定になっている。歌唱活動を通し

て、速さによる曲調の違いや、ブレスをするタイミングなどを意識して指導する必要があると考

える。拍子は、4分音符を基本とする 4分の 3拍子、4分の 4拍子の 2つである。調性は、第 1

～4学年に追加して、調号が 2つある二長調も使われている。第 1～4学年で一番使用されてい

たハ長調は 1曲のみであり、第 5学年及び第 6学年では、ヘ長調が 1番使用されている調であっ

た。日本古謡の「子もり歌」は 2つの旋律があり、それぞれイ短調とホ短調が 1番近い調性であ

表 3 第 5学年及び第 6学年の歌唱共通教材の音楽的特徴

学年 楽曲名 分類 作詞者 作曲者 速度 拍子 調性 最低音 最高音 最大音程

第
５
学
年

こいのぼり 文部省唱歌 ― ― ♩＝96 4/4拍子 ヘ長調 1点ハ 2点ニ 4度

子もり歌（A旋律） 日本古謡 ― ― ♩＝76～88 4/4拍子 （イ短調） 1点ニ 2点ニ 4度

子もり歌（B 旋律） 日本古謡 ― ― ♩＝76～88 4/4拍子 （ホ短調） 1点ハ 2点ハ 4度

スキーの歌 文部省唱歌 林 柳波 橋本 国彦 ♩＝120 4/4拍子 ト長調 ロ 2点ハ 7度

冬げしき 文部省唱歌 ― ― ♩＝100 3/4拍子 ヘ長調 1点ハ 2点ニ 6度

第
６
学
年

越天楽今様 日本古謡 慈鎮和尚 作歌 ― ♩＝66 4/4拍子 ― ロ 2点ホ 4度

おぼろ月夜 文部省唱歌 高野 辰之 岡野 貞一 ♩＝80 3/4拍子 ハ長調 1点ハ 2点ニ 4度

ふるさと 文部省唱歌 高野 辰之 岡野 貞一 ♩＝80 3/4拍子 ヘ長調 1点ハ 2点ニ 5度

われは海の子 文部省唱歌 ― ― ♩＝126 4/4拍子 二長調 イ 2点ニ 4度
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ると考えられる。「越天楽今様」は雅楽の音楽であり、レミソラシの五音を多く用いられた日本

古来の律音階の特徴が顕著であり、西洋音楽の調性には該当するものはなかった。

ここでは音程が異なる 2つの旋律の子守り歌を 2曲と考えることとする。計 9曲の歌唱部分に

使われる最低音はイの音 1曲、ロの音 2曲、1点ハの音 5曲、1点ニの音 1曲であり、低学年・

中学年・高学年になる度に、1音ずつ低くなっていることがわかる。歌唱部分に使用されている

最高音は、1点ハの音 2曲、1点二の音 6曲、1点ホの音 1曲である。歌唱部分の音域は、「子守

り歌」以外の 7曲は 1オクターブ以上の音域で構成され、「越天楽今様」は 11度（ロ～2点ホ）

の音程幅が見られる。また隣接する 2音間の最大音程幅も「スキーの歌」は 7度あり、高学年の

8曲は、より高度な歌唱技術が必要になると考える。

歌唱部分が 1～4学年の教材より長いことも特徴の 1つであると言えるだろう。特徴的なリズ

ムとしては、「こいのぼり」や「スキーの歌」のタッカリズム（付点 8分音符と 16分音符の連結

音符）が挙げられ、同じ音価である 8分音符 2つの連結音符とのリズムの違いに留意が必要であ

る。楽曲の構成では、「こいのぼり」「われは海の子」では、A（aa’）B（bb’）型の 2部形式が見

られる。歌詞の内容も難しくなっており、「ふるさと」などの心情を伝えるもの、「越天楽今様」

などの古語が使われているものもある。歌唱をする際は、歌詞の意味を考える工夫として漢字を

用いた歌詞カードを提示する、楽曲の歌詞から受けるイメージをグループで共有するなど、歌詞

への理解もこれまでの楽曲以上に大切になると考える。また、合唱をする機会も増えており、

「スキーのうた」「冬景色」「おぼろ月夜」「ふるさと」は二部合唱用の楽譜が掲載されている。高

学年になると、一部の男子児童は変声期に差し掛かる可能性もあるだろう。変声期は高音が出な

くなる、音程が不安定になる、声が出にくいなどの特徴があり、該当児童への配慮と個別の指導

も必要になってくると考える。

4．第 1学年の歌唱共通教材以外の歌唱教材について

音楽科の教科書には、歌唱共通教材以外の歌唱教材も多数掲載されている。歌唱教材の選択の

観点としては、「低学年では、共通教材を含めて、斉唱及び輪唱で歌う曲、中学年では、共通教

材を含めて、斉唱及び簡単な合唱で歌う曲、高学年では、共通教材の中の 3曲を含めて、斉唱及

び合唱で歌う曲」と示されている。歌唱共通教材以外の教材選択は、教科書の出版社によって異

なるが、今回は教育芸術社の出版する 1年生のその他の歌唱教材についてまとめる。
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表 4は、教育芸術社「小学生のおんがく 1」（令和 2年度版）の歌唱共通教材以外の歌唱教材

の主な音楽的特徴をまとめたものである。今回は、歌唱共通教材の音楽的特徴と比較するため、

楽譜が掲載されている 8曲のみ表に記載した。8曲の特徴は、前述の第 1学年及び第 2学年の歌

唱共通教材の音楽的特徴と大きな差異は見られなかった。速度は、♩＝100を超える楽曲が多

く、少し軽快な曲が多い印象である。拍子は 4分音符を基本とする 4分の 2拍子、4分の 3拍

子、4分の 4拍子であり、調性はハ長調とへ長調である。最低音は 1点ハ～1点へ、最高音は 1

点変ロ～2点ニ、隣接する 2音間の最大音程は 4度～6度であるが、1年生でも無理なく歌唱活

動できる音域内であると言える。またこの 8曲は、保育現場でもよく歌われる曲でもある。

歌詞のみ掲載されている楽曲も 12曲（「こぶたぬきつねこ」「めだかのがっこう」「ちゅうりっ

ぷ」「おつかいありさん」「こいのぼり」「ちょうちょう」「いぬのおまわりさん」「ことりのうた」

「さんぽ」「おしょうがつ」「うれしいひなまつり」「たなばたさま」）あるが、これらの曲も、保

育現場でも歌唱頻度の高い曲ばかりである。また、わらべうたも 3曲（「さんちゃんが」「おおな

みこなみ」「おちゃらかほい」）掲載されている。幼稚園や保育園でよく歌っていた楽曲やわらべ

うたを、音楽科のねらいを踏まえた題材の一つとして改めて歌唱することは、新たな視点による

発見などもあり、幼小接続の一つの形であると考える。

鍵盤ハーモニカの教材の一環として使用されている歌唱教材も 7曲（「たのしくふこう」「どん

ぐりさんちのおうち」「どれみであいさつ」「なかよし」「さがしてみようならしてみよう」「きら

きらぼし」「こいぬのマーチ」）掲載されていた。鍵盤ハーモニカの練習の導入として、歌唱活動

で楽曲の雰囲気や構成を把握することで、鍵盤ハーモニカを実際に弾く際に取り組みやすくなる

と考える。また、歌唱教材を鍵盤ハーモニカで弾くことも多いであろう。一つの楽曲で色々な音

楽の要素に関わることは児童にとっても良い体験につながると考える。

歌唱共通教材ではないが、全学年の教科書の最後には、国歌「君が代」が掲載されている。学

習指導要領において、国歌「君が代」は、いずれの学年においても歌えるように指導することと

明記されており、入学式や卒業式などの必要なときには、子どもたちがいつでも歌えるように準

表 4 「小学生のおんがく 1」のその他の歌唱教材の音楽的特徴

楽曲名 作詞者 作曲者 速度 拍子 調性 最低音 最高音 最大音程

じゃんけんぽん 芙龍 明子 橋本 祥路 ♩＝108～116 2/4拍子 ヘ長調 1点ハ 2点ニ 5度

みんなで あそぼう 長井 理佳 長谷部 匡俊 ♩＝112～120 2/4拍子 ヘ長調 1点ホ 2点ハ 5度

しろくまの ジェンカ 平井 多美子
（日本語詞） ケンウォール ♩＝108～116 2/4拍子 ヘ長調 1点ハ 2点ニ 5度

ぶん ぶん ぶん 村野 四郎
（日本語詞） ボヘミア民謡 ♩＝96～104 2/4拍子 ヘ長調 1点ヘ 2点ハ 4度

やまびこ ごっこ おうち やすゆき 若月 明人 ♩＝108～116 4/4拍子 ハ長調 1点ニ 2点ハ 4度

はる なつ あき ふゆ 三浦 真理 三浦 真理 ♩＝80～88 2/4拍子 ヘ長調 1点ハ 1点変ロ 4度

あいあい 相田 裕美 宇野誠一郎 ♩＝112～120 4/4拍子 ハ長調 1点ハ 2点ニ 6度

とんくるりん ぱんくるりん 滝 紀子 川崎 祥悦 ♩＝126～138 3/4拍子 ハ長調 1点ニ 2点ハ 4度
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備しておく必要があるだろう。特に 1年次には、歌詞の意味をわかりやすく伝え、まずは楽曲に

親しみを持てるように留意することが重要であると考える。

お わ り に

小学校歌唱共通教材 24曲の楽曲分析を行い、各学年での音楽的な特徴の傾向を読み取ること

ができた。楽曲は、学年が上がるにつれて、少しずつ難易度が上がるが、段階を踏むことで、無

理なく目標を到達できるよう体系的に選曲されており、全学年で共通して、歌唱活動を通して、

日本の伝統や文化を体感できることも改めて実感した。歌唱共通教材を扱う際は、楽譜通りのテ

ンポや音程を再現できるよう最低限の技術的な歌唱指導をした上で、児童が伴奏やメロディーか

ら楽曲の雰囲気を感じ、歌詞の意味を考えながら歌えるよう工夫したい。特に高学年では、歌詞

の内容を他者に伝えるように意識して表現することも重要になると考える。

第 1学年の歌唱共通教材以外の歌唱教材の楽曲分析を行い、「あいあい」や「さんぽ」のよう

に、前述の「童謡」や「新しい子どもの歌」も教材として多く取り上げられていることがわかっ

た。これらの楽曲は、幼児の頃から親しみのある身近な「歌」であり、児童も楽しみながら積極

的に歌唱表現できる教材であると考える。高学年になれば、歌唱活動を恥ずかしいと感じる児童

も出てくると思うが、音楽発表会などでは少しでも興味・関心の高い教材として、最新の「新し

い子どもの歌」なども活用することは、クラス内の雰囲気などの歌いやすい環境を整えることに

つながり、歌うことへのハードルが下がると考える。歌唱共通教材以外の歌唱教材を補助教材と

して選曲する際は、必要に応じて教科書に掲載されていない楽曲も取り入れ、児童の表現意欲や

主体性を大切にすることも重要になると考える。

また「歌唱」の教材は、「器楽」の鍵盤ハーモニカやリコーダーの導入としても活用でき、歌

唱の前後で関連する楽曲を「鑑賞」することで、楽曲の理解をより深めることにもつながり、

「歌唱」は、「器楽」「鑑賞」の活動とも深く関連していることがわかった。特にコロナ禍では、

色々な歌唱教材を音楽のイメージを考えるための鑑賞教材の 1つとして活用することは、有効で

あると考える。一部例外はあるが、歌唱教材には歌詞があり、ミュージカルや歌劇には物語のス

トーリーが存在しているため、児童が音楽を身近に感じることができる教材として適しているだ

ろう。さらに楽曲分析時には触れていないが、歌唱教材のリズムパターンを活用したリズム遊び

などの「音楽づくり」も、関連する活動として取り入れることは可能だろう。今回行っていない

「器楽」「鑑賞」「音楽づくり」の教材も細やかに楽曲分析し、教材間の関連も考慮した上で 1年

間の指導計画を立てることで、音楽科の学びが深くなると考える。

楽曲分析を通して、歌唱教材の指導観を整理し、歌唱共通教材の教材としての有用性を再確認

することができた。今後は特に歌詞の取り扱いをより丁寧に行いたいと考える。視聴覚教材の活

用や、歌詞からイメージする絵を描くなどして、歌詞の理解につなげていきたい。また、歌唱共

通教材以外の歌唱教材は、児童の発達や表現内容に適した教材を選曲していきたい。昨今のコロ
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ナ禍であっても、保育現場や教育現場では感染対策をしながら音楽表現活動を継続しているが、

これまで表現活動の主軸であったであろう歌唱活動の取り組みは、少しずつ変容していくと考え

る。コロナ禍での歌唱活動は、飛沫対策が必要になってくるが、日常的に換気や消毒を行い、適

度な距離を取り、最低限の声量で歌唱することで感染リスクは低くなるだろう。前述の歌詞の内

容を他者に伝えるように表現するためには、歌詞を自分なりに解釈し、発声時に「名詞」や「助

詞」の発音バランスを調整することも必要になるが、声量に関係なく行える歌唱活動であり、飛

沫感染のリスクが少ない歌唱活動にもなり得ると考える。また音程指導時に、ほぼ飛沫が飛ばな

いハミング唱を積極的に取り入れることも有効であり、ハミング唱は、歌声に響きを付けること

にもつながるだろう。歌唱活動の中で、歌唱部分のリズム打ちをすることは歌唱同様、音楽の構

成を体感することができる。これらの活動は、「器楽」「音楽づくり」「鑑賞」の活動とも関連し、

総合的に音楽を愛好する心情や豊かな情操を培うことにもなるだろう。これまで日常的に行って

いたような歌唱活動はなかなか再開することはできないかもしれないが、抑圧された環境だから

こそ、児童の表現欲求は高まっているとも考える。表現内容や教材選択を工夫し、児童や学生が

歌唱活動の楽しさを体験できるような授業内容を今後も考えていきたい。

出典
新学習指導要領 Q&A（文部科学省）

https : //www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/qa/07.htm

参考文献
佐藤慶治（2019）『小学校音楽科歌唱共通教材の意義に関する考察：学習指導要領との関連性から』九州
大学学術情報リポジトリ，p 41.

初等科音楽教育研究会編（2020）『改訂版 最新 初等科音楽教育法 2017年告示「小学校学習指導要領」
準拠 小学校教員養成課程用』㈱音楽之友社

小原光一 他（2020）『小学生のおんがく 1 教師用指導書 研究編』株式会社 教育芸術社
神原雅之 鈴木恵津子 編著（2020）『改定 幼稚園教諭・保育士養成課程 幼児のための音楽教育』株
式会社 教育芸術社

───────────────────────────────────────────────
〔なかの けいこ 音楽教育学〕
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【調査報告】

本学女性アスリートのアンチ・ドーピングの
知識とサプリメント使用に関する調査

松本 範子・吉井梨花子・横田 恋華
和田 梨乃・壹橋亜沙美・荻野 幸枝
後藤 初音・新名 美里

緒 言

近年、日本を含める世界中で栄養補助食品（以下、サプリメント）や保健機能食品、医薬品、

点滴が原因と思われるドーピング違反が報告されている1）。ドーピングとは「スポーツにおいて

禁止されている物質や方法によって競技能力を高め、意図的に自分だけが優位に立ち勝利を得よ

うとする行為」のことであり、無知・不注意が原因でドーピング違反に問われることも含まれ

る。また、ドーピングによる不正を排除しドーピングのない公正で公平なスポーツに参加すると

いうアスリートの権利を守り、スポーツの価値そのものを守るための活動のことをアンチ・ドー

ピングという1）。

世界アンチ・ドーピング機関（World Anti-Doping Agency：以下、WADA）の記録では、ロン

ドンオリンピックでは、100人を超えるドーピング違反者の摘発がみられ、2020年の東京オリン

ピック・パラリンピックでは、この数を下回るよう、クリーンスポーツ環境の整備が進められ

た。現在、日本アンチ・ドーピング機構（Japan Anti-Doping Agency：以下、JADA）は、スポー

ツにおいて報告されるドーピングをゼロにすることを目標とし、ドーピングが起こらないよう予

防的な活動を行っている1）。日本オリンピック委員会（Japanese Olympic Committee：以下、

JOC）は、JADA と協力し、積極的にアンチ・ドーピングの普及・啓発活動に取り組んでいる。

2018年 10月には国会で日本初のアンチ・ドーピングの推進に関する「スポーツにおけるドーピ

ングの防止活動の推進に関する法律2）」が施行され、2019年 3月には、同法の規定に基づく「ス

ポーツにおけるドーピング防止活動に関する施策を総合的に推進するための基本的な方針」を施

行し、2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会の開催に向け、クリーンなスポーツ

に対する日本の強いコミットメントを世界へ発信した。

しかし、現状ではドーピング違反の報告は、他国に比べると少数ではあるが、ゼロにいたる年

度は迎えていない3）。日本国内の違反例として、2018年に世界選手権で優勝した競泳男子選手が

摂取していたサプリメントに成分表には記載されていない禁止薬物が混入していたことが原因で

園田学園女子大学論文集 第 56号（2022. 1）
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ドーピング検査陽性となり、2年間の資格停止処分を受けた。また、同年に平昌オリンピックで

スピードスケート男子選手が無自覚に摂取した飲食物が原因で試合前の抜き打ちドーピング検査

陽性となり、10か月の資格停止処分を受けた4）。これらの事例は、「うっかりドーピング」と呼

ばれる無知・不注意で起こるドーピング違反の事例であった。

日本国内のドーピング検査実施件数は、少数ながら毎年報告があり、日本のアンチ・ドーピン

グ違反事例の特徴として、「うっかりドーピング」の事例が多いことがあげられている5）。アス

リートは、あくまでも「自己責任」でサプリメントを摂取し、ドーピングに対する責任を負うこ

とになる。意図的か意図的でないかに関わらず、ドーピング行為に対する制裁内容は重いものと

なるため、アスリートは、普段の生活から注意することが必要である。また、18歳未満のアス

リートであっても、ドーピング検査対象となり、2014年から 2018年までの 5年間の国内のアン

チ・ドーピング規則違反決定 31件のうち、25件が 18歳未満のアスリートによるアンチ・ドー

ピング規則違反であった4）。

2019年に JADA は、「スポーツにおけるサプリメントの製品情報公開の枠組みに関するガイド

ライン」を策定し、あらたな枠組みに基づくアンチ・ドーピング規則違反発生の「リスクの低減

のための指標」を示した。このことを受け、それまで行っていた「JADA サプリメント分析認証

プログラム6）」が終了し、アスリートは成分表示の有無に関わらず、摂取する全てのものに対し

て自己責任のもとでアンチ・ドーピングに取り組む必要性が高まった。

アスリートが競技力向上や栄養補給を目的として、使用するサプリメントや保健機能食品は、

本来“補充・補給”という意味を持っている。医薬品と異なり、法律上では「食品」に分類され

る。現在、その対象としてアスリートが摂取している商品は多種多様に存在する。「食品」は、

原材料表示がなされていても含有されるすべての成分まで記載する義務がなく、ラベルやパッ

ケージに表示されていない物質が、その製品に含まれている可能性がある。つまり、アスリート

が利用する食品およびサプリメントについてアンチ・ドーピングを意識し、十分に吟味したうえ

で商品を使用することが必須となってきた。

なかでも、本学強化クラブの女性アスリートは、ドーピング検査が実施される可能性のある全

国もしくは世界レベルの大会に出場するアスリートが多く在籍しており、また卒業後はアスリー

トとして競技を続けていく学生や指導者としてアスリートの養成に関わる学生も少なくないこと

から、サプリメントの認識とドーピングへの意識を正しく理解する必要がある。そこで、本学強

化クラブ生に対して、アンケート調査を実施し、食生活やサプリメント、ドーピングに関する意

識に関する実態を明らかにするために調査を実施した。

方 法

1．調査対象および期間

対象者は、本学強化クラブ生計 212人である。競技別人数と身体的特徴は表 1に示した。ま
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た、学年別の人数は、1年生 62人、2年生 57人、3年生 47人、4年生 46人であった。

2．調査方法およびデータ集計・処理

1）調査期間および方法

調査期間は、2020年 6～7月であり、兵庫県を含め近畿圏内の緊急事態宣言終了後であった

が、本学では、講義授業のオンデマンド配信の実施など、学生の通学は最小限とされていた。そ

のため、本調査はインターネット無料サイト Google Forms を用い、選択式および一部自由記述

方式によって実施した。本調査は、コロナウイルス感染予防対策のため、SNS およびインター

ネットを用いて、各クラブ 4年生から強化クラブ生に呼びかけてもらい、直接接触はない状態で

行った。

2）調査項目は以下のとおりである。

（1）基礎情報 ①身長・体重、②年齢、③競技名、④競技歴、⑤最高戦績、⑤怪我や病気の有無

（2）食生活の現状 ①食意識、②食事の欠食など

（3）サプリメントについて ①サプリメントの利用状況と認識について

（4）ドーピングについて ①認知度、②関心度、③アンチ・ドーピングについて

2）分析方法

アンケート結果から、食事バランスへの配慮の有無やサプリメントの使用率などを集計し、サ

プリメントへの意識調査およびアンチ・ドーピングに関する認識についての関係性を検討した。

アンケートの回答率の差についてはカイ二乗検定を用いて分析した。

3）倫理配慮

インターネット無料サイト Google Forms を用い、無記名・自記式のアンケート調査内でイン

フォームド・コンセントを行い、同意が得られた対象者にのみ回答いただくよう促した。

また、学内において調査前後 3週間にわたり、本アンケート調査の趣旨を掲示し、自由意志での

協力を募った。

表 1 対象者の身体的特徴（Mean±SD）

種目 （n） 身長（cm） 体重（kg） BMI（kg/m2）

陸上競技部
駅伝部
ソフトボール部
テニス部
バスケットボール部
バレーボール部
剣道部
バドミントン部

60
5
37
24
43
18
18
7

161.4±4.9
161.2±5.0
161.4±5.6
162.0±5.6
162.1±5.8
162.8±6.2
160.7±4.8
160.9±6.4

55.4±6.1
55.7±6.3
57.2±6.3
56.8±6.3
57.3±6.4
58.3±6.2
58.1±6.4
53.9±4.7

21.4±1.4
21.8±1.6
22.1±1.3
21.7±1.3
21.8±1.2
22.3±1.1
22.7±1.0
21.1±0.4
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結 果

1）サプリメントの使用に関する調査

サプリメントの使用に関する調査では、現在、何らかのサプリメントを使用しているかの問い

に使用しているものは 29.2％、使用していないものは 70.8％と回答した（図 1）。また、サプリ

メントを使用したきっかけについては、健康やパフォーマンスを損なう可能性がある栄養素の欠

乏を修正または予防するためが 63.2％と最も多く、次いで、より効果的なトレーニングや早期

回復、体重や体組成を最適化されやすくするためが 39.7％、運動中の栄養素を簡便に摂取するた

めが 38.2％と続いた。なかには、なんとなく、念のための保険として摂取するようになったも

のが合わせて 10.3％おり、明確な理由がなくサプリメントを摂取し始めたケースが見受けられ

た（図 2）。

次に、現在サプリメントを使用している目的では、栄養補給 62.5％が最も多く、疲労回復

57.1％、パフォーマンス向上 37.5％、筋肉量増加・筋力向上 32.1％、貧血の解消 17.9％、怪我・

故障の予防 10.7％、が多くみられ、栄養補助を目的としているものが多いことが分かった。

図 2 サプリメントを使用したきっかけ

図 1 現在、何らかのサプリメントを使用しているか

― １７６ ―



2）食生活の現状アンケートとサプリメント使用の有無

表 2に示すように朝食・昼食・夕食の 3食の摂食状況とサプリメント使用の有無については、

サプリメント使用の有無にかかわらず朝食の欠食者は、ほとんどいなかったがサプリメントを使

用していないものの方が、サプリメント使用者に比べて多い傾向がみられた。また、昼食や夕食

の欠食については、時々食べないことがあるの回答は、昼食 16.1％、夕食 17.3％と僅差である

がサプリメント使用者が多い結果であった。各食事を食べない理由については、どの食事におい

ても時間がないとの意見が多かったことと、減量のためと回答しているものがみられた。

次に、食事バランスへの心がけについての問いでは、食事バランスを心がけているものは 60.8

％、心がけていないもの 39.2％の結果であった。本学の強化クラブでは、半数以上が普段より、

食事バランスに配慮していることが分かった。また、心がけている内容については、野菜を積極

的にとる 27.4％と最も多く、次いで、5大栄養素をバランスよく食べるであった（表 3）。

さらにサプリメント使用の有無と食事バランスへの心がけについての関係性を調べた結果で

図 3 サプリメントを使用している目的

表 2 食事の摂食状況とサプリメント使用の有無について （％）

サプリメントを
使用している

サプリメントを
使用していない

食事を食べない理由
（回答の多い順）

朝食 毎日食べる 83.9 73.3 起きれない
時々食べないことがある 14.5 23.3 時間がない
ほとんど食べない 1.6 3.3 食欲がない

計 100 100 減量のため など

昼食 毎日食べる 83.9 86 時間がない
時々食べないことがある 16.1 13.3 食欲がない
ほとんど食べない 0 0.7 寝ている

計 100 100 面倒くさい など

夕食 毎日食べる 83.7 85.5 アルバイトのため
時々食べないことがある 17.3 14.5 減量のため など
ほとんど食べない 0 0 時間がない

計 100 100 疲れて寝てしまう など
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は、サプリメントを使用しているもので、食事バランスを心がけているものは 71.0％、心がけて

いないものは 29.0％、サプリメントを使用しておらず食事バランスを心がけているものは 56.7

％、心がけていないものは 43.3％であり、サプリメントの使用者が食事バランスに対する心が

けが高く、使用してないものは食事バランスに対する心がけが低いという結果であった（図 4）。

3）ドーピングに関する調査

ドーピングに関する調査では、「ドーピング」という言葉の認知度は 94.8％、聞いたことがあ

るは 3.8％、知らないは 1.4％であった（図 5）。ドーピングに対する関心度では、非常に関心が

ある 7.5％、関心がある 31.1％、少し関心がある 38.2％、全く関心がない 23.1％であった（図

6）。また、ドーピングは絶対にやめるべき 51.4％、あまりよくない 37.3％、勝利、競技力向上の

ためならよい 1.4％、分からない 9.9％であり、特に 1.4％はドーピングを良とする誤った見解が

みられた（表 4）。ドーピングの認知度は 94.8％とほぼ全員が認知していたが、関心のある者は

約 4割しかおらず、ドーピングを絶対にやめるべきと考えているものも約半数であることから、

ドーピングに対する認識の不足が伺えた。

表 3 食事バランスを心がけているか 人（％）

心がけている
心がけていない

129（60.8）
83（39.2）

食事バランスに心がけている内容の上位項目

内容 回答率（％）

野菜を積極的にとる
5大栄養素をバランスよく食べる
たんぱく質を積極的にとるようにしている
エネルギー調整に気を付けている
お菓子を極力食べない
脂質はとりすぎない
炭水化物をとること
鉄分を意識してとること

27.4
11.3
3.3
2.4
2.4
1.4
1.4
1.4

図 4 サプリメントの使用有無と食事バランスへの心がけについて
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4）サプリメント購入時のドーピングへの意識について

サプリメントを購入、もしくは摂取する際、ドーピングを意識しているかの問いでは、意識し

ているものが 20.3％、意識していない 79.7％であった（図 7）。ドーピングを意識して何か避け

ているものがあるかの問では、避けているものがある 9.9％、避けているものがない 90.1％であ

り、避けている項目については、エナジードリンク、栄養ドリンク、漢方薬、市販薬との回答が

少数にみられた。

また、試合前に体調を崩した場合、どのように対処しているかの問いでは、何も考えずに薬を

服用すると回答したものが 16.5％であり、ドーピングに対する注意が低いものが一定数いるこ

とが分かった。その他の対処としては、病院に行き医師に相談するが 39.6％と最も多い結果で

あったが、自分で調べて薬を服用するものが 25.9％と多く、「うっかりドーピング」につながる

危険性を含む結果であった（表 5）。

そこで、サプリメント購入時にドーピングを意識しているかについて、競技成績で比較した結

果、意識しているものは、世界大会出場者 100％、全国上位 43.9％、全国出場 14.7％、地方 21.3

％、県大会 7.0％、地区大会 33.3％、競技戦績なし 0％であった。世界大会出場者以外はドーピ

図 5 「ドーピング」という言葉の認知度 図 6 ドーピングに対する関心度

表 4 ドーピングに対する考え （％）

絶対にやめるべき あまりよくない 勝利、競技成績向上
目的ならよい 分からない

全対象者 51.4 37.3 1.4 9.9

表 5 試合前に体調を崩した場合、どのように対処
しているか （自由記述）

内容 回答率（％）

病院へ行き医師に相談する
自分で調べて薬を服用する
何も考えず薬を服用する
我慢して薬を服用しない
崩した経験がない
生活習慣を正す
親に相談をする。
トレーナーの方に確認する

39.6
25.9
16.5
12.3
2.8
1.4
0.9
0.5

図 7 サプリメント購入時にドーピングを
意識しているか
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ングを意識しているものはいるものの、意識していないとの回答が半数以上を占める結果であっ

た（図 8）。

5）その他、ドーピングにかかわる調査結果

本学強化クラブ生において、これまでにドーピング検査を行った経験者は、全国大会での上位

入賞と全国大会出場者を合わせて 2.6％とごく僅かであった（図 9）。また、JADA から配布され

る『アンチ・ドーピングガイドブック』を持っているものは 5.7％であった（図 10）。また、最

新のアンチ・ドーピング規則に関する知識を有する薬剤師であり、ドーピング相談の窓口ともな

りうる「スポーツファーマシスト」という資格について知っているは 4.7％、聞いたことがある

は 14.2％、知らないは 81.1％であった（図 11）。以上の結果より、本学においては、ドーピング

検査経験の少なく、アンチ・ドーピングにかかわる資料や相談窓口などに関する情報の取得には

偏りがある可能性が伺えた。

図 8 競技成績とサプリメント購入時にドーピングを意識しているか

図 9 ドーピング検査の経験がある
か

図 10 アンチ・ドーピングのハンドブッ
クを持っているか

図 11 スポーツファーマシストの資格を知っているか
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考 察

本調査は、ドーピング検査が実施される可能性のある全国レベルの大会に出場する本学の女性

アスリートを対象にサプリメントの認識とドーピングへの意識に関する実態を明らかにすること

を目的に実施した。

本学女性アスリートのサプリメントの使用率は、29.2％と 3割であった（図 1）。使用目的は、

不足栄養素の補足や競技力向上と栄養補給が中心であったが、サプリメント使用のきっかけが、

なんとなく、念のための保険など、特に理由がなく手にしているものが 1割ほどいた（図 2）。

サプリメントはあくまでも補充・補給を目的としているため、アスリート自身が、どのような状

況で何が必要かをしっかり見極めるための教育が必要であると思われた。また、食事の摂取状況

では、朝食をほとんど食べないものが約 5％おり、国民健康栄養調査8）の同世代女性 23％と比

較すると 1/4ほど少ない結果である。アスリートにとって欠食や空腹・飢餓の状態でいること

は、糖新生を引きおこし、筋たんぱく質の減少、脂肪蓄積につながり、身体づくりの妨げになる

可能性がある。その他、食事の摂食状況とサプリメント使用の有無では、朝食はサプリメント使

用者の方が毎日食べているが、昼食や夕食を時々食べないものが約 30％いることも、体調管理

に影響すると考えられるため、欠食が身体機能にどのような影響を及ぼすかなど、正確な情報提

供が必要であると思われた（表 2）。食事に関しては、バランスを心がけているものは 60.8％と

半数以上おり、食事バランスに心がけている内容については、野菜を積極的にとる、5大栄養素

をバランスよく食べるなどの意見が上位を占めており、望ましい内容となっていた。

田畑ら7）の報告では、日本人のエリート陸上女性アスリートの 69.2％が何らかのサプリメント

を使用しており、本学の使用者は 29.2％とまだ少ないといえる。しかし、図 7にあるようにサ

プリメント購入時にドーピングを意識しているものは 20.3％であり、世界大会出場者以外は、

全国上位入賞者であっても意識していないものが半数以上を占めている（図 8）。現在、たんぱ

く質やアミノ酸を含むもの、ビタミンやミネラル剤など多くのサプリメントがあるが、エビデン

スの明確なものは限られている。また、中には、禁止されている成分が含まれている製品の可能

性もあり、無知・不注意な「うっかりドーピング」を起こす危険性を伴うため十分に注意するよ

う警鐘がならされている。

本学では、「ドーピング」という言葉はよく知っているが、非常に関心があるものは 7.5％に

と少なく、ドーピング検査の経験者が 2.6％とほどんどいない。これは、日常で摂取している食

品やサプリメントとドーピングの関係性について、まだ現実味のない遠い存在と捉えているので

はないかと考えられた。アンチ・ドーピングガイドブック9）によると、本来ドーピングとは①フ

ェアプレーの精神の一つであるルールを守るということに反する、②身体や精神に重い副作用が

起こり、健康を害する危険性がある、③社会に大きな悪影響を及ぼす反社会的行為とされてお

り、ドーピングはスポーツの価値を損なうことにもなりかねない。ドーピングの意識調査の結果
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から、本学女性アスリートはドーピングに対して勝利、競技力向上のためならよいという誤った

認識を持っているものが少なからずいることが分かった。この認識は、今後、本学女性アスリー

トがフェアプレーの精神に反するドーピング行為に対する認識を再度改める必要があることを示

唆するものである。

また、同調査において試合前に体調を崩した際の対処法をどうしているかの問いでは、何も考

えずに薬を服用する者が 16.5％みられた。この結果は、本学女性アスリートのドーピングに対

する注意が低い傾向にあり、今後、ドーピングの危険性についての知識を習得し、ドーピング本

来の意味を理解することが必要であると考えられた。

今回のドーピングに関わる調査では、「スポーツファーマシスト」という言葉の認知について

尋ね、知っているものは 4.7％であった。JADA は 2009年度には日本薬剤師会の協力の下、

ドーピング防止、アンチ・ドーピング啓発活動及び教育活動を目的とした「公認スポーツファー

マシスト認定制度」を発足させた10）。スポーツファーマシストとは最新のアンチ・ドーピング規

則に関する知識を有する薬剤師のことであり、アスリートが薬の服用に困った時、いつでも相談

できるアンチ・ドーピングに特化した専門家のことである。本学女性アスリートがスポーツフ

ァーマシストの存在を認知しておくことは、今後、薬の服用に困った時、自己の誤った判断によ

る薬服をさけ、うっかりドーピングの防止につながる有効なものである。

また、全世界・全スポーツ共通のルールである「2021年版世界アンチ・ドーピング規程

（CODE）」と「国際基準」は毎年 1月 1日に更新されるため、新しい情報に常にアンテナを張っ

ておく必要がある1）。しかし、アンチ・ドーピングガイドブックの所持率は 5.7％であった。ア

ンチ・ドーピングガイドブック9）は、JADA がアスリートをはじめスポーツに関わる全ての人に

アンチ・ドーピング活動について正しく理解してもらうという目的に沿って、アンチ・ドーピン

グに関する規則や手続きの概要を分かりやすくまとめたものである。すなわち、アスリートが基

本的なドーピングに関する知識と注意事項を知ることができる。

今回、本学女性アスリートに対して、サプリメントとドーピングに関する意識調査を行った。

サプリメント購入時のドーピングに対する注意が低いことが問題としてあがった。今後、学内の

授業などを通して、ドーピングへの意識向上を目的とした講義やアドバイス等の機会を作り、ア

ンチ・ドーピングガイドブックやスポーツファーマシストを有効的に活用できる正しい知識の習

得を促す活動が必要であると考える。

ま と め

本学女性アスリートのサプリメントの認識とドーピングの意識に関する調査を行った結果、サ

プリメントの使用は全体の約 3割であった。また、ドーピングの認知度・関心度は高かったが、

ドーピングに対する注意は低く、誤った考えをもつ者も見受けられた。これはドーピング検査経

験が少なく、ドーピングの情報に触れる機会が少ないことが原因であると考えられた。
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今後は、ドーピングへの意識向上を目的とした講義・アドバイスを得る機会や、アンチ・ドー

ピングガイドブック、スポーツファーマシストを有効的に活用した正しい知識の習得を促す活動

が必要である。
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園田学園女子大学・
園田学園女子大学短期大学部

論文集編集規程
（平成 21年 4月 1日制定）

改正 平成 25年 4月 1日

（趣旨）

第 1条 この規程は、園田学園女子大学及び園田学園女子大学短期大学部（以下、「本学」とい

う。）における学術研究の成果の発表を目的として本学が発行する論文集（以下、「論文

集」という。）に関し必要な事項を定めるものとする。

（名称）

第 2条 論文集は「園田学園女子大学論文集（英語表記：SONODAJOURNAL）」と称する。

（発行）

第 3条 論文集は、原則として年度 1回発行する。

（論文集編集委員会）

第 4条 論文集の発行にあたり、論文集編集委員会（以下、「編集委員会」という。）を置く。

2 編集委員会は、次の委員をもって組織し、図書館長を委員長とする。

⑴ 図書館長

⑵ 各学科長

⑶ 委員長の推薦する図書館委員 若干名

第 5条 編集委員会は、第 6条に定める論文集編集実務委員会の検討結果を参照する等により投

稿論文を審査し、論文集への掲載の採否を決定する。

（論文集編集実務委員会）

第 6条 編集委員会に論文集の編集等の実務を担当する論文集編集実務委員会（以下、「編集実

務委員会」という。）を置く。

2 編集実務委員会は、編集委員の中から選出された委員若干名をもって組織し、編集委員会委

員長を委員長とする。

3 編集実務委員会は、投稿原稿について事前に検討し、編集委員会にその結果を報告する。

4 編集実務委員会は、必要に応じて編集委員以外の専門研究者に投稿論文の審査を依頼又は意

見を求めることができる。

5 前項の場合、その結果を編集委員会に報告することとする。

（投稿資格等）

第 7条 投稿資格、その他論文の投稿に関し必要な事項は別に定める。
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（所轄）

第 8条 論文集の編集に関する事務は図書館事務室がこれを担当する。

（規程の改廃）

第 9条 この規程の改廃は、大学運営会議の議を経て、学長が行う。

（補則）

第10条 この規程に定めるもののほか、論文集の編集に関し必要な事項は、学長が定める。

付 則

この規程は、平成 21年 4月 1日から施行する。

付 則

この規程は、平成 25年 4月 1日から施行する。
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園田学園女子大学・
園田学園女子大学短期大学部

論文集投稿規程
（平成 10年 4月 30日制定）

改正 平成 10年 6月 30日 平成 17年 5月 19日
平成 21年 4月 1日 平成 25年 4月 1日
平成 26年 4月 1日 平成 30年 4月 1日

（趣旨）

第 1条 この規程は、「園田学園女子大学・園田学園女子大学短期大学部論文集編集規程」（平成

21年 4月 1日制定）第 7条の規定により、論文の投稿に関して必要事項を定めるものと

する。

（投稿資格）

第 2条 論文を投稿できる者は、次の者とする。

⑴ 本学の専任教育職員。ただし、共同執筆者として他の者を含むことができる。

⑵ その他、論文集編集委員会が認めた者

（掲載の採択）

第 3条 投稿論文の論文集への掲載の採択は、論文集編集委員会が決定する。

（原稿の用紙、分量等）

第 4条 投稿論文の原稿の用紙、分量等については次に定めるとおりとする。

2 用紙は、A 4縦長とする。

3 分量等は和文・欧文それぞれ次のように定める。

⑴ 和文

① ワープロ使用・横書を原則とする。

② 43文字×34行を 1ページとし、20枚以内とする。

③ やむを得ない場合のみ例外として手書き原稿・縦書を認める。その場合の分量は、

1）手書きの場合は二万字（四百字詰め原稿用紙 50枚）以内とする。

2）ワープロ使用縦書原稿の場合は（30文字×23行）×2段を 1ページとし、20枚以内と

する。

⑵ 欧文

① ダブル・スペースで打つ。

② 86 letters×34 lines を 1ページとし、20枚以内とする。

4 その他

⑴ 和文の場合は欧文タイトルをつけること。
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⑵ 要旨

① 論文が和文の場合は、欧文シノプスを 100 words 以内でつけてよい。

② 論文が欧文の場合は、和文要旨を 200字以内でつけてよい。

（投稿の申し込み）

第 5条 投稿希望者は、所定の用紙によって投稿を申し込む。

2 投稿の申し込み締め切りは、7月末日とする。

3 申し込みは、所定の申込書を図書館事務室に提出する。

（原稿締め切り）

第 6条 投稿原稿の締め切りは、9月末日とする。

2 原稿は、それを収録した記録媒体（CD・USB メモリ等）を添えて図書館事務室に提出す

る。

（投稿原稿の記載、校正等）

第 7条 投稿原稿の記載及び校正等については、次のとおりとする。

2 図・表・写真は本文原稿とは別にし、挿入すべき位置と大きさの指定を本文原稿に明示す

る。

3 カラー写真の使用は原則として認めない。ただし、編集委員会が特別に認めた場合は使用す

ることができる。

4 和文原稿の場合は、原則として常用漢字を使用し、新仮名遣いによる表記とする。

5 英語英文学関係等の場合は、MLA に準ずる。

6 欧文原稿の場合、ゴチック体・イタリック体にするものは、該当箇所にアンダーラインを付

し、それぞれその下に「ゴチ」・「イタ」と指示する。

7 漢字使用国以外の外国の人名・地名・書名等には、原則として初出箇所で原綴りを付記す

る。

8 漢文の返り点・送り仮名は半字分として書く。

9 文献を脚注としない。

10 引用文献の書式は各自専門の書式に従う。

11 原稿末尾に、ひらがな書きの氏名と、専攻を記入する。（例）そのだ たろう 西洋史

12 完全原稿で提出し、校正時に組版等に影響を与えるような改変・書き換えは認めない。

13 原稿とは別に、論文題目・筆者名を和文・欧文で記入したものを提出する。

14 印刷校正は、筆者自身が再校まで行うが、校正原稿の返却の日時を厳守する。

15 抜き刷りは 30部作成し、筆者に進呈する。

（著作権）

第 8条 掲載論文の電子化及び web 上での公開に関する著作権は、編集委員会に委譲する。

付 則

この規程は、平成 10年 4月 30日から施行する。
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付 則

この規程は、平成 17年 5月 19日から施行する。

付 則

この規程は、平成 21年 4月 1日から施行する。

付 則

この規程は、平成 25年 4月 1日から施行する。

付 則

この規程は、平成 26年 4月 1日から施行する。

付 則

この規程は、平成 30年 4月 1日から施行する。

― １８９ ―



論文集編集委員会
委 員 長 中 野 博 文
委 員 赤 井 孝 史
〃 岡 本 久 之
〃 衣 笠 知 子
〃 田 邉 泰 美
〃 堤 かおり
〃 藤 澤 政 美
〃 渡 辺 敏 郎

園田学園女子大学論文集 第５６号
令和４年１月３１日 印刷
令和４年１月３１日 発行

編集者 園田学園女子大学論文集編集委員会

発行所 〒６６１―８５２０ 尼崎市南塚口町７丁目２９番１号

園 田 学 園 女 子 大 学
ＴＥＬ（０６）６４２９－１２０１
ＦＡＸ（０６）６４２２－８５２３

園 田 学 園 女 子 大 学 図 書 館
ＴＥＬ（０６）６４２９－９９３１
ＦＡＸ（０６）６４２９－２８２２

印刷所 〒６１５―００５２ 京 都 市 右 京 区 西 院 清 水 町１３
協 和 印 刷 株 式 会 社

ＴＥＬ（０７５）３１２－４０１０


	binder
	001-019
	021-029
	031-040
	041-054
	055-070
	071-084
	085-091
	093-101
	103-116
	117-124
	125-133
	135-142
	143-152
	153-161
	163-172
	173-183
	185-189
	colophon

